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無 題 (一) 


日常生活の 世界と 詩歌の 世界の 境界 は、 唯 一 枚の 硝子 板で 仕切られて 居る。 

此の 砲 子 は、 初めから ！» つて 居る こと も ある。 

生活の 世界の 塵に 汚れて 曇って 居る こと も ある C 

二つの 世界の 間の 通路と して は、 通例、 唯 小さな 狭い 穴が 一 つ 明いて 居る だけで ある。 

併し、 始終 兩 つの 世界に 出 人して 居る と、 此の 穴 は 段々 大きくなる" 

併し 叉、 此の 穴 は、 暫く 出 人し ないで 居る と、 自然に 段々 狹く なって 來る。 

或 人 は、 初めから 此の 穴の 存在 を 知らない か、 又 知って 居ても 別に それ を 捜さう ともしない P 

無 それ は、 硝子が 曇って 居て、 反對の 側が 見えない 爲か、 或は …… 餘 りに 忙しい 爲に。 

題 穴 を 見付けても 通れない 人 も ある。  . 一 
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それ は、 餘り 身體が 肥り 過ぎて 居る 爲に ；… 。 

併し、 そんな 人で も、 病氣 をしたり、 食 乏したり して 瘦 せた 爲に、 通り 拔 けられる やうになる 

こと は ある。 

稀に、 極めて 稀に、 天の 焰を 取って来て 此の 境界の 硝子 板 をす つかり 熔 かしてし まふ 人が ある- 

(大 E 九 年 五月、 澀柿) 
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無  題 (S 


宇宙の 祕密が 知りた くな つた、 と 思 ふと、 いつの 間に か 自分の 手 は 一塊の 土 くれ をつ かんで 居 

た。 さう して、 兩 つの 眼が じいつ と 其れ を 見詰めて 居た。 

すると、 土 くれの 分子の 中から 星雲が 生れ、 其の 中から 星と 太陽と が 生れ、 アミ—.. ハと 三葉蟲 

と アダムと イヴと が 生れ、 それから 此 C 自分が 生れて 來 るの を まざ/ \ と 見た。 

… … さう して 自分 は 科擧者 になった。 

しばらく すると、 今度 は、 なんだか 急に 唄 ひ 度くな つて 來た。 

と 思 ふと、 知らぬ 間に 自分の 咽喉から、 ひとりでに 大きな 聲が 出て 來た。 

無 其の 聲が 自分の 耳に はいった と 思 ふと、 すぐに、 自然に 次の 聲が 出て 來 た。 

題 聲が聲 を 呼び、 句が 句 を 誘うた。 


5 


さう して、 行く 雲 は 軒端に 止まり、 山と 水と は 音 を ひそめた * 

…； さう して 自分 は 詩人に なった。 (大正 九 年 八 H、ffi 柳) 


根 津權現 の 境內 の 或 旗亭 で 大舉 生が 數人會 し て 居た。 

夜が 更けて、 あたりが 靜 になった 頃に、 何處 かで 梟の 鳴く 

一— 梟が 鳴く ね」 

と 一 人が 云った。 

するともう 一 人が 

「なに、 あれ ぁ梟ぢ やない、 すっぽん だら う」 

と 云った。 

彼の 顔の 何處 にも 戯れの 影 は 見えなかった。 

しばらく 顏を 見合 はせ て 居た 仲間の 一 人が 


「だって、 君、 すつ ぼんが 鳴く のかい」 

と 聞く と 

「でも 何だか 鳴き さうな 顏 をして 居る ぢ やない か」 

と 答 へ た。 

が聲を 放って 笑った が、 其 男 だけ は 笑はなかった。 

彼 はさう 信じて 居る のであった。 

其 席に 居 合 はせ た學 生の 一人から、 此話を 聞かされた 時には、 自分 も大に 笑った ので はあった 

が、 あとで 叉よ く/ \-考 へて 見る と、 どうも 其 時には 矢 張す つ ほんが 鳴いた の だら うと 思 はれる。 

…… 過去と 未來を 通じて、 すつ ぼんが 梟の やうに 鳴く こと はない とい ふ 事が 科學 的に 立證 され 

たと しても、 少 くも、 其 日の 其 晩の 根津權 現境內 では、 たしかに すつ ぼんが 鳴いた ので ある。 

(大正 九 年 九 „^、 澀柳) 


靈 山の 岩の 中に 閉 込められて、 無 數の寶 石が 光り輝いて 居た。 

試に 其 中の 唯 一 つ を 掘 出して 此 世の 氣に 曙ら すと、 忽ちに 色 も 光 も 消え 褪せた 一 片の 土塊に 

變 つてし まった。 

同時に、 靈 山の 岩の 中に 秘められた 凡ての 寳石 も、 その • 悉くが 皆 唯 Q 土塊に 變 つてし まった。 

私の 頭の 中には、 數 限り もない 美しい 繪 が秘藏 されて 居た" 

私 は 試に 搶筆を 取って、 其 中の 一 っを畫 布の 上に 寫 して 見た。  ， 

氣の 付いた 時 はもう 間に合はなかった" 

…… 同時に 頭の 中の 凡ての 美しい 槍 もみん な 無殘に 塗り 汚されて しまうた"  • 

さう して 私 は 唯 〇 つまらない ー畫ェ になって しまった。 (大； .i- 九 年 十"、 


n ン ドンの 動物園へ 印度から 一 匹の 傘 蛇が 届いた" 

蛇に は 壁蝨が 一 面に 取 付いて 居た。 

健全な 蛇に は此蟲 が餘り 付かない ものである。 

此んな ことが 先頃の 週刊 タイム ス に 出て 居た し 

「此の 事 實には 色々 の モラ ー ル が ある」 

と A が 云った。 

「更に 多くの 詩が ある」 

と B が 答へ た。 (大正 九 年 十月、 & 柿) 


夜更けの 汽車で、 一人の 紳士が 夕刊 を 見て 居た。 

其 Q 夕刊の 紙面に、 犬の 欠伸 をして 居る 寫眞 が、 懸賞 寫眞の 第一 等と して 揭げ てあつた 一 

其の 紳士 は 微笑しながら 其の 寫眞を 眺めて 居た が、 やがて、 一 つ 大きな 欠 仲 をした。 

丁度 向 ひ 合せに 乘 つて 居た 男 も 矢 張 同じ 新聞 を 見て 居た が、 犬の 寫眞の ある 頁へ 來る と- 

ま はりに 微笑が 浮んで、  さう して、 …… 一 つ 大きな 欠伸 をした。 

やがて、 二人 は顏を 見合せ て、 互に 思 はぬ 微笑 を 交換した。 

さう して、 殆んど 同時に 一 一人が 大きく 長く のびやかな 欠伸 をした。 

あらゆる 「同唷 一の 中の 至純な ものである。 (大正 九 年 十一 、溢 柿)  • 


脚 を切斷 してし まった 人が、 時々、 なくなって 居る 足の 先の 洋 みや 痛み を 感じる ことがある さ 

うで ある。 

總入齒 をした 人が、 どうかす ると、 その 齒が づき， うづく やうに 感じる こと も ある さう であ 

る 

かう いふ 話 を 聞きながら、 私 はふと、 出家遁世の 人の 心 を 想 ひ 見た" 

生ん 叩の ある 限り、 世 を 捨てる とい ふこと は、 とても 出来さう に 思 はれない。 

(大正 九 年 十 一月 、漉 柿 > 


無  題 (5 


「庭の 植 込の 中な どで、 しゃがんで 草 をむ しって 居る と、 不思議な 性的の 衝動 を 感じる ことが 

ある. I 

と 一 人が 云 ふ。 

「さう 云へば、 私は獨 りで 荒 確の 岩 陰な どに 居て、 潮の 香 を SK いで 居る 時に、 やはり さう いふ 

氣の する/ J とが ある やう だ」 

ともう 一人が 云った。 

此の 對話を 聞いた 時に、 私 は 何だか 非常に 恐ろしい 事 實に逢 著した やうな 氣 がした。 

0 自然界と 人間との 間の 關 係に は、 未だ 吾々 の 夢にも 知らない やうな ものが、 いくらでも あるの 

題 ではない か。 (大正 九 年 十二月、 ffi 柿)  . 
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第 象 學者か cil-rt-s と 名 づける 雲が ある。 

白い 羽毛の やうな の や、 刷毛で 引いた やうな のが ある。 . 

通例 卷 雲と 譯 されて： る。  - 

私の 子供 はそんな こと は 無視して しまって、 勝手に スゥ 雲と 命名して しまった。 

(大正 九 年 十二月、 溢 ン 


無  題 (さ 


親類の T が 八つになる 男の子 を 連れて 年始に 来た。 

古い 昔の 敎導圑 出身の 彼 は、 中學 校の 體操 教師で、 男の子ば かり 九 人 養って 居る。 

宅へ 行って 見る と、 疊も 建具 も、 實に 手の 付け 處 のない 程に 破れ 損じて 居る ので ある。 

挨拨 がすんで、 屠蘇が 出て、 しばらく 話して 居る 內に、 其の 子 はっか/ \ -と緣 側へ 立って 行つ 

た、 と 思 ふといき なり 其處の 柱へ 抱き付いて、 見る 間に 頂上 迄攀ぢ 上って しまった。 

T が 慌て、 叱る と、 する， C と 滑り落ちて、 T の 横の 座 蒲圑の 上に きちんと 坐って、 袴の 膝 を 

合せた 上へ、 大分 ひに の 切れた 兩手を 正しくつ いて、 さう して 知らん顔 をして 居る のであった。 

S. 頻に 言ひ譯 をす る T を氣の 毒と は 思 ひながら も、 私は喻 快な、 心からの 笑聲が 咽喉から せり 上 

題 げて來 るの を 防ぎ かねた。 
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食し くても 賑 かな 家庭で、 八 人の 兄 第の 間に 自由に ほがらかに 活 澄に 育って 来た 此の 子の 身の 

上 を、 此れと は 反對に 實に靜 かで 淋しかった 自分の 幼時の 生活に 思 ひ 比べて、 少し 羨し いやうな 

氣も する のであった。 (大正 十 年 一月、 ffi 柿) 


16 


題 無 


無 題 (十 こ 


人殺し をした 人々 の 魂が、 毎年き まった 或 月の 或 日の 夜中に 墓の 中から 呼び出される。 

さう して、 銘々 の 昔の 犯罪の 現場 を 見舞 はせられ る。 

行きが けに は、 誰も 彼 も 

一正 當だ。 おれの した こと は正當 だ」 

とつぶ やきながら 出掛けて 行く。 

…… 併し、 歸 りに は、 みんな 

「悪かった。 悪かった」 

とつぶ やきながら、 銘々 の 墓場へ 歸 つて 行く さう である。 

私 は、 …… 人殺し だけ はしない ことにき めようと &ふ。 (大正 十 年 二月、 澀 怖，) 
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無  題 ¥5 


彼 は 或 日齒醫 者へ 行って、 奧齒を 一本 拔 いて 貰った。 

舌の 先で 觸 はって 見る と、 其處に 出来た {4! 虚な 空間が、 自分の 口腔 全 體に對 して 異常に 大きく- 

不合理に だ っ廣 いもの & やうに 思 はれた。 

…… それが、 ひどく 彼に 人間の肉 體 の菜敢 なさ、 賴り なさ を 感じさせた。 

又 或 時、 かたちんばの 下駄 を はいて 僅に 三 町ば かり 歩いた。 すると、 自分の 腰から 下が、 どう 

も 自分の もので ないやうな、 何とも 云 はれない 情ない 心 持に なって しまった。 

それから、 …… 

そんな 事から 彼 は、 おしま ひに は、 とう./ \ 坊主に なって しまった。 (大正 十 年 二月、 溢 怖) 
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無  題 (±5 


生来の 盲人 は 眼の 用 を 知らない。 

始めから 眼がない の だから。 

眼 明き は 眼の 用 を 知らない。 

生れた 時から 眼 を もって 居る の だから。 (大正 十 年-一月、 漉 柿) 


無 題 


ァ ルバ— ト. ケンプ とい ふ 男が、 百 十 時間 ぶっ通しに ピアノ を 彈き續 けて、 それで 世界の レコ 

.ド を 取った とい ふ 記事が 新聞に 出て 居た。 

驚くべき 非音樂 的な 耳 も ある もの だと 思 ふ。 (大正 十 年 一一 一月、 漉 柿) 
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題 (十五 )1 


眼 は、 い つ でも 思った 時に すぐ 閉ぢる ことが 出来る やうに 出来て 居る。 

併し、 耳の 方 は、 自分で は 自分 を 閉ぢる ことが 出来ない やうに 出来て 居る 

何故 だら う" (大正 十 年 三月、 鎞柿) 


無 . 題 (十六) 


風 を 這 はせ ると 北へ 向く、 とい ふこと が 云ひ傳 へられて 居る。 

未た 實驗 した こと はない。 

若し、 多くの場合に 此れが 事實 であると すれば、 それ は此 動物の 北 ほ 光 性 negative  phototropism 

によって 說 明され るで あらう。  . 

多くの 人間の 住所で は 一 般に 南側が 明るく、 北側が 暗い からで ある。 

此說 明が 假 りに 正しい としても、 此事實 の 不思議 さは 少しも 減り はしない。 

不思議 さが 少しば か り 根元 へ喧ひ 込む だけで ある。 

凡ての 科 學的說 明と いふ ものに 就いても 同じ ことが 云 はれる とすれば、 …… 

未来の 宗敎ゃ 藝術は 矢張り 科舉の 神殿の 中に 安置され なければ ならない やうな 氣 がする。 

. (大正 十 年 四月、 溢 柳) 
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無  題 (十七) 


鳥 や 魚の やうに、 自分の 眼が 頭の 兩側 について 居て、 右の 眼で 見る 景色と、 左の 眼で 見る 景色 

と 別々 に 丸でち がって 居たら、 此 世界が どんなに 見える か、 さう して 吾々 の 世界 觀 人生 觀 がどう 

なる か" …… 

いくら 骨 ぞ 折って 考へ て 見ても、 此れば かり は 想像が つかない。 

や 魚て なって しま はなければ 此れ は 分らない。 (大正 十 年 四月、 溫柳) 


題 (十八) 


大正 九 年の 七月に、 カイゼル. ウィルへ ルムの 第 六 王子 ョァ ヒムが 自殺 をした。 

ピストルの 彈が右 肺 を 貰き、 心臓 を かすって 居た。 

一度 自覺 を囘復 したが、 とう/^ 助からなかった。 

妃 との 離婚 問題 もあった が、 その 前から 精神に 異狀 があった さう である。 

王子の 採った 自殺の 方法が 科舉 的に 甚だ 幼稚な もの だと 思 はれた。 

なんだか 獨 逸らし くないと いふ 氣 がした。 

併し、 …… 心 臟を狙 ふか はりに、 腦を擊 つか、 或は 適切な 藥品を 選んだ 場合 を 想像して 見る と、 

王子に 對 する 吾々 の 感情， y は 大分の 違 ひが ある。 

やつば り 心臓 を 選ばなければ ならなかった であらう。 (大正 十 年 五月、 溫肺) 
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無  題 (4. 九) 


「タ ン テ はいつ 迄も大 詩人と して 尊敬され る だら う。 ：：： 誰も 讀む 人がない から」 

と、 意地の 惡ぃヴ オル テ I ァが 云った： 

ゴ ー ホゃゴ ー ガ ンも 何時 迄 も崇拜 される だら う C …… 

誰に も 彼等の 繪が わかる 害 はない からで ある」 (大正 十 年 五 H ；、 溢 柿；) 


無 題 三 i 


「あらゆる 結婚の 儀式の 中で、 最も 神聖で、 最も サブ ライムな もの は、 未開 民族の 間に 今日で 

も 未だ 行 はれて ゐる 掠奪 結婚の それで ある。 …… 

近年 迄、 此の 風習が 日本の 片隅に 淺 つて 居た が、 惜しい ことに、 もう 何處 にも 影 を 止めな くな 

つたら しい。 

さう して、 近頃 都 會で行 はれる やうな、 最も 不純で、 最も 墮 落した 色々 の 康 式が 出來 上った OJ 

かう 云って P 君が 野蠻 主義 を 謳歌す るので ある = (大正 十 年 六 „«、  ^^怖) 
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足 尾の 坑夫のお かみさん 達が、 古河 男爵夫人に 面會を 求める 爲に 上京した。 

. 「男爵の 奧 でも 私達で も やっぱり 同じ 女 だ」 といった やうな 意味の こと を 揚言した さう であ 

る C 

僕は此 新聞 を 讀んだ 時に、 そのお 神さん 達の 額が あり/ \ 見える やうな 氣 がした。 

さう して 腹が立った = …… 

いくら デモ クラシ ー が 世界に 瀰漫 しても、 ルビ ー と 煉瓦の 缺 けらと がーつ になる か、 と どな 

り 度くな つた." …… 

ヴィ ナスの アリス トクラ シ ー は 永遠の ものである。 

かう 云って Q 君が 一 人で 腹 を 立て 、居る。 (大正 十 年 六月、 溢 柿) 


油畫を かいて 見る。  . 

正直に 實 物の 通りの 各部 分の 色 を、 其 等の 各部 分に 相當 する 「各部 分」 に 塗った ので は、 出來 

上った 結果の 「全 體」 は さっぱり 實物 らしくない。 

全 體が實 物ら しく 見える やうに 描く に は 、「部分」 を實 物と はちが ふやう に 描かなければ いけな 

いとい ふこと になる。 

印象派の 起った わけが、 やっと 少し 分って 來 たやうな 氣 がする。 

思った こと を 如 實に云 ひ 現 はす 爲に は、 思った 通り を 云 はない ことが 必要 だとい ふ 場合 も ある 

かも 知れない。 (大正 十 年 七月、 溢 怖) 


寢 入り 際の 夢現の 境に、 眼の 前に 長い 梯子の やうな ものが 現 はれる。 

梯子の 下に 自分が 居て、 此れから 登らう として 見上げて 居る のか、 それとも、 梯子の 上に 居て 

此れから 降りよう として 居る のか、 どう 考 へても 分らない。 (大正 十 年 七月、 ffi 怖) 


無  題 (二十 四) 


嵐の 夜が 明け か、 つた。 

雨戸 を 細目に あけて 外を覼 いて 見る と、 解 は 倒れ、 軒端の 瓦は剝 がれ、 あらゆる 木 も 草 も 悉く 

自然の 姿を亂 されて 居た。 

大きな 銀杏の 梢が、 E 人の 手 を 振る やうに 靡き、 吹き ちぎられた 葉が 礫の やうに けし 飛んで 居 

た C 

見て 居る うちに、 奇妙な 笑が 腹の 底から 込み上げて 来た。 

さう して 聲を あげて げら/ \ 笑った。  . 

其 瞬間に 私 は、 天と地と が 大聲を あげて、 私と 一緒に 笑. つた やうな 氣 がした。 

(大正 十 年 八月、 溢 柿) 
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題 無 


題 (二十 五) 


猫が 居眠り を するとい ふこと を、 つい 近頃 發 見した C 

其樣 子が 人間の 居眠りの さまに 實 によく 似て 居る。 . 

人間 はいくら 年を取っても、 矢張り 時々 は 何 かしら 發見 をす る 機會は ある ものと 見える。 

此れ だけ は心强 いこと である。 广 大正 十 年 八月、 漉 怖) 
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(二十 六) 


「三から 五 ひくと いくつになる」 と 聞いて 見る と、 小學 一 年生 は 「零になる」 と 答へ る" 

中學 生が 傍で 笑って居る。 

3—5=12 とい ふ 「規約」 の 上に 組立 てられた 數學が 都ち 代數擧 である。 

併し 3—5  =  0 とい ふ 約束から 出發 した 數擧も 可能 かも 知れない。 

併し それ は代數 ではない。 

物事 は 約束から 始まる。 

俳句の 約束 を 無視した 短詩 形 はいくら でも 可能で ある。 

のみなら す、 それ は 立派な 詩で も あり 得る。 

. ^し、 それ は、 もう 決して 俳句で はない。 (大正 十 年 九月、 溫柿)  . 


32 


無 


無  題 (二十 七) 


泉 京邊 では、 七月 頃から、 もう そろ^- - 秋の 「實！ X 一  が顏を 出し 始める。 

併し、 それが 爲に、 却って、 いよ/ \ 秋の 「季節」 が 到来した 時の、 秋ら しい 感じ は 弱められ 

る やうな 氣も する。 

たまに は、 前觸れ なしの 秋が 来たら 面白い かも 知れない。 (大正 十^ 九 H、  ffi 柿) 
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無 題 三. To 


に 1 を 加へ る 場合に、 其の 和と して、 0 から 2 迄の 間の 任意 


一 に 一 を 加へ て 二になる。 

此れ は 算術で ある。 

併し、 ヴ H ク トルの 數學 では、 

な 値 を 得る ことが 出来る。 

美術展 覽會の 審査に は 審査員の 採 點數を 加算して 採否 を 決めたり する。 

あれ は 算術の 外に 數學 はない と 思って 居る 人達の する こと、 しか 思 はれない。 

(大正 十 年 十月、 澀柿) 
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題 無 


無  題 (二十 九) 


新しい 帽子 を 買って 嬉しがって 居る 人が あるかと 思 ふと、 又 一方で は、 古い 汚れた 帽子 を 被つ 

て 嬉しがって 居る 人が ある。 (大正 十 年 十月、 t;l 柿) 
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無  題 (王 i 


*=、 倫敦塔 で ライオン を 飼 つて 居た。 

十四 *1 紀 頃の 記録に よると、 ライオンの 一日の 食料 其 他の 費用が 六 ペン ス であった。 

さう して 囚人 一 人前の 費用 はとい ふと、 其の 六 分の 一の 一べ 二 ー であった さう である。 

今の 上野 動⑩ 園の ライ ォ ンと、 深 川の 細民との 比較が どうな つて 居る か 知り 度い ものである。 

(大正 十 年 十 =:、 ffi 柿) 
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コ ス モ ス とい ふ 草 は、 一 度植 ゑる と、 それから 後數 年間 は、 毎年 ひとりで 生えて 來る C 

今年 も 三 四 本 出た： 

延び- (\ て、 私の 脊 丈け 程に 延びた が、 一向に 未だ 花が 出さう にも 見えない- 

今朝 行って 見る と、 枝の 尖端に 蟆が 二三 疋づ& 付いて 居て、 何 かしら 仕事 をして ゐる： 

よく 見る と、 なんだか、 苦らし いものが 少し 見える やうで ある。 

コスモス の 高さ は蟥の 身長の 數 百倍で ある C 

人間に 對 する 數千 尺に 當る わけで ある。 

どうして 蝶が 此の 高い/ \ 壁の 上に 苔の 出來 たこと を^ぎ 付ける かビ 不思議で ある。 

(大正 十 年 十一月、 iil 柿) 


無  題 (三十 二)  • 


.m い 萩が い、 とい ふ 人と、 赤い 萩が い、 とい ふ 人と が、 熱心に 永い 時間 議論 をして 居た。 

比. L ま、 實際 私が、 そばで 聞いて 居た から、 確な 事實 である。 (大正 十 年 十一月、 溢 柿) 


無  題 (三十 三) 


田 端の 停車場から 出て、 線路 を 横ぎ る 陸橋の 方へ と 下りて 行く 坂道が ある。 

其 處の道 傍に、 小さな 風呂敷 を 一枚し いて、 其 上に 蟇 口 を 五つ 六つ 並べ、 その 傍に しゃがんで、 

何 かしきり にしゃべ つて ゐる 男が あった。 

往來人 は 折 柄 稀で、 たまに 通り か、 る 人 も、 誰 一人、 此の 商人 を 見向いて 見ようと はしな かつ 

た。 

それでも、 此男 は、 恰も 自分の 前に 少 くも 五六 人の 顧客 を控 へて にも 居る やうな 意氣 込みで し 

やべ つて 居た。 

無 北西の 風 は 道路の 砂塵 を 此の 簡單な 「， 店」 の 上に まともに 吹き付けて ゐた。 

題 此 の 心 持 を 想像しょう として 見た が 出来なかった。 
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小し、 めったに 人の 評價 して くれない、 或は 見ても くれない 文章 を かいたり 繪を かいたり する 

の も、 考 へて 見れば、 矢張り 此の 道路 商人の 獨り (目と 同じ やうな ものである。 

(大正 十年卞 二月、 溢 怖) 


無  題 (三十 四) 


{$屋 や 料理屋な どの 廣吿 に、 其の 庭園 や 泉石の 風景 をべ ンキ綺 で 描いた 建 札の やうな ものが、 

よく E 舍の 道端な どに 立て、 ある。 

例へば、 其の 池な どが、 一寸した 湖水 位 はあり さう に 描かれて 居る が、 實際 はほんの 金魚 池 位 

の ものであった りする。 

あ、 いふ 鎗を 描く 檜 かき は、 併し、 或 意味で えらい と 思 ふ。 

天然 を 超越して、 しかも 义 兎に角 新ら しい 現實を 創造す るの だから。 (大正十年十ニ月、 


無  題 (三十 五) 


暮の 押し 詰った 銀座の 街 を、 子供 を 連れて ぶら/ \ 歩いて 居た 「) 

新年 用の 盆栽 を 並べた 露店が、 何 軒と なくつ いて 居る。 

貝細工の やうな 福壽 草よりも、 せ、 こまし い 枝振り をした 鉢の 梅よりも、 私 は、 藁で 束ねた 藪 

柑 子の 輝く 色彩 を またな く 美しい ものと 思った。 

饒 頭 を ふかして 賣 つて ゐる 露店が ある。 

蒸籠から 出した ばかりの 饅頭から は、 暖かさうな 蒸氣が ゆるやかな 渦を卷 いて 立ち 昇って ゐる。 

私 は、 其の 饅頭 をつ まんで、 兩の 掌で ぎゅっと 握りし めて 見たかった。 

そして 子供 等と 一 緖に それ を 味 はって 見たい と 田 わった。 

饅頭の 前に 動いた 私の 心の 惰性 は、 つい 其 隣り の 紙 風船 屋へ私 を 導いて、 そこで 私に 大きな 風 
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船 玉 を 二つ 買 はせ た。  . 

饅頭 を 食 ふ 事と、 紙 風船 を： 弁ぶ 事との 道 德的價 値の 差違 如何と 云った やうな 事を考 へながら、 

又 子供の 手 を ひいて 暮の 銀座の 街 を ぶら-.^ と あてもなく 歩いて 行った。 

,  (大 1^ 十 I 年 二月、 溢 柿) 


無  題 (三十 六) 


祖父が 亡くなった 時に、 その 唯一 人の 女の子と して 取り 淺 された 私の 母 は、 僅に 十二 歳で あつ 

た 0 

家 を 糠ぐべき 養子と して、 當時 十八 歳の 父が 迎 へられる 事に なった が、 江 戶 詰の 藩 公の 許可 を 

得る 爲に 往復 一 一ヶ月 を 要した G 

それから 五十 日の 喪に 服した 後、 に 江戶迄 申請して、 いよ/ \ 家お = 相 緩 がき まるまでに 义ニ 

ヶ月 か」 つた。  ， . 

一 月卄 七日に 祖父が 死んで、 七月 叫 日に 家督が i いたの ださう である。 

喪中 は」. I； 敷に 簾 を 垂れて .n 日 を 遮り、 高聲に 話しす る 事 も、 木綿 車 を SI はすこと さへ も 警めら 

れた。 
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凡てが 落着した 時に、 庭 は 荒野の やうに 草が 茂って 居て、 始末に 困った さう である C 

(大正 十 一 年 四 H ；、 溢 怖) 


無  題 (三十. S 


安政 時代の 土 佐の 高 知での 話で ある。 

刃傷 事件に 坐して、 親族 立會の 上で 詰 腹 を 切らされた 十九 歳の 少年の 祖母になる 人が、 愁傷の 

餘 りに 失心しょう とした。 

居き せた 人が、 あはて 、其 場に あった 鐵 瓶の？ I を その 老搵の 口に 注ぎ込んだ。 

老婭 は、 其鐵 瓶の 底 を 撫で 廻した 掌で、 自分の 額 を 矢 露と 撫で 廻した 爲に、 顔 中 一面に 眞黑ぃ 

斑點が 出来た"  . 

居 合せた 人々 は、 さう いふ 極端な 悲慘な 事情の 下に も、 矢 張 それ を 見て 笑った さう である。 

(大正 十一 年 四月、 漉 柿) 
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無  題 (三十 八) 


子 狼が 勢に 乘 じて 高い 樹の そらに 上った が、 下りる ことが 出來 なくなって 困って ゐる。 

親 猫が 樹の 根元 へ 坐って 梢 を 見上げて は 鳴い て 居る。 

人が そばへ 行く と、 親 猫 は 人の 顏を 見て は訴 へる やうに 鳴く。 

恰も 助け を 求める もの 、 やうで ある G 

かう いふ 狀 態が 一 一十 分 もつ いたかと 思 ふ。 

其 間に 親 猫 は  一二 度 途中 迄 登って 行った が、 どうす る こと も 出来なくて、 おめ，， f\ と 又 下りて 

來 るので あった。 

無 子猫 はとう 降り始め たが、 脚 を、， U ら せて、 山吹の 茂みの 中へ 墜ち 込んだ C 

題 

それ を 抱き上げて 連れて来 ると、 親 猫 はいそ/ \ と 後から ついて 来る。 
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さう して、 緣 側に 下ろされた 子猫 をい きなり 嘗め 始める。 

子： H ま、 すぐに 孰 房に しゃぶり 付いて、 音 高く のど. を 鳴らし はじめる。 

親 猫 も クル ー,/\ と 恩愛に むせぶ やうに 咽喉 を 鳴らしながら、 いつまでも/ \ 极氣 よく 嘗め 廻 

はし、 嘗め ころがす ので ある。 

単に 比，.. - だけの 猫の 振舞 を 見て ゐて も、 猫の する こと は 凡て 純粹な 本能 的 衝動に よる もので 

人間の する こと は みんな 靈 性の はたらき だとい ふ說は 到底 信じられなくなる。 

(大正 十 一 年 六 =«、 溫怖) 
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題 (三十. fO 


平和 會議の 結 として、 獨逸 では、 發 動機 を 使った 飛行機の 使用 製作 を 制限され た。 

すると、 獨 逸人 はすぐ に、 發 動機な しで、 勿論 水素な ども 使 はす、 唯 風の 弛 張と 上：^ 氣流を 利 

用す る だけで 上空 を 翔け り 歩く 研究 を 始めた。 

最近の レ コ ー ド として は 約 二十 分 も、 樂々 と 空中 を 翔けり 廻った af- が ある。 

飛んだ 距離 は 一 一里 近くであった。 

詩人 を いぢめ ると 詩が 生れる やうに、 科 學者を いぢめ ると、 色々 な發 明ゃ發 見が 生れる ので あ 

る.〕 (大正 十一 年 八月、 溢 怖) 


題 (s 十) 


シャトル の勸 工場で いろ の 土產物 を 買った 序に、 草花の 種-て 少しば かり 求めた。 

そのと きに、 其 處の賫 子が 

「此れ は あなたに 上げ ませう。 私此 花が すきです から」 

と 云って、 おまけに 添へ て くれたの が、 珍ら しく もない 鳳仙花の 種であった。 

歸 つて 來て播 いた 此 等の 色々 の 種のう ちの 多くの もの は、 てんで 發芽 もしなかった し、 又 生え 

たので も 大抵ろ くな 花 は 付けす、 一 年 切りで 影 も 形 もな く 消えて しまった。 

併し、 彼の 賫子 がお まけに くれた 鳳仙花 だけ は、 實に 見事に 生長して、 さう して 鳳仙花と は 思 

はれない 程に 大きく 美しく 花 を 着けた。 

さう して 其 花の 種 は、 今でもな ほ、 年々 に 裏庭の 夏から 秋へ かけての 眺め を賑 はすこと になつ 


題 無 


て 居る。 

此の 一 些事の 中に も、 靈魂 不滅の 問題が 隠れて ゐ るので はない かとい ふ氣 がする。 

(大正 十 一年 十一月、 澀怖) 


51 


切符 を 貰った ので、 久し振りに 上野 音樂學 校の 演奏 會を 聞きに 行った。 

お 處の聽 衆 席に 坐つ て 昔樂を 聞いて 居る と、 い つ でも 學生 時代の 夢 を 思 ひ 出す と 同時に 又 夏 口 

先生 を 想 ひ 出す ので ある。 

ォ ー ケ ス トラ の 太鼓 を 打つ 人 は、 どうも 見たところ 餘り 勤めば えの する 派手な 役割と は 思 はれ 

ない。 

何事に も 光 榮の冠 を 望む 若い 人に やらせる に は、 少し 氣の 毒な やうな 役で ある。 

； W し、 あれ は 實際は 矢 張 非常に 大事な 役目で あるに 相違ない。 

さう 思 ふと 太鼓の 人に 對 する 或る 好感 を 抱かせられる C 

ロシ 一一の スク パト-マ！ テル を 聞きながら、 こんな こと も考 へた。  I  r 
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題 無 


本當の 基督 敎 はもう 疾 うの 昔に 亡びて しまって、 唯 幽かな 餘 響の やうな ものが、 僅に、 かう い 

ふ 音樂の 中に 生き 殘 つて 居る ので はない か。 (大正 十二 年 一月、 ^柿) 
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無  題 (S 士ー) 


大. 擧の 構內を 歩いて 居た。 

ふ yc- 方から、 子供 をお ぶった 男が 出て 來た。 

近づいた とき 見る と、 男の 顏に は、 何とい ふ 皮膚病 だか、 葡萄 位の 大きさの 疣が 一面に 簇生し 

て 居て、 見る も おぞましく、 身の 毛が 悚 つやうな 心地が した。 

f 中の 子. ii、.H:、 やっと 三つ か 四つの 可愛い 女の 兒 であった が、 世に もうら \ かな 顔 をして、 * 

の 恐ろしい の 背に すがって 居た。 

さう して、 「お 父ち やん」 と 呼び掛けて は、 何 かしら 片言で 話して 居る。 

その 懷か しさうな 聲を閜 いたと きに、 私 は、 急に 何物 か.^ 胸の 中で 溶けて 流れる やうな 心 持が 

した。 (大正 十二 年 三 tfl、  ffi 柿) 
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無  題 (四士 一一) 


數年 前の 早春に、 神 田の 花屋で、 ヒア シ ンスの 球根 を 一 つと、 チ ュ ー リップの を 五つ 六つと 買 

つて 來て、 中庭の 小さな 花壇に 植ゑ 付けた。 

いづれ も 見事な 花が ゆ、 いた C 

殊に チ 二 ー リップ は 勢よ く 生長して、 色さま.^ の大きな花を着けた。 

ヒ ァ シ ン ス は、 其 傍に 寧ろ 淋しく 獨り唤 い て 居た。 

其 後 別に 手入れ もせす、 冬が 来ても 掘り 上げる だけの 世話 もせす に、 打棄て \ あるが、 それで 

も 春が 來 ると、 忘れす に 芽 を 出して、 まだ 雜草も 生え 出ぬ 黑ぃ 土の 上に 鮮 かな 綠 色の 焰を臉 え 立 

たせる：  . 

題  . 

始めに 勢の 好かった チ ュ ー リップ は、 年々 に 萎縮して しまって、 今年 はもう ほんの 申譯の やう 
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な 葉 を 出して 居る」 

苔の あるの もす くないら しい。 

ir^ に 一又して、 始めに 唯一 本であった ヒア シン スは、 次第に 數を增 し、 それが みんな 元氣 よく 

生 ひ 立って、 サファ ャで 造った やうな 花 を 鈴な りに-^ かせて 居る。 

さう して 小さな 花壇 を 我物の やうに 占領して 居る。 

比の 一 一つの 花の 盛衰 は 吾々 に 色々 な 事を考 へさせる。 (大正 十二 年 五月、 溢 柿) 
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無  題 (四十 四) 


^をと る 方法が いろ/ \ ある。 

筌 を用ゐ るの は、 人間の 方から 云って 最も 受動的な 方法で ある： 

鰻の 方で 押し かけて 來 なければ もの にならない。 

次に は、 蚯蚓の 數珠を 束ねた ので 誘惑す る 方法が ある" 

其 次に は、 鰻の 居る 穴の 中へ 釣針 を さしこんで、 鳗の 鼻先に 見せびらかす 方法が ある 

此等 は餘程 主動的で あるが、 それでも 鰻の 方で 氣 がなければ 成立し ない。 

次に は、 鰻の 穴を搜 して 泥の 中へ 手 を 突 込んで つかまへ る- 

無 此れ は 純粹に 主動的な 方法で ある。 

鼠 最後に 鳗搔 きとい ふ 方法が ある。 
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此昜 合の 成 行 を 支配す る もの は 「偶然 一 である。 (大正 十二 年 六月、 漉 柿) 
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無  題 (四十 五) 


無地の 鶯 茶色の ネクタイ を搜 して 歩いた が 中々 見^ 力らない C 

東京と いふ 處も 存外 不便な 處 である" 

此頃 石油 ラム プを 探し 歩いて ゐる C 

祌田ゃ 銀座 は 勿論、 板 橋 界隈 も 探した が、 座敷 用の ラム プは 見付からない。 

東京と い ふ處は 存外 不便な 處 である" 

東京 市民が みんな 石油 ラム プを 要求す る やうな 時期が、 いっか は 又め ぐって 来さう に 思 はれて 

仕方がない。 (大正 十二 年 七月、 ^^怖リ 

M  (「肺 S 種」 へ の 追記 J 大正 十二 年 七月 一 日發 行の 「^柳」 に 此れが 揭 載され てから、 丁度 ニケ S 後に 

題  關束 大震災が 起って、 東京 中の 電燈が 役に立たなく なった。 此れ も 不思議な 廻リ あはせ であった。 
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0  (四十 六) 


本 石 町の 金物 店へ はいった。 

一 開き 戶の バタ ン， （>1^ るの を 止める、 こんな 風な 金具はありません か。」 

覺 束ない 手眞似 をしながら 聞いた" 

主婦 はに やく 笑 ひながら、 「ヘイ、 御座います。 …… 煽り 留と でも 申し ませう か。」 

出して 來たボ ー ル 箱に は、 なるほど、 ァ オリ ドメと 片 假名で ちゃんと 書いて あった。 

うまい 名 をつ けた もの だと 感心した。 

物の 名と いふ もの は 矢 張 ありがたい ものである。 

おつりに 貰った、 穴の ある 白銅貨の 二つが、 どうい ふ譯 だか、 穴に 絲 を-通して 結び合せ てあつ 


三越で 買物 をした 時に、 此の 結び合せた 白銅 を 出したら、 相手の 小店 員が にや，， 笑 ひながら 

受取った。 

此の 二つの 白銅の 結び合せ にも 何 か 適當な 名前が 付けられ さうな もの だと 思った が、 矢 張 中々 

うまい 名前 は 見つからない C  (大正 十二 年， へ "、 溢 怖) 


(四十 七) 


道端の 崖の 靑 T 亡の 中に 一 本の 樹の 木が 立って ゐる。 

其 幹に 蟲が澤 山 群がって ゐる。 

紫色の 紋の ある 美しい 蝶が 五六 羽、 蜂が 二種 類、 金龜 子の やうな 甲蟲 がー 種、 其 外に、 大きな 

山蟥ゃ 羽蟻 もゐ る。 

よく 見る と、 木の 斡に は、 いくつと なく、 小指の 頭ぐ らゐの 穴が あいて、 其の 穴の 周圍の 樹皮 

がま くれ 上がり 膨れ 上がって、 丁度、 人間の 手足に 出 來た瘍 の やうな^ 好に なって ゐる。 

蟲類は それ 等の 穴の ま はりに 群がって ゐ るので ある。  . 

人間の 眼に は、 おぞましく 氣 味の 惡ぃ 此の 樹幹の 吹出物に 人間の 知らない 強い 誘惑の 魅力が あ 

つて、 此 等の 數 多くの 昆蟲を ひきよせる ものと 見える。 
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私 は、 此の 蟲の 世界の バッカスの 饗宴 を 見て 居る うちに、 何 かしら 名狀し 難い、 恐ろしい やう 

な 物凄い やうな 心 持に 襲 はれた のであった。 (大正 十二 年 九 H;、  ffi 怖) 


0  (s 十八) 


震災の 火事の 燒 跡の 煙が まだ 消え やらぬ ST 黑焦 になった 樹の 幹に 纷 丹色の 徵の やうな ものが 

生え 始めて、 それが 驚くべき 速度で 繁殖した。 

樹 とい ふ樹に 生え 擴 がって 行った。 

さう して、 その 丹.^ が、 焰に あぶられた 電車の 架 穴.^ 線の 電柱の 赤 錡の色 や、 燒跡 一面に 散らば 

つた 煉瓦 や、 燒 けた 瓦の 赤い 色と 映え 合って 居た。 

道端に 拾 てられた 握飯にまで も、 一 面に 此の 赤 黴が 繁殖して 居た。 

さう して、 此れが、 あらゆる 生命 を 燒き盡 された と 思 はれる 焦土の 上に、 早く も 盛 返へ して 來 

る 新しい 生命の 胚芽の 先驅 者であった。 

三 四日た つと、 堯 けた 芝生 はもう 靑く なり、 しゅろ 竹 や 蘇 鐵が芽 を 吹き、 銀杏 も 細い 若葉 を 吹 


題 無 


き 出した。 

藤 や 櫻 は 返り 花 をつ けて、 九月の 末に 春が 歸 つて 来た。 

焦土の 中に 萌え出 づる綠 は 嬉しかった。 

崩れ落ちた 工場の 褻爐に き 出た、 名 も 知らぬ 雜 草の 花 を 見た 時には 思 はす 淚が 出た。 

(大正 十二 年 十一 nl:、 溢怖ソ 
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無  題 S 十 i 


震災 後の 十月 十五 日に 酒 句 川の 假橋を 渡った し 

川の 岸邊 にも 川床に も、 數 限り もない 流木が 散らばり、 引つ か-つて 居た。 

それが、 大きな 樹も 小さな 灌木 も、 みんな 綺醒に 樹皮 を 剥がれて 裸になって、 小枝の もぎ 取ら 

. ^た 跡 は 房 楊枝の やうに、 又 さ、 らの やうに そ、 け 立って 居た。 

それが 叉、 半ば 泥に 埋もれて、 脫れ 出ようと 藻擾 いて ゐる やうな の や、 おず： にからみ 合 ひ、 も 

つれ 合って、 最期の 苦悶の 姿 を 其 儘に 止めて；； 15 る やうな の も ある。 

叉、 辛うじて 橋杭に しがみついて、 濁流に 押 流され まいと 戰 つて 居る やうな の も ある。 

上流の i 轮谷 Q 山崩れの 爲に、 生きながら 埋められた 夥しい 樹木が、 豪雨の 爲に洗 ひ 流され、 押 

流されて、 此 處迄來 るう ちに、 とう/ \ 此んな 骸骨の やうな ものに なって しまったの であらう。 


被服 廠の 慘狀を 見る こと を 免れた 私 は、 思 はぬ 處で 此の 恐ろしい 「死骸の 磧」 を 見なければ な 

ら なかった ので ある e  (大正 十二 年 十二月、 溢 柿) 


M  (五十) 


或る日。 

汽車の 一番 最後の 客車に 乘 つて、 後端の 戸口から 線路 を 見渡した 時に、 夕日が 丁度 線路の 末の 

方に 沈んで しまって、 僅かな 雲に 夕 映が 殘 つて 居た ので、 鐵軌 がそれ に 映 じて 金色の 蛇の やうに 

輝き、 もう 暗くな りかけ た 地面に、 くっきり ニ條の 並行 線 を 劃して 居た。 

汽車の 進む につれ て、 折々 線路の 力 ー ヴ にか ^ る。 

力 ー ヴとカ ー ヴ との 間は眞 直な^ 線で ある。 

それが、 多く は 踏切の 處 から 突然 曲がり 始める" 

殆んど 一様な 曲率で 曲がって 行って は、 乂. 然 ..a 線に 移る C 

. 成程、 かう する のが 工事の 上から は も 便利で あらう と 田 3 つて 見て 罟た e 
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胖し、 少 くも 其 時の 私に は、 此の、 曲線と 直線との 繼ぎ はぎ Q 鐵路 が、 何となく 不自然で. ぎ 

ご ち なく、 又 不安な 感じ を與 へる のであった。 

さう して、 鐵 道に 沿うた、 昔の まくの 街道の、 如何にも 自然な、 美しく 優雅な 曲線 を、 叉な く 

なつかし いもの X やうに 思って 眺める のであった。 (大正 十三 年 一 =-、 溢 柿) 


無  題 (五十一) 


震災 後、 久し振りで 鉱座を 歩いて 見た。 

いつの 間に かバ ラッ クが軒 を 並べて、 歳暮の 店 飾り をして 居る じ 

東側の 人道に は、 以前の やうに いろくの 露店が 並び、 两 側に は 矢 張、 新年 用の 盆栽 を 並べた 

蔑黉張 も 出て 居る。 

歩きながら、 店々 に 並べられた 商品 だけに 注 E して 見て 居る と、 地震 前と 同じ 銀座の やうな 氣 

もす る。 

往来の 人 を 見ても さう である。 

して 見る と、 銀座と いふ もの \ 「內 容」 は、 つまり 唯 商品と 往来の 人と だけであって、 外に は 

何もなかった とい ふこと になる。 


それとも 地震 前の 銀座が、 やはり 一 種の バ ラ ッ ク 街に 過ぎなかった とい ふこと になる の 力 もし 

れ ない C  (大正 十三 年 二月、 溢 柳) 


無  題 £卡 二) 


う アル の输の 好きな 男が 居た G 

共 男が 或る 女に 戀 をした > 

其 女 は、 他人の 眼から は、 どうに も 美人と は 思 はれない やうな 女で あつたが、 何處 かしら、 ル 

ノ ァ ル の 描く 或る タイプ の 女に 似た ところ はあった の ださう である ハ) 

化 を やらない 人に は、 到底 解す る ことの 出来ない 自然界 や 人間界の 美し さが あるで あらう と 

田 4 ふが、 此の こと、、 此の ルノ アルの 女の 話と は 少し 關 係が ある やうに 思 はれる。 

(大正 十三 年 三月、 漉 柿) 


(五十 三) 


夢の 世界の 可能性 は、 現實の 世界の 可能性の 延長で ある。 

どれ 程に 有り得べ からざる 事と 思 はれる やうな 夢中の 事象で も、 よく-^ 考 へて 見る と、 それ 

は 唯 至極 平凡な 可能性 を ほんの 少しば かり 變 形した だけの ものであるし 

して 見る と、. 事によると、 夢の 巾で 可能な あらゆる 事が、 人間 百 萬 年の 未来に は、 みんな 現實 

の 可能性の 中にはい つて 來る かも 知れない。 

若し さう だとす ると、 その 百 萬 年後の 人達の 見る 夢 は どんな もので あるか。 

それ は 現在の 吾々 の 想像 を 超越した ものであるに 相 遠ない。 (大正 十三 i^sH -、 溢 柿) 


無  題 (五十 四) 


U 本 は 地震 國 だと 云つ て悲觀 する 人 も ある」 

併し、 所 li 地震 國 でない 國 にも、 稀に は 中々 の 大地 驚の 起る こと は ある，" 

さう して、 日本で はとても 見られな いやうな 大仕掛けの 大地震が 起る こと も ある， - 

一 九 〇 六 年の 桑 港 地震の 時に 生じた 斷層 線の 長さ は 四百 五十 籽に 達した」 

一 九 一 一 〇 年の 支那 甘肅 省の 地震に は 十 萬 人の 死者 を 生じた し 

考 へて 見る と、 日本の やうな 國 では、 少 しづ、、 なしく づ しに 小 让 掛けの 地震 を連發 して ゐる 

が、 K 在 迄のと ころで 安全の やうに 思 はれて 居る 他の 國 では、 存外 三千 年に  一 *B 力 五 千年に 一 

度 か、 想像 も 出来ない やうな 大地震が 一度に 襲って 来て、 ー國 が全诚 する やうな 事が 起り はしな 

いか。 


題 無 


比， 丄を 《| 去の 實 例に 徵 する 爲に は、 人間の 歷史 は餘り に 短 カレ。 

£ ハの 三千 年 目 か、 五 千年 目 は 明日に も來 るか も 知れない。 

其 寺 二 は、 其國の 人々 は、 地震 國 R 本 を 羨む かも 知れない。 (大！^-十三年五月、 造柿) 
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無  題 (五十 5 


晚 春の 曇り n に、 、水 代 橋 を 東へ 渡った。 

橋の 袂に、 電車の 監赞と 田^ はれる 服装の、 叫 十 恰好の 男が 立って 居た。 

右の 手に は、 其處ら から 拾って 来たらし い 細長い 板片を 持って、 それ を 左右に 打ち ふりながら、 

橋の 方から 來る 電車に 合 岡の やうな 事 をして 居た」 

左の 手 を 見る と、 一 疋の 生きた 蟹の 伊 良の 兩脇を 指先で つまんで 居る： 

共の 手の 先 を 一 尺 程 も身體 から 離して、 さも 大事 さう につまんで 居る。 

さう して、 何となく にこやかに 嬉し さうな 顏 をして 居る のであった。 

此 3;- の 家に は、 六つ か 七つ 位の 男の子が 居さうな 氣 がした。 

共 家 は此處 から そんなに 遠くない 處 にあり さうな 氣 がした. - (大正-十 三年 六 =:、 ^柿」 
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無  題 (五 士ハ) 


三 四 年 前に、 近處の 花屋で、 小さな 鐵線 かづら を 買って 來て、 隣家との 境の 石垣の 根に 植 ゑて 

置いた。 

其の ま はりに 年々 生 ひ 茂る 款冬 などに 負かされる のか、 ： ，：！； に 大きく もなら す、 一度 も 花 をつ 

けた こと は 無かった。 

去年の 秋の 大地震に 石垣が 崩れ落ちて、 その あたりの 草木 は 無 殘に壓 し 潰された。 

併し、 不思議に つぶされないで 助かった 鐵線 かづら に 今度 初めて 花が ゆ、 いた。 

それ もた つた 一 一輪 だけ、 款 冬の 葉陰に 隱れ てへ 、いて 居る の を 見付けた。 

M 地べたに 這って ゐる蔓 を 起こして、 篠竹を 三本 石垣に 立て掛け たのに それ をから ませて やった 

題 ら、 それから 幾日も 經 たない. z: に、 面白い やうに 一 y 氣 よく 蔓を 延ばし 始めた。 
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少し 離れた 處に 紅う つぎが 一 本 ある。 

去年 は 目 ざまし い、 呋き方 をして 見せた のに、 石垣に 叩き潰されて、 やっと 命 だけ は 取 止めた が- 

サヒは 唯の 一輪も^ かなかった。 (大正 十三 年 七 S 、溢 柿) 
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無  題 (五十 七リ 


大道で 手品 を やって 居る 處を、 其のう しろの 家の 二階から 見下ろして 居る と、 あんまり 品 玉が 

よく 見え 過ぎて、 馬鹿らしくて 見て 居られな いさう である。 

感心して 見物して 居る 人達の 方が 不 ffl^ 議に 見える さう である G 

それ も 其 害で ある (- 

手品と いふ ものが、 本來、 背後から 見下ろす 人の 爲に 出来た 藝當 ではない の だから。 

(大正 十一 1 一年 八月、 ^柿) 


0  題 (五十八) 


一 二階の 欄干で、 雪の 降る の を 見て 居る と、 自分のから だが、 ！ 一階と 一 緒に、 段々 空中へ 上が 

つて 行く やうな 氣 がする」 

と、 今年 十一 一になる 女の子が い ふ。 

かう いふ 子供の 頭の 中には、 吃 度 大人の 知らない 詩の 世界が ある だら うと S ふ。 

併し 又、 かう いふ 種類の 子供に は、 何處か 病弱な ところが あるので はない かとい ふ氣 がする。 

(： 大正 十三 年 八；：^、 
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MM 


無  題 (五十 九) 


白山 下へ 來 ると、 道 傍で 馬が 倒れて 居た = 

馬方が、 バケツに 水 を 汲んで 来て は、 馬の 頭から 腹から 浴びせ かけて 居た。 

頸の 廻りに は 大きな 氷塊が 二つ 三つ 轉 がって 居た C 

毎年 盛夏の 頃に は屢、 、出く はす 光景で ある。  ■ 

力う 迄なら ない 內に、 かうな つてからの 手當の 十分の 一 でもして やれば よいのに と 思 ふこと で 

ある C  . 

曙 町の、 と ある 横町 を 這 入る と、 矢 張 道 傍に 荷馬車が ー臺 停まって 居た G 

大きな 葉 櫻の 枝が 道路の 片側 一 杯に 影 を 擴げて 居る 下に、 馬 は 涼し さう に 休息して 居た" 

馬に でも 地獄と 極樂は あるので ある。 (大正 十三 年 九 3、 溢 柿) 
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無  題 (六十) 


葵の 苗 を、 試に いろんな 處に植 ゑて 見た。 日當 りの い、 塵 塚の 傍に 植ゑ たの は、 六尺 以上 

に 伸びて、 見事な 盆大の 花を澤 山に 着けた。  . 

併し、 瘦せ 地に 植 ゑて、 水 もやら すに 打 捨て、 おいた の は、 丈が 一尺に も 届かす、 枝が 一本 も 

出なかった。 

それでも、 申譯の やうに、 室の 頂上に、 一 錢 銅貨 大の花 を 唯一 輪 だけ 唤か せた。 

此の 兩 方の 花 を 比較して 見ても、 到底 同種類の 植物の 花と は 思 はれない ので ある。 

植物に でも 運 不運 は ある。  . 

それにしても、 人間に は、 3^ して 此れ程 迄に ひどく ちがった 環境に、 それん \ 適應 して 生存 を 

保す ぶ. W る化即 力が あるか どうか 疑 はしい。 (大 ず-十一 一一 年 十月、 ffi 柳) 
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題 無 


無  題 (六十！) 


雜草 をむ しりながら、 よ 《 見て 居る と、 稻に 似た の や、 麥に 似た の や、 又 粟に 似た の や、 

色々 の 穀物に 似た のがい くつ も 見付かる. - 

恐らく 其 等の 五穀と 同じ 先祖から 出た 同挨 であらう と 想像され る。 

それが、 自然の 環境の 影響 や、 偶然の 變移 や、 其後の培養の結H^-で、 現在の やうな 分化 を來た 

した もので あらう。 

此 等の 雜 草に、 十分の 肥料 を與 へて、 段々 に 培養して 行ったら、 永い 年月の 間に は、 其 等の 子 

孫の 内から、 或は 現在の 五穀に 優る 良い ものが 生れる とい ふ 可能性が あり はしない か。 

人間の 種族に 就いても 或は 同じ ことが 云 はれ はしない か。 (大正 十三 年 十一月、 溢 柳) 

3 

8 


0  (六十 二) 


第 一 免の 新閜 或は 雜 誌に 連載され て 25 た續 きものが、 何時の間にか 出なくなる" 

完結した の だか、 しなかった の だか、 はっきりした 記憶 もな しに 忘れて しま ふ。 

しばらく 經 てから、 偶然の 機會 に、 それの 繽 きが、 第二 流 か 三流の 新聞 雜 誌に 速 載され て 居る 

こと を發 見す る。 一寸、 久し 板り で舊 知に めぐり 會っ たやうな 氣 がする。 

なつかし くも あれば、 又 何となく 淋しく も ある。 (大正 十一 一一 年 十二  W 、^柳) 
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無  題 (六士 二) 


古典的 物理 學の 自然 觀は 凡ての 現象 を 廣義に 於け る 物質と 其の 蓮 動との 二つ の觀 念に よって 表 

現す る ものである： 

併し、 物質 を はなれて 運動 はなく、 蓮 動 を 離れて 物質 は^ 在 しないの である" 

自分の 近頃 學んだ 芭蕉の 所謂 「不易 流行.， 一 の說に は、 自ら これに 相 通す る ものが ある C 

(昭和 二 年 五 □:、  ffi 柿，) 


無  題 (六十 3) 


俳諧で r 虚實」 とい ふこと が 屡.、 論ぜられる。 

數舉 で、 實數と 虚数と を X と Y との 軸に とつ て 一 一次元の 量の 世界 を 組み立てる。 

虚數 だけで も、 實數 だけで も、 現 はされ る もの は 唯 だ 「線」 の^ 界 である。 

二つ を 結ぶ 事に よって、 始めて 無限な 「面 一 の^ 界が廣 がる" 

此れ は單 なる 首 葉の 上の アナ ヂ —では あるが、 速 句 は 矢 張 M  (なる 個性の 各、、 の XY、 卽 ちん 

^^-V^X3V^ … … によって 組み立てられた 多 次 足の 世界で あると も 云 はれる。 

其れ は、 三次元の 世界に 住する 吾等の 思惟 を 超越した 複雜な *1 界 である。 

「獨 吟」 とい ふ もの、 成效し 難い 所以 は 此れで 理解され る やうに 思 ふ。 

又 「連句」 の 妙趣が 我々 の 「言葉」 で 現 はされ 難い 所以 も此處 にある。 (昭和 二：. 五"、 流佈) 


無  題 (六十 五) 


ラヂォ の 放送のお かげで、 始めて 安 來節ゃ 八 木 節な ど、 いふ もの を 聞く 機會を 得た。 

賑 かな 中に 暗い 絕望 的な 悲みを 含んだ ものである。 

. 自分 は、 何となく、 霜夜の 街頭の カンテラの 灯 を 聯想す る。 

併し、 何と 云っても、 此 等の 民 謠は、 日本の 土の 底から 聞こえて 來る 吾々 の 祖先の 聲 である 。- 

謠ふ 人の 姿 を 見ないで、 擴聲 器の 巾から 響く 聲 だけ を 聞く 事に よって、 さう いふ 感じが 却て 切 

實 になる やうで ある C  . 

吾々 は、 結局 矢張り、 ベ I ト ー ヴ H ンゃ トビ ュ ッ シ— を拋棄 して、 もう 一 度 此の 祖先の 聲 から 

m 出直さなければ ならない ではない かとい ふ氣 がする ので ある。 (昭和ニ年七月、 ^！！柿：) 

題 
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無  題 (六十 六) 


「聊齋 志異」 の 中には、 到處に 狐の 化けた と稱 する 女性が 現 はれて 來る C 併し、 多くの場合に、 

其れ は 自ら 狐で あると 吿白 する だけで、 遂に 狐の 姿 を 現 はさす にす むの が 多い C 

唯 共の 行爲 の何處 かに 超自然的な 點 があって も、 それ は 智惠の 長け た 美女 に 打 込んで 居る 愚な 

善良な 男の 目を通して、 さう 見えた の だ、 と解釋 してし まへば、 自ら 理解され る 場合が 甚だ 多い" 

それに も拘ら す、 此 書に 現 はれた 支那 民族に は、 立派に 所謂 「狐」 なる 超自然的な ものが 存在 

して 居て、 恐らく 今も猶 存在して 居る にち が ひない。 

此れ は 或 意味で 羨むべき 事で なければ ならない。 

少 くも、 さう でなかった としたら、 此 書物の 中の 美しい もの は 大半 消えて しま ふので ある G 

(昭和 二 年 九月、 ffi 怖) 


無  題 (六十 七) 


絲风 をつ くって 見た。 

延びる 盛りに は 一日に 一 尺 位 は 延びる。 

鬚の やう な蔓を 出し て 摑ま り 處を搜 して 居る。 

蔓が何 かに 觸れ ると すぐに 曲り 始め、 五分と た、 ない 2: に 百八十度 位廻轉 する。 

確かに 捲き ついた と 思 ふと、 あとから 全體が 螺旋 形に 縮れて、 適 當な彈 性 を もって 緊張す るの 

である." . 

一 本の 鬚が また 小さな 絲 瓜の 洞 中にから みついた。 

無 大砲の 砲身 を 針金で 捲く あの方 法の 力 學を考 へながら、 どうなる かと 思って 毎日 見て 居た。 

題 何時の間にか 蔓が 負けて はち切れて しまったが、 蔓 のからんだ 痕跡 だけ は、 何時まで もちやん 
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と 消えす に殘っ て 居る。 

明^ 上に ひっか、 つて、 曲玉の やうに 曲った の をお ろして ぶら ドげて やったら、 段々 延びて 眞 

直にな つて 来た。 

.ff し 外の に 較べ ると やっぱり いつまでも 少し 曲って 居る。 

或脊 の卽景 

名月 ゃ絲 瓜の 腹の 光り . 

(昭和 二  ^个  一 n、  ^„^柿) 
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(六十 八) 


子猫が ふざけて 居る ときに、 子供 や 妻な どが、 そいつの 口 さきに 指 を もって 行く と、 きっと 憐 

み 付く、 ひっかく- 自分が 指 を 持って行 くと 古で 嘗め！！ す" すぐ 入れち が ひに 他の 者が 指 を やる 

と、 矢 張嶙み 付く。 

どうも、 親しみの 深い ものに は嚼み 付いて、 親しみの 薄い 相手に は砥 める だけにして おくらし 

い。 (： 昭和 一一 一年 一 月、 S 柿) 


三 毛 の 墓 


三毛のお 墓に 花が 散る 

こん.，， ^こ めの 花が 散る 

小 窓 に 鳥 影^ 鳥 影 

「小鳥の 夢で も 見て ゐ るか」 

三毛のお 墓に 雪が ふる 

こん/ \ 小 窓に 雪が ふる 

炬 缝蒲團 の 紅 も 

「三毛が 居な いで 淋しい な」  .， 

(昭和 三年 二月、 溢 柿) 
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無  題 


S.  H.  Waiuwright とい ふ學 者が、 和歌 や 俳句の 美 を 紹介した 論文の 中に 引用され て 居る 俳句 

の英譯 を、 俳句の 事 を 何も 知らない 日本の 英擧 者の つもりに なって、 もう 一遍 日本語に しかもな 

るべ く 英語に 忠實 に飜譯 して 見る と、 こんな 事になる。 

「如何に 速く 動く よ、 六月の 雨 は、 寄せ集められて、 最上 川に」 

「大波 は卷 きつ-寄せる、 さう して 銀河 は、 佐 渡 島へ 横切って 延び 擴 がる 一 

此頃、 據 ない 必要から、 リグ ゲ丄 ー ダの 中の 一 章句と 稱 する もの、 獨逸譯 を、 丁度 こんな 調子 

で 邦語に 飜譯 しなければ ならな かつ た。 

さう して 實は 甚だ 心 元ない 思 ひ をして ゐた。 

今、 右の 俳句の 英譯の 再飜譯 とい ふ 一 つの 「實 驗」 を やった 結 3^ を 見て、 滑稽 を 感じる と 同時 
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題 無 


に、 いくらか 肩の 輕 くなる のを覺 えた。 (昭和 三年 一一 一月、 溢 柿) 
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最上 川 象 潟 以後 


(はがき) 今日 越後の 新津を 立ち、 阿賀野 川の 溪谷を 上りて 會津 を經、 猪せ E 代 湖畔の 霜 枯を壓 す 

る磐梯 山の 凄まじき 雪の 姿 を 仰ぎつ \ 郡 山へ C 

それより 奥 羽 線に 乘替 上野に 向 ふ。 

先刻 西 那須野 を 過ぎ て 昨年の 魔 原 行 を 想 出す 儘に 此 葉書 を 認め 候。 

誠に、 旅 は 大正 昭和の 今日、 汽車 自動車の 便 あれば ある ま \ に 憂く つらく 淋しく、 五十一 歳の 

懷 子に は、 誠によ い 浮世の 手 習 かと 思へば 又 可笑しく も ある。 

さる にても、 山川の 美し さは、 春 や 秋の は 云 は デパ ー トメ ント の寶 出しの 陳列棚に も譬 へつ 

ベく、 今や 晚冬の 雪 漸く 解けて、 黄 紫赤視 にいぶ し を かけし 天然の 肌の 美し さは、 却て 王宮の ゴ 

プ ラ ン に 優る。 
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後 以潟象 川上 最 


枯 芝の 中に 花 さく 蔣の薹 を 見出で \、 何とな しに 物の 哀れ を 感じ 侍る。 

自動車の ほこり 浴びても 藤の 薹  . 

,  (昭和 一一 一年 四 n、  ffi 柿) 
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無  題 (七十) 


公闹 劇場で r サ ー カス， 一 とい ふ 芝居 を 見た。 

曲馬の 小屋の 木戶 口の 光景 を 見せる 場面が ある。 

木戶 口の 横に、 電氣 人形に 扮 した 役者が 立って 居て、 人形の 身 振 をす るの が眞に 迫る ので、 觀 

客の 喝采 を 博して 居た。 

くるりと 廻れ 右 をして、 シルクハット を脫 いで、 义 冠って、 左 を 向いて、 眼 玉 を 左右に 動かし 

ておいて、 さて 口 をば く/^ と 動かし、 それから 又く るりと 右へ 廻って 同じ 擧動を 繰り返へ すの 

である) 

生きた 人間の 蓮 動と 器械 人形の 運動との 相違 を、 可也 本質的に つかんで 居る の は、 流石に 役者 

である。 
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例へば 乎の 運動に つれて、 ^子が 或る 位置に 來て、 其の 重心が 支點の 直上に 來る 頃、 不安定 平 

衡の 位置 を 通る ときに、 ぐら./. \. と動搖 したりす る、 さう いふ 細かい 處の 急處を ちゃんと 心得て 

罟 る。  , 

勿論 此の 役者 は 物理 學者 ではない し、 自働 人形の 器械 構造 も 知らない であらう が、 併し 彼の 觀 

察の 服 は科學 者の 眼で なければ ならない。 

人形の 運動 は 凡て 分析 的で ある" 總合 的で はない。 

大抵の 人間 は 一 種の アウト マ I テ ン である。 

あらゆる 尊敬すべき 生眞面 E な 干からびた 職業 者 はさう である。 

さう でない もの は、 英雄と 超人と、 さう して 浮氣 な道樂 者の 太平の 逸民と である。 

俳諧の 道 は、 吾々 を アウト マ ー テンの 境界から 救 ひ 出す 一つの、 少 くも 一つの 道で なければ な 

ら ない C  (昭和 三年： ん：： ：：、 ？ 3| 柿，) 


無  題 (七十 二 


梨の 葉に 黄色い 斑が 出来て、 t の やうな ものが 簇生す る。 

自分 は 子供の 時から、 あれ を 見る と ぞっと 寒氣 がして、 そして 自分の 頻 からこめ かみへ かけて、 

同じ やうな 毛が 生えて 居る やうな 氣 がして、 思 はす 頰を. こすらない では 居られない。 

此頃 庭の 楓樹の 幹に 妙な 寄生 物が 澤山發 生した。 

動物 だか 植物 だか わからない。 

蕈の やうな 笠の 下に、 眞.！ I い 紹絲の やうな もの、 幕 を 垂れて、 小さな テントの 恰好 をして 居る。 

打つ ちゃって おけば、 樹幹 は 段々 に 此の 爲に 腐敏 され さう である。 

此れ を發 見した 日の 晚に、 ふと 思 ひ 出す と 同時に、 此れと 同じ ものが、 自分の 腕の 其處 やかし 

こに 出来て 居さうな 氣 がして、 そして 其れが 實 際出来て 居る 有様 を 可也 リアルに 想像して、 寢っ 
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かれなくて 困った。 

人の 悪事 を閜 いたり 讀ん だり して、 それが 自分の した 事で ある やうな 幻覺を 起して、 恐ろしく 

なる のと 似た 作用で あるか も 知れない。 

そして、 此れ は、 吾々 にと つて、 極めて 大事な 必要な 感應 作用で あるか もしれ ない。 

(昭和 三年 七月、 ffi 柿) 


2 

o 

®  (七 士ー) 


始めて.：！ 國の 川開きと い ふ もの を 見た。 

可" 14 に 急造した 梭 敷の 一隅に 席 を 求め、 まづぃ 辨當を 食 ひ、 氣の拔 けた サイ ダ ー を吞 み、 さう 

して ガソリ ン，； ： 犬い 川風に 吹かれながら、 n のせされ るの を 待った。 

全く 何もし ないで、 何も 考 へないで、 一時 問餘 りもボ カンと して、 花火の はじまる の を 待って 

居る 阿呆の 自分 を 見出す こ とが 出來た の は 愉快であった。 

附近で はビ ー ル と 枝豆が 頻に繁 EI して W た" 

日が 暮れて、 花火が はじまった. - , 

打 とげ 花 太 はたし かに 藝術 である」  . 

. ^し、 仕掛 花火と いふ もの は、 何とい ふつ まらない もので あらう" 


特に 往生際の 惡さ、 みにく さは どうで あらう C 

「ざま あみろ c」 

江戶ッ 子で ない 自分 でも かう 云 ひ たくな る。 

一 つ 驚いた 事を發 見した C 

それ はマク ネイル. ホイ ッスラ ー とい ふ 西洋人が、 廣 重よりも、 如何なる 日本人よりも、 より 

よく 隅 田 川の 夏の 夜の 夢 を 知って aw たとい ふこと である」 (昭和 三年 九 H:、  ^il 柿) 


無  題 (七十 三リ 


藝 iw+i 模倣で あると いふ プラト ー ンの說 がす たれてから、 藝 術の 定義が 戶惑ひ をした。 

或學 者の 說に よると、 藝術的 制作 は 作者の 執 一望す る もの を 表現す る だけでなく、 それ を實 行す 

る こと ださう である。 

此の 說 によって、 試みに 俳句 を 取扱って 見る と、 どうい ふこと になる であらう か。 

戀の句 を 作る のは戀 をす る ことで あり、 野 糞の 句 を 作る の は 野 糞 を たれる 事で ある C 

叙景の 句 はどうい ふ 事になる か。 

そ は 十七 字の 中に 自分の 欲する 景色 を 再現す る だけで はいけ なくて、 其の 景色の 中へ 自分が 

飛込んで、 其の 中で ダンス を 踊らなくて は、 此の 定義に 添 はない ことになる。 

此れ も 一 說 である。 
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少 くも 古来の 名句と、 淺 薄な 寫生句 など \ の 間に 存 する 一 つの 重要な 差別の 一面 を 暗示す る も 

の 、 やうで ある。 

客 觀のコ ー ヒ ー ま觀の 新酒 哉 

(昭和 三年 十 一 月、 溢 怖) 


無  題 (七十 S 


屮が i4l 間に 一線 を 劃す る。 

乙が 其れに 續 けて 少し 短い 一 線を畫 く。 

二つの 線 は 互に 或 角度 を 保って 居る ので、 此れで 一 つの 面が 定まる。 

次に、 丙 がまた 乙の 線の 末端から、 一本の 長い 線 を 引く。 

此れ は、 乙の 線と 或 角度 をして 居る ので、 乙 丙の 二 線が 叉 一つの 面 を 定める。 

併し、 此の 乙 丙の 面 は、 甲乙の 面と は 同 平面ではなくて、 或 角度 をして 居る、 卽ち 面が 旋轉し 

たので ある。 

次に、 r が乂 丙の 線の 續 きを 引く。 

アンド. ソ， -• オン。 
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長、 短、 長短、 合計 三十 六本の 線が 卷 秋 冬祌祇 釋敎戀 無常 を 座標と する 多次元 空間に、 一 つ 

の 曲折 線 を 描き出す.)  . 

此れが 連句の 幾何 學的 表示で ある」 

あらゆる 連句の 規約 や、 去 嫌 は、 結局 此の 曲線の 形 を 美しく する 爲に 必要なる 幾何 學的條 件で 

あると 思 はれる。 (昭和 四 年  一 fl>  ^^|怖：) 


無 題 s+s 


石器時代の 末期に、 銅の 使用が 始まった 頃に は、 此新 らしい 金屬村 料で、 色々 の 石器の 形 を、 

そっくり 其 儘に 模造して 居たら しい。 

新ら しい 素 村に、 より 多く 適切な 形式 を發見 するとい ふこと は、 存外 容易な ことで はない ので 

ある。 

又、 此れと は反對 に、 十：： い 形式に 新ら しい 素 村 を 取 人れ て、 其 形式の 長所 を、 より 多く 發揮さ 

せる こと も 中々 むづ かしい ものである。 

詩の 內容 素材と 形式との 關 係に 就いても、 同様な ことが 云 はれる。 r 昭和 四 年 三 、溢 怖：) 
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無  題 (七 士ハ) 


二 年 *± かり 西洋に 居て、 歸 りに アメリカ を 通って、 大きな 建築な どに 見馴れて、 日本へ 歸 つた 

寺て、 先 づ横濱 の 停車場の 小さい のに 驚き、 汽車の 小さい のに 驚き、 銀座 通りの 家屋の 俄く 粗末 

なのに 驚いた。 

こんな 害ではなかった とい ふ氣 がした。 

此れ は 誰もよ くい ふ 事で ある。 

ヴァイオリン を やって 居た のが、 セロを 初める やうに なって、 二た 月 三月 ヴァイオリンに は觸 

れ ないで、 每日セ 口ば かりやって 居る。 

そして、 久し 振で ヴァイオリン を 持って 見る と、 第一 その 目方の 輕 いのに 驚く。 

辆 

題 まるで 圑扇 でも 持つ やうに しか 感ぜられない。  . 
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樂 器が 二三 割 も 小さく 縮まった やうに 思 はれ、 かん 處を 押さへ る 左手の 指と 指との 間が、 まる 

でく つついて しま ふやうな 氣 がする， - 

さう いふ 異様な 感じ は、 何時と なく 消えて しまって、 ヴァイオリン は ヴァイオリン、 セ ロはセ 

n と 各 ： の 正 當な大 さの 槪 念が 確實に 認識され て來 るので ある G 

俳句 を やる 人 は、 時には 短歌 や 長 詩 も 試み、 歌人 詩人 は 俳句 もやって 見る 必要が あり はしない 

か。 . (昭和 四 年 五 =:、 
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無 

題 


無  題 (七十 七- 


一日 忙しく 東京 中 をぼ廼 つて 夜： 史 けて 歸 つて 来る. >  • 

寢靜 まった 細長い 小路 を 通って、 右へ 曲って、 我家の 板 街に たどり 付き、 闇夜の 空に 朧な 多角 

形 を 劃す る 我家の 屋根 を 見上げる 時に、 ふと 妙な 事を考 へる ことがある。 

此の 廣ぃ 日本の、 此の 廣ぃ 東京の、 此の 片隅の、 きまった 位置に、 自分の 家と いふ、 ちゃんと 

きまった 住家が あり、 其處 に. は、 自分と 特別な 關係 にある 人々 が 住んで 居て、 そこへ、 今 自分 は、 

さも 當然 のこと らしく 歸 つて 來 るので ある：  . 

併し、 此れ は 何とい ふ 偶然な ことで あらう = 

此の 家、 此の 家族が、 して 何時 迄 此處に 在る の だら う： 

或 日、 一日 留守に して、 夜 晚く歸 つて 見る と、 もう 其 處には 自分の 家と 家族 はなくな つて 2ip て、 


全く 見知らぬ 家に、 見知らぬ 人が、 何十 年 も 前から 居る やうな 樣 子で 住んで 居る、 とい ふやうな 

現象 は 起り 得ない もの だら うか、 起っても ちっとも 不思議 はない やうな 氣 がする。 

そんな 事を考 へながら、 門 をく^って 內へ這 入る と、 もう 我家の 存在の 必然性に 關 する 疑 は 消 

威す るので ある。 (昭和 四 年 七月、 s 怖) 


112 


無  題 (七十 八) 


あたりが 靜 かになる と 妙な 音が 聞こえる" 

非常に 調子の 高い、 二 ィく蟫 の聲の やうな 連續 的な 音が 一 つ、 それから、 油 蟬の聲 の やうな 

斷鑌 する 音と、 もう 一つ、 チッ くと 一秒に 二 囘位づ 、繰 返される 鋭い 音と、 此の 三つの 音が 重 

なり 合って 結 間な く 聞こえる" 

頸 を 左右に ねぢ 向けても 同じ やうに 閜 こえ、 耳 を 塞いでも 同じ やうに 聞こえる。 

此れ は 「耳の 中の 聲」 である。 

平生は、 此の 聲に對 して 無感覺 になって 居る が、 どうかして、 此れが 聞こえ 出す と、 聞くまい 

M と 思 ふ 程、 却って 高く 聞こえて 來る。 

題 此の 聲は、 何 を 私に 物語って 居る のか、 考 へても それ は 永久に 分り さう もない。 
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併し、 此の 聲は私 を 不幸に する。 

若し、 幾日も 鑌 けて 此の 聲を 聞いて 居たら、 私 はおし まひに は氣が 狂って しまって、 自分で 自 

分の 兩耳を ゑぐ り 取って しま ひたくなる かも 知れない。 

仕 合せな ことに は、 煩 はしい 生活の 日課が、 此の 悲運から 私 を 救 ひ 出して くれる。 

同じ やうな ことが 私の 「心の中の 聲」 についても 云 はれる やうで ある" (昭和 四 年 九月、 ffi 柿) 
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無  題 (七十 さ 


大震災の 二日 目に、 火災が 此 界隈まで も 及んで 来る 恐れが あると いふので、 兎も角も 立 退きの 

準備 をしょう とした" 

其 時に、 二 匹の 飼 猫 を、 誰が 如何にして 連れて行く か 問題と なった C 

此頃、 ゥェ ルズの 「空中 戰爭」 を讀ん だら、 陸地と 緣の 切れた ナ ィ ァ ガ ラのゴ ー ト アイラ ン ド 

に、 唯一 人生き 殘 つた 男が、 敵軍の 飛行機の 破損した の を 精って、 それで 島 を 遁げ出す、 其 時に、 

島に 迷って 饑 ゑて 居た 一 匹の 猫 を 哀れが つて 一 緒に 連れて行く 記事が ある。 

其 後に、 又 同じ 著者の 「放 たれた 世界」 を 讀んで 居る と 、「原子 爆彈」 と稱 する 恐るべき 利器に 

無 よって、 和 蘭の 海 を 支へ る 堤防が 破 壌され、 國中 一 面が 海になる、 其 時、 幸運に も 一 艘の 船に 乘 

題 り 込んで 命 を 助かる 男が 居て、 それが 矢 張 居 合 はせ た 一 匹の 迷 ひ 猫 を 連れて行く、 とい ふ  一く だ 


115 


りが、 ほんの 些細な 插話 として 點ぜ られて 居る。 

此の 二つの 插 話から、 私 は-犯と いふ ものに 對 する 此 著者の 感情の 凡てと、 同時に 又、 自然と 人 

間に 對 する 此 著者の 情緒の 凡て を 完全に 知り 盡す ことが 出来る やうな 氣 がした G 

( 1? 和 四 年 十  一 H:、  ffi 怖) 
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無  題 (Ai 


上野 松 坂 屋七階 食堂の 食卓 に 空席 を搜 しあて、 腰を下ろした。 

向 側に 五六 歳の 女の子、 其 右側に は 三十 過ぎた 母親、 左側に は 六十 近いお 婆さんが 陣取って 居 

る 0 

純 下町 式の 三つの ヂ ラ不レ ー ショ ンを 代表した やうな 連中で ある。 

老人 は 「幕の 內」、 母子 は 力 ッ レ ヴ である。 

ゆ 親が 給仕に ソ ー スを 取って くれと 命す ると、 お婆さんが 意外に も 敏捷に 腕. を延 して、 食卓の 

眞屮 にあった 罎を 取って お 神さん の 皿の 前へ 立てた。  . . 

「ャ， -ィ、 ォバァ ちゃんの 方が よく 知つ てら。」 

題 5£ が 刹那て 感じた と 全く 同じ 事 を、 子供が 元氣 よく 云 ひ 放って、 ちょこ なんと 澄まして 居る。 
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母親 は 却つ て 嬉し さう に 

「本 當、 ねえ、。」 

そんな 相槌を打って 皿の 中の 整理に 忙 がしい。 

お婆さんの 顏と 母親の 顔と がよく 似て 居る ところから 見る と、 此れ はお 神さん が 子供 を つれて 

の 買物の 序に、 里の 母親 を 誘つ て 食堂 を ふれ まふと いふ 場面ら しい。 

「お 汁粉 取り ませう か、 ぉ雜 煮に しませう か。」 

「もう 澤 山です。」 

「でも、 なんか ：•：. 。」 

こんな 對 話が 行 はれる。 

此んな 平凡な 光景で も、 時として 私の 心に 張りつ めた 堅い 厚い 水の 上に、 一掬の 溫湯を 注ぐ や 

うな 效果が ある やうに 思 はれる。 

それ 程に 一般 科學 者の 生活と いふ ものが、 人の 心 を 千から びさせる ものな のか、 それとも 此れ 

は 唯 自分 だけの 現象で あるの か。 

比ん な こと を考 へながら、 あの 快く 廣ぃ 窓の ガラス 越しに、 うら、 かな 好晴の 日光 を 浴びた 上 
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題 無 


野の 森 を 眺めた のであった C  (昭和 五 年 一月 、溢 柿) 一 
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(八十 一 ) 


. 「三毛」 に 交際 を 求めて 來る 男猫が 數匹 ある 中に、 額に 白斑の ある 黑 猫で、 からだの 小さい く 

せに 恐ろしく 標俘 なのが 居る。 

此れが、 「三毛」 の 子で 性質 溫 良なる 雄の 「ボウ ャ」 を、 女 敵の やうに 付け ねらって 迫害し、 旣 

に 二度 も大 怪我 を させた。 

何となく 斧 定九郞 とい ふ 感じの する I である。  • 

夜の 路次 などで、 此 猫に 出逢 ふと 一種の 凄味 を さへ 感じさせられる ノ 

此れと 反對 に、 頗る 好々 爺な 白 猫が やって 來 る。 

大きな 顏に不 均整な 黄 斑が 少し あるの が、 何となく 滑稽 味を帶 びて 見える。 

「ボウ ャ」 は、 此の 「ォ 、チサ ン J が來 ると、 喜んで 一 緒に ついて あるく ので ある。 
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今年の 立春の 宵に、 外から 歸 つて 来る 途上、 宅から 二三 丁の 或 家の 軒に 蹲って 居る 大きな 白 猫 

が ある。 

よく 見る と、 それ は 正しく 吾が 親愛， なる 「ォヂ サン」 である e 

此方の 顏を 見る と、 少し 口 を 開いて、 聲を 出さす に 鳴いて 見せた。 

r ャァ、 …； 奴さん、 此處ら に 居 るんだ ね。」 

此方で も磬を 出さ すに さう 云って やつ たし 

さう して、 唯 何となく を かしい やうな、 面白い やうな 氣持 になって、 程近い 我家へ と 急いだ の 

であった」  ， 

淡 雪 や 通 ひ 路 細き 猫の 戀  . 

(昭和 五 年 三月、 澀柿) 


無  題 穴 士ーリ 


櫻の 靜に 散る 夕、 うちの 一 一人の 女の子が 一 一 重唱 をうた つて 居る。 

名高い イタリアの 民謠 である。 遠い 國に さすら ひの イタリア 人が、 此の 歌 を 聞く ときつ と淚を 

流す とい ふ。 

今、 我家の 子供 等の 歌 ふ 此の 民讅を 聞いて ゐ ると、 ニタ昔 前の イタリアの 旅 を 思 ひ 出し、 さう 

して 矢 張 何 かしら 淡い 客愁の やうな もの を 誘 はれる ので ある。 

ナポリの 港町の 夜景が 心 に 浮 ぶ。 

朧夜 を 流す ギタ ー や サン タ. ルチア  . 

. ^  I  ..  f  F  (昭和 五 年 五月、 澀柿) 
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題 無 


無  題 (八士 二) 


うすら 寒い 日の 午後の 小半日 を、 邦樂 座の 二階の、 人 氣の少 い 客席に 腰かけて、 遠い 異國の 華 

やかな 歡樂の 世界の 幻 を 見た" 

さう して、 つめたい 空ラ 風に 吹かれて、 ふるへ ながら 我家に 歸 つた。 

食事 をして 風呂に 入って、 肩まで 湯の 中に 浸って、 さう して 湯に しめした 手拭 を顏に 押し 當て 

た 瞬間に、 つぶった 眼の 前に 忽然と 晝間 見た 活動 女優の 大寫 しの 顔が 現 はれた、 と 思 ふと ふっと 

消えた。 

アメリカ は 人 皆 踊る 牡丹 かな 

(昭和 五 年 五月、 澀 柿) 
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無  題 (A 十 so 


色々 な國 語の 初歩の 讃 本に は、 其國々 特有の 色と 香が 極めて 濃厚に 出て 居る。 

ナショナル リ— ダ ー を敎 はった 時に、 幼い 頭に 描かれた 異國の 風物 は、 英米の それであった。 

ブ ハイム を 手に した 時には、 叉 別の 國の 自然と、 人と、 その 歷史 が、 新しい 視野 を 展開した。 

ロシアの 讀本 をの ぞくと、 忽 にして 自分が ロシアの 子供に 生れ 變り、 ラテンの 初歩 を かじる と 

一 一千 年 前の 口 ー マ 市民の 子供に なり、 蠟 石盤 を か、 へ て學 校へ 通 ふやう になる。 

火 人の 讀物 では、 決して、 此れ程 濃厚な 國々 に 特有な 雰圍氣 は 感ぜられな いやうな 氣 がする。 

飜譯 とい ふ もの も 或 程度まで は 可能で ある。 

併し、 初歩の 讀 本の 與 へる 不思議な 雰圍氣 だけ は、 全然 飜譯の 出来ない ものである。 

(昭和 五 年 七月、 澀柿) 
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無  題 (A 十五) 


純白な の 上に、 規則正しく 並べられた 銀器の 色々、 切 子 子の 花瓶に 投 込まれた 紅白の 力 

1 ネ ー ショ ン、 阯の 上の トマトの 紅と サラド の綠、 頭上に 廻轉 する 扇風機の 羽搏き、 高い 窓 を 飾 

る 涼し 氣なカ ー テ ン。 

其處 へ、 美しい ゥェ トレスに 導かれて、 二人の 老人が はいって 来る。 

それ は 芭蕉 翁と 歌 ill とで ある。 

笆蕉は 定食で い、 とい ふ、 歌 麿はァ .ラ . カルテ を 主張す る。 

前者 は 永 水、 後者 は クラ レ ッ トを飮 む C 

無 前者 は 少なく、 後者 は 多く 食 ふ。  * 

題 前者 は 嬉し さう に、 あたり を 眺めて 多く は 無言で あるが、 後者 はよ く談 じ、 よく 論じながら、 
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隣の 卓の 西洋 婦人に、 鋭い 觀 察の 眼 を 投げる。 

隣窒で ジャズが 始まる と、 歌 麿の 顏が 急に 活々 して 来る、 葡萄酒の せゐも あるで あらう。 

芭蕉 は、 相 變らす 一一 コ， （- しながら、 一片の 角砂糖 をコ ー ヒ ー の 中に 落して、 じっと見 つめて 

居る。 

小さな 泡が 眞 中へ かたまって 四方へ 開いて 消える。 

それが 消える と 同時に、 芭蕉 も、 歌 麿 も 消えて しまって、 自分 は 唯一 人、 食堂の 隅に 取淺 され 

た 自分 を 見出す。 (昭和 五 年 九月、 ffi 柳) 
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リ よ 湖 生 震 


震 生 湖より 


(はがき) 昨日 は、 朝、 急に 思 ひ 立ち、 秦 野の 南方に、 關東 地震の 際の 山崩れの 爲に 生じた 池、 

「震 生 湖 一 とい ふの を 見物 及 撮影に 行った。  

山 裂けて 成しけ る 池 や 水す ま し 

穗芒ゃ 地震に 裂けた る 山の 腹 

(昭和 五 年 十 w、  ffi 柿) 
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新 宿、 武藏野 館で、 「トルク シブ」 とい ふ ソヴェ ト 映畫を 見た。 

中央 亜 細亞 の、 人煙 稀薄な 喊 野の 果に、 劍の やうな 嶺々 が、 萬 古の 雪 を 戴いて 連なって 居る。 

其の 荒漠 たる 虚無の 中へ、 唯一 筋の 鐵 道が、 恰も 文明の 觸 手と でも 云った やうに、 徐々 に、 し 

かし 確實に 延びて 行く ので ある。 

此映畫 の 中に、 夥しい 綿羊の 群 を 見せた シ ー ンが ある。  • 

あんな 廣ぃ野 を 歩く のに も、 羊 は 殆ど 身動きの 出来ない 程に 密集して 歩いて 行く のが 妙で ある。 

まるで 白 泡 を 立てた 激流 を 見る やうで ある。 

新 宿の 通へ 出て 見る と、 折 柄 三越の 新築 開店の 翌日であった ので、 あの 狭い 人道 は 非常な 混雜 

で、 丁度 さっき 映畫で 見た 羊の 群と 同じ やうで ある。 


して 見る と、 人間と いふ 動物に も、 矢 張 どこか 綿羊と 共通な 性質が ある ものと 見える。 

さう 考へ ると、 自分な ど は、 ま づ狸か 絡の 類 かと 思って、 一寸 淋しい 心 持が した。 

さう して、 再び 彼の 荒漠 たる 中央 亞細亞 の 沙漠の 幻影が、 此の 濃 やかな 人波の 上に、 暨氣摟 の 

やうに 浮み 上がって 來 るので あった。 (昭和 五 年 卜  一 H:、 溢 柿) 


夏 目先 生が 洋行から 歸 つたと きに、 あちらの 畫廊の 有名な 繪の 寫眞を 見せられた。 

さう して、 此 中で 二三 枚 好きな の を 取れ、 と 云 はれた C 

其 中に、 ギド ー • レ 二の 「マグダレナの マリア， 一 があった。 

それから 又サ I  - ジョ シュア . レ— ノル ヅの 童女 や 天使な どが あった。 

先生の 好きな 美女の 顔の タイプ、 と 云った やうな ものが、 朧氣に 感ぜられる やうな 氣 がした の 

である。 

其の マグダレナの マリア を 貰って、 神代杉の 安 額 緣に收 めて、 下宿 0 楣 間に 揭げて あったら、 

美人の 寫眞 なんか かけて 怪しからん、 と 云った 友人 もあった し 

千駄木 時代に、 よく タ ー ナ— の 水 彩な ど 見せられた 頃、 ：- ゼチの 描く 腺病質の 美女の 繪も 示さ 


額の 女 


れた 記憶が ある" 

あ、 いふ タイプ も 嫌 ひではなかった やうに 思 ふ。 

それから 又 グリュ I ズの 「破 瓶」 の 娘の 顔 も 好きら しかった。 

ヴ オラ プチ ュ ァス だと 評して 居られた。 

先生の 「虞美人草」 の 中に 出て 來るヴ オラ プチ ユア スな顏 の モデルが 卽ち 此れで あるかと 思 は 

れる C  . 

いっか、 上野の 音樂會 へ、 先生と 二人で 出かけた 時に、 ！1^1;-々 のすぐ前の席に、 二十 三 四の 婦人 

が 居た。 

極めて 地味な 服装で、 頭髮 も油氣 のない、 何の 技巧 もない 束髮 であった」 

色 も 少し 淺黑ぃ 位で、 おまけに 股 鏡 を かけて 居た. - 

しかし 後から 斜に 見た 横 顏が實 に 美しい と 思った" 

インテリ ジェ ント で、 しかも 優雅で 溫 良な 人柄が、 全身から 放散して 居る やうな 氣 がした， - 

音 樂會が 果て- -歸路 に、 先生に 其 婦人の こと を 話す と、 先生 も 注意して 見て 居た とみえて、 あ 

れ はい- -、 君 あれ を 是非 細君に 貰へ、 と 云 はれた。  . 
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勿論 何 處の誰 だか わかる 害 もない ので ある"  . 

其 後し ばらく たっての 端 書に、 此 間の 人に 何處 かで 會 つたと いふ 報吿 をよ こされた： 全集に あ 

る 「水底の 感 J とい ふ變 つた 詩 は 其 頃の ものであった やうな 氣 がする C 

「趣味の 遺傳」 もなん だか 此れに 聯關 したと ころが ある やうな 氣 がする が、 此れ も覺 えちが ひ 

かも 知れない。 

それ は 兎に角、 此の 問題の 婦人の 顔が 何處か レー 一の マリアに も、 レ ー ノル ヅの 天使 や 童女に も、 

ロゼ チの 細君 や 妹に も少 しづ 、似て 居た やうな 氣 がする ので ある G 

しかし、 一方で は 叉、 先生が 好きで あつたと 稱 せらる、 某 女史の 顏は、 此 等と は 全く タイプの 

ちがった 純日本式の 顔で あ つ た」 

叉 一 鏗節屋 のお かみさん」 と 云 ふの も、 下町 式の タイプだった さう である。 

先生 は 或 時、 西洋の 或 作者の かいた もの、 話 をして 「往来で 會ふ 女の 七十 プ n セントに 戀 する 

とい ふ 奴が 居る ぜ」 と 云って 笑 はれた。 

併し、 今日に なって 考 へて 見る と、 先生 自身 も 矢 張 其の 男の 中に、 一 つの プ n ト タイプ を 認め 

られ たのではなかった かとい ふ氣 もす るので ある) (昭和 六 年  一 H、 漉 柿) 
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り よ 町 曙 


町 X り 二) 


先夜 は 御馳走 ありがたう， - 

あの 時、 床の間に 小手 鞠の 花が 活かって 居た が、 今日 或 知人の 細君が 来て、 御 土産に 同じ 小で 

まりと 力 1- ネ I ショ ンを 貰った。 

さう して、 新築 地 劇團の ーレ • ミゼラブル」 の 切符 をす、 めら れ、 鬼 も 角 も 預かった もの、、 

あまり 氣 がす 、まない ので、 此方 は失禮 して 邦樂 座の 映畫を 見に 行った. - 

グ レタ. ガルボ 主演の r 接吻 一 とい ふの を 見た が、 編輯のう まいと 思 ふ 處が數 箇所あった" 

例へば、 慘 劇の 始まらう とする 始め だけ 見せ、 ドア ー の 外へ カメラと 觀客を 追 ひ 出した 後に、 

締ま つ た 扉 だけ を 暫時 見せ る C 

次に は 電話 器 だけが 大寫 しに 出る。 

それが、 どうした のかと 思 ふ 程 長く 寫し 出される。 
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此れ はヒ a インの 蹰躇の 心理 を 表 はす もので あらう。 

實 際に 扉の 中で 起った 箸の 慘釗の 結 菜 I 横 はる 死骸— は、 後卷 で證據 物件 を 並べた 陳列棚の 中 

の 晃場寫 K; で、 ほんの ちらと 見せる だけで ある。 

尤も、 こんな 風な 簡單 に說明 出来る やうな 細工に は本當 のうまみ はない ので、 此映畫 の 監督の 

ジャック. フ H イダ ー の藝術 は、 寧ろ、 こんな 風に は 到底 說明 する 事の 出来ない やうな 微細な と 

ころに ある やうで ある。 

ク a 1 ズ アップ の ガルボの 額の 色々 の 表情 を 交互に 映 出す る 仕方な どで も 可也うまい。 

云 は そこに 本當の 「表情の 俳諧」 が ある やうに 思 ふ。 

一 度御覽 如何 哉。 序ながら 此の ガルボと いふ 女 は 何處か 小で まりの 花の 趣 も あると 思 ふが 此點 

も 如何 哉。 

新劇 「レ . ミゼ ラブ ル」 は、 見ない けれども、 恐らくた つた  一 口で 云 へ る やうな ス 口 ー ガ ンを 

頑強 に ベ た/ \- と 打 出した も のかと 思 ふ。 

少く とも、 此れに は 恐らく 何處 にも 「俳諧」 は 見出す 事が 出来ない だら う、 と 想像され る。 

(昭和 六 年 二月、 澀柿ソ 
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先日 は 失禮。 

鐵筋 コンク リ —トの 三階から、 復興の 東京 を 見下ろしての 連句 三昧 は、 變 つた 經驗 であった。 

ソクラテスが、 籠に はいって 吊 下りながら、 天界の 事を考 へた 話 を 思 出した。 

日が 暮れた 窓から、 下町の 照明 を 眺めて 居たら、 高架 電車の 灯が 町の 灯の 間 を 縫うて 飛ぶ のが" 

妙な 幻想 を 起させた" 

自分が 唯 一 人 淋しい 星の 世界の 眞 中に でも 居る やうな 氣 がした。 

今朝 も 庭の 椿が 一 輪 落ちて 居た。 

調べて 見る と、 一 度 俯向きに 落ちた のが 反轉 して 仰向きに なった ことが 花粉の 痕跡から わかる 

測定 をして 手帳に 書きつ けた。 


此問、 植物 學 者に 會 つたと き、 椅の 花が 仰向きに 落ちる わけ を、 誰か 研究した 人が あるか、 と 

聞いて 見た が、 多分ない だら うとい ふこと であった。 

花が 樹 にくつつ いて 居る 間 は 植物 學の 問題になる が、 樹を はなれた 瞬間から 以後の 事柄 は 問題 

にならぬ さう である」 

學 問と いふ もの はどう も 窮屈な ものである U 

落ちた 花の 花粉が 落ちない 花の 受胎に 參與 する 事 も あり はしない か。 

「落ち ざまに 虻 を 伏せた る 椿 哉」 とい ふ 先生の 句が、 實景 であった か 签 想であった か、 とい ふ 

やうな 議論に 幾分 參考 になる 結果が、 その 內に 得られる だら うと 思って 居る。  • 

明ョは 金曜 だから 又 連句 を 進行 させよう。 (昭和 六 年 五月、 澀柿」 
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君の、 i4l 中飛 行、 水中 潜行の 夢の 話 は、 其 中に 咽せ つぼい 程に 濃艷 なる 雰圍氣 を 包 有して 居る。 

此れに 對 する、 僕の 淋しい ミゼラブルな 夢の 一 つ を 御 紹介す る- 

それ は 「さまよへ る， 猶太 人 一 にも ふさ はしかるべき 種類の 夢で ある C  . 

大學 構內、 耐震家屋の 傍 を 通って 居る と、 枯樹の 枝に 妙な 花が^い て 居て 散り か、 る。 

見る と、 其 花辦の 一 つ/^ が 羽蟻の やうな 蟲 である- 

さう して、 それが 人に ふり か& ると、 それが みんな 虱に なって 取 付く ので ある。 

そこ へ T ェ學 士が來 た。 彼 は今此 虱の ことにつ いて 學位 論文 を 書いて 居る とい ふので ある 。- 

そのうち にも、 此 「虱の 花 一は パッ， ^と 飛んで 來て、 僕のから だに 付く ので ある。 

あとで 考 へて 見る と、 其 一 一三 日 前に 地震 研究所で 或 人と 此 T ェ學士 についての 話 をした ことが 


ある。 

叉 矢 張 二三 日 前の 新聞で、 見合の 時に 頭から 虱が 出た ので 緣談の 破れた 女の 話 を 讀んだ ことが 

あ つ た" 

併し 枯木の 花が 風に 變る、 とい ふこと が何處 から 來 たか 中々 思 付かれない。 

そ-丁 は 兎に角、 此 夢の 雰圍氣 と、 君の 夢の 雰圍氣 との 對 照が 面白い と 思 ふので 御知らせ する こ 

とに する。 (昭和 六 年 七月、 漉 柿) 
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り よ 町 曙 


町より (四) 


一 一日の 日曜の 午後に 築地の 左翼 劇場 を 見に 行った。 

大分 暑い 日であった。 

間違へ て、 勞働者 切符の 賫 場へ 行ったら 「職場. 一 の 方です か、 と 聞かれた が、 何の ことか わか 

らな ハで、 ぼんやりしながら、 九十 錢耳を そろ へ て 並べたら、 「どうかす みません が あちらで 御 求 

め を 願 ひます」 と 大變に 親切 丁寧に 敎 へて くれた。 

資本主義の 帝劇 や 歌舞伎 座の 威張った 切符 嬢と は 大した 相違で 嬉しかった- 

人 場し でまづ 眼に ついた の は、 力 ー テンの 下の 方に 「松屋 I, 一とい ふ 縫 取りの 文字で、 此れが 少 

し 不思議に 思 はれた。 

觀客は 大抵 若い 人が 多く、 舊 式な 所謂 小市民の 家庭のお 嬢さん らしい 女學生 も、 下町風な 江戶 
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前のお となし い 娘さん 達 も 居る のが 特に HE についた" 

中年の、 尤もらしい おばさん 達 も ぼつ/ \ 見えた." 

の 中^は、 學生も 多い が、 中には どうも 刑事 かと 田 心 ふやうな の も 居た。 

みんな 平氣で 上着 を脫 いで 居る の は、 此 れも 何となく 愉快 であった。 

所謂 ナツ パ服を 着て、 頭 を 光らせ、 もみ 上げ を 剃 上げた、 眼の 鋭い 若者が 二人 來て 隣に 腰かけ 

た： , 

それが 一一 チヤ. /-\. と 止みな しに チ ュ ー ィ ンガ ムを 嚼んで 居る C 

アメリカ 式チ ュ I インガム を 尊崇す る こと、、 ロシ ァ式 イデ ォロギ ー を 嗨んで 喜ぶ こ と、 は、 

全く 緣 のない ことで もない かと 思 はれた。 

それから 三 四 列 前の 腰掛に、 中年の インテリ 奥様と でも 云 はれさう なのが 二人、 それ は乂 二人 

お 揃 ひで キヤ ラ メ ル らしい もの —— 嚼み 方で わかる 11 を 嘴んで 居る のが、 一 寸 面白い 對照 をな 

して 居た。 

イデ ォ ロギ ー に 砂糖が はいって 居る ので ある" - 

芝居 (？) 「恐 山鑛、 山」 を 少し 見てから 降參 して 出て しまった。 
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り よ 町 曙 


恐ろし いもので ある。 

今度 會 つた 時に 話し ませう。 (昭和 六 年 九 R ；、 溢 怖) 
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僕は此 頃、 硝子 板 を、 鋼鐵の 球で 衝擊 して、 割れ目 を こしら へて、 其の 割れ 方 を 調べて 居る。 

甚だ 馬鹿 氣 たことの やうで あるが、 やって みると 中々 面白い ものである C 

極く 輕 くた、 いて、 肉眼で やっと 見える 位の 疵を つけて、 其れ を顯微 鏡で 观 いて 見る と、 球の 

當 つた 點 のま はりに、 圓 形の 割れ目が、 硝子の 表面に 出来て、 其處 から 內 部へ 末擴 がりに、 圓錐 

形の ひ V が 人って 居る が、 其の ひ V 破れに、 無 數の線 條が現 はれ、 實に 綺麗な ものである。 

面白い ことに は、 その 圓錐 形の ひぐ われ を、 毎日の やうに 顯微 鏡で 覼 いて 見て ゐ ると、 それが 

段々 に 大きな ものに 思 はれて 來て、 今では、 一寸した 小山の やうな 感じが する。 

さう して 其の 山の 高さ を 測ったり、 斜面の 尾根 ゃ豁 (介 を數 へたり して 居る と、 それが 益. - 大き 

な ものに 見えて 來 るので ある。 


實 際の 此の 山の 高さ は 一 分の 三十 分の 一 よりも 小さな ものに 過ぎない。 

此の 調べが 進めば、 僕 は、 ひ t を 見た だけで、 直徑幾 ミリの 球が、 いくらの 速度で 衝突した か 

を 云 ひ あて る ことが 出来る であらう と 思 ふ。 

それ を當 てたら 何の 役に立つ かと 聞かれる と 少し 困る が、 併し、 此の 話が、 何 か 君の 俳諧 哲學 

の參考 になら ば 幸で ある。 

今まで、 まだ やっと 二三 百 枚の 硝子 板し か 毀して 居ない が、 少 くも 二三 千 枚 位 は 毀して 見なけ 

れ ばなる まいと 思って ゐる。 

粟 一 粒 秋 三界 を藏 しけり 

(昭和 六 年 十 一 月、 ^§柿) 


小 i& 君 は 葡萄 一 株 拾った さう だが、 僕 は 小鳥 を 一羽 拾った。 

此間 かなり 寒かった 朝、 日の 常った 緣 側に 一羽の 力 ナリヤが 來て、 丸く 膨れ 上って、 緣の 端の 

敷居に つかまって 居た。 

人 を 見ても 逃げ もせす、 却って 向 ふから 近寄って 來た。 

何處 かにし まって ある 害の 鳥籠 を 探して ：15 るう ちに、 見え なくなつ たと 思ったら、 納戶の 中へ 

這 人り 込んで ゐた。 

籠に 入れてから、 早速 粟 を 買って 來て、 それ を 餌！！ に 人れ て やらう として 居る と、 もう 籠の 中 

から それ を 見つけて 頻に啼 き 立て、 早く くれと でもい ふやう に 見えた。 

葉 を やる と、 さも 甘 さう につい ばんで は、 嘴 を 止り木に こすりつけた。 


り よ 町 曙 


日向に 吊して やる と朗 かに 鳴き 出した が、 聲を 聞いて 見る と 立派な a  I ラ I である。 

猫の 一 ボウヤーが 十月に 死んで から、 妙に 淋しくな つた 家が、 これで 叉 急に 賑 かにな つた やう 

な氣 がして、 それから は、 毎朝 新し^ 茱葉を やって は、 玉 を ころがす やうな 朗 かな ヮ ー プリング 

を 聞く のが 樂 しみであった。 

ところが、 今朝 家人が 餌 を 取替へ る 際に、 一寸の 不注意で、 折角の 此の 樂 しみ を 再び 空に 遁し 

てし まった = 

惜しい とい ふより は 可哀相な 氣が し た。 

夕方 家へ 歸 つて 見る と、 見馴れぬ 子猫が 一匹 居る.) 

死んだ 「ボウ ャ」 に そっくりの 白い 猫で ある C 

今朝、 何處 からか 迷って 來 たのが、 もうす つかりな ついて しまって、 落着いて 居る の ださう で 

ある。 

それ を 聞いた 時に、 一寸 不思議な 氣 がした C 

どうも 以前に 一度、 矢 張 小鳥が 死ぬ か 逃げる かした 同じ 日に、 子猫が 迷 込んで 來た ことがあつ 

たやうな 記憶が ある" それと 同じ 出来事が、 今日 再び 繰返して 起った やうな 氣 がする ので ある = 
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しかし、 どうも はっきりした ことが 思 ひ 出せない。 

或はよ く ある さう い ふ 種類の 錯覺 かも 知れない。 

；^" つたと 田 a つたら 無くす る、 無くした と 思ったら もう 拾って 居る。 

0^ いと 思へば 面.！：： く、  ^敢な いと 云へば はか なく も あ る。 

此の 猫 を 膝への せて 夕刊 を 護んで 居たら 號 外が 来て、 後 繼內閣 組織の 大命が 政 友會總 裁に 降つ 

たと ある」 犬 養さん は總理 大臣 を 拾った ので ある。 

遁 げた 力 ナリヤ も 誰かに 拾 はれなければ 娥ゑ 死ぬ か减ぇ 死ぬ だら うと 思 ふ。 

(昭和 七 年  一 =«、 漉 怖) 
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り よ 町 曙 


毎朝 通る 路 次に 小さな せいぐ 一 K 充 位の 家が ある： -王人 は 三十 五六 位の？^ だが 時間の きまった 

勤め を もつ 人と も 見えす、 例へば 畫家 とか 彫刻家と でも 云った やうな 人で あるら しい" それ は 表 

札が 家 不相應 に 洒落た 篆刻で 雅號 らしい 名 を 彫 付けて あるから である： 六 七 年 程 前から ポインタ 

1 種の 犬 を 飼って 居る" ほんの 小さな 小犬であった のが 今では 堂々 としてし かも 可愛い 良い 犬で 

ある-.) 僕の 記憶で は此 小犬と 略 前後して 細君ら しい II 人が 此 家に 現 はれて、 門口で 張 物 をしたり、 

格子戸の 內の カナリアに 餌 を やったり、 欞子 窓の 下の 草花に 水 を やったり して 居た" 犬の 大きく 

なる につれ て此 細君が 段々 に肥滿 して 二三 年 前に はどうしても 病氣 としか 思 はれない 異常の 肥り 

方 を 見せて 居た が、 其 頃から ふつつ り 其 姿が 見えな くな つて、 その代りに 薄汚ない 七十 近い 婆 さ 

んが 門口で カナリア や 草花の 世話 をして 居た。 どうも 細君が 大病 か 或は 亡くなつ たので はない か 


と p& は L たつで あるが、 犬の ジョ ン だけ は 相變ら すいつ も 長閑な 勇ましい 姿 をして 顏 f 染の 僕の 

通る の を 見迎へ 見送る のであった： 去年の 夏此 家から は數 町を距 てた 或 停留所で 電車 を 待って 居 

た 時に、 向 側の 寄席の ある 路 次から、 ひよ つくり 出て 来た 恐ろしく ふとった 女が あると 思って 見 

ると、 それが 紛れ もない ジョ ンの舊 主婦であった。 

去年の 暮 近い 3( から ジョ ン の 家の 門口で 又 若い 婦人が 時々 張 物 をしたり バケツ を さげたり して 

居る の を 見かける やうに なった。 今度 は 前より はもつ とほつ そりした インテリ ジヱ ン トな顏 をし 

た |B 人であった。 ジョ ン くと 云って 呼ばれる と 犬 は 喜んで 横 飛びに 飛んで 行って 彼女の 前垂に 

飛び付いて 居た ので ある。 ところが、 つい 二三 日 前に 通り か ^ つた 時に 門口で 張 物 をして 居る 婦 

人 を 見る と、 年齢 ゃ脊 恰好 は 同じ だが、 顏は此 間中 見た のと どうしても 別人の やうに 思 はれた。 

何だか 少し 僕に は譯が 分ら なくなって 来た。 併し 我が 親愛なる ジョ ン公 だけ は、 相變ら すそん な 

ことに は無關 心の やうに 堂々 と 長閑な 欠 仲 をして 二月の 春光 を 一 杯に 吸 込んで 居る のであった。 

人間 はまった くお せっかい である。 (昭和 七 年 一一 Is  、澀 柿) 
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り よ 町 曙 


曙 町より (八) 


二 女の 女學校 卒業 記念 寫眞 帳と、 三女の それと を 較べて 見て 居る と、 甲の 女 寧 校の 生徒の 顔に 

は、 自づ から 共通な 或 ものが あり、 乙の 女擧 校に は、 又 乙の 女學校 特有の 或 ものが ある やうな 氣 

がして 来る G 

不思議な やうで も あり、 又當然 だとい ふ氣 もする.」 

日本人と 朝鮮人との 顔の 特徵 にしても， 矢 張 同様にして 發 達した もので あらう。 

唯、 女學 校で は、 僅か 五 年の 間の 環境の 影響で、 旣 にこれ だけ. の 效果が 現 はれる G 

恐ろしい ものである。 

レスト I ランで 晝食 をして ると、 隣の 貪 卓へ お上りさん らしい 七 八 人の 一行が 陣取った C 

9 

いづれ も 同年輩で、 同じ やうな 伊賀 栗 あたまが、 これ は 叉 申合せた やうに 同じ 程度に 禿げて 居 1 


るので ある。 

或 學科關 係の 學 者の 集合で は、 可也 年寄り も 多い のに 一 人 も未儿 頭が 居ない 

叉刖の 學會へ 行く と 若い 人まで 禿 頭が 多い" 

これ も 不思議で ある。 (昭和 七 年 五月、 ^ 怖： リ 
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り よ 町 曙 


曙 町より (九) 一 


白木屋 七 階 食堂で、 天 ぶら の 晝飯を 食って 居た。 

隣の 席に、 七十 餘 りのお 婆さんが、 此れ は 皿の 中の ビ— フ カツレツ らしい もの を、 兩 乎に 一つ 

づ、 持った 著の 先で、 しきりにつ つついて 居る が、 中々 思 ふやう に 千切れない C 

肉が 硬くて、 齒 のない 口で は嚼 めない らしい。 

通りが、 りの 女給 を 呼んで 何 か 云って ゐる。 

さう して、 箸で 僕の 膳の 上の 天 ぶら を 指 ざし、 又 自分の 皿の 上の 肉 を 指 ざし、 さう して 皿 をた 

たきながら 何 かしら 不平 を 云って ゐる やうで ある： 

女給 は 困った 顏 をして、 もぢ/ して ゐる。 

僕 はすつ かり 氣の 毒に なって、 よっぽど 自分の 皿の 上の  一 nil- の 海老 を 取って 此 老人の 皿の 上に 
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獻 じたいと いふ カ强ぃ 衝動 を 感じた が、 さて どうもい よ/ \と なると、 周圍の 人に 氣 兼ねして 

つい 實 行の 勇氣を 出し かねた。 

やがて 老人 は 長い 杖 をつ いて 立 上った が、 腰 は 海老の やうに 曲って 居た。 

僕 は 其 時 何となく 亡き 祖母 や 母の こと を 思 出す と 同時に、 食堂の 廣ぃ 窓から 流れ込む 明るい 初 

夏の 空の 光の 屮に、 一抹の 透明な 感傷の た よふの を 感じた。 

食卓の 島々 の 中 をく に つて 遠ざかる 老人の 後 姿 を 眺めて ゐ たら、 r 樹靜 ならん とすれ ど 風 やま 

す …… 」 とい ふ、 あの 小學讀 本で 敎 はった 對 句が ふいと 想 出された。 

參 らせん 親 は 在さぬ 新茶 哉 

(昭和 七 年 七月、 S 柿， > 
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リ よ 町 曙 


曙 町より (十) 


プ ラタ ヌ スの樹 蔭で 電車 を 待って 居る と、 薔麥の 出前 を 持った 若い 娘が、 電柱に 寄せ かけて あ 

つた 自轉車 を 車道へ 引出した- 

右の 手 は 出前の 盆 を 高く 差 上げた ま k、 左の 手をハ ン ドルに かけ、 左の 足 を ペダルに 掛けて、 

つ つと 車を乘 出す と 同時に 身 體を宙 に 浮かせ、 右 脚 を輕く 上げて サド ル に 腰 を かけよう としたが、 

輕ぃ 風が 水色 模様の 浴衣の 裾 を 吹いて、 其の 端が 危く サドルに 引つ か、 りさう になった.) 

眞 白な 腔が ちらりと 見えた。 

女 は 少しも 騷 がないで、 巧に 車の 釣合 を 取りながら、 靜に右 脚 をもう 一遍 地面に 下した。 

さう して、 二度目に は、 ひらりと 輕く乘 移る と 同時に、 車輪 は靜 に， U る やうに 動き 出した" 

さう して、 電車 線路 を撗 切って 遠ざかって 行った」 
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1 寸歌 麿の 繪を 現代化した 光景であった" 

朱塗の 出前の 荷と、 浴衣の 水色 模様 は、 此の 木版 畫を 生かす であらう と 思った。 

比 I とは關 係の ない ことで あるが、 一 風流」 とい ふ 言葉の 字音が fse,  frei,  fraiic など、 相 通 

する の は 面白い と 思 ふ。 

實際、 風 f と は 心の 自由 を 意味す ると 思 はれる からで ある" (昭和 七た 牛 九 H 、溢 柿し 
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り よ 町 曙 


曙 町 よ り (十一) 


「墨 流し」 の 現象 を、 分子 物理 學 的の 方面から、 少しば かり 調べて 見て 居たら、 段々 色々 の 面 

白い ことが わかって 來た。 

それで、 墨の 製法 を 詳しく 知りた くな つて、 製 透 一： 儿を 詮議して 見る と、 日本の 墨の 製造所 は、 

殆ど 全部 奈良 にある ことが わかった" 

一方で、 鐘に 釁 ると いふ 支那の 故事に、 何 か 物理的 0 意味 はない かとい ふ考 から、 實驗 をして 

見たい と 思って、 半鐘の 製造所 を マ纮議 すると、 それが 矢 張 奈良縣 だとい ふこと がわかった C 

こんな ことが わかった 頃に、 丁度 君 は奈良 ホテルに 泊って 鹿の 聲を閜 いて ゐ たので ある。 

今年 今月 は 不 思議 に 奈良 に緣の ある 月で あつ た = 

奈 良へ 出かけなければ ならない ことになる かも 知れない。 (昭和 七^ 十二 n 、& 怖) 
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町より (十二) 


今日 神 田の 三省堂へ 立 寄って、 ひやかして 居る うちに、 「性的 犯罪 考」 とい ふ 本が 見當 つたので、 

氣 紛れの 好奇心から 一 本 を 求めた。  - 

それから、 暇つ ぶしに、 あの 脊の 高い 書架の 長 城の 城壁の 前 を ぶら/ \ 歩いて ゐる うちに、 「隨 

筆」 と 札の か、 つた 區 劃の 前に 出た。 

脊の 低い、 丸顔の、 可愛い 高等 學 校の 生徒が 一人、 十" 風な 薩摩 耕の 羽織に、 同じ 拼の 着物 を 着 

たのが、 ひょいと 右手 を 伸ばした と 思って、 其 指先の 行衞を 追跡す ると、 それが 一直線に 安倍 君 

著 「山中 雜記」 の 頭の 上に 到達した。 

おやと 思って 居る うちに、 手早く 書架から それ を 引つ こ拔 いてから、 しばらく 內容 を點檢 して 

居た が、 やがて、 それ を そっと 元の 穴へ 返した、 と 思 ふと、 今度 は、 すぐ 左 隣り の 「藪 W 子 集」 

を 抽出して、 此れ もしば らく 頁 をめ くって 居た が、 やがて 叉 元の 空隙へ 押し こんだ。 
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IJ よ 町 曙 


さう して、 次に は それから 少し はなれて、 十四 五 冊 位お いた 左の 方へ と 移って 行った。 

正月の 休みに 鄕里歸 省 中であった のが、 親父から いくらか 貰って、 稍 懷を暧 かくして 出京した 

ばかりら しいから、 どちら か 一冊 位ば 買 ふかな、 と 思って 見て たが、 とう/ \- 失敬して 行 過ぎ 

てし まつた-〕 

尤も、 或は それから 又もう 一遍 立歸 つた かどう か、 其處迄 は見屆 けない から 分らない。 

それ はどうで もい、 が、 兎に角 安倍 君と いふ ものと、 自分と いふ ものと が、 此の 可愛い 學 生の 

謙讓 なる 購買力の 前で、 立派な 商賣 敵と なって 對 立して 居た 瞬間の 光景に、 偶然に もめぐ り 合せ 

たのであった" 

それよりも、 もし あの 學 生が 「藪柑 子 集」 を讀ん だとしたら、 その 內容 から 自然に 想像す るで 

あらう と 思 はれる 若い 昔の 藪柑子 君の 面影と、 今此處 で、 水湊 をす、 りながら 「性的 犯罪 考」 な 

ど を あさって 居る 年取った 現在の 自分の 姿との 對 照を考 へる と、 甚だ 滑稽で も あり、 叉 少し 淋し 

くもあった。 

哲擧も 科學も 寒き 嚏 哉 

(昭和べ 年 二  =«、 溢 柿) 


曙 町より (士 一一) 


デバ ー ト などで、 時た ま、 若い 年頃の 娘の 装身具 を 見て 歩く ことがある。 コ I ト とか 帶 とか 束 

髮 用の 櫛と か、 さう いふ もの を 見る ときに、 何だか 不思議な 淋し さ を 感じる ことがある". >  自分の 

二人の 娘は當 人達の 好みで 洋服 だけし か 着ない。 髮 も斷髮 であるから、 かう いふ 装身具に 用 はな 

いので ある。 

^し、 それなら、 若しも 娘 達が 和服 も 時々 は =11^ て、 さう して 髮も 時々 は 島 田に でも 結 ふので あ 

つたら、 父なる 自分 は 2^ して 此 等の 装身具 を どれ だけ 喜んで 買って やる ことが 出来る であらう か。 

かう 考 へて 見る と、： 史に 一層 淋しい 想が する ので ある。 (昭和へ 年 四 U- 、溢 柿」  . 
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リ よ 町 曙 


町より (十四) 一 


三越 新館に 熱帶 魚の 展覽會 があった = 水 を 入れた fg: 子 11 がいくつ も 並んで 居る- 底に 少しば か 

り 砂 を 入れて 色々 藻が 植 ゑて ある" よく 見る と 小さな 魚が 其の 藻草の 林間 を 逍遙して 居る。 瑪琐 

で 作った やうな 三分 位の 魚 も ある。 碧 瑠璃で 刻んだ やうな の も ゐる。 紫水晶で こしら へた やうな 

の も ある- それ 等の 小さな 魚 を 注意して 仔細に 觀 察して 居る と 魚が 取々 に 大きく 見えて 來る： 同 

時に 其の 容器の 硝子 函の 中の 空間が 大きくな つて 來て、 深い 海底の 光景が 展開され る： 見て 居る 

自分が 小さくな つてし まって 潜水 衣 を 着て 水底に 潜って 居る やうな 氣 がして 來る。 

- 大使 魚と いふ 長い 鰭 をつ けた 美しい 魚が ある、 此れ は 他の 魚に 比べて 大きい ので 容器が 狹 過ぎ 

て 窮屈 さう で氣の 毒で ある。 囚 はれた 天使 は 悲し さう にじつ として 動かない。 

水槽に 鼻 を さしつけて 親いて 居る 人間の 額 を 魚が 見たら どんなに 見える であらう： さだめて 恐 
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ろしく 醜 怪な化 勿の やうに 見える 事で あらう。 見物人の 中には 美ん も 居た" 人間の 美人の 額が 魚 

の 眼 こ はどう 見える か 問題で ある」 (昭和へ 年 六 H 、澀 柿) 
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リ よ 町 曙 


町より (十五) 一 


僕の 不機嫌な 顏は 君に も 有名で ある G 

三越の 隣り の 刃物 屋の 店先に 紙 製の 人形が、 いつ 見ても 皮 硬で 剃刀 を^いで ゐる。 いつ 見ても、 

さも 機嫌が よさ さう に 若い 血色の い、 顔 を 輝かして 往来の 人々 に 公平に 愛嬌 を 放散して ゐ る。 朝 

から 晩まで、 夏で も 冬で も、 雨が 降っても 風が 吹いても、 いつでも さも/、 機嫌が よさ さう に、 

せっせと 皮 硬 を かけて ゐる】 羨ましい やうな 氣 もす る。 併し 僕 は 人形で はない。 生きて ゐ るの だ 

から 仕方がない。 容 して くれ 給へ。 

此頃は 毎朝 床の 中で 近所の ラヂ ォ體操 を-聞く。  一  二三 W 五六の 掛聲 のうちで 「ゴ ー」 だけが 特 

別に 高く、 長く 飛びぬ けて 聞こえる = 此の 「ゴ ー,1 の 掛聲が 妙に 氣 になる.】 妙に 氣恥 かしくて 背 

中が くすぐったく なるやうな 聲 である。 r 、コッ 一 と 短く 打 切って 貰 ひたい。 
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僕 も 毎朝 ラヂ ォ體 操が やれる やうな ほがらかな 氣分 になれ、 ば、 さう したら、 屹度い つも 機 飼 つ I 

のハ. -額を 御 目に かける こ 止が 出来る かも 知れない。 (昭和 八 年 八月、 溢 怖)， 


リ よ 町 曙 


町より (十六) 一 


八月 十五 日に 淺間 山觀測 所の 落成式が あった」 その 時に、 開 所 後 は 入場券 を賫 つて 公衆の 觀覽 

を 許す と い ふ 話が 出て、 五錢の 入場券が 五 百 枚賣れ たら 切符 賫の 月給 位 は 出来さう だと い ふやう 

な 取沙汰 をした.) 十九 日に 再び 安倍 君 や 子供 を 連れて 見物に 行ったら、 なる 程觀測 所の 玄關 にち 

やん と 切符 賫の 婦人が 控 へて 居た" 歸 京して から 研究所の 食堂で その 話 をしたら、 その 切符 賫の 

婦人 こそ は淺間 火口に 投身しょう としたの を、 峯の 茶屋の 主人が 助けて 思 ひ 止まらせ、 さう して 

臨時の 切符 係に 採用した の だとい ふこと であった- 矢 張 東京の カフ 二 ー かバ I に 居た 女 ださう で 

それから 間もなく 歸 京した とのこと である： そんな 事と は 知らないから 別に 注意して 見なかった 

が、 兎に角 も 三十 恰好の 女で、 さう 云へば 何處 か都會 人らしい 印象が あった やうに は 思 ふが 顏は 

思 ひ 出せない。 
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七つ 科學 的な インス チチュ I トの メムバ ー として、 さう いふ 口 マン チッ クな 婦人が^ 令 勢 日の 

間で も 働いて 居た と いふ こと は、 淺間 山と い ふ 特異な 自然現象と 關聯し てはじめて 生じ 得る 特異 

な 人事 現象で なければ ならない。 

人 場 券 は 半月 程の 間に 千 七 百 枚と か寳れ たさう である。 

淺 間の 火口に 投身した 人の 數は 今年の 夏 も相當 にあった) ^し 一二 原 山の は 新聞に 出る が、 淺間 

の は 出ない。 ジャ ー ナ リズムと いふ もの を說 明す る 場合の 一 つの 好い 引用 例になる と 思 ふ。 

(昭和 八 年 十：：：：、 怖) 
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り よ 畴 


署 町よ，：^  (十七) 


先達て 「煙草に 關 する 展 覽會」 とい ふの が、 三越の W 階に 開催され た C 色々.. いものが 陳. 外さ 

れてゐ る 中に、 伊藤博文 公夫 人が 公の 愛用の シガ ー の バンド を澤 山に 集めて、 それ を 六 枚 折 (？) 

の屛 風に 貼 込んだ のが ある- 古 切手 を 貼った 面と 此の バ ンドを 貼った 面と が.： 父 互にな つて 居る) 

かう いふ 丹念な 仕事 に 興味 を もつ 夫人 を もって 居た とい ふこと が、 あの 伊藤. 公 の 生涯に 矢 張 そ 

れ だけの 影響を及ぼし たの かも 知れない と 思った- 

明治 節の 朝、 朝 香 宮妃殿 F の 薨去が 報ぜられた」 風が 塞かった が 日 は 唆であった」 上野から^ 

線で 横濱へ 行って 山 下町の 海岸の プロ ムナ ー ドで 「汽船の ゐる 風景. 一 を 眺めた- 此邊の^^々なビ 

ルディ ングに 色々 な 外 國の國 旗が 上がって ゐる。 其 中で、 と ある 建物に 上がって ゐる米 阈の國 族 


だけが ド^と して 揭 げられ てゐ る。 此れが 他の 國 旗なら なんとも 思 はないで あらう が、 米國 旗で 

ある だけに それが 妙に 色々 な 複雜な 意味の ある やうに 思 はれて „ ^方がなかった. - 

(昭和 八ハ牛 十二月、 & 柿) 
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り よ 町 曙 


M より (十八) 


此頃 朝が 塞い ので 床の 中で 寢 たま、 メリ ヤスの ヅ ボン 下 を はき、 それから、 旣に 夜中 着た きり 

の シャ ッ の 上に もう 一枚の シャ ッを、 此れ も寢 たま 、 で 着る こと を發 明して 實 行して 居る。 

今朝 は餘程 頭が惡 かった と 見えて、 手搜 りで 見當 をつ けて おいた に 拘らす 突 込んだ 右の 脚 はま 

ちが ひなく ヅボ ン 下の 左 脚に はいって 居た。 それから シャ ッを 頭から 引 冠って 見る とどう も 工合 

が變 である" 左の 腕は寢 衣を脫 いで 居る が 右の 腕の 方 はま だ 袖の 中にはい つて 居た ので ある。 

出勤 前に 洋服に 着換 へる とき、 チヨ ツキの ボタン を 上から 順に かけて 行く とおし まひの ボタン 

に は 相手が 見付からなかった = 

そんな ことで よく 御 役目が つとまる と 或 人が 感心す る。 自分 も 感心す る- 

併し、 此の 野呂 問のお かげで 三十 年の 擧窓 生活 をつ けて 來た. - 物臭のお かげで 大臣に も 富豪 
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にも 泥坊に も 乞食に もなら すに すんだ のか も 知れない c 

自分 は 冬 中 は 半分 肺炎に 罹り かけて ゐる。 ちょっと どうか すれば 肺炎に なり さう である。 たつ 

た 一 晚 J^i!?- か- y ぎに 出たら 唯 それだけで まゐ つてし まふで あらう と 思 ふ。 泥坊の 出来る 泥坊の 健 

康が 羨ましく、 大臣に なって 刑務所へ はいる ほどの 精力が 羨ましく、 富豪に なって 首 を 釣る ほど 

の 活力が 羨ましい。 (昭和 九 年 二月、 5i 怖) 
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リ よ 町 曙 


町より (十九) 


映畫 一 カン チェ ンヂュ ンガ」 を 見た。 芝居 氣の 交らない 生眞 面： W な 實寫の 編輯 は 氣持 のい" も 

ので ある」 

.„ ^度の 山中の 山家が 日本のに よく 似て ゐ るの を 面白 くもなつ かしく 思った.) それ 力ら 目的の 

山 に 近づ く 前 に 一 度 深 い 谷へ 降りて 行く 光景 の 映寫 される の も 面白 かつ た」 

人間の 世界 を 離れた 高山に 思 ひがけな く 一  寸 法師の 夫婦が 子供 を 一 人 養って 居る のを發 見して 

撮影して ゐる。 これ を 見た とき 一人 生の 意義」 など、 いふ ものが 文明 國の 人間な どに 中々 さう 簡 

單 にわかる もので はない とい ふ氣 がした。 

數十 頭の ャク 牛が 重い 荷 を 負 はされ て 雪 解の 谿流 を徒涉 する の を 見て たら 妙に 悲しくな つて 

來 .5」。 牛 も タリ ー も 探 撿隊の 人々 自身 も 何の 爲に 此の 辛酸 を 嘗めて ゐ るか は 知らないの である。 
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眞 白な 雪原 を 横切る 隊列の 遠望 寫眞を 見た とき は、 人間 も蟲 もこん な 大自^の 前に は餘り 同等 

な ものと 思 はれた。 雪崩の 實寫は 驚嘆すべき 見物で あるが 山の 神様の 手から 唯 一 とつ まみの 雪が 

こぼれた だけで ある-" 

大きな 雲の 塊が 登山者に 迫って 來 るの を 見て ゐ たら、 その 雲が 何 かもの を 云って ゐる やうな 氣 

がして 来た。 その 云って ゐる ことが はっきり 分かった やうな 氣 がした が、 併し、 それ は 矢 張 人間 

の 言葉で はどうしても 云 ひ 現 はせ ない ものであった G 

是非 一遍 見て 來 玉へ： さう して 此の 「雲の 言葉」 を 句に して くれ 玉へ。 (昭和 九 年 四月、 溢 柿) 
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曙 
町 
よ 
り 


り よ 町 BS 


有名な H ノケン を はじめて 映畫で 見た： これまで 寫眞を 見た だけで、 どうしても 實 物の 芝居 を 

見る 氣 がしなかった が、 映畫で 見る と豫 想した 程^ 不愉快で はなく、 やはりと きぐ は 笑 はされ 

てし まった" - 

彼に は 矢 張何處 かに 「強い」 ところが あると 見える： それが 少 くも 彼と しての 「成 效. 一 の 原因 

であらう" 兎に角 昆 物が 大丈夫 笑つ て くれる とい ふ 自信 を もって 居る らしい C 

自信の ない こと を自覺 して ゐる 演藝 ほど 見て ゐて 苦しい もの はない C しかし、 さう かと 云って- 

自信す る だけの 客觀 的內容 のない 唯主觀 的な だけの 自信 を ふり 廻す 藝も 困る こと は 勿論で ある： 

至藝 となると、 演伎 者の 自信が 演伎者 を 抜け出して 觀 客の 中へ 乘 移って しま ふ。 ヱ ノケン も そ 

れ までに は 大分 距離が ある： 


二： r は兩 立す る 存在ではなくて 從屬し 補充す る だけの 役目 をして ゐる やうで ある G 

(昭和 九 年 六：：？、  §^ 


172 


リ よ 泉溫野 M 


星 野溫 泉より  . ， 


一年ぶ りに 星野溫 泉に 来て 去年と 同じ 家に 落 付いて 見る と、 去年の 夏と 今年の 夏との 間に 一年 

もた つたと いふ 氣 がどうしても しない： ほんの 一週間 位 東京へ 歸 つて 叉 出て 來 たやうな 氣 がする. 

尤も これ は、 去年 歸る ときに 子供 等 をの こして 歸り、 今年 は 先に 子供 等 をよ こして あつたので 往 

き歸 りの 引越し 騒ぎに 關與 しなかった からで も あるら しい G 

併し、 なんだか、 東京に 居る 間 は 「星 野の 自分」 が 眠って ゐて その 間 は 「東京の 自分」 が 活動 

して 居り、 星 野へ 來 ると はじめて 「星 野の 自分. 一 が 眼を覺 まして 活動し だした と 言った やうな 氣 

もす る C 

輕微 なる 二重人格 症の 症狀 とも 言 はれる かも 知れない" 併し、 例へば 色々 な 月給 生活 者で も、 

勤め先に 於け る 自分の 生活と 家庭に 於け る 生活と は 矢 張 或 程度まで は 別の 世界で あり、 マての 二つ 


の^ 界 では 矢 張 それ/^ 一 一つの 训の 自分が あるので はない かとい ふ氣 もす る。 

.  (昭和 九 年 八 H、 澀柳) 


り よ 町 曙 


昭和 九， 年 八月 十五 日 は 淺間山 火山 觀測 所の 創立記念日で、 東京の 大學 地震 研究所 員數 名が 峯の 

茶屋の 觀測 所に 集合して 附近の 見學 をした。 翌十 六日 は 一行の 中の、 石 本 所長と 松 澤山ロ 兩氏並 

に 觀測所 主任の 水上 氏と 四 人が 淺 間に 登山した が、 自分と 坪 井 氏と は 登らなかった C 石 本 松澤山 

口 三 氏 は その 日 一 一時 十五 分 沓掛發 の 列車で 歸 京し 坪 井 氏 は 三時 五十 三分で 立ち、 自分 だけ 星野溫 

泉に 居殘 つた。 

翌日の 東京 朝日 新聞 長 野 版 を 見る と、 石 本 评 井兩 氏と 寺 田が 登山し 三人 共 一 一時 十五 分の 汽車で 

歸 京した ことにな つて ゐた。 

その後、 九月 五日に 又 星 野 温泉へ 行って 七日に 歸 京した ので あるが、 九月 十三 日の 某 新聞 消息 

攔を 見る と、 吉村冬 彥が輕 井澤から 歸 京した ことにな つて 居る。 
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これ 等の 記事 は 事實の 報道と I て は みんな 途方もない 喊 である" 併し これ をジャ ー ナ リス ムの 

中に ある 一， 俳諧」 と 思って 見れば 刖に 大した 不都合 はない かも 知れない" . ^の 中の 眞實が 眞實の 

3呉 食よりも より 多く 眞實 なのか も 知れない からで ある。 (昭和 九： 牛 十 H -、 溢 柿 
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町 
よ 

± 


リ よ 町 曙 


越後の 或 小 都會の 未知の 人から 色紙だった か 絹地だった か 送って 来て， 何 かその 人の 家の 或る 

目出度い 機會を 記念す る 爲に張 交ぜ を 作る から 何 か 揮毫して 達れ、 とい ふ 注文 を 受けた ことがあ 

つた： 但し、 急ぐ から 凡そ 何日 頃までに 届く やうに、 とい ふ 細かい 克明な 注意まで 書 添へ てあつ 

た- 

その 儘に して 忘れて ゐ たら やがて 催促 狀が來 て、 もし 「いやなら いやで よろしく」 それなら 送 

つ た 品 を 返送 せよ とい ふので あつ た. - それで びっくりして 早速 返送 の 手續 をと つたこと であった" 

それから 數年 たった 近頃、 又 同じ 人から 端 書大の 色紙 を 二三 枚よ こして、 これに 何 か 書いて よ 

こせ、 「大切に 保存す るから 一 と 云って 來 た」 

1 寸日本-^ズなれがしてゐる" アメリカの ゥォ ー ル街 あたりの 人の やうに 實 にきび /-\ と 物事 


を ビジネス 的に 處理 する 人ら しく  a- はれる G 

唯、 かう いふ 氣 質の 人の もつ 世界と 自分 等の 考へ てゐる 俳句の 世界と がどうい ふ 風に つながり- 

どう い ふ 工合に なり 合って ゐ るかと い ふ 事が 一 寸 不思議に 思 はれた のであった。 

今度 は 似 促されない やうに 折返し 紙 を 返送した。 (昭和 九 年 十二  =-、 溢 柿) 
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リ よ 町 曙 


曙 V より (二十 三) 


安-は 能 成 君が 「京 城より J の 中で 「人柱 11 とい ふこと が 西洋に もあった かどう かとい ふ 疑問 を 

出した ことがあ つたし 近頃 ルキ ウス • ァ ンネ ウス . フロルスの 「口 ー マ史 摘要」 を 見て ゐ たら、 

n ム ルスが その 新 都市に 胸壁 を 築いた とき、 彼と 雙生 兒のレ ー ムスが 一. こんなけ ちな 壁なん か 何 

にもなら ない 一 と 云って 一 ととび に 飛越して 見せた. - その 爲に 結局 レ ー ム スは 殺された ので ある 

が、 併し ロム ルス のん 叩 令に よって 殺された かどう か は 不明 だと ある。 さう して 「いづれ にしても 

レ ー ムス は 最初の 犠牲であって、 而 して 彼の 血 を もって 新 市の 堡壘 を淨 化した j と ある C 

此の 話 は 人柱と は 少しち がふが、 併し 何處 かしら 大分 似た ところが ある" 

豚 や 牛の やうに 人間 を 殺して 生贄 とする こと は 西洋に は 昔 はよ くあった らしい が、 それが 祌を 

崇め 慰め る だけでなく、 それによ つて 何 か 難事 を 遂げ させて 貰ふ爲 の先拂 ひの 報酬の やうな 意味 
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で 神々 に 捧げる 事 もあった とすれば、 結局 は 人柱と 同じ ことになるの ではない かと 思 ふ C 

同じ 書物に 又 次の やうな 話 も ある。 

餘り 評判の よくない 方で 有名な a 1 マ の 最後の 王様 タル キヌ スが 方々 で 攻め 落した 敵の 市街 か 

らの 奪掠 物で 寺院 を 建てた" そのと きに 敷地の 土臺を 掘り返して ゐ たら 人間の 頭蓋骨が 一 つ 出て 

來た" 併し 人々 はこれ こそ 此の 場所が 世界の 主 都と なる 瑞兆で あると いふ こと を 信じて 疑 はな か 

つたと ある。 吾々 の 現在の 考へ方 だと、 これ は 何だか 寧ろ 薄氣 味の 悪い 凶兆の やうに 思 はれる の 

に、 當 時の 口，" マ 人が これ を 主 都の かための 土臺 石の やうに 感じた の だとす ると、 その 考へ 方の 

中には 何 處か矢 張 一人 柱」 の 習俗の 根 抵に橫 はる 思想と おの づ から 相 通す る ものが ある やうな 氣 

力す ス。 - 

以上 偶然 讀 #1 中に 見付けた から 安倍 君の 驟 尾に 付して 備忘の 爲に 誌して おく ことにした。 

(昭和 十 年 三月、 ^柿) 
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-a 


り よ 町 曙 


曙 町より (二十 s) 


或る 大きな 映畫 劇場の 入場料 を 五十 錢均 一 にしたら 急に 入場者が 增 加して 結局 總收 入が 增すこ 

とに なった とい ふ 噂が ある： 事實 はどう だか 知らない。 併し、 「五十 錢均 一一と いふ 言葉に は 何 か 

しら 現代の 一 般 民衆に 親しみと 氣樂さ を 吹き込む 或る ものが あるので はない かとい ふ氣 がする。 

六ケ しい 經濟學 上の 理論な ど は 分らない が、 あの 五十 錢 銀貨 一 枚 を 財布から つまみ 出して 切符 賣 

場の 大理石の 板の 上へ。 ハ チリと 音を立て ると すぐに 切符が 眼前に 出現す ると ころに 一 種の 爽 かさ 

が ある」 これが 四十 七錢均 一 で 一 々三錢 のお 釣り を 貰 ふの だったら どうい ふこと になる か C 相 乎 

が獨 逸人 か 或は 勘定の 細かい 地方の 商賫人 だったら どうか 分らない が、 少 くも 東京の 學 生の やう 

な觀 客層に 對 して はこの 五十 錢均 一 の 方が 經濟觀 念 を 超越した 吸引 力 を もって ゐ さうな 氣 がする C 

こんな 事を考 へ てゐた 時に 偶然 友人の 經濟舉 者 に會 つたの で、 五十 錢銀货 の 代り に 叫 十七 錢銀 


貨を 作って 流通 させたら 日本の 國の經 ^にどう いふ 變 化が 起る かとい ふ 愚問 を發 して 見た" こん 

に對 する 經濟舉 者の 詳細な 說明を 聞いた 時 は ー應 分った やうな 氣 がした が、 それつ 切り 綺 置に 忘 

れて しまったし 

今迄に 隨分 色々 六ケ しい も敎 はった が、 錢と いふ もの ほど 意味の 分りに くいものに 出逢った 

ためし はない やうで ある-.) 
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り よ 町 曙 


曙 町より- (一 


六月 九日の 日曜に 家族 速で 上野 精 養 軒の 藤棚の 下へ 晝飯を 食 ひに 行った。 隣の テ ー ブルに も 家 

族 づれの 客が 多い. - 小さな 子供の ゐる 食卓の 上 には子 供の 數 だけの ゴム 風船が 浮游して ゐる。 う 

ちの 子供 等 も 昔 はよ く かう した 處で 風船 を もら つ た 時代が あつ たが、 今 はもう みんな 大人に なつ 

てし まって 今日は 新し い 夏着 夏帽： &化 被で ある。 蓄音機の ダイナ ミック コ ー ン から はジャ ズ や 流 

行 小唄が 飛 出して 折 柄の 鐘樓の 時の 鐘の 聲に 和して ゐる。 藤棚の 下に は 中央の 噴水 を 繞りビ ー チ 

パラソル の 間 をく 1^ つて 爽 かな 初夏の 風が 吹いて ゐる" 妙に 昔の ことが 想 出される" 

精 養 軒の 玄關 にボ— ィが 一 人 立って 人 待 顔に 人口の 方 を 眺めて ゐ る) この ボ ー ィ はこ 、では も 

ぅ隨分 古い 古參 である" {C 分な ど覺 えてから この 方す つと 勤繽 して ゐる やうで ある。 今の 世に 力 

う いふ 何十 年  一 n の 如き 人 を 見る と 何だか 賴 母し いやうな なつかし いやうな 氣 がする。 電車の 車 
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掌な どに も隨分 古いの がゐ るが そんなの を 見ても 同じ やうな 氣 がする.) こんな 人 は 矢 張何處 かい 

ぃ處の ある 人間で あらう と 思 はれる G 

上野から 圓 タク を 雇って 深 川の 淸澄 公園へ 行って 見た。 アル カウ 會と いふ 會と、 それから 某 看 

護婦會 との 園 遊 會で賑 はって ゐ る" 關東 震.^ 災の數 日 後 この 邊の燒 野 を 見て 歩いた とき、 この 庭 

園の 周 園の 椎 かなん かの 樹立が 黑焦 になって、 園內は 避難民の 集落に なって ゐた、 その 當 時の 光 

景を想 出した C あの 震災の ときには 未だ 生れて ゐ なかった やうな 年頃の 子供 等が 大勢 遊んで ゐ る" 

淸洲 橋の 近くの 一 錢蒸汽 の 待合 所 を 目當て に 河岸 を 歩いて ゐ たら 意外な 處に 芭蕉 庵舊 跡と 稱す 

る 小祠に 行き 當 つた。 さう して この 偶然の 發 見のお かげで 自分の 今迄 描いて ゐ た笆蕉 庵の 夢が 一 

度に 消えて しまった。  \ 

待合 所で 船 を 待って ゐ たら、 退屈して ゐる らしい 巡査が 話しかけた" 佛國 映畫に 出る ブレジ ャ 

ンと いふ 俳優に 似た 額 をして ゐる. >  「これから 土左衛門が 多いです よ」 とい ふ。 七 割 は. E 殺 者 だ 

さう である C 新聞に は 出ない が 三 原 山より は 多い とい ふ。 

1 錢蒸汽 の 中で 丸藥の 見本 を 一 一粒 づ 、船客 一 同に 配って おいてから、 そろく と 三百 何十 粒 入 

り の 袋 を賨り 出す 女が ゐ た： 何處 へ 行って も 全く 油斷 の 出来ない 世の中で ある。 
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言 問まで 行く つもりで あつたが 隅 田 川の 水の 臭氣に 厭きた ので 吾妻橋から 上がって 地下 鐵で銀 

座 迄 出 て 二 ュ ー ダラ ン ド で お茶 を のんだ" 

近頃の 大 旅行であった。 舟 車に よる 水陸の 行程 約 七 里 半、 徒歩なら ゆっくり  一 H が、 りのと こ 

ろで ある こ 

自分の 生れない 前に 兩 親が 深 川 西 六 間 堀に 住まって ゐた 頃、 自分の 一番 末の 姉 を 七 歳で 亡くし 

て 休日 の 度に 谷 中の 墓地 へ 通った とい ふ 話 を 聞かされた ことがあった、 それ を 今 口 ふ いと 思 £ し 

た、 殆ど 一日が、 りの 墓參 りであった らしい" 

なつ かしゃ 未 生 以前の 靑嵐 

(.昭和卞3^ヒ=;、 ffi 柿.) 


曙 町より (二十 六) 


風：：，：： 桶から 出て 胸の あたり を 流して ゐ たら 左の 腕に 何 かしら 細長い ものが かすかに さはる やう 

な 痒 味 を 感じた。 女の 髮毛 がー 本から みついて ゐる らしい： 右の 手の指で つまんで 棄 てようと す 

ると それが 右の 腕に へばり付く。 へばりついた 處が 海月の 絲に でも 觸 つた やうに 痛痒くなる" 浴 

蜜の 弱い 電燈の 光に 眼鏡な しの 老眼で は 毛筋が よく 見えない だけに 一層 始末が 悪い" あせれば あ 

せる 程 執念深く からだの 何處 かにへ ばりつ いて 離れない" さう して それが 觸 つた 處が みんな 萍く 

なる。 やう やく 離れた あとで もから だ 中が 1^ いやうな 氣 がした： 

風 お の 中の 女の 髮は 運命よりも 恐ろしい-  (昭和 十 九 =J、 溢 柿) 
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り よ 町 曙 


町より (二十 七) 


子供のと きから 夜具と い へば 手織 木綿の 蒲團に 餘り柔 くない 綿の はいった のに 馴らされて 來た 

せゐか 今でも 餘り 上等の 賴 夜具 はどう もから だに 適しない、 それで なるべく ごつ，/ \ した 紬か何 

かに 少し 堅く 綿 を つめたの を 掛蒲圑 にして ゐる" 

今度 か ら だが 痛む 病氣 になって 臥床した ま k 來 客に 接す るのに あまり 不體裁 だとい ふので 絹の 

柔 いの を 用ゐる ことにした C 處が この 柔ぃ 絹蒲圑 とい ふ 奴 はいくら 下から はね 上げて おいても 丁 

度 飴 か 餅 かの やうに じり/、 と 塞れ 落ちて 來て、 すっかり からだ を 押さへ つけ あらゆる 隙間 を埋 

めて しま ふ： それで 一寸で も 身動きしよう とすると この 飴が 痛む からだに は 無限の 抵抗と なって 

運動 を 阻止す る： 蠅取 紙に か 、つた 蠅の氣 持 はこん な もの かとい ふ氣 がする。 

天網の 如く、 夢魔の ごとく、 運命の 神の 如く 恐ろしい もの は 賴蒲團 である。 

(昭和 十 年 十一 W: 、& 柿) 
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"'， 

i 


短 fit- その 


無  題 (八十 七) 


美人と 云 へ ば 女に 限る やうで ある C 美醜 は 男をス ベ シ フ ァ ィ する 屬 性に ならぬ と 見える。 甘い 

辛い が 翁 具の 區训に 役立たぬ やうに。 


0 
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せの 前に 風呂屋が 出来て、 いろ/ \. な 迷惑 を感 する ことがある.) 併し、 どんな 惡 いこと にで も 

何 かしら 善い ことがある。 第一 に は、 -} ^へ 始めて 尋ねて 來る 人に は 此の 風呂屋の 高い 煙突 を目當 

てに して 來る やうに 敎へ ると 分かりが 早い" それから、 第二に は 夜の 門前が 明るくな つて 泥坊の 

徘徊に は 不便で ある C 第三に は、 此の 風呂屋が 出来てから 門前に 近く 新に 消火栓が 設けられた。 

尤も、 此れ は 近くに 高官の 邸宅が あるお かげ かも 知れない。 


』^w  ^  ^  /  In  ^ 


睡蓮の 花 は 昔から 知って 居る。 併し、 此の 花が 朝 開いて 午後に 睡る とい ふこと は、 今年 自分の 

家で つくって 見て 始めて 知った C 睡蓮と いふ 名の 所 由が やっと わかった ので ある。 水 蓮な ど. -ぃ 

ふ 當て字 を かく 人の あるの を 見る と、 此れ は 自分 だけの 迁闊 でもない らしい。 人間の のんき さ 加 

減が 此んな ことから も 分かる" 併し 又 人間の 世智辛 さが 此れで 分かる、 とも 云 はれる であらう。 


無  題 (丸 i 


三 原 山の 投身 者の 記事が 今 口 新聞紙 上に 跡を絶たない。 よく 聞いて 見る と、 淺間 山に も 可な り 

多數の 投身 者が ある さう であるが、 此方 は 新聞に 出ない。 ジャ ー ナ リズムと いふ 現象の 一例で あ 

る 0 
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題 (九十 一) 


「陸相 官邸に て 割腹」 とい ふ 大きな 見出しの 新聞記事が ある" 陸相が 割腹した のかと 田め ふと、 

陸相の 官邸で 誰か 割腹した ので ある，) 日本語の 不完全 を 巧に 利用した ジャ —ナ リズ ムの トリ 

ク である。  、 


(九十 二) 


し， ズ 中に 眼が 覺 めた。 何處 かで 「デン ボ—、 デンボ ー」 と 云って ゐる らしい 聲が 聞こえる。 それ 

から 五分 も經 つと 又 同じ やうな 聲が 聞こえる。. 餘り 長い. 間 をお いて 遞、、 繰 返される から 不思議 だ 

と& つて 注意して 3$ ると 數町 さきの 通り を 通る 自動車の 「ゾ、 ゾ ー」 とい ふ 警笛が 聞こえる。 さ 

つきの 「デン ボ—」 は 版 自動車の 警笛であった。 笛のう ちに は 音 が 可な り人聲 に^たの が あ 

ると«1^ぇる。 


無 


盟 (九十 三) 


犬 吠 岬の 茶店の 主人の 話 ださう である) 三十 年来の 經驗 で、 自殺者 心中 者 は 大抵 様子で わかる。 

思案に くれて 澳惱 して ゐる やうな の は 却って 死なない。 寫眞 でも 撮らせたり、 ひどく 元氣 よく は 

しゃいで 居る のが 怪しい とい ふこと である C 一  體 死ぬ 程に 意氣銷 沈した ものなら 首縊りの 繩を懸 

ける さへ 大儀な 氣が しさう である e それ を わざ， C 遠く 出かけて、 しかも 三 原ゃ淺 間に 山登り を 

する 元氣が あるの は 不思議な やうな 氣 がする： かう いふ 種類の 自殺者 は、 悲 觀の爲 ではなく てみ 

んな與 奮の 爲に 死ぬ るの だら うと 思 はれる C 
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題 (九十 四) 


淺間觀 測 所へ 二度目に 行ったら 中年の 女が 玄關で 切符 を賫 つて ゐた = 峯の 茶屋の 人達に 比べる 

と何處 か都會 人らしいと ころの ある 人柄であった。 歸 京して から 聞いて 見る と、 矢張淺 間へ 身 を 

投げに 來 たの を、 峯の 茶屋の 人が 助けて、 一時間に 合 はせ の 切符 賫に 採用した の ださう で、 それ 

から 間もなく 東京へ 歸 つて 行った さう である。 矢 張 カフ ェ I とか バ ー とかに ゐた 女であった. らし 

い G さう いふ ロマン ス を もつ た 女性が、 兎も角も 科學的 硏究を 目的と する イン ス チチュ ー トのメ 

ムバ ー として 數日 でも 働く とい ふの は餘程 珍ら しい 現象で ある" 火山と いふ 極めて 特異な 地球の 

現象と 結びついて のみ 始めて 起こり 得る 珍ら しい 現象で あらう と 思 はれる。 


題 無 


0  (九十 五) 


第一 相互 館の 屋上で 夜の 銀座 を 眺めて 居たら、 突然 停電で 屋上 は眞 闇に なり、 同時に 銀座の 兩 

側の 街燈 も 消えた が、 街 壁 を 飾る ネオンサイン は みんな 平 氣で點 つて ゐた = しばらくして、 街燈 

がー 度に 點 つたが、 自分 等の ゐる 屋上 は 未だ 眞 暗であった" さう して 樓 下の 町で 先づ ばつと 明る 

さが 增 して、 しばらく してから やっと 屋上が 點燈 した。 人間の 屮 風の メカ 一一 ズムを 想 出す ので あ 

つた。 
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(ん 十六) 


電話が 自働 式に 變 ると 同時に 所屬 局が 「小石 川」 から 「大 塚」 に 移り、 更に 又 番號が もとより 

三 〇〇〇 だけ 數を增 した。 なんだか 自分のう ちが 遠い 處へ 持って行かれ たやうな 氣 がする。 居 は 

、： ：- を §タ すと いふが、 心 は 居 を 移す とも 云 はれさう である。 
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題 無 


無  題 (A 十七 レ 


去年 の 秋 手 賀沼ま で ドラ イヴし た 序 に 大 利根 の 新橋 ま で 行 つ て 見た」 利根 川 の 河 幅 は この 橋の 

上流の 處で 著しく 膨大して 幅 一 ー籽半 程の 沼地に なって ゐる" それに 唯 一 面に 穗 芒が 茂り 連なって 

見渡す 限り 銀色の 漣 波を湛 へて ゐ た.) 實に のび と 大きな 景色で ある。 橋の 袂の 土手 を 下りて 

見上げる と、 この 長さ 一 籽の眞 直な コ ンクリ I トの 橋の 下に それと 並行して 下流の 鐵 道の 鐵 橋が 

見え、 折 柄 通り か、 つた 上り列車が 玩具の 汽車で も ある やうに 思 はれた。  ， 

今迄 一 向 聞いた こと もない こんな 處 にこん な 絶景が あると 思 ふこと は 此處に 限らす 屢、、 ある。 

さう いふ 處は倂 し 大抵 鎗 にかいても 綺 になら す、 寫眞 をと つ て も 仕樣の ないやうな ところで ある C 

有名な 名所になる 爲の 資格が 缺 けて ゐ るので ある。 

かぅぃふ處の美しさは純粹な{<.^間の美しさでぁる" それ は. S 虚な 空間ではなくて、 人間に 一番 
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大事な 酸素と 窒素 の 混合物で 充填され、 さう して あらゆる 膠質 的 浮游 物 で 象嵌され た 空間の 美し 

さで ある。 肺臓 一 杯に 自由に 呼吸す る ことの 出来る 氣の無 盡藏の 美し さなので ある。 

往復 共に 小菅の 刑務所の 傍 を 通った C 刑務所の 獨 房の 中 Q 數 立方 米に 固く 限られた 空間 を 想像 

して 見た ときに、 この 大 利根 河畔の 空間の 美し さが 一 層 強烈に 味 はれる やうな 氣 がする ので あつ 

た。 
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題 無 


無 題 (九十 A) 


昨年 九月の 暴風雨で 東京の 街路樹が 大分 いぢめ られ た。 多分 所謂 「歷 風」 であった 爲か、 樹々 

の 南側の 葉が 焦げた やうに 黑 褐色に 縮れ 上がって、 みじめに 見 萎ら しい 光景 を呈 して ゐた。 丸の 

內の 街路の 鈴 懸の樹 の こ の慘 狀を實 見した あと で 帝劇 へ 行って 一 一階の 休憩室の 窓から 御堀の 向 側 

の 石 崖の 上に 並んだ 黑松を 眺めて びっくりした。 此 等の 松の 針 葉 は あの 邂風 にも まれても ちっと 

も 痛まない ばかり か 却って この 嵐に 會 つて 塵埃 を 洗 ひ 落されで もした のか、 ブラ シ でも かけた か 

と 思 ふやう に その 濃 綠の色 を 新鮮に して 午後の 太陽に 照らされて 輝いて ゐる やうに 思 はれた。 

日本の 海岸に 何故 黑 松が 多い かとい ふ譯が はじめて はっきり わかった やうな 氣 がした ので あつ 

た。 

國々 にそれ/^昔から固有なものには矢張それ/^ にそれだけのぁるべき理由がぁるのでぁる。 
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題 (九十 さ 


昭和 九 年の 十 一 月 中句に は 東京の 丸の 內の 處々 の 柳が 靑々 として 風に 靡いて 居た。 その 一方で 

銀杏 はもう すっかり その 黄葉 を ふる ひ 落して ゐ るので あった。 

十月に は武藏 野の 何處 かで 櫻が 返り きに 滿 開した さう である C 十 一 月卄 五日に なっても 未だ 

庭の カンナが ゆ、 き續 けて ゐ た。  . 

植物で も 季節の 變 調に 欺され 易い のと さう でない のと あるら しい。 
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題 無 


夏 目先 生の 御 弟子と 見られて ゐる 人が 可也 大勢 居る やうで ある」 この 「御， 弟子 一 の 意味が 隨分 

漠然として ゐて 自分に はよ く 分らない C 少し 嚴密に 分類す ると この 「御 弟子」 の 種類が 相 當澤山 

にあり さう である C 古い 方で は 松 山の 中學 校で 先生から 英語 を敎 はった 人達が ある： その 中で そ 

れつ 切りもう 直接に は 先生と 交涉を 失った 人々 も 矢 張 弟子の 一種で ある： 又 さう した 人達の 中で 

後に なって 再び 先生と 密接な 交 涉をも つやう になった 人の 中で も MN 君の やうに あらゆる 意味で 

師事した 人 も あれば、 又 MB 氏の やうに 醫師 として 接觸 した 人 も ある。 それから 又 熊 本 高等 學校 

時^^に英語を敎はった人々、 その 中で 自分な どの やうに 俳句 をも敎 はった 爲に 先生の 私邸に 出 人 

する ことの 出来た 果報 もの も ある。 もしかすると 逆に 出 人す る爲に 俳句 を敎 はった ので はない か 

とい ふ 嫌疑 もな く はない。 又 先. の 家に 食客と なって 日常 親しく 先生の 人に 接近す る ことの 出來 


た 幸運の 人達 も ある" 次に は 先生の 東京 時代に 一高 や 大學で 英語 英文 學を敎 はった 廣ぃ 意味での 

弟子 達が ある。 その 中で 先生の 千 駄木町 時代に その 門に 出入した 人達が ある. - 一方で は 英文 學科 

以外の 學 生で その 頃の 先生の 門下に 參 じた 人 も あるかと 思 はれる。 

千駄木 時代 は 先生の^ 名に なり 始めから 大體 有名に なり 切る までの 時代で、 作品から 云っても 

「猫」 から！ T 虞美人草」 へ かけての 時代で ある = この頃の 先生に 牽 付けられて 先生の 膝下に 慕 ひ 

寄った 御 弟子に は 矢 張 それだけの 特徵が あり はしない かと 思 はれる" 短 かい 西片町 時代 を 經て最 

後の 早稻田 時代に なると、 もう 文豪と しての 位地の 確定した 時代で、 作品 も 前と は 大分ち がった 

調子の ものに なって しまって ゐた。 此の 時代に 新に 門下に 參 じた 人々 の 中には 千駄木 時代の 先生 

の 要素に 傾倒した 人と 又 此の 時代の 先生の 新しい 要素に 牽引され た 人と があって、 それん \ ちが 

つた 特色 を もって ゐ るので はない かと 想像され る。 併し 具體 的の 分類 をし ろと 云 はれる と 矢 張 六 

かしい。  . 

それ は 兎に角 先生の 藝術 なり 又 その 藝 術の 父なる 先生の 人に 吸引され て ar その 門に 出 人した 

人々 を 「御 弟子」 と 名 づける ことにな つて ゐる やうで ある。 併し この 上記の 定義 は實は 甚だ 不完 

全で あるかと 思 はれる" 例へば 故 〇〇 君の 如く 先生に 傾倒して 毎週 殆ど 缺か さす 出入りして、 さ 
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題 無 


うして 先生の 揮毫 を 見守って 居た 人が、 矢 張 普通の 意味で 御 弟子と 云 はれる かどう か 疑問で ある G 

その外に も 始終 先生に 接して ゐ ながら 先生から どれ だけの 精神的 影響 を 受けた かとい ふこと が 分 

りに くい 人 も あるか も 知れない C 反對に 先生に 接しないで 唯 その 作品 だけから 異常に 强ぃ 影響 を 

受けて ゐる人 も澤山 あるか も 知れない C かうな ると 何が 御 弟子で 何が 御 弟子で ないか 分らな くな 

つてし まふ C 

併し、 どんな 人で も 先生に 接して 後の その 人 を 見て、 もし 先生に 接しなかった とした 場合の そ 

の 人 を 推察す る こと は 不可能で あるから、 先生の 影響が 無い など、 は 云 はれない 譯 である。 して 

見る と 結局 「御 弟子」 の 定義に は證 明の 可能な 一 門戶 出入 一 の 頻度 を檫 準と する のが 唯 一 の 「實 

證的」 な根據 なので あらう。 

もし 何 かの 訴訟事件 でも 起って 甲 某が 先生の 弟子で あつたか、 なかった かとい ふ 事が 問題に な 

つたと したら —— そんな ことがあり 得る かどう か は 知らないが —— その 時には 矢 張 この r 實證」 

以外に 何物 も 物 を 云 はないで あらう と 思 ふ。 

御 弟子の 名 も 果敢ない ものである。 
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無  題 (百 1) 


震災 や 火災 や 風水害に 關す る 科學的 常識と これに 對 する 平生の 心得と 云った やうな もの を小學 

校の 教科書に 人れ ると いふ こと は、 日本の やうな 國 では 實に 必要な ことで ある。 これ は 殆ど 「問 

題に ならぬ 一 程 明白な ことで あると 思 はれる のに、 これが どうい ふ譯 だか 一 向に 實 行され てな な 

いで 時々 「問題になる」 やうで ある。 

自分 の 想像す ると ころで は、 結局 教科書 を 編纂す る機關 の 中に 科擧 的な 頭腦 とその 主動的な 要 

素が 缺 除して ゐ るので はない かと 思 はれる。 もし かこの 想像が 幾分で も當 つて ゐる としたら、 甚 

だ逆說 的な 云 ひ 分で は あるが、 小 擧 生を敎 へる 前に 先づ 文部 街を敎 育し なければ ならない の だと 

も 云 はれる かも 知れない。 

小學 教科書の 編纂に は 矢 張單に 文科 方面の みならす あらゆる 主要な 自然 科學の 各部 門からの 代 
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題 無 


表 者 を 集めて 資料 選擇の 任に 當ら せる 必要が あるかと 思 はれる- 

多くの 人の 見る 所では、 小學の 教科書に は 忠良なる 文化的 日本人と して 一生 知らなくても 犬し 

て 差しつ か へ のない やうな 事項が 數々 ある 一 方で、 知らなくて はならない と 吾々 に 思 はれる 事で 

II 曰いて ない ことが 澤山 ある やうで ある： 

例へば 手近な ところで 震災 火災 風 災に對 する 科學的 常識と か、 細かい ことで は 例へば 揮 發油取 

极 の 注意 と か、 誤 つ て 頭 を 打撲した ときの 手當 とかい ふ もの は 萬 人 必要の 知識で あるが 自分の 知 

る 限り 少 くも 十分に は 取扱 はれて ゐ ない" 

I 博士 の 云 ふ 所 を無斷 で 借用す れば、 ドリアン と い ふ 臭く てうまい 菓物 のこと など 知らなくて 

も 日本 入の 一 分 は 立つ ので ある- 又 かう した 種類の 知識 は 心掛けの ある 兒 童で 後 n さう いふ 知識 

を 必要と する やう な 階級 になる ベ き 素 l^s: を も つ たも の なら 敎科蚩 曰 で敎 はらなくて も雜 誌な ど か ら 

いくらでも 覺 える であらう し、 叉、 一生 そんな 知識 を 要しない やうな 階級の 子供なら 折角 教科書 

で 骨折って 敎へ て も 恐らく 三年た、 ない 間に 綺麗に 忘れて しま ひさう に 思 はれる」 

兒童敎 育より 前 に 矢 張 大人 で あ る ところの 教育者 並に 敎育 の 事 を 司る 爲政 者を敎 育す るの が 肝 

要 かも 知れない。 
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學校を 卒業した ばかりの 秀才が 先生に なって 講義 をす ると 鬼 角 講義が 六 かしくな り 易い。 こ.. 

に は 色々 の 理由が あるが、 一 つに は 自分の 歩いて 来た 遠い 道の 遠かった こと を 忘れる とい ふせ ゐ 

も あるら しい。 

若い 擧 者が 研究論文 を 書く と、 兎角 獨り合 點で說 明 を 省略し 過ぎて、 人が よむ と 分かりにくい 

ものにして 仕舞. ふ 場合が 多い。 これ も 色々 の 理由が あるが、 一つに は 自分が はじめて 這 人った； tt 

會の 先進 者の 頭の 水準 を 高く 見積り 過ぎる 爲も あるら しい。 


題 無 


無  W  (百 三) 


昭和 九 年の 秋 英人ス コ ッ トの乘 つた 飛行機が 英國と 濠洲 メルボルンとの 間 をた つた 七十 一 時間 

で 飛び 渡った。 

その 目 ざまし い 成效の 報知が 我 邦に 傳 はった 晩に 丁度 日本の 東京の JOAK で 文士の 航空に 關 

する 座談 會と いふの が 放送され た" それ は 先日 新聞社の 催しで 數 名の 知名の 文士 を 北半 日本の リ 

レ I 飛行に 搭乘 させた、 そのと きの 感想 を 話し合 はさせる とい ふ 趣向な ので ある。 

い づ れも 生れて 初めて 飛行機 に乘 つて 珍ら し く 感じ たこと を談 り 合って それ を 全國の 聽取者 に 

聞かせる ので ある。 

，界 地圖を あけて ス コ ットの 飛んだ 距離と、 此 等の 日本の 文士の 一 人づ、 が 飛んだ 距離と を 比 

ベて 見た ときに、 何となく 多少の 肉な 1^ じ を 起こさない 詳には 行かなかった。 
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無  題 (，HS) 


上野 公園の 一隅に ある 鐵筋コ ンクリ ー トの化 一物の 中で 時々 科舉 者が 寄 集まって 事務的な 相談 會 

を 開く ことがある C 事務 は 事務 だが 鬼 も 角 も 六 かしい 學 問に 關 係した 人 裏の 相談で ある" 寄 合 ふ 

人々 は みんな 眞 面目な 浮世 離れの した 中年 以上の 擧者 ばかりで ある C かう い ふ會が 朝の 十 時 頃 か 

ら 始まって 晝 飯時 一 時間の 休憩が ある だけで 午後 六 時 頃 迄 も ぶっ通しに 鑌 くこと も 珍ら しくない。 

かう いふと きに、 會が 終って ほっとした 氣 持で 外へ 出て、 さう して 連に 別れて 一人で ぶら/ \ 

公園 を 歩いて 居る と、 いつも 見飽きる ほど 見馴れた 公園の 森 や 草木が 今迄 かって 見た ことのない 

やうに 異常に 美しく 見え、 义行 通りの 人々 の 顔が 實に樂 しく 喜ばし さう に 見え、 さう して 特に 女 

子供が 譬 へやう もな く 美し く 愛ら しく 見えて くる" 今迄 堅く 冷く す つかり 凍結 して ゐた 自分の 中 

の 人 問ら しい 血潮が 急に 雪 解の やうに 解けて 流れて 全身 をめ ぐり 始める やうな 氣 がする ので ある。 
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題 無 


蔡者 であつ て、 しかも同時に人問でぁることが如何に六かしぃものかとぃ ふことをっく^>考 

へさせられるのは、  さう いふ 時で ある。 
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無  題 (百 五) 


血液の 化學 成分 は 驚くべき 精密 さ を 以て 同に 保 たれて ゐる。 一 寸勞 働で もして 血液 中の 水素 

イオン 濃度が 僅に 一 億 分 一 だけ 增す とすぐ 呼吸が 忙しくな つて 血液 中の 炭酸 瓦斯 を 洗 維させる。 

人間の 社會も こ の 位 有機的 になって、 全 系統の 生理に 有害な もの を自働 的に 驅逐す る やうな 機 

巧が 具 はって ゐる とい . ^と 思 ふ。. 

現在で も 或 程度 迄は旣 にさうな つて ゐる かも 知れない。 併し この 調節 作用 を^ 寄す る やうな 病 

氣が餘 りに 多く、 それに 對 する 抵抗力が 餘 りに 弱い ので はない かと 思 はれる。 
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無  題 (百 六) 


或 日 電車で 新 宿の 通 を 通過しながら 街路 を 眺めて ゐ ると、 兩 側の 人道に 殆ど 軒並に 同じ やうな 

建 札が 立ち並んで 居る。 見る とそれ に は區會 議員 か 何 かの 候補者の 名前が 書いて ある。 小さな 張 

板： M の 恰好の 木 枠に 白紙 を 貼って、 それに 筆太に 墨黑々 と 「原野 九郞」 とか 「小菅 雷 三」 とか 「不 

破 伊勢 次」 とかさう 云った 感.^ のす る 名前が 書き ひけら かして ある。 

その 建 礼て 交って 又と こ ろ/^ これと よく 似て はゐ るが 少し 風變 りな 建 札が 見える。 それに は 

「よせ 鍋 はま 鍋」 「蒲 燒 三十 錢」 「〇〇 大特賣 大安 賣」 など、 い ふ 文句が 讀 まれる。 

建 札が 同型で あると いふ 事實の 裏に は その 建 札の 內容 にも 若干の 共通 點が あると いふ 事 を 暗示 

m する ので はない かとい ふ氣 がした。 

題 どちらも n 買物」 である" さう して どちらに も 用心 しないと 喰 はせ 物が あるか も 知れない。 
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食物 や 商品の いかものが 市民に 及ぼす 害毒 は、 腐 耽した 議員 達の それに 比べたら それ 程で もな 

いで あらう 0 
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題 無 


無  題 (百 七) 


元素に は 今では 原子 番號數 とい ふ ものが 出来て、 何番の 元素と 云へば それで 事柄 は 完全に 確定 

する。 それ だのに 今でも 科 學者は 矢 張 水素と か 酸素と か テル リウ ム とか ウラー ーゥム とか、 云 は^ 

一種の 「源氏 名」 の やうな もの を 付けて 平氣で それ を 使って ゐ るので ある" 人間味 を 出来るだけ 

脫 却しょう、 凡ての 記載 を出來 る だけ 數學的 抽象的な も のにし ようとい ふ 淸敎徒 的 科學者 の 捨て 

ようとして 矢 張 捨て 切れない 煩惱の 悲哀が かう いふ 處 にも 認められる であらう C 

科學と 云へ ども 人間の 産んだ 愛兒の 中の 愛兒 である. - 血の 氣を絞 取って. しまったら 乾干しに な 

つて、 孫 を 産む 活力な ど は 亡くなつ てし まひ はしない かとい ふ氣 がする。 

それ は 鬼に 角、 元素の 名前に 「桐 壺」 「赛 木」 など 、いふの をつ けて 獨 りで 喜んで ゐる變 つた 男 

も 若干 は あつ て も 面. 2： いで はない かと 思 ふ ことがある： 併し もし そんなの が あったら 嘸 や 大學敎 
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授 達に 怒られる ことで あらう- 
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題 無 


無  題 (百 o 


. 自分の 缺點 を相當 よく 知って ゐる人 は あるが、 自分の 本當の 美點を 知って ゐる人 は 滅多にない 

やうで ある。 缺點 は自覺 する ことによって 改善され るが、 美點 は自覺 する ことによって 損 はれ 亡 

はれる せゐ ではない かと 思 はれる。 
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無  題 (百 i 


髮を 短く し て ゐる人 は 大概 髮を 延ばす と 醜くなる やうな たちの 人 だと 床屋 が 云 ふ。 それ はさう 

いふ 場合 も あるか も 知れない が、 又 さう でない 場合が あるか も 知れない C 

いつもとり すました 顏 をして ゐる女 は、 多分す ましたと きの 方が 一番 美しく 見える やうな 型で 

あり、 始終 笑顔 を 見せて ゐる女 は、 矢 張 さう した 方が すまして ゐ るより 美しく 見える やうな 型の 

顏で あるか も 知れない C 少 くも 當 人が さう 信じて ゐる こと だけ は 健で あらう と 田 わ はれる.。 

銘々 で 口 をき いて 銘々 の 意見 を 吐露すべき 會 合の 席上で いつでも 默々 として 始 からおし まひ ま 

で 口 を 利かない 人が ある。 もしかすると それ は 口 をき くと 自分の 美と 尊 嚴を損 ふこと を 恐れる 人 

ではない かとい ふ氣 がする。 又 これと 反對に 所謂 一言居士と 稱す るの も ある" これ は 勿論 自分の 

一言の 眞 と美 を 信す るからの ことで あらう。 併し、 自分の 「我」 に 固執す る點 では どちらも 似た 
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題 無 


ものである。 

公人と しての 會議 では 矢 張 公の 問題 そのもの、 前に 自分の 私 を 忘れるべき であらう。 「顏」 を 

氣に する 女の 場合と はちが ふと 思 はれる。 
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無  題 (百 十) 


^の 尻尾 は 猫の 感情の 動きに 應 じて 様々 の 位置 形狀 運動 を 示す C よく 觀 察して ゐ ると、 どうい 

ふ 場合に どんな 恰好 をす るかと いふ こと はいくら か 分って 來る。 併し、 尻尾の ない 吾々 人間に は 

猫の 「尻 の氣 持」 を 想像す る こと は 困難で ある。 舌で 舐めたり 後脚で 搔 いたりす る 氣持は 大凡 

想像して 見る ことが 出来ても 尻尾の 振り 心地 や 曲げ 心地 は 夢想す る こと も 出来ない "從 つて 吾々 

は 猫の 尻尾の 行動に ついて 「批評」 する 資格 を 持ち 合 はせ ない。 

科學の 研究に 體驗を もたない 云はビ 唯の 「科 學學 者」 の科學 論に は往々 人間の 書いた 一 猫の 尻 

尾 論」 の やうな のが あるの も 誠に 止む を 得ない 次第で あらう。 
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(百 十 一 ) 


題 


昭和 丸 年 十月 十四日、 風邪 を 引いて 二階で 寢てゐ た。 障子の 硝子 越しに 見える 秋晴の { 仝 を崎蛉 

の 群が 引 切りな しに 大體 南から 北の方 向に 飛んで 行く" よく 見る と 殆ど 皆 一 一匹 づ、 タンデム 式に 

つながった もので、 孤獨な 飛行 者 は 極めて 稀で ある" 恐らく 二十 分 位の 間 この 群 飛が つ、. - いたの 

で、 數 にしたら 恐らく 莫大な もので あらう と 思 はれた C 一寸見 穣 つても 數千 とい ふ數 であらう と 

思 はれる。 

此の 群 は 何處の 池沼で 發 生して、 さう して 何 處を目 ざして 移住す るの か-」 目的地の 方向 を 何で 

探知す るか r〕 渡り鳥の 場合に でも 解釋 のっきに くい 此 等の 問題 はこの 一層 智能の 低い 昆蟲の 場合 

に は 一層 分かりに くさう である C  . 

二 匹 づ\ つながって ゐる のが、 それぐ 雌雄の 丁 こつが ひだと すると、 彼等の 婿 選み 嫁 選み が 
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如何にして 行 はれる か。 雌雄の 數が 同一 でない 場合に 配偶者 を需め そこねた 落伍者の 運命 はどう 

なる か。  . 

かう した 問題が 徹底的に 解かれる 迄 は 人間の 社食舉 にも 未だ どんな 大穴が 殘 され 忘れられて ゐ 

るか も 知れない であらう。 
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無  題 (百 士ー) 


省線 電車 溢谷驛 の人氣 者であった 「忠犬」 の 八 公が 死んだ e 生前から 驛 前に 建立され てゐ たこ 

の 犬の 銅像 は 手 向の 花環に 埋もれて ゐた。 

たかが 犬 一 匹に このお 祭騷ぎ はに が しい 事 だと 云って むきになって 腹 を 立てる 人 もあった。 

併し、 これが にが/ \ しければ 凡ての 「宗 敎」 はや はりに がくしく 腹立たし いもので なけれ 

ばなら ない。 

或 日 上野の 科學博 裏 を 通ったら、 隣の 帝國學 士院の 裏庭で 大きな 白 犬の 寫眞を 撮って ゐた。 

犬が ちっとも 動かな いでいつ 迄 もじつ として 大人しく カメラの 方 を 見詰めて ねる、 と 思ったら、 

m 傍に 立って ゐた 人が ひょいと その 胴 を か、 へ て 持ち上げ、 一 一三 歩 前の 方へ 位置 を變 へたので それ 

題 が釗製 だと 分かった。 寫眞師 の 傍に 中年の 婦人が 一人 立って ゐ た。 片手 を頰 にあて たま、 じっと 
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犬の 方 を 見て ゐた。 

翌朝 新聞 を 見る とこの 犬の 寫眞が 出て ゐた。 矢 張 それが 八 公であった ので ある。 

この 剝 製の 寫眞を 撮って ゐる 光景 を 見た ときには 矢 張 自分の, の 中に 仕 まひ 忘れて あった 「宗 

敎」 が 一 寸顏を 出した。 (昭和 十 年 六 B 十二 曰)  • 
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無  題 (百士 二) 


親が；^ けて くれた 名が 氣に 人ら なくなって 改名す る 人が ある" 姓名 判斷 とい ふ 迷信 的な 俗說を 

信じて 改名す るの は 又 別で あるが、 さう でなくて 改名す る 人に は 自ら 共通な 性質が ある やうな 氣 

がする。 敢 て弱點 とい ふ 程で はない が 兎に角 若干の 人の 好 さが ある やうな 氣 がする C 

自分の 知った 人で 非常に 珍ら しい 姓が あった。 おまけに 名迄變 つて ゐ るので あつたが、 その 人 

は 快活で 無頓着な 性質で 自分の 姓名の 變な ことな ど 意に 介し ないやう に 見えた" ところが 其 人の 

子供が 小學 校へ はいる 頃に なって 重大な 問題が その 名字に からんで 起こって 来た、 と 云 ふの は、 

その子が 學 校で みんなに その 名前 をから か はれ 笑 はれる の を ひどく 氣 にして 擧校 がいやに なり 氣 

m 持が 段々 ひがんで 來た。 さう して、 その 爲だ かどう だか、 そこ 迄 は 誰に も 分らない が、 鬼に 角 間 

題 もな く 病死して しまった C その後 その子の 父は鄕 里へ 歸 つて 家系に 關 する 徹底的の 調査 をして、 
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何 かしら 適 當の理 .H らしい もの を搜 出し、 それ を 巾 立て、 やっとの 事で 革 姓の 手 績を濟 ますこと 

が 出来た。 

これで 思 出す の は、 昔 紅葉 山人の 書いた 何 かの 小品の 中に、 物好きな 父親が その 女の子に おさ 

ると いふ 名 をつ けた 話が あった やうに 思 ふ。 妙齢に なって しかも 人並 優れて 美しい 娘 を 父親が 人 

前で おさる くと 呼び立てた、 とい ふので ある。 その 結 がどうな つ たかは 忘れて しまった。 

電車の 運 轉手ゃ 車掌に は 實際變 つた 姓名が 多い やうで ある。 併し、 これが、 異 つた 姓名の 人 は 

車掌 ゃ蓮轉 手になる 確率が 多い とい ふ 證據に はならない。 例へば 一方に は 車掌 運轉 手の 名簿、 一 

方に は 帝 國大學 生の 名簿 を 置いて 比較 統計 を 取って 見なければ ならない。 併し さうな ると 「變っ 

た 姓」 と r 變 つて ゐ ない 姓」 と を 分類す る 標準が 非常に 六 かしくな つて 一寸 手が 付けに くい 仕事 

になる であらう と 田 4 はれる。 

^^し、 變 つた 姓 は 仕方がな いとして、 斷然變 つた 名の 持主 百 人と、 常識的に ちっとも 變 ってゐ 

ない と判斷 される 名の 持主 百 人と を 選び出して、 その 當人は 問題と せす、 それ 等の 人々 の 父親に 

ついて、 その 社會的 地位 階級、 敎 育の 程度、 趣味の 品 別 等に ついて 統計して 見たら、 或は 多少の 

差別が 認められ はしない かとい ふ氣 がする。 
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題 無 


もし 多少で もさう であった としたら、 父の 差別が 子の 差別に 多少で も 反映して ゐ ない とも 限ら 

ない と考 へられる ので ある。 
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木 蓮 


白木蓮 は 花が 唤 いてし まつてから 葉が 出る。 その 若葉の 出 はじめに は 實に鮮 かに 明るい 淺綠色 

をして ねて、 それが 合掌した やうな 形で 中天に 向って 延びて 行く。  丁度 綠の焰 を あげて 燃 ゆる 小 

蠟 燭を點 しつら ねた やうに も 見える。 . 

紫 木蓮 は 若葉の 賑 かな イルミ ネ— ショ ンの 中から 派手な 花 を 、かせる。 濃い 暗い 稍 冷たい 紫の 

荅が 破れ 開いて、 中から ほんのり 暖かい 薄 紫の 陽炎が 燃え 出る。 さう して 花の 散り 終る までに は 

もう 大きな 葉が 一 杯に 密集して しま ふ" 

櫻で も 染井吉野の やうに 花が 人 宇、 いてし まつてから 葉の 出る やうな 種類が 開花の 魁 をして、 牡丹 

櫻の やうな 葉と 一緒に 花 を もつ やうな のが、 少しお くれて^く ところ を 見る と、 これに は 何 か 共 

通な 植物 生理的な 理 が あるら しい。 
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人間で もなん だか、 これに 似た 二種 類が ある やうな 氣 がする が、 何が 「花 J で 何が 「葉」 だか 

が 自分に はま だはつ きり 分らない。 


色々 の 學會に はいって 居る" す、 ん で人會 したの も あり、 何時の間にか 入れられて ゐ たの も あ 

り、 叉强 ひて はいらされ たの も ある。 數 にしたら 二十 近い 會の會 員に なって ゐる。 

擧會にはそれ-^例會ゃ總會がぁる。 それに 一 々出席して ゐ たらき りがない から 大抵 出ない こ 

とに して ゐる。 

どうも 日本人 は 色々 な會を こしら へ る ことの 好きな 國民 ではない かとい ふ氣 がする C 


學生 時代 に は 本鄕邊 の 屋敷町 を 歩い てゐ ると あちらこちらの 垣根の 中 ゃ植込 の 奥から 琴 の 音が 

もれ 聞こえて、 文 金 高島田で なくば 桃割れ 銀杏 返しの 美人 を 想像 させた ものであるが、 昨今 さう 

い ふ 山の手の 住宅 區域を 歩いて 見ても 琴の 音 を 聞く こと は 殆ど 皆無と 云っても い 、位で ある： そ 

の 代りに ピアノの 音の する 家が 多くな つたが 彈 いて ゐる曲 は 大抵 初歩の 練習曲ば かりで ある" 眞 

黑な 腕と 足 を 露出した おかつ ばのお 讓 さんで ない 彈手を 聯想す るの は 骨が折れる やうで ある- 

たま にい \ 琴の 音が すると 思って よく 聞く とそれ はラ ヂォ である G 


新聞の 日曜 附錄の 一 頁に 大掃除 を 題 村に した 漫畫が 色々 出て ゐる 中に 岡 本 一 平氏の が ある。 お 

かっぱ 洋装の 孫娘が お祖母さんと バ タ 人れ とに ほこりが か、 ら ないやう にと 大きな 鶴 籠の やうな 

もの をす つぼり かぶせて 置いた の をお 母さんが 見付けて 驚い て 籠 を 引き起こ して ゐる圖 である。 

おばあさん は 大人しく バ タ 入れと 一 緒に 小さくな つて 籠の 下に 收 まって 何 かむ しゃ/ \ 食べて ゐ 

る。 孫娘の 方 は 平氣に ほがらかに あちら を 向いて はたき を 揮って ゐ るので ある。 

外に も數々 の 漫畫が あるが、 どうもた^ 表 1 け 巫山戯て ゐて 中味の 何もない のが 多い やうで 

ある。 一平 氏のに は、 多くの場合 にさう である やうに、 可 笑 味の に 人情味が 流れて ゐて嚙 みし 

める と あはれ がに じみ 出す。 此漫畫 など も、 現代の 家庭に 於け る老 祖母と 主婦と 孫娘との 三角 關 

係 を、.：" 理 的に 描 寫し盡 くして 餘 ます 所がない やうな 氣 がする。 その 眞實 性の 中から 可 笑 味 も 美し 


234 


畫漫 


さも あはれ も 生れて くるので あらう。 

た i,- 一枚の 漫畫 でも かう いふの を 朝食 時に 見る と、 その 日 一日 位 は 自分の 心情の 上に 何 かしら 

好い 效 ral- を殘す やうに 思 はれる。 
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初夏の 或 日 友人と 京 橋 近くの 七階樓 上で 晝飯を 食った。 淸々 しい 好晴の 日で 食卓から 見下ろす 

銀座 方面の 眺め ははれ-^ \ と 明るく いき/、 と美し いものであった。 一 隅の 別室から 賑 かな 爆笑 

が 間歇 的に 聞こえて 來る" その 笑聲 から 判斷 すると、 どうしても 女擧 校の 生徒の 集會 らしい。 食 

卓 を圍む 制服 を： たおさげ やお かつば の ー圑を 想像 させた。 

席 を 立って 歸り がけに 開け放した その 別室 を靦 いて 見る と、 意外に も それ は 「制服の 處女」 達 

ではなくて、 みんなもう 三十 前後の 立派な 奥さん 達の 集會 であった。 

奥さん 達の 笑 ひ 方と 女舉 生の 笑 ひ 方と はたし かに 區 別が ある 箸で ある。 それ だのに 別室で 聞い 

た笑聲 はどうしても 十五、 六、 七、 八の 女生徒の 集圑 にの み 聞かれる 笑聲 であった。 

矢張何^^^か の 女舉校 の 第何囘 卒業 同窓 會で あらう と 思 はれた。 同窓 の 額が 寄 合 つ た 機会：； に 彼女 


萆ひ笑 


達の 十餘年 昔の 笑 ひが 復活した ので はない かと 思 はれて、 何となく 微笑ましい 氣 持の したの は あ 

ながち 靑葉 時の 好晴 の天氣 のせ ゐ でもなかった やうで ある。  ぐ 
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ラヂォ などで 聞く えらい 官吏な どの 講演の 口調 は 一 般に 妙に 親しみの ない 鹿爪らしい 切 口上が 

多くて その 內容も 一 應は 立派で あるが どうも 聽 衆の 胸に いきなり 飛込んで 來る やうな ものが 少な 

或 會議の 席上で 或 長官が 或報吿 をす るの を 聞いて ゐた とき、 ふと 前述の 講演の タイプ を 想 ひ 出 

した。 

長官 は その 屬 僚の 調べ 上げて ヒ しら へ た 報告書 を 自分の ものにして 報吿 しなければ ならない。 

それで 文句 は 分かっても その 內容 は實は あんまり 身に 沁みて 居ない らしい ので、 それで あ、 い ふ 

口調と 態度と が 自然に 生れる ので はない かとい ふ氣 がした。 

これに" U して、 文士で も 藝術家 乃至 藝人 でも 何 か 一 つ 腹に 覺 えの ある 人の 講演に は 訥辯雄 辯の 


調 口の 演講 


S なしに 聞いて ゐて何 かしら 親しみ を 感じ、 底の 方に 何 かしら 生きて 動いて ゐる もの を 感じる か 

ら 妙な ものである。 

學 者の 講演で もやつ ばり 同じ やう. な ことがある やうで ある。 

腹 は 中々 隱 せない ものら しい。 
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子供の 時分に 漢籍な ど讀 むと き、 よく 意味の 分らない 箇所に しるし を 付けて おく 爲に 「不審 紙」 

と 云 ふ もの を 貼り付けて、 後で 先生に 聞いたり 字引で 調べたり するとき の 菜と した。 

短冊 形に 切った 朱朥 紙の 小片の 一端から 前齒 で約數 平方 粍 位の 面積の 細片 を嚼 切り、 それ を 舌 

の 尖端に 載つ けたの を、 右の 拇指の 爪の 上端に 近い 部分に 移し 取って 置いて、 今度 は その 爪 を 書 

物の 頁の 上に 押しつけ、 丁度 乂虫を 清す やうな 工合に この 微細な 朱 唐紙の 切片 を 紙面に 貼付ける。 

この 小 紙片が 卽ち 不審 紙で ある。 不審の 箇所 を マ I ク する：^ 片の 意味で ある。 嚼 切る 時に 赤い 紙 

の 表 を 上に して 嗯 切り、 それ を その ま、 舌に 移し 次に 爪に 移して 貼付ける と 丁度 赤い 表が 本の 頁 

で 上に 向く ので ある。 朱 唐紙 は 色が 裏へ 拔 けて ゐ なかった から 裏 は 赤くなかった ので ある。 

其 頃で も旣に 粗製の 嘘の 朱 唐紙が あって、 さう いふの は 色素が 唾液で 溶かされて 書物の 紙 を 汚 


すので、 子供心に も 誤魔化し の 不正 商品に 對 して 小さな 憤 適 を 感じ ると いふ ことの 入用 をした 譯 

である。 

不審が 水 解 すれば 其處の 不審 紙 を 爪の さきで 輕 く引搔 いて 剝が してし まふ」 本物の 朱 唐紙 だと 

ちっとも 痕 が殘ら ない。 

中學 時代に はもう 不審 紙な ど は 使 はな かつ た C その代りに 紛筆 ゃ紫纷 筆で 矢 鳕にァ ング ー ライ 

ン をしたり、 ？ゃ！ を 書き並べて、 書物 を 汚な くす るの が 自慢で あるかの やうな 新 習俗に 追蹤し 

て隨分 勉強して 多くの 書物 を 汚損した ことであった。 

それ は 鬼に 角、 日本紙に 大きな 文字 を 木版 刷に した 書物の 頁に、 點々 と眞 紅の 不審 紙 を 貼付け 

たもの \視 像 を 今でも あり/ \ と 想 出す ことが 出來 るが、 その 追憶の 幻像 を 透して、 實に 色々 な 

舊 日本の 思想 や 文化 Q 萬 華 鏡が 現 かれる やうな 氣 がする ので ある。 


英國の 物理 擧者 D と 墻國の 物理 學者 B とが 日本へ 遊びに 來て大 學ゃ理 化 學硏究 所で 講演 をした 

が い づ れも滿 員 以上 の 成 i 況だ つた さう である。 

D は數年 前に も 一 度來 朝した が、 その後 ノ  —ベ ル賞を もらって 世界 第 一 流の 學者 としての 折紙 

をつ けられた。 B はこれ に比べれば 今の 處第 二流の 仲間で ある。 それが 偶然に D と 一緒に 日本へ 

来たので、 同時に 肩 を 並べて 歩き、 同じ 演壇で 講演 をした： B 一人で 來 たら 講演 會が 催された か 

どうかと いふ やうな ことが 擧界ゴ シ ヅ プ の 話題に なった。 

D を 大學の 某 研究所に 案內 して 色々 な 業 緩 を 見せた。 前に 來た とき は 可な り 色々 の 事に 興味 を 

示した さう であるが、 今度 は 一向に 素氣 なくて 何 を 見せても 冷淡な 態度し か 見せなかった、 鬼に 

角 さう いふ 風に-.. での 研究所の 人達に は 感ぜられ たさう である。 


察 警#舉 


以上の 事實は 色々 な 意味で 記錄 してお く價 値が あると 思 はれる。 . 

すっと 前に アイ ン シ ュ クインが 來 朝した ときの こと を 色々 思 出す 中に 一 つ 餘り從 來記錄 されて 

ゐな いと 思 ふ 極めて 興味 ある 現象が， ある。 

ァ イン シ ュ タインが 大舉內 を 歩いて おる ときには いつでも、 その後に 學界の 長老 達が 影の やう 

に附 添って 歩いて ゐた。 集 食の 席で も 護衛兵の やうに 引 添って 立ったり 坐ったり して ゐた。 珍客 

を 遇する 禮 として 當然 のこと、 思 はれた。 自分 等 の やうな 弱輩の もの が この 碩擧に 近づいて 何 か 

話しで もしょうと 思 ふと、 その 護衛の 方々 の 中には 急に 眼 を 見張り 或は 眉を颦 めて その 近よ る も 

のが 何 を 云 ひ 出す かと 云った やうな 緊張と 不安の 表情 を 正直に 露出す る 人 もあった。 それで 大抵 

の氣の 弱い もの は 近寄りた くても 近寄れないで 遠方から 眺める だけであった。 なる 程 弱輩な もの 

が 突拍子もない ま づ い 質問 をしたり し て は失禮 にもなる し 又 日本の 學界の 恥辱に なるとい ふ 心配 

も ある ことで あらう と 思 はれた ことであった。 

それから 後 は、 もう 西洋から 有名な 學 者が 来ても 餘り近 よらない ことにした。 第一 言語が 不隨 

意で 思った ことの 三分 一 も 云へ す 先方の いふ こと もどれ だけ 分った か 分らない かさへ 分らない か 

ら わざ./ \ 危險を 冒し て 近よ る こ ともないと 思 つたので ある。 唯 遠方から その 風采 や 態度 を 眺め 
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る ことの 興味で 滿 足して ゐ た。 

そ，. L でも、 どうかす ると 自分の 研究室へ 外来の 擧者 を案內 して 来られる ことがある。 その 案內 

者が 親しい 同 祭 だけで あれば 何でもな いが、 併し その 中 忙擧界 の 監察官の やうな 方が 一人で も 居 

て來 客の 肩の 後で 嚴肅 な顏 をして ねられる と 自分の 口 は 自然に 膠着して しまって 物が 云 へ なくな 

る 0 

かう した 監察官 も 日本の 名 譽の爲 に 必要 かもしれ ない。 

兎に角 以上の 事實は 記錄に 値する。 これ は 自分 だけの 體驗 した 事實 ではなくて 可な り 多 數の同 

擧 者が 多少ち がった 程度と 形式と で體驗 した 事實 だからで ある。 (昭和 十 年 六月) 
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囚 刑死 


友人の 生理 舉 者が 見せて くれた 組織 舉の 教科書の 中に 色々 な 人體の 部分の 顯微鏡 寫眞が 澤山揭 

載され てゐ る。 その 圔の 下に ある 說明を 讀んで 行く と 「或る 若き 死刑囚の 〇〇」 と 云った やうな 

のが 可也 多數 にある。 

虎 や 豹 は 死して その 毛皮 を 留める。 さう して 人間の 生活に なにがし かの 貢獻 をす ると 同時に 自 

己が 嘗て 此 世に 生存して ゐ たとい ふ實證 を殘す " 

比 世に 活かして おけない とい ふ 理由で 處 刑され た 人間の 身體の 一 局部の 極めて 微細な 顯 微鏡標 

本 は 生理 學ゃ醫 學の敎 科 書に 採錄 されて 世界の 學 徒を敎 育す る。 

下らない 人間 や、 或は 極めてい けない 人間の 書いた もので も 後世 を 益す る こと は ある。 假令そ 

れが どんな 喊 でも 詐 りで も、 それでも 矢 張 人間の 噓ゃ詐 りの 「組織」 を 研究す る もの \ 研究資料 


としての I ま 本に なり 得る。 伍し それが 「詐ら ざる 噓」 「腹から 出た うそ」 でない と 困る かも 知れな 

^。 . 

と は 云 ふ もの \ 、「伴り の噓」 でも 結局 それが 本 當に活 きて ゐた 人間の 所產 である 限り、 やはり 

それ は それと しての 標本と して 役立つ かも 知れない。 

全く 役に立たない 人間になる、 とい ふこと 程 六 かしい 事 はない かも 知れない。 

(昭和 十 年 七 =: 三日) 
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—イデ ン マル ノ 


ノヤ マンディ 1 


今度 フ ラ ン ス で 造った 世界 一 の 巨船 ノ ル マ ン ディ ー に關 する 記事が 澤 山の 美しい. 插畫ゃ 通俗的 

な圖 解で 飾られて リリュ スト ラシ オンに 載せられて ゐる。 七 萬 九千噸 十六 萬 馬力、 船の 全長 三百 

十三 米。 食堂、 社交 窒、 喫煙室の 壯大は 勿論、 劇場、 敎會 堂、 水泳 プ ー ル から 保安 警察の やうな 

ものまで 具備して ゐる。 全く 掛値 なしに 海上の ビル ディ ング である。 

數週 前の 同じ 雜 誌に は 大西洋 横斷 旅客 飛行機 リ ュ， -ト ナン. ドウ . ヴェ— ソ ー . パ リ號 のこと 

が 出て ゐ た。 重量 三 七 トン、 動力 五 千 三百 馬力で、 三 四 トンの 荷物 を 積み、 毎時 一七 五籽 乃至 二 

1 一 〇籽 の 速度で 大西洋 を 無着陸で 飛ばう とい ふので ある" 

フランス に 現在 「世界 一 熟 病 J の 流行して ゐる ことが 窺 はれる G 

日 木 もい ろ/ \な 精神的な ことで は 世界 一 を 自信して ゐる やうで あるが、 科學 とその 應用 方面 
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で どれ だけの 自信が あるか 疑 はしい。 多くの 方面で は 寧ろ 反對に 一 生 懸命 「世界 一 」 になる こと 

を 忌避して ゐ るので はない かと 思 はれる ふしが ある。 日本人の 出した 獨創 的な 破天荒な ィ，、 テ —は 

國內 では 爆發物 以上 に 危險視 される。 併し 同じ 考が 西洋人に よつ て 實 現され 成效 する の を 見る と 

はじめて やっと 安心して、 そろ/ \ その 成果の 椟倣を はじめる。 「外 國 のに 劣らぬ ものが 出来た」 

とい ふの が 最高の 誇で ある" 併し それが 出来た 頃に は外國 ではもう 次の 世界一 が 半分 出來 か- -っ 

てゐ る。 (昭和 十た 4^ 七 n 十一 一一 H) 
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無  題 (百 十 S 


腰の 屈 仲の 不自由な 病氣 にか、 つた C 寢てゐ るか、 立って ゐ るの はい X が 坐ったり^ 力け たり 

して ゐる のが どうも 工合が 悪い。 特に 腰 を 低く 下ろす やうな 椅子が いけない こ 

珍ら し い 秋晴の 日に 緣 側へ 出て 庭 を 眺めながら 物を考 へたり する のに 工合の い" やうな 腰の 高 

い 椅子が あると い-と 思 ふ： 併し 近頃 は 昔あった やうな 高い 籐椅子 はもう めったに 見當ら ない。 

みんな 安樂 椅子の やうな 扁平な のば かりで ある。 

これ ま， 矢 張 「流行 一 の 現象で あらう と 思 はれる。 併し 扁平な 低い 椅子が 流行る とい ふ 現象に は 

何 かしら その 背後に ある 時代 的な 心理の 反映が 見られる" 

無  S: 

題  ^ 


無  題 (百 十五) 


左の 足が 痛む ので びっこ を曳 いて 歩いて ゐ たら、 その 效果で 今度 は 腹と 腰との つが ひ 目の 處の 

筋肉が 痛んで 立ったり 坐ったり する 度に それが 飛 上がる 程 痛む のであった- 立って ゐ るか 寢てゐ 

れば 何の 事 はない。 併し 一寸で も 咳 をす ると それが ひどく 痛み 所に ひ く。 

色々 な 動作で ちっとも そこに ひ かぬ 動作と ひ く 動作が ある" それで この 特別な 筋が 平生 如 

何なる 動作に 如何な る 程度に 動員され てゐ るかと いふ ことが 實に よく 分 つ た。 健康な 場合 に は 到 

底 分らない ことで ある。 物の 效用 は、 それが 失 はれて 見て 始めて よく 分る とい ふ 一例で ある。 

坐ったり 腰かけた りして、 物 を 走 曰かう とすると 矢 張 この 筋肉が 引 釣って 痛む.。 

物 を 書く のに は 頭と 眼と 手 だけで い 、と 思って ゐ たの は 誤であった。 書く とい ふ 仕事に はやつ 

ばり 「腹 一 や 「腰」 も 入用な ので ある。 意外な 「發 見」 であった G 
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無  題 (百 士ハ) 


からだの 自由に 動かせない 病氣で 十日 も 寢てゐ ると 無闇に 癎癀が 起こって 面白い- 今朝 は 呼 鈴 

のコ ー ドを 手近に 置くべき の を 誰か 遠くに 押しの けて あつたので 大 聲でォ ー ィ と 呼んだ が 

階下になる 五 人の 誰に も 聞こえない。 臥床の 脇に 置いて ある ス テ ッ キで やけに 障子 や 敷居 をた 、 

いて 呼んでも 未だ 聞こえない 。障子と 敷居 をい、 加減 疵 だらけに した 頃に、 細君が 上がって 來た： 

「お 隣り に 大工さん が來て 仕事して ゐ るの だと 思った 一 さう である" 

子供の 時分に 親戚 や 知人の 家に 中氣で 身體の 不隨な 老人がぬ て、 よく 癎痛 をお こして ゐ るの を 

見た。 家族 はもう すっかり 馴れつ 子に なって 程よ く あしらって ゐる だけで ある： それが 又 一層 老 

無 人の 不滿 をつ のらせる らしかった。 

題 今度の 病氣で 昔の 中風 老人 達 を 想 出して、 この 天下に 普遍な 家庭 小 悲喜劇の 心理 分析 を 試みる 


機會を 得た G 

亡友 K 君が 服 病で 手術 をして 一時 失明した ことがあった。 癎 瘤が 起こり はしない かと 聞いたら、 

それ どころ か 反對に 一 生 懸命 細君に も その他の 家族に も從 順にして 機嫌 を 損ねない やうに して ゐ 

ると いふ。 どうして かと 聞く と、 もしゃ 今 家族に 見放されたら 大變 だとい ふ氣 がして、 自然に さ 

うなる の だと いふ ことであった。 

自分の i 合の 癎癀は 結局、 病氣が 大した 事で ない とい ふ 潜在的な 自覺 から、 いくら やんちゃ を 

云って も 家族が 大丈夫 遁げ出さな いとい ふ 自負心 を 獲得し てゐ るせ ゐ かも 知れない。 
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題 無 


0  (百 十七) 


明治時代の 靑 年に 於け る 「星」 一. すみれ J の 流行と 近代 ボ I ィに 於け る マ ルキシ ズムの それと は 

その 原動力と なる 情熱の 感傷的な 點 では 殆ど 大差ない もの、 やうな 氣 がする C 唯理論で 裏付けら 

れたヒ ス テ リツ ク 感傷 は 治 寮が 一 罾 面倒な やうで ある。 
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無  題 (百 十 <} 


^太 利と H チォピ ァ との 葛藤が 永^いて、 殆ど 毎日の やうに ム ッソ リニ の 顔が 新聞に 出る。 * 毎 

日 見て ゐる とその 顔が 段々 に ナボレ オン の 顔 に似てく る。 實 際何處 かよく 似て ゐ るので ある。 

伊 軍の 飛行機 を 輸送船 に 積 込む とい ふので 翼 を 取外づ した 機體 を： t 頭 に 並べて ある 光景の 寫眞 

が 新聞に 出て ゐた。 その 機體の 形が 蝗 そっくり である。 見れば 見る 程よ く 似て くる。 

默示錄 のい なごが 現世に 現 はれた ので ある。. 

形の 似た ものに は 矢 張 能に も 何處か 似た 處が ある やうで ある。 
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無  題 (百 十 さ 


エチオピア 事件で 殆ど 毎日 毎夕の 新聞に 伊國 首相 や、 H 國 皇帝、 それから 國際 聯盟の 英佛 代表 

ィ ー デン、 ラ.， ヮ ー ルの 肖像が 出る。 

日本の 內閣に 何 か 重大な 事件で も あると 岡 田 首相 や 陸相 海相の 顔が 毎日の やうに 新聞の 紙面の 

相當な 面積 を 占め て 出現す る 。 

一 寸吾々 に は 了解の 出來 にくい 現象で ある。 新聞の 讀者 とい ふ もの は 恐ろしく 健忘 性な もので 

あると 假定 する か、 或は 又 新聞 購讀 者の 大多数 は、 ほんの 氣 紛れに、 十日に 一度 二十日に 一度 位 

その 日の 新聞 を 買って 見る だけで ある、 とい ふこと でも 前提に 置いて 考へ て 見なければ 全く 譯の 

分らない 「煩 雜」 であり 「浪費」 である。 

m 尤も かう しないと 「其 日々 々主義」 とも 譯 される ジャ —ナ リズムの r 氣分」 が 出ない のか も 知 

れ ない。  .1  r   , 
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無  題 (百 二十) 


秋晴の 午後 二階の 病床で 讀 書して ゐ たら、 突然 北側の 中 敷 窓から 何 かぐ 飛込んで 来て、 何 かに 

ぶっかって ぱ たりと 落ちる 音が した。 郵便物で も 外から 投げ込んだ やうな 音で あつたが、 二階の 

窓に 下から 郵便 を はふり 込む 人 もない 譯 だから 小鳥で も 飛込んだ かしらと 思った が、 からだの 痛 

みで 起 上がる のが 困難 だから 確かめ もせす にやが て 忘れて しまって ゐた。 暫くして から 娘が 一 一階 

へ 上って 來て 「オヤ、 これ どうしたの」 と 云 ひながら 緣 側から 拾 上げて 持って 來 たの を 見る と 一 

羽の 鶯の 死骸で ある C 可愛い 小さな 身體を 筒形に 強直 させて 死んで ねる。 北 窓から 飛込んで 南側 

の 庭へ 拔 ける つもりで 子 障子に 嘴 を 突 當て& 腦震還 を 起こして 卽 死した ので ある。 「まだ 暖か 

いわ」 と 云 ひながら 愛撫して ゐた がどうに もなら なかった。 

鳥の 先祖の 時代に は 子と い ふ もの はこの 世界に なかった。 硝子 戶と いふ ものが 出来てから 今 
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MM 


日 迄の 年月 は 鳥に 「甜 子敎 育」 を 施す には餘 りに 短 か、 つた C 

人間の 行路に も 矢 張 この 「硝子 戶」 の やうな ものが ある" 失敗す る 人 は みんな 眼の 前の 「，g 子」 

を 見損って 鼻柱 を 折る 人で ある，。 . 

三 原 山.^  口 へ 投身す る 人の 大部分が さう である；.) 又 ナボレ オン も ウィルヘルム 第一 一世 もさう で 

あつ ir)  . 

この 「砲 子 J の 見えない 人達の 獨裁 下に 踊る 國家は あぶなくて 見て ゐられ ない。 
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無  題 (百 一一 十一) 


隣家に 犬が 居る。 戶 外へ は 出さない らしい ので 姿 は 一 度 も 見た ことがない。 夜中に 吠えて 居る 

聲 から 判斷 すると 相 當體嫗 の 大きな 堂々 たる 犬ら しい。 ところが、 この 犬が 時々 不思議な 鳴き 方 

をす る。 人間が 何 か 泣き ごとで もい つて 居る かと 思 ふやうな 聲を 出す かと 思 ふと、 首で も 締めて 

殺され か、 つて ゐる のかと 思 ふやうな 悲鳴 を 上げる。 さう かと 思 ふと 癎 瘤が 起って くやしが つて 

きゅう いって 居る やうな 奇妙な 聲を 出す。 段々 氣を 付けて みると さう いふ 不思議な 鳴き 方 を 

する の は、 殆どき まって 豆腐屋の 喇叭が 遠くから 聞え て 段々 近よ つて 來 ると きか、 叉 は 多分 豆腐 

屋 であらう かチ リ ン と 鈴 を 鳴らしながら 前 を 通る ときで あるら しい。 どうい ふ譯か 知らない 

が、 その 喇叭 や 鈴の 音 を 聞く と、 堪 へがたい 恐怖 か 愤懣が この 犬の 腦神經 中柩を いらだ、 せる も 

のと 思 はれる。 
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生理 學の 方で r 條件 反射」 とい ふ 現象が ある。 この 犬の 場合 は 或は その 一例 かも 分らない。 ま 

だ 小さい 時分に 何 かしら 同じ やうな 音響の する 場所で 度々 ひどい CZ に 遇った 經驗の 記憶が、 この 

動物の 腦 髓に燒 付けられた やうに 印象され て 居る のか も 分らない。 

それとも 叉、 この 犬 は 何 か 耳の 病氣 があって、 或る 一定の 高さの 音が とくに 鋭く 病的に その 聽 

覺を 刺戟す るの かもしれ ない。 これ はた 犬の 話で あるが、 我々 人間で もよ く考 へて みると これ 

とよく 似た 現象が いくらでも あるら しい。 そこらの 花盛り を 見て 心が 浮 立ったり、 秋の 月 を 見て 

物 を 思 はされ たりす るの も その 一 例で あるが、 これら は國民 全體に 共通な 敎育 による 一條 件 反射」 

の やうな ものである。 併し もっと 特殊な 例と して は、 芋蟲を 見る と體 がす くんで しま ふ 人 や、 蜘 

蛛が這 出す と 顔色 を變 へる やうな の も ある。 中學 時代の 同窓で 少し 强ぃ 風の 吹く 日に は 怖くて 一 

歩 も 外へ 出られない のが あつたが、 その 男 は 間もなく 病死して しまった。 矢 張 どこか 「弱い」 と 

ころが あつたの かも 知れない。 (昭和 十 年 十 H: 十 H) 


友人 の 科學 者で 陶器 を 作る の を 道 樂， に して ゐる 5^ が ある。 自分の 邸 內に窯 を 造 つて 專鬥の 職人 

を 雇 込んで 本式に やって ゐる。 御 當人は 勿論で あるが、 その 細お も乂 お母さん も それん \ 熱心な 

アマ チュ ァ藝術 家で ある。 この間 その 友人が 大きな 風呂敷 包 を 抱へ て 飛込んで 來た。 新聞紙で. 5! 

んだ もの を 取 出す の を 見る と、 この 家庭 蕩術家 三人の 作品の 多分 代表的な もので あらう、 分厚で 

長方形の シガレット ケ I ス 11 これ は科學 者の 作、 それから 半月形の 灰皿 11 これ は 突し い 令 夫 

人の 作、 それから 手 どくで 白 釉に碧 綠の色 を 流した 花瓶 I ■ これ は 母堂の 作で ある。 

今"ぉ床の脇の小卓の上にこの三っ の陶器がのせてぁるのをっく/^眺めて居ると、 この 三つ の 

作品のそれ-^ の侗性が段々 に はっきり 股に ついて くる。 角 箱に は， 鼻っ張りの 强ぃ 負け 嫌 ひの 氣 

性と オリ ヂナ ル で 鋭い しかも デリ ケ— トなネ 能の 動きが 地味な 祸 色の 釉藥の 底から 浮 出して ほる 


とい つた やうな ところが ある。 

灰皿の 方 は 肉の 薄味、 線の 丸 さ、 波形の 緣 のうね り、 その他 どう 見ても 優しい さう して 濃 やか 

な 感じ の 持主 の 手に なった ものと しが 思 はれない。 

花瓶の 方 をよ く 見て おる と手づ くねの 筒形の 胴の 表面の 彎曲、 釉薬の 自然な 斑 模様、 さう いつ 

たもの、 極めて 複 雜な變 化の 中に、 如何にも 世の中の 苦 K 力と いふ 苦勞を 砥め盡 して 來 たかの やう 

な、 しかも 如何にも 女らしい 一種の 心ば えの やうな ものが あり/、 と讀 みとられる やうで ある。 

これで はう つかり 阒子も 丸められない。 (昭和 十 年十パ |=> 


無  題 (百 二十 三) 


辻 待の 圓 タク、 たと へば 曙 町 迄 五十 錢で 行かない かとい ふと、 返事 をし ないで いきなり そつ ぼ 

を 向いて しま ふの が ある。 いやな 顏 をして 極めて ゆっくり かぶり を 振る の も ある。 それから 叉に 

こに こと 愛嬌 笑 ひ をしても ぅ十錢 やって 下さいと いひながら ドア に 手 を かけて イン ヴァ イトす る 

のが ある。 

前者よ. ペシミスト であり、 後者 は オプチミスト であると もい はれる。 しかし 义全 くその 反對だ 

ともい はれる。 

いっか 上野 驛の向 ひ 側の 或る 路地の 自動車 停留 場で、 一 番 先頭の 車の 運轉 手に 例の 通り 曙 町 ま 

で 一.d 十錢で nj かない かとい つたら、 餘り 人相の よくない その 男 は 「イカ ネェ」 と 強い 意味 を その 

横に ひん.； M げた 口許に 表示した かと 思 ふと、 いきなり H ンヂン をスタ ー ト して 走り出した。 さう 
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題 無 


し て 獲物 を 狙 ふ 鷹の やう な 鋭い 目 を 集注して 居る そ の 視線の 行 手 を 追跡し てみ ると、 すぐに その 

焦點が はっきり された。 今上 野驛 から 出て 來 たらしい 東北 出と 思 はれる 母 娘 連れが 銘々 に 大きな 

風呂敷 包 を 抱へ て、 今や 車道 を 横切らう として あたり を 見過して 居る ところであった。 

この場合 は 悲劇的で あるか もしれ ない が、 又 ひどく 喜劇 的で あるか もしれ ない。 そんな 事を考 

へ ながら ス ，—ッ ケ ー スを 右手に ぶらさげて ぶら/.^ と 山 下の 方へ より 多く 合理的な 蓮 轉手を 物色 

しながら 歩いて 行 事であった。 (昭和 十 年 十月 十日) 
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無  題 (百 二十 S) 


隣に 栗の 樹が 一本 ある。 二十 年 前に こ" へ 移って 來た 頃に は、 まだいく らも 隣の 家の 楝を 越え 

ない くら ゐの 高さであった。 それが 年々 に 眼に 見える やうに 仲び 茂って、 夏 はこん もりした 木蔭 

を； &り、 一杯に ゆ、 いた 花が こちらの 庭に 散り こぼれ、 やがて 腐れて 甘す つばい やうな 香 ひ を 漲ら 

せた。 秋が 來る と^み こぼれた 栗の 實が こちらの 庭へ も 落ちる の を、 當時 まだ 小さかった 子供 等 

が 喜んで 拾 ひながら 大 聲で騷 いで 居たら、 やがてお 隣から お にの せて 淨 山な 栗の 實を 持たせて 

よこした。 家內中 は顏を 見合せ てき まり の 悪い 思 ひ をした ことであった。 

この 栗の 樹が 近年に なって なんとなく 老衰の 兆 を 見せて きた。 -1 の 繁りも 何となく まばらで、 

栗の 實の 落ち る數も 眼 立 つ て 少 くな つて 來た。 

次第に 悪くなる 東京の-お 氣 のせ ゐ であるの か、 それとも この 樹の本 來の壽 命に 依る もの か、 ど 


題 無 


うだか 自分に は 分らない。 

とにかく 栗の 樹 など 、 い ふ もの は 人間より は 長生きす る ものとば かり 思つ て 居た が、 一 概 にさ 

うで もな ささう である。 (昭和 十 年 十月 十一 日.) 
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無  題 (百 二十 五) 


住家 を 新築したら 細君が 死んだ とい ふ 例が 自分の 知って 居る 狹ぃ 範圍 でも 三つ は ある。 立派な 

邸宅 を 新築して 間もなく 主人が 死んで その 家の 始末に 困って 居る とい ふ 例 を 近頃 二つ 聞いた。 

併し 家 を 立て 、誰も 死な、 かった 例 は 相當澤 山に あるで あらう から、 嚴密な 統計的 研究 をした 

上で なければ 「家 を 建てる と 人が 死ぬ」 と 云 ふやうな 漠然とした 言明 は 全然 無意味で ある。 

併し 叉考 へて みると、 家 を 建てる と 人が 死ぬ と 云 ふこと も、 解釋 のし やうに よって は 全然 無意 

味 だと もい はれない。 

今迄 借家 住居 をして 居た 人が、 自分の 住宅 を 新築で もしょう とい ふこと は、 その 家庭の 物質的 

のみなら す 精神的 生活の 眼 立った 時期 を 劃す る 一 つの 目標で ある。 今迄 は 生活の 不如意に 堪 へな 

がら 側 ほ も ふらす に 努力の 一路 を 進んで 來 たのが、 いくらかの 成 效に惠 まれて 少し 、いが 弛んで く 


題 無 


る。 さう いふ 時期に この 住宅の 新築と いふ 出来事が 起る とい ふ 場合が ffir ある。 さう いふ 時に 若 

しも そ の 家の 主婦が 元來弱 い 人で あり、 どの みちさう 長生き をす る ことので きない 人で あつたと 

假定 する。 さう すると その 主婦の 今迄 張 詰めて 居た 心が やっと 弛む 頃に は、 その 健康 は 最早 臨界 

點 近く 迄 蝕まれて 居て、 氣の 弛む と 同時に 一時に 發 した 疲れの 爲に朽 木の やうに 倒れる。 さう い 

ふ 場合 も かなり あり 得る 譯 である。 

叉 從來旣 に 一 通りの 成 效の道 を 進んで 来た 人が、 いよく 隱退 でもして 老後 を樂 しむ 爲に 新し 

い 邸宅で も 構へ ようとい ふやうな 場合に も、 矢 張 同じ やうな 事が いはれ ようかと 思 ふ。 

植物が 花 を かせ 實を 結ぶ 時 はやが て 枯死す る 時で ある。 それと これと は 少し 譯は違 ふが どこ 

か 似た 所 もないで はない。 

い つまで も 花を唤 かせないで 適當に 貧乏しながら 適當に 働く。 平凡な やうで あるが 長生きの 道 

は 矢 張 これ 以外に はない やうで ある。 (昭和 十； ホ十 n 十一：！：) 
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夜中に 身體 中の 痛む お 氣に摧 つて 一晩中 安眠が できない" この 廣ぃ 世界の すべての^ 在が 消え 

てし まって 自分の 身體の 痛み だけが 宇宙 を 占有し 大千 世界に 瀰漫 して 居る やうな 氣 がして 居る。 

夜が 明けて 繰り あけられた： €1;,- から 络の 光が 流 込む。 子 障子 越しに 庭の 楓ゃ檢 の 梢が 見え、 隣 

の 大きな 栗の 樹の 散殘 つた 葉が 朝風に ゆれて おて、 その 向 ふ 一杯に 秋晴の (4- が廣 がって 居る。 

さう いふ 時に どうした 譯か 分らない が、 別に 悲しく もなん ともないのに 淚が 眼の 中に 一 杯に 押 

出して くる。  . 

舉生 時代に、 阿片 喫^者が 中毒から くる 恐ろしい 悪夢の 爲に惱 まされて：^ たのが、 突然 その 夢 

が 醒めて 現赏 にかへ つて、 片方に 居る 人間の 顏を 見た 時に、 淚が 止め 度 もな く 流れた とい ふく だ 

り を 讀んだ 記憶が ある。 
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題 無 


悲しい ときの 淚、 嬉しい ときの 淚、 その他い ろ. な淚の 外に かう したやうな 不田ゎ 議な淚 がま 

だ 外に も いろ/ \ ありさうな 氣 がする。 (昭和 十 年 十月 十 一 日) 
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無  題 (百 二十 七) 


銀座の ォ リム ビックで 食事 をして 居たら、 同じ 食卓の 向 ひ 側に 腰 を 掛けて 何 か食 つて 居た 中年 

の 男が 新たに パ ンを 注文した。 柔 かい 六角の パ ンを 持って来た 女給に 「これでない 堅い やつ を 持 

つて 来い」 といって、 手 まねで その 形 をして 見せた。 「フ レンチ ロ丄 です か コップで て。 一 

「き、 その コッぺ I だ。」 r 燒 いて 持って 參り ませう か。」 一-いや 燒 かないで 持って来い。」 r 

力て その コッぺ 1 を i に 入れて 持って来たら 「，やつば り燒 いて 持って来て くれ」 といって そ 

の i を つきだし .fjo 

かう した 型の 男 i らく 何でも まめに よく 仕事 をし 又 世話ので きろ 人で あらう。 ？ If 

養子の 世話から 相手の 人の ネクタイの 世話まで やく 人 かも 知れない。 併し、 「俳諧 一の 方 こきう 

も不1^きらしぃ0  (昭和 十 年 十月 十 MB) 
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無 

題 


無  題 (百 二. fO 


或る 若い si- の 話で ある、 靑函 連絡船の デッキの 上で、 飛び か はす 海猫の 群 を 見て 居たら、 その 

內の 一 羽が 空中 を 飛行しながら 片方の 足で ちょいく と 頭の 耳の 邊を搔 いて 居た とい ふので ある。 

どうも 信じられない 話 だが といって みたが、 兎に角 搔 いて 居た の だから 仕方がな いとい ふ。 

この 話 を その後い ろくの 人に 話して みたが、 大概の 人 はこれ を 聞いて 快い 微笑 を；^ らす やう 

である。 

なぜ だか 分らない。 (昭和 十 年 十 お 十四 =) 


271 


2 

無  題 (百 二十. i  2. 


人體 生理 學ゃ 組織 學の 教科書の 中に 載せて ある 色々 な顯微 鏡お 眞の 標本に は、：^、、 死刑囚の 身 

體の いろくな 部分から 取った ものが ある。 

この 點 だけから 見る と、 一生 何一つ 世間の 爲 に貢獻 する ことなしに 終る 紳士 淑女 達よりも、 か 

うい ふ 死刑囚の 方が はるかに 大きな 功績 を 世界人 類の 知識の 上に 遣した ことになる ともい はれる 

ので ある。 (昭和 十 年 十月 十四日)  . 


無  題 (百 三十) 


大きな 百貨店 へ 行けば 大概の 品 は 何時でも 調 へられる ものと 思って おた が、 實際は 中々 さう で 

ない とい ふ 事 を經驗 してきた。 むしろ 望み通りの 品の あつたた めし は少 いくら ゐ である。 

十月の 初旬^ 床で 暖ぃ 日に 蒲團の 代りに かけようと 思つ て 旅行 用の 夏の 膝 掛を買 ひに やった。 

さう したら、 來 年の： 05;^ま で 待たなければ 店に は 出ない といった。 それから、 夜中に 肩の 冷える の 

を 防ぐ 爲に 鳥の 羽根 入の 肩 蒲團を 探しに やったら、 もう 一 月く らゐ すれば 出ます といった さう で 

ある。 時候に 合 はない 品 だから 無理 もない が、 併し 百貨店と いふ 所 はやつ ばり^ 外 不便な 所で あ 

る 0 

お 尤も、 今頃 本屋で ス コット の 「湖上の 美人」 ゃァ ー ヴ イングの 「スケッチブック」 や 一一 ー チェ 

f の 「ツァラ ッ ー ス トラ」 でも 探す としたら すぐに 手に入る かどう か 心 もとない やうな 氣 がする。 
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マルクス、 H ンゲ ルスが 同様な 羽 ほ になる 時が 何時か は 来る かも 知れない とい ふ氣 もす るので あ ； t 

る。 (. 昭和 卜 年 卜 H- 十四 HI) 


題 無 


無  題 (百 三十 一) 


或る日 電車の 中で、 有機 化 學の本 を 讀んで 居る と、 突然 「琉球 泡 _ ^汜 酒」 とい ふ 文字が 頭の 中に 

現 はれた が、 讀んで 居る 本の 頁 をい くら 探しても そんな 文字 は 見つからなかった。 よく 考へ てみ 

ると、 多分 途中で 電車の 窓から 外 を 眺めた ときに 何處 かの" is 先の 看板に でも さう いふ 文字が 眼に 

ついた、 それ を 不思議な 錯覺で 書物の 中へ 「投 込んだ」 ものら しい。 丁度 其 時に 讀んで 居た 所が 

いろくな ァ ル コ ー ルの. 種類 を 記述した 頁であった 爲 にさう いふ 心像の 位置 轉換 が容 0^ ゾに 出来た 

ものと 思 はれる。 

人間の 頭腦 のた よりな さは この 一例から でも 大凡 想像が つく。 何時 幾 口に 何處 でかう いふ 事に 

出會 つたと か、 何とい ふ 書物の 中に どうい ふ 事が ぁク たと か、 さう いふ 直接 體驗の 正直な 證 一一 一一 口の 

中に、 現在の 例と 同じ やうな 過程で 途方もないと ころから 紛 込んだ 4、 物が 少しも 入って 居ない と 


275 


いふ 斷定 は、 神様で ないかぎ り 誰に も 出来さう にない。 (，i-w—，...fu  —  wr. 
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ベ ルギ ー 皇帝が 唯 一 人で 自動車 を運轉 して 居て 山の 屮の 崖から 墜落して-: 1御 された。 その 慘ま 

しい 變 事の 記憶が 未だ 世人の 記憶に 新しい のに、 今度 は 又 新しい 皇帝が 皇后と ス イツ ッ ル の 湖畔 

を ドライ ゾ して 居た とき、 不慮の 事故 を 起して、 その 爲に 若く 美しい ァス トリ ー ド 皇后陛下 は そ 

の 場で 崩御され 皇帝 も 食傷され、 唯う しろの 座席に 乘 つかつ て 居た 蓮轉手 だけが 不思議に かすり 

傷 一 つ 負はなかった。 

皇帝が 前の 座席の 左側に 坐って ハ ン ドル を 握り、 皇后 は その 右側に 坐って 一 枚の 地圖を 擴げ何 

か 皇帝に お尋ねに なると、 皇帝 は 右 を 向いて その 地 11 を观 込まれた、 その 瞬間に 車の 右の 前輪が 

道の 片側 を 仕切る コ ンクリ —トの 低い 土 乎の 切れ：：： に ひっか、 つた。 その はすみ で 土 乎 を 飛越え 

て 道のお 側の 斜面に 走 込んだ 車 は その 右の 横腹 を立樹 にぶつつ けて、 ぐいと 右に 方向 を轉 じ、 そ 


の 際に 皇后 は 運悪く 頭 を立樹 にぶつつ けて 卽 座に 絶 侖 すると 同時に 草原の 上に 投 出された c 車 は 

更に 進んで 第二の 立樹に その 左の 横腹 をぶ つ つけて 傷いた 皇帝 を投 出した。 さう してす るぐ と 

斜面 を轉 がりながら 湖水の 汀の 鼙の 中へ 飛込んで はじめて その 致命的な 狂奔 を 停止した。 うしろ 

に 坐って 居た 運轉 手は咄 の 出来事に 茫然と して どうす る こと も 出来なかった。 道路 を それて 樹 

にぶつ かる 迄の 時間 は 一秒の 十分の 一 にも 足りない 勘定になる ので、 まったく 考へ るよりも 速い 

出來 事だった に 相違ない。 さう して 運轉 手が 眼前の 出来事 を 意識した 瞬間に はもう すべ てが 終つ 

て 居た わけで ある。 

これが 昔の 日本で あったら、 この 二 代 精き の 適 難 はきつ と 何 かしら 尤 らしい 迷信で 緩ら れた E 

緣 話の種 を 作った かも 知れない。 

併し 2； 緣が 全然 無い こと もない。 それ は in 代の 皇帝 も 今の 皇帝 も 自分で ハ ン ドル を 握って 墜落 

の 危險の 絡 無で はない やうな 道路 を 走らせる ことに 興味 を 持 たれた とい ふ 事が たしかに 一 つの 必 

然な w 緣で繁 がれて 居る ので ある。 卽ち 一 つの 公算 的な w 采の現 はれ だと もい はれる であらう。 

i  ir  1  ,  (眧 和 十 年 十" 十五 n) 
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0  (百 一二 十三) 


赭合 艦隊が 芝 浦に 集合して、 晝は 多勢の 水兵が 帝都の 街頭に 時なら ぬ ュ 一一 フ ォ ー ムの花 を^ 力 

せ、 夜 は 品 川灣の 空に 光芒の 剣の 舞 を 舞 はせ た。 

この 日 病床で 寢て 居たら 澤 山の 飛行機が 西の 空から 東へ かけて 丁度 蜻艇の 群の やうに、 しかも 

物凄い 唸り 聲を 立て-^ 飛んで 行く のが 緣 側の 障子の 硝子 越しに 鮮 かに 見えた。 

このべ ー ジ H ントが 非常時の 東京 市民に 我が 海軍の 偉容 を 示して、 心强 さと 賴も しさ を 吹 込む 

とい ふ 效梁を 持った であらう とい ふ 事に は 少しの 疑 ひ はない 

併し 勿 ±考 へやう である C 私 はこの 百 餘臺の 飛行機の 示威運動 を 病床から 眺めながら、 若し か 

無 我が 聯合 艦隊の 航穴丄 兵器の 主力が たった これ だけの しかも 餘り 世界的に 自慢の 出来ない 飛行機で 

0 代表 さ L て 吾る の だとしたら、 何とい ふ 心細い ことで あらう とい ふ氣 がした。 さう して 外 國映畫 
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や 繪入雜 誌の ffi 翁で 見る 歐米 列強の 飛行隊の 壯觀を 思 浮べ、 一 方で は 又 我 邦の 海軍 飛行機の 餘り 

にも 頻繁な 墜落事故の 記錄を 胸算用で 算へ ながら、 何となく 暗い 氣 持に 誘な はれる のであった。 

これ は 恐らく その 日の 病苦の せゐ であった かも 知れない。 (昭和— 年 十月 十五 日) 
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無  題 (百 三十 四) 


蝶 や 鳥の 雄が 非常に 美しい 色彩 を して 居る の は 雌の 視覺を 喜ば せ て そ の 注意 を ひ く爲 だとい ふ 

やうな 說は事 實に合 はない もの だとい ふこと がいろくの 方面から 說 明され てゐる やうで ある。 

自分 の 素人 考 では この 現象 は 或はむ しろ 次の やうに 解釋 さるべき もので はない かと 思 ふ。 

周圍の 環境と 著しく 違った 色彩 は その 動物の 敵と なる 動物の 注意 を ひき 易く 從 つて さう した 敵 

の 襲撃 を 受け 易い 譯 である C さ-. - いふ 攻擊を 受けた 場合に その 危險を 免れる 爲には 感覺と 運動の 

異常な 鋭敏 さ を 必要と する であらう。 それで 最も 目立つ 色彩 をして 居ながら 無事に 敵の 襲撃 を 免 

れて 生き 遺る ことの 出来る やうな 優秀な 個體 のみが 自然淘汰の 篩に かけられて 選り 殘 され、 さう 

m して その 特徵を 段々 に發 達させて 來 たもので はない か。 

0 戰爭 好きで、 戰爭に 強い 民族 なぞの 發 生に いくらか これに 似た 選擇 過程が 關 係し ォ居 るので は 
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ないかと いふ 氣 がする。 (昭和 十 年 十 十六！ =) 
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無  題 (百 三十 五) 


先頃 警視 廳で 東京 市の ギヤ ング狩 を 行った ときに 檢舉 された 一 街の 紳士」 達の 中に、 杯ゃコ ッ 

プ を 嚼み碎 い て ロ脣 から 赤 い 血 を 出して 相手 を 縮み あがらせ ると いふの が 居た。 この 新聞記事 を 

讀ん だとき 私 は 子供の 時分に 見た 「砲 子 を 食 ふ 山男」 の 見世物の こと を 思 出した。 

高 知の 本 町に 堀 詰 座と いふ 劇場が あった。 そこの 木戶 口の 內 側に 小さな 一席 阗 ひの 小屋 を こしら 

へ て、 その 中に 僅かな 木 戶錢で 人 込んだ せいぐ 十 人 か そこいらの 見物の 爲 にこの 超人的 演技 を 

見せて 居た 所謂 山男と いふの はま だ 三十に もなら ない くら ゐの 小柄な 赭ら顏 の 男で あつたが、 白 

木綿の 鉢卷で 眞黑に 仲び た 頭髮を 善の やうに 縛り上げて、 よれ/、 の 縞の 着物と たつ つけ 挎に i 〔い 

m 鞋 がけと いふ 出立ち で、 それに 眞 赤な 木綿の 极帶の やうな もので 褸 がけ をした、 實に 悲しく も 滑 

0 稽 にして 颯爽た る 風丰は 今でも 記憶に 新たで ある。 
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何でも 蛇 を 齧って 兑 せたり、 兎の毛 皮の 一片 を 食 ひち ぎって 見せたり した。 それからお しま ひ 

に は 大きな ラ ンプ の ホヤの 毀れ たの を 取 出して、 どん/ \ぢ やん とい ふ 物凄い 螺子に 合せて 

それ を 見物の 前に 振 廻して 見せた 後で、 その ホヤの 子の 一片 を 前 齒で瞵 折り それ を# の 間に 含 

んで 前に つき出し 兩手 を廣げ て！ Z をむ き 出し物^い みえ をき つた。 かけらが 臂 から ひつ こんだ と 

見る と  に 四股 を 踏む やうな 大仰な 身 振 をし な が ら ば り と そ の 子 を 嚼碎く 音 を 立 て 始め た。 

緒ら 顔が 一層 朱 を 注いだ やうに 緒くな つて、 むき 出した 眼 玉が 今にも 飛 出す かと 思 はれた。 

喷碎く 音が 段々 に 弱く 細かくな つて 行った。 やがて 嶙 碑いた もの を \| ^下した と 思 ふと、 火き な 

口 をく わつ と 開い て 見物 席の 右から 左 へ と顏を ふり 向けながら、 口中に 最早 何にも 無い とい ふ證 

據を 見せる のであった。 その 時に 山 の 口中が ほんた うに 血の やうに 眞 赤であった やうに 記憶し 

て 居る。 

こ の 幼時 に 見た 珍 し い ly^ ^ 物 の 記憶 が 、 そ れ か ら 三 十 餘年後 に 自分 が 胃潰瘍 にか、 つて 床に 就 

いて ゐた ときに、 ふいと 忘却の 闇から 浮び 上つ て來 た。 

あの 哀れな 山男 は、 恐らく あれから  一 二 年と はた、 ない 間に 消化器の 潰 疼に か、 つて みじめな 

最期 を 遂げた に 1  せ 一 ひない。 云 は i -、 生きる 爲 に^子 を 食って 自殺 を 遂げた やうな ものである。 
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題 to 


街の 紳十： の 場合 も いくらか これと 似た ところが あるか も 知れない。 (昭和 十 年 十 W 十六 日) 
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4 


I 


午後の 秋の 日が 斜に 田圃 を 照して 北の 山の 隅が 柔 かな 陰 色 をして 居る。 刈 田の 鋤 かれた 後に は、 

三番 稻が 淋しう そよ いで 居る。 三 軒 家の 西、 稻畔の 陰に 一匹の 黑 牛が 西日に 向って 脇腹 を こっち 

に 向けて 立って 居る のが 見える が、 殆ん ど其處 から 生え 拔 いた 様に じっとして 居る。 時として 尾 

を 振って 蠅 でも 追うて 居る 様で あるが、 今朝 見た 時に も 同じ 所に 同じ 様子で 立って 居た ので、 自 

分 は此黑 牛が なんでも 朝から 今迄 此處に 立ちつ 1. けて 居た 様に 思 はれて、 又 其れが ひどく 自分の 

單 調な 今の 境遇に 似て 居る 様で、 じっと見て 居る と 極めて 平和な のび， C としたし かし 何處 かに 

斷 うら 悲しい 樣な 感じが 起った。 秋の 日足 は 早 や 小高 坂 山 を 陰の 中に 包んで、 何處 かに 鵾の 鳴く 聲 

が 夕方の 靜 かな 野に 響い て 居る。 
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かって ナ ショ ナ ル讀 本の 四 を 習った 時ジ ョ ン 一一 ー と 云 ふ 怠惰な 子供が 夢に 惡 魔の 處へ 連れて レ 

かれて、 其 口癖の 「アイ ムゴ ー イング ッ ー」 と 云 ふ詞を 日々 數 百萬囘 永久に 繰 返すべく 命令 せら 

れ たと 云 ふ 話 を 讀んだ 事が ある。 其 後い つか 自分の 夢に、 自分 は 暗い 穴の 樣な處 へ 入れられて 其 

養にぃ っ^,ェも./,\永劫何もせすに籠っ て居ねばならぬと或るもの に命ぜられて如何に恐ろしく感 

じた か。 夢が 醒めて 自分 は 限り ある 生命 を與 へられた 人間で あると 云 ふ 事 を 思うた 時 如何に うれ 

しかった か。 其 後 は此、 水久 とか 永劫と か 云 ふ 言葉が 何とも 知れぬ 恐ろしい 感じ を 起させる。 今 も 

し 自分に ソ n モ ンの榮 華を與 へられて 其榮 華の 生活 を 幾千 萬 億 年 は 愚か、 永久に 鑌 ける 様に、 そ 

して 如何なる 事が あつ て も 死ぬ る 事の 出来ぬ 様に せられたならば どうかと 考へ ると 一 種 不可思議 

な 恐怖の 念が 徐々 としか も 動かす 事の 出来ぬ 勢で、 心の奥底から 湧いて 來 るので ある。 此 恐ろし 

さに 比較 すれば 十字架 上の 刑戮の 苦しみの 様な 短時間の しかも 肉體 的の 苦痛 は 殆んど 何でもない 

事で あると 思うた が、 之れ は 永久が 恐ろしかった ではない、 單 調と 云 ふ 事が 恐ろしかった の だ。 

子供の 時には 仙人に なりたい と 思った 事 もあった が、， 霧 を 吸 ひ 霞 を 食って 九 千年 生きた 處 がつ 
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片斷 


. ない。 

前：： 豆 を 嚙んで 天下の 英雄 を 罵倒す る は 易い が、 其 前 i 豆 を 買 ふ ベ き 數厘を 正當な 俯仰 天地に 恥ぢ 

ぬ 様な 手段に よって 得る 事 は 難い。 
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2 

9 

2 

二 

夢 語 一 束 

我 時あって 賢 時あって 愚な り。 其 賢なる 時の 我 は 最も 愚而 して 其 愚なる 時の 我 更に 愚な り。 

無爲に 苦しむ 時 筆 を 取り 紙を展 ベて 一 大 圓を畫 す。 萬 象 其 中に 在り 亦飽く 事な し。 

夢中 我 幾度 か 死す、 幾千 億劫。 覺 めて 鷄鳴を 聞く。 則ち 創世の 曉を憶 ふ。 

夢中 人我 を 罵り 我 を 殺す。 さめて 其 人を惡 む。 是耶 非耶。 


片斷 


屮街 上に 彷植 する 我の 背後 を 見る。 
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其 の 前 夜 

明日 はいよ/ \ 出立よ と r ム ふに 今更 心細き 心地 もせら る。 晝 は暇吿 げんと て 訪ひ來 る 人々 の應 

接繁 はしき にしば しまぎ れつる が 夜と なりて こそ 思 ひ はまされ。 集 ひし 人々 も 大方 は 去りつ、 庭 

なる 燈 籠の 一 つ 二つ 消え 殘れ るが 打 水した る靑葉 越しに ほの 見 ゆる も あはれ と 見 ゆ。 蟲の 音い と 

高き は 夜 も けぬ と覺 ゆ、 折々 鳴き 止む は 何に 驚きて や。 雲の 行き かひい と繁 くて 月の 晴れ 曇る 

事 定め 難し。 竹緣の 端に 親しき どち 打 集 ひて しめ やかに 談る名 殘は盡 くべ しと も覺 えす。 父母 は 

今 は 出立の 事 は 何もの たま はす 只 四方 山の 物^りし 玉 ふ 御 心 は さぞと こそ。 明日の 日和い かに 

汽^の 延び もやせん など 云 ふ は 兄 上な り。 末なる 甥の まだいと いとけ なきが 險 审-げ なれ ど 常に も 


似す 猶 眠らで 姉なる 君の 膝の 上に 孰 房 弄びながら 珍ら しげに 人々 の顏 見お こせた る あどな しゃ。 

夜 はいよ，^ 更け 行く めり、 蟲の音 澄み まさる。 明日 は疾く 起きぬ ベければ 今宵 は 早く こそと 云 ふ 

にい ざと て 竹緣を 離る、 時、 月光 さと 雲間 を もれて ー聲 過ぎ行く は 郭公なる べし。 

其の 朝 

我 を 送らん とて 門 邊に集 ひし 人々 の顏 おぼろげに 見 ゆる 明 方 近き 頃、 さらば 御 無事にて との 一 

聲を 背に 受けて 車 親ら し 出づ。  . 

見返れば 門 柳の 朧 なる 朝霧の 中に 微 になり 行きて、 我 を 見送れる 人影の 定かに 其れと も 別き 難 

し。 昨日 迄は樂 しく 面白く、 うつし 心 もな く 遊びし 芝生の 傍へ も、 幼き 頃より 常に 釣 垂れし 小川 

の 小 橋 も 我 は 只 夢心地に いつしか 過ぎて 車 高 坂なる 舊 城の 北 を 過ぐ る 頃 ほひ、 東の 空 やう/ \ 茜 

さして 起き 出づる 鳥の 囀り 賑 かに 成り行き、. 涼しき 風の そよ と 面な づれば 流石に 心地す が- (-し 

くな りぬ。 

船の 上. 
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聲 面白く 荷積せ し 人足 も 次第に 去り 見送りの 人 々 も 大方 は 船 を 下りて デ ツキの 人影 稍 まばらに 

なり 行き 繁 はしげ に馳 せめぐ る 船員の 靴音の み 喧し。 船首の 方に けた \ ましき 物音 は 何ぞ。 錨 上 

ぐるなる べし。 やがて 汽； W ー聲靜 かなる 海の 面に 響き渡れば 指令 窒に 鈴の 音 聞え て 機關は 運轉を 

始めぬ と覺 し。 四方の 景色 動く 様に 覺 えて、 見送りの 端艇に 板り 翻す 手布忙 はしく、 鐵 欄に 倚り 

て 見下す 人々 の 顔 淋しげ なり。 洲山も 棧島も 後に なり 種 崎 も 過ぎて 船 は 早 ゃ沖津 しら 浪の聲 立て 

て 行く、 九十 丸の 灘に乘 り 出で ぬよ と 思 ふ 時浪稍 高くな りて 動播 甚だしく なりぬ。 

戀 しき 山々。 なつかしき 浦邊。 あはれ 今 は 定かに 別き 難く なれり。 はてし も 知らぬ 靑 海原に 日 

も 早 や 暮れなん とす。 夕陽 斜に 海面 を 照して いづく ともなく 聞 ゆる 船歌 哀れに 悲しく、 何に 驚き 

て 哉 飛 立つ 鶴の 二つ 三つ 夕霧の 中に 消え 行く あり。 

しばし は 有耶無耶 の 境 をた どる ヌんの 夜の 夢 淡く、 圓 窓より 吹 き 入 る 潮風 肌寒き に 心 付きて 起 上 

れば、 消え 殘る燈 火船體 の動搖 につれ て ゆらめく 光朧 に、 毛布に くるまり て、 いびきの 聲 のみ 高 

き 乘客を 照し 出しぬ。 窓より 眺 むれば 月い と 明き 景色なる に獨り 甲板に 出 づれば 船 は 今や 苫が島 

根 を 過ぐ ると 覺 しく、 右舷なる 黑き 島影に 燈臺の 光 きらめきぬ。 隙な き 月 は 鏡な す 海面に 水銀 を 
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た へて、 船首の 水 切る 音 澄みて 聞 ゆ。 しばし 鐵攔 にも たれて 我に も あらす 佇めば 夢見て 夢の 中 

を 走せ 行く 樣 なる 心地 せらる。 形 は 見えで 哀れに 優しく チ 、と聲 立て、 行く は 千鳥と や 云 ふ もの 

ならむ、 我ながら 怪しき 迄に うら 悲しくな りて 

月明し 島影 黑く 千鳥な く 
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鴻雁 一 聲刈 田に 音 づれて 吹く 風 や、 肌寒うな りぬ よと 思 ふ 間に、 山 姬の錦 いつしか 龍 m の峯に 

織り成されて 尾花 そよ ぐ や 获の上 葉に おく 露 もろく 女郎花 色めで たき 頃と はなり ぬ。 あはれ 去年 

迄 は 哀れて ふ もの 、世に ありと しもお も ほえす 故鄕の 花に あく がれ 月に 浮れ て樂 しき 月日 をのみ 

達り し 身 も、 人 は 知ら じな 昨日 今日 流石に 秋の 哀れ を覺ぇ 初めて、 澄み渡る 大空に 我 は 顔なる 月 

光靑く 風に 誘 はれて はら./ \ と 窓を敲 く 枯葉 音繁き 夕な ど 我に も あらで 袖し ぼる 事 も 度 重りて は- 

日に日に 我心の 沈み 勝ちに なり もて 行く ぞ伦 しき 事の 限りなれ や。 

秋 はいよ > 深くな りぬ、 道の 邊に 枯淺る 千草の 色 あせて、 明 方の 空に 霜 白うな りぬ。 


片斷 


枕 邊の燈 火 消. なん 計り、 心 焦れて 思 ひ寢の 夕。 しばし は うれしき 故里の 夢、 結び も あへ で 驚 

きさむ る 夜半の 床 寒く、 窓の 下なる 叢に は、 今宵 限りの 命と やすだく 蟲の 音い と 悲し。 身 も 世 も 

あられ. f 故里 人の 戀 しきに  . 

きりぐ す 鳴く や 霜夜の 床 寒み 心き え/ \ 家 をし ぞ思ふ 
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日 も 金峯の 峯に沒 しぬ。 家々 に 立 登る 夕 炊の 煙 絲の樣 にたな びきつ るが やがて ー團 となりて 朧 

に 市街 を蔽 ひつ。 東なる 山 鎮のタ 陽に 映 じて 赤 やかな りし もしば しにて、 たそがれの 色 は 山々 の 

麓より 湧き出で 夜の 砷は將 に 其 巡行 を 始めん とするな り。 

木蔭 次第に 暗うな り 行きて 塒求 むる 鴉の 羽音け た、 ましく も 亦 哀れ 深き に 龍 田の 頂なる 老松の 

幹に もたれ、 覺束 なき 記憶の 絲に すがりて 過に し 年月 を迎り 見れば 追想 は 追想 を 呼び； g: 顧 は囘顧 

を 誘 ひて 身 は 昔の 我に 歸 りて 敢 なく 哀れなる 事の みいと 多 かり。 別けて も 情なう 無常 を 觀ぜら 

る \ は 逝に し 人の ありし 事 ども 思 ひ 出で^ぶ にぞ ありけ る。 


我 姉なる 君の 嫁ぎ 玉へ る は 城下 を 西に 離る、 一里ば かり、 稻田十 里 幾 犬の 聲相 和す る邊 にあり。 

我 は 幼な きょり 常に 其 家に 至りて 姉 君の あっき 愛の 光と 清潔なる 田舍の 空氣に 浴し つ \數 日 を 送 

るを此 上な き樂と はしぬ。 門邊に 一-株の 柳 ありて 其が 根元 を 洗 ひつ \樂 しげに 聲 立て 行く 小川の 

流 一 つ あり。 春 は 岸邊に 萌え出 づる董 菜 蒲公英 蓮華草 さて は 土筆の 筆に も盡 されぬ 草々 の眺 面白 

きに 家路 を 忘れて 遊び暮らせし 事 も あり。 秋 は 澄み渡る 月の 光 をた \ へ て 白金の 漣うる はしき 折 

など 蟲籠 片手に 其 岸邊を 徘徊し 「う、 さぎう さぎ」 を 歌 ひし 事 も 幾度 か。 別けて も 忘れ やらぬ は 

此 純潔なる 樂を 共に せし 戀 しき 友の 面影なる。 

我に 一人の 友 ありき。 笑 は 笑へ 世の 心 汚れた る 情火の 奴よ、 我に は實に 理想の 戀人 あり 名 を 

ば 雪と 云へ る孤兒 にて 姉 君が 家に 隣れ る賤 しき 農家に 養 はる、 者な りし、 我より は 稍 年 かさなり 

けん。 容貌 は 美な りし やと 問 ふ 人 あらば 我 は 只 知らす と 答 ふべ し。 され ど./ \ 我 は 又 能く 記憶せ 

り、 其いた く引締 りて しかも 愛らしき 口元と 涼しくて 淚 多き 黑め 勝なる 其 眼と を。 

いつい かなる 折に 友垣 を 結びし か は 我 も 知らす。 只 物と はなく 其 人の 慕 はしき に 雪 ちゃんく 

斷 と 睦めぱ 彼 も亦坊 よと て 我 をい つくしみ ぬ。 柳の 本に 芝生 折し きて 我 を かき 抱きつ \ くさ/ \- の 

片 

物語 聞かせつ、 折々 薔薇の 樣 なる 臂 を そと 我 頓に押 付く る：. 母に 我 はえなら す樂 しく 义 うら 悲しき 
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様の 心地に 胸の 中 亂れて 我 知らす 淚 ぐめば 彼 は 一 いかに やしつ る 許して よ」 と 云 ふに 一 入 心亂れ 

て ゆ ゑ 知られぬ 淚 にむ せびし 事 も あり。 夕風 涼しく 川面 をな で、 はた /-\ と 袖 あ ふる 夏の 夕螢ゃ 

取らん とて 打 連れ立ち 螢の 光歌 ひつ k 畔道 分け 行く 程 折々 携 へたる 螢籠 すかし 見る 面ば せの 神々 

しき 迄 美 はしかり しが 今 も H 眼の 前に 浮び 出づる 心地 せられて。 

一 年 柳の 梢 まばらに なりて 西風に 木の葉 生きて 走る 頃な りしよ。 或 日 彼が 戯れに 此柳を 指して 

我等の 丈け いつ 此の様になる ぞ とて 打 笑みし 夕、 家より 迎の男 来りて 我 を ゐて歸 る 事と なりぬ。 

別れ 際に 彼 は 常の 如く 姉 君 等と 共に 見送り つ、 又 こそと 云 ふに 我 もさら ばと て 立 出で し 時 常に も 

あらす 安から ぬ 心地せ し を 心に 止め て 立ち あかれぬ。 

しばし は 語るべき 事 もな し。 秋 は漸々 深くなる のみ。 十月の 末、 久し振りに 姉 君が り 音 づれし 

時 彼の 人の 見えざる にいぶ かしくて 姉 君に 尋 ぬれば 御山に 行きし と 云 ふ。 山と は いづ こぞと 云 へ 

ば 遠 い 御前 等 の 行かれぬ 處 なりと 答 ふ 。更にい っ歸 るに やと 問へば 俯 首き 玉 ひていつ 歸るゃ 

らと云 ひ 玉 ひぬ。 何と はなく 心 弱くな りて 我 も 泣けば 姉 君 も 泣き 玉 ひぬ る。 こ 入 語る まじ 語らん 

とて 語り 得べ しゃ。 

其 後 幾度 か 姉 君を訪 ひぬ。 冬 も 暮れ 春 は 歸れど 我 待つ 人 は歸ら ざり き。 年 暮れ 年明け 年 叉 暮れ 
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て 門 邊の柳 もいた く 長け ぬ。 我 丈け も 長け ぬらん に 我 友 は そ を 見ん とも 思 はで いづこの 野 邊何處 

の 月に あくが る か。 

去年の；  复鄕里 を 出 でんと 云 ふ 前日 姉 君に 暇 乞 はんと 赴きし 序 近き 小山なる 彼が おくつ きに 詣で 

て 心ば かりの 香 花た むけさき の 世の 幸 多 かれと 祈りし 時 あたりなる 草 心の 儘に いたく 生ひ繁 りつ 

るが あはれ はら ふ 人 もな きか。 

天 無情 人 無情と かこちつ 、立ち上る 時ルへ の繁 みに 梟の 聲 凄し。 

(明治 牛 六 廿 二日 戯れに 作る) 
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六 

病に 就て 

叫 百 四 病と 云 ふ は 昔の事で 今日は 何百 何 病 あるか-てんな 事 はどうで もよ いとして こ，， に 手近な 

病の 色 別け をして 見たら 面白から う。 黄^^、 赤痢、 猩紅熱、 黑 死病、 白下帶 など は 云 はすと もぢ 

や。 腦 充血 も 無論 赤で 少し 紫が X つて 居る。 肺病 之れ は 桃色で 胃病 は 蒼白い。 腸 加 答兒は 白つ。 ま 

けた 灰色で、 腎臓病 は 眞白ぢ や。 それから 神經病 はと 考 へる とこ いつは 無色 透明ら しい。 

C 明治 一二 十二 年) 


七 

月の 十八 日 は 思 ふ 事 多き 日な りき。 湯 あみ 果てた る黉の 毛に 春風 ゆらぎて 心 は 早く も 菜の 花 か 

ほるな ベ にさ まよ ふ。 

灯と もす 頃淸 岡の 君 来る。 刺繍の 模様く さぐ 君が 折に ふれて 寫し 集めた る 草紙， ^ たらして く 

りひ ろげ 見る。 雲井に 舞 ふ 鶴の 品 高き は 手 巾の 縫 猪に やよ からん。 行水に 遊べる 龜は龜 燒と云 ふ 

もの 其 ま \ など 戯れつ 、なほ 見て 行く に靑海 波に 七寶を 散らした るが あり。 我 幼な かりし 頃宮詣 

野 遊の 折 柄 腰に つけし 守 袋の それと 露た が はすと 見て あれば、 淸 岡の 君 「その 模様に 見覺ぇ はま 

斷 さす や。 そ は 朝 倉なる 君が 姉 君の 許なる 守 袋より 寫し 取り 侍りぬ」 と 云 ふ。 されば こそ、 と 打 ほ 

ほ ゑ まれつ \廿 とせの 昔の 夢 をな つかしむ 今の 我うた ての さだめに 身 一 つ を 人の 世に 措き 煩 ふ 今 
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の 我 を 思 ひて かつ 泣きぬ。 (明治 一一 一十 五 年 二月 二十 五日 須峰) 
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八 

白百合 

世に さすらへ の廿 年男 ありけ り。 け はしき 山と、 危き谷 越えて 若草 香 ふ 春の 野に 出で ぬ。 一本 

松の 影に 白百合の 花立てり、 男 は此花 めでたしと 見て 其 傍の 草 折りし き 憩 はんとす。 蜂の 羽音 聞 

えて 男 はしばし まどろみぬ。 

淸き 姿した る 天使 夢に 現 はれて 一. 其 根 を 見よ」 と 云 ひぬ。 眼 さめて 白百合の 根に 群がれる 小さ 

き 小さき 悪魔の 形した る蟲を 見出で つ。 そを拂 はんすべ 知らに 泣きぬ。 泣きつ. -も行 手 を 急ぎて 

斷 野 もせに 迷 ふ 行 雲の 影 を 追へ り。 (明治 三十 五 年) 

片 
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夏の 山路に 渴 ける 旅人、 谷間なる 椎の 木蔭、 野 茨 唤き亂 る \ 奥に、 わきて 流る & 泉の 音 を 聞き 

てし ばし と 立 寄りぬ。 花の香、 苔の 香、 草鞋 しめりて 赤き 蟹 這 出で たり。 泉の 傍なる 草の しとね 

に柴を 枕に 眠る 少女 を 見出で、 しばした めら ひぬ。 頭 をつ、 む 白き 布より 一房の 黑髮 垂れて 地に 

ふる.， あたり 小さき 草の 花 さきて 風な きに ゆらぐ 時、 鳥啼 きて 一片の 葉 落ち 山 蟻 膝に 上る を 見た 

り。 淸水 掬び 果て、 去らん とする 時 一 度 立ち かへ りて 袂 なる 手帳に 少女の 姿 を寫し 一 ひらの 茨の 

花 を 紙に はさみつ」 出で立ちけ り。 坂道 下り 來る柴 こりの 若者に 會 へり、 柔和なる 其 額に 流る \ 

汗 を 見つ K 叉 彼の 泉 を 思 ひ 叉 彼の 少女 を 思 ひぬ。 旅人の ふり かへ りし 時 若者 も ふり かへ りて 互に 

打ち まもりつ。 再び 旅人が ふり かへ りし 時 は 若者の 姿 岩角に かくれて 見えすな りぬ。 

(明治 三十 五 年) 


片斷 


十 

葉 櫻 

土曜日の 午後 を 春雨 しと、 降りぬ。 宿に あらん も 物憂し と 立 出で \ 久し くも 音づ れざ り し 友 を 

四 谷 本 村に 訪ふ。 傘 傾けて 門の 戶 押せば 鈴の 音して 葉 櫻の 举 額に 落ちたり。 

いつに 變らぬ 主人の 接待ぶ りに、 膝 くつろげて しばし 我 を 忘る k 放談 大 語に 更けつ &、 若き 友 

の 妻が す、 むる 儘に 手 馴れぬ 杯も數 重なりぬ。 障子の ガラ ス 越し 庭の 若葉に させる 火影 そぼ 降る 

雨に きらめきて 美し。 

1 しきり 降り 來る 雨の 音に 交りて オルガ ン の 音 隣より 聞え たり。 うる はしく 淸き 女の 聲 にて 唱 

ふ を 聞けば 「靑葉 しげれる 櫻 井の」 と 云 ふ 小 楠 公の 唱歌な り。 「散る は淚か はた 露 か」 と 結ぶ 時 
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そ ろに 胸に しみぬ。 三人 言葉なくて 耳 かたむけし 時の 心地 今 も 忘れす。 (明治 三十 五 年) 
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十一 


春の 水 野に 滿ちて 所々 に 麥の穗 ゃ&色 づきぬ、 雨後の 山々 霧 晴れ渡る 心地よ さに 背戶に 出で た 

ゝ 水田 打ち かへ す 若き 夫婦 あり、 相 並びて され ど 相 背きて 銀う ち ふる ふめり。 

(明治 三十 五 年) 
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十二 


若き 妻 肺 を 病みて 衰へ 行く 中に 舂を迎 へ て餘寒 去り やらぬ 植物園に 遊べり。 妻 はしばし 病 を 忘 

れて常 f めの 木立に 團栗を 拾 ひぬ。 年經 て後此 可憐の 妻が 忘れ 形 身なる ちごの 手 を 引きて 再び こ.， 

に 遊びつ、 無心の 小兒と 昔ながら の 木の 實拾 ひぬ。 (明治 三十 五 年) 


十三 


斷 

片 


草. 取 歌 

I  くもず つに く 雨 かな。 机の 前なる 障子の ガラス 越しに 見れば 北の 山々 脆に、 久萬川 B けの、 

下物 たる i の 111 點 打ちた る 如し。 しめ や I 雨の lutr 

i 聞 ゆ 節 ゆるやかに f 言の f 何 あき 雞 けれ I ひし I あはれ に 悲しけ な え 

：： へば つれ 11 めに さ へられて II 種え liHU たに〃 

t ち III まる 胸の 亂れを 包み 兼ねた らん 如く、  ^^Hs. 

！ kiilitt 折 柄 管 は 子規 さへ 鳴き 渡りぬ 

終て しお S  (明治 一一 一十 五 年 五月 二十 八 H0 
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r スグ 刈って 貰へ ます か」 と 云 ひながら、 はいりこんで 大 姿見の 前の 金魚鉢と 荐 盤の 側へ 腰 を 

かける と、 洗面 臺の向 ひに 腰かけて 尺八 を 右の 手に 握って 左の 手のひら を 打ちながら 口笛 を 吹い 

て 居た 一 一十一 ニニの 男が あわて、 頭 を 下げて イラ ヴ シャイ を かける。 同時に 奥に 縫物して 居た 藪 睨 

の 主婦ら しいの が 出て 來て 「只今 スグ …… 」 と會釋 しながら 店から 出て 行った。 尺八の 男 も 「も 

う ヂキ歸 ります から …… 」 と 言葉 を 添へ て 又 笛 を いぢく つて 居る。 主人 は 留守と 見える。 間 もな 

く歸 つて 来たが 手に 小さな 玉 網 を 持って ゐる。 金魚の 餌に する ぼうふりと 見える。 泥の 臭が ぶん 

と 鼻 をつ いた。 「御 待 遠樣。 ド ー カコ チラへ」 と 言葉 はやさし いが 見る 所 二十 四 五の 眼に 一種の 
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凄味 を もった 男。 「五分に してく ださい」 と 云 ひつ \椅 子へ 寄った。 店の 割に は 白の 掛布 は淸潔 

な。 「オイ。 仕樣が な いぢ やねえ か。 そんなに 水ば かりぶ つかけ たって。 …… ようく 振って 泥 を 

おと すんだ よ。 さう- (-。 そして 叉 少し やって おきな c」 鋏をセ ハ シク使 ひながら 店先で ぼうふ 

り を 洗って 居る 藪 殿に 命す る。 「短く 切って やらんでも、 宜 いかね。 食 ふだら うか 一 と 尺八が 像 

を いれる。 主人 は それに は 答へ すに 「段々 黄色くな つて 来るな あどう 云ふ譯 だら う」 と獨 語の 樣 

に 咬く。 「そり やなる さ。 それから 赤くなら うと 云 ふ 奴 さ」 と金 魚學の 講義が 始 りかけ た。 余の 

頭 は 首筋から 始めて、 やっと てっぺんへ か、 つたので、 首 を 上げて 鏡 を 見る と眞 中に 鬢の 無い 百 

日鬉を 着た 樣な變 手 古な 顔が ある。 これ は 自分な ので、 其 向 ふに 忙し さう にチ ヨキく やって g 

るの が 無論 主人で、 其 向 ふが 〇 町の 往来で ある。 其 往来の 向 側に 軒の 低い 藁葺の くすぶった 茶店 

が ある。 屋根 を 突 祓いて 生えた 大きな 柳の 枝が 靑々 と 垂れた 下に 腰かけが 二つ 三つ 並べられて、 

1 一 三人 近鄕 から 来たらし いのが、 尻 端折 つ た 儘 腰 を かけ て 餅 を 食 つてる の も あり 茶 を 呑ん でゐる 

の も ある。 薄暗い 隅の 方から 白髪の 媼の顏 と、 萎びた 腕が スット 出て 禿 盆に のせた 茶 を 差 出した。 

見て ゐる 內、 鋏 は 前頭部へ か、 つたので 顔へ バラ-^ と來 るから 目 をふさいで しまった。 後で チ 

リチ リンと 自轉 車の ベルが 聞え ると 同時に 振り かへ つたら しかった 主人が 「オイ。 あれ はは、 X 


315 


X の 子 だと か 云 ふが ね、 實 はさ うぢ やな いんだと さ。 なんでも、 何處 かに 棄子に なって たの を 新 

平民が 拾って 育てたん だって。」 「フ ム」 と 尺八 男の 氣の 乘ら だいの は 大方 金魚で も 見て ゐ る の 

:p らう。 不意に 尺 <^ が 「ィ ヨウ」 と 妙な 掛聲 をした と田ャ かと 一 オイ 六圓 てな ああお  に 余が 

眼 を あけて 鏡 を 見た 時 丁度 左の は づれに 大きな 丸 髭と 白い 首筋と 紺が すりの 單 衣と 紫 襦 子の 帶と 

がちら りと してす ぐ 消えて しまった。 一 コレは 辯護士 だって 云 ふん ぢ やない か。」 櫛 を 持つ 手 を 

一寸 上げて 親指 を 示した。 「ム、 …… 。六圓 だとよ。」 余の 眼と 主人の ギロリ とした 服と が 鏡の 

中で ハタと 出會 つたから、 余 は あわて、 眼 を そらした。 向 ふの 柳の 茶店に はさつ き 見えた 人々 は 

もう 吾ない。 仲 持 的の 人相 を もった、 眼 をパチ する 癖のある 中老 年が 一 人 パクつ いて 居る ば 

かり。 急に 何 か 思 出した 様に 吹殼 をた \ いて 煙草 入 を 腰へ さした。 立った と 田 わって 居る と 又 落 付 

いて 眼ば かり パチ くして 居る。 余の 頭 はやつ と 終って 洗面 臺の 前の 椅子に 移されて 尺八と 向 ひ 

合うた。 そろ，/ \ 剃り 始める。 何時の間にか 店 口へ 十七 八の 美しい 顔が 現 はれて 居る、 そして 相 

變ら す根氣 にぼう ふり を 洗って 居る 藪 殿の 手先 を 無意味に 見つめて 居る。 尺八 は 反身に なって 笛 

を 口に あて-吹き始めた。 尺八の 音が やんだ 頃 は 剃刀 も 終って、 頭 を 洗 ひ 終って、 やっと 腰を延 

ばした C 美しい 顏は 消えて しまったが 藪 睨の 主婦 は 依然と 丄て 無言で ぼうふり を 洗って 居た。 
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歸る 道す がら、 涼しい 頸筋 を 撫でつ \、 余 はこん な 事を^へ た。 床屋の 世間話し を 聞きながら 

姿見の 中へ 走 馬 燈の樣 に 映って 行く 人生 を 見て 居る と、 丁度 自分が 別の 世界に 居て 四角な 穴から 

此世 をの ぞいて 居る 様で、 鏡の 中 ひ 人物 は 自分 等の 過去 現在 未来の 反映で ある 様な 心地 もす る。 

(明治 一 11 十五 年 高 知) 
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十五 

風呂から 出る と 涼しい 風が ゆ ふべ 刈った 頭に ひえく して 急に 秋が 來た 心地が する。 何となく 

愉快で ぬれた 手拭 を 握って 曙 町の 方へ 上って 見た。 眞 中に 短冊な りの 石 をし いた 綺麗な 赤土 道 を 

上る と 左側に はか やす.^ きの 思 ふ 儘に 茂った 土手、 其 中 は 松林で 大弓の 射場ら しい こけら ぶきが 

一軒 ある 切り、 其 前 を 電話線が 二 筋 奥へ 通って 居る、 大方 土 井 邸の 射場 だら うと 思うて 行き過ぎ 

ようとす ると 左側の 黑板 * の 中に 柏の 木立の ある 內で 琴の 調子 を 合せる 音が する。 今朝 西 片町を 

通った 時 もとの 寓居の 隣の 御 師匠さん 處で いつもの 通り やさしい 音の して ゐ るの を 洩れ 聞い て、 

おと し を 思 出し 何となく 胸 を さ \れ たのが 今更の 様に 胸の 中に 反響して いつの 間に か 下り坂に 

なった の も 知らなかった。 又 引き かへ して 來る ともう 夕日が 沈んで 松林の 梢の 間に 眞 赤な 夕燒が 
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見えて 射場の あたりで は蟲が 鳴き 初めた。 琴 は 佳境に 入って ゐる らしい。 豆腐屋が 一人 默 つて 通 

の 方へ 下りて 行く 後 影が なんとなく うすら 淋し さう に 見えた が、 それよりも 夏の なごりの よごれ 

た 白の 浴衣 を 着て ぼんやり 坂の 上に 立って 居た 自分 を 一 しほ 淋しく 思うた ので ある。 

(明治 三十 五 年 九月 十八 日 東京) 
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夂 A の 雲 は 模糊と して 厚みと 深みがない。 夏の 雲 は ハツ キリして 厚みと 深さが ある。 雲が あって 

沸き 上り 穴.^ 際に 聲ぇ 其峯は 透明な 顦氣の 奥に 光って 居る。 一 抹の 横雲が 其 前 を 横切る と 雲 は 更に 

高く 空 は 更に 大きい。 此方の 横雲と 彼方の 雲の 峯の 間に は 何物 もない 虚{„ ^の 壯麗、 玲瓏の 快感 は 

此の 空間に 存 する。 (大正ーー13^) 

擧 生の 中に 斷 えす 下宿 を變 へる 者が ある、 训段 著しい 不都合と いふ 程の 事 もない のに 一虚に 落 

着かない。 卒業して 一 家 を 構へ て 後 も 一 年中 轉宅 ばかりして 居る。 又 一 方に は 一 度 定めた 下宿に 

は少々 の 不都合 や 不便が あっても 其 條居据 り 卒業後 も 家 を 構へ たが 最後 中々 容易な 事で は 引越し 


をし ない 人 も ある。 前者の 中には 勤勉で 親切で 行屆 いて 氣が 利いて そして ー向成效しなぃ人も：：^ 

る。 後者の 中には 無精で 冷淡で 間が 拔 けて 居て そして 大に 出世す る 人が ある。 (大 t-s: 年) 

東京 の 特有 の 美 を 味 は ん と 思 ふ 者 は 夏酣な る 日の 暮 近く 爲場先 門內に 立ちて 西の を 眺め、 一 

秒 毎に 變り 行く { 仝の 色と 皇 城の 森の 陰影の 濃く 染り 行く を 見るべし。 此の 卞時 問の 光景 は = 本に 

も 西洋に もな き 不思議の 壯觀 なり。 此の 美 は 唯 日本の m 舍者 にして 始めて 味 ひ 得べき ものな り。 

「ん ー マ 字の す、 め」 とい ふ 刷 物の 配布 を賴 まれ 某所に 行く。 刷 物の 部 數少く 某所の 人 數は此 

れに 倍す。 此れ を 配るべき 相手 を 物色す。 此れ を與 へて 讀んで くれさうな 人と くれさう もな き 人 

と 大凡 は. 區 別し 得らる k 心地す。 前者 は靑 年と 老人に 多く 後者 は壯 年の 人に 多し。 

づ說は 一 つの C>edank;enexf>erim21t なり。 

颱風の 吹き荒れ 怒濤の 岸 を 打つ を 見て 心 n ら 快なる は破壤 を 喜ぶ 本能の 滿足 による か、 充實せ 3 


る 威力に 對 する 憧憬の 實 現によ るか。 

電車の 中に て 人々 の 顏色を 窺 ふ。 苦き 顏 暗き 顏 疲れたる 顔 腹立たしき 顏 凄き 顔 十 中の 八 九な り- 

嘗て 獨 逸に ありて 朝夕 電車に 乘る、 明るき 顔晴々 しき 顏 もしくは 何ともな き顏 過半 をい：： む。 生活 

問題 は 暫く 措きて 問 はす、 日本の 苦熱、 街路の 塵埃、 泥濘、 横に 降る 雨、 息苦しき i4i 風、 堅き 蒲 

^、 不潔なる 便所、 巾着 切の 横行、 物 貰の 訪問、 此れ だけで も 人の 顏は 苦くな り 暗くな り 凄くな 

るべ し。 

門番 は 横風に て 瘤に さはる ものな り。 此れ 其 職に 忠なるが 爲 なり。 

一夜 夢に 樓閣に 登る、 樓 上人な し。 服 前 一大 湖 あり、 其 水銀の 如し。 汀に 草 あり、 其 色.^ の 如 

し。 醒めて 心 落寞、 卽 ち滂沱 として 泣く。 

深き 古 井 を のぞきて リ— と 叫ぶべし。 中に 聲 ありて ヮ ー ンと答 ふべ し、 此れ 地の 底より 來る聲 
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にして 餘 韻の 消え去る 時 鬼 氣胸を 襲 ふべ し。 

鏡に 映れる は 我が 影に あらす。 我 ti 右衽 にして 彼 は左枉 なり。 我が 右 眉の 黑子は 彼の 左 の^に 

あり。 我が身 體 衣服 を 如何に すれば 彼と 同じくな るか を考へ 見るべし、 共 時 i た 間と いふ 問題に 逢 

着すべし。 

staatseillkcmmcH-stcucreirlschsitzungskosmissionsvorsitzs ョ er と レ J 一  字 あり ァ，' ファ 

V ッ トの數 五十 七 あり、 - H6syGzisakiLlckw;u-l)akudaizy6daizin に は 三十 三 あり 

子音の 多く 續 ける 人名に て は Hi 白き 1 あり、 日本の 9 など t21 對の 極端な り。 Jeutsehke, 

I-rzibl.am,  zilbrzcjo 

！.: の 邊り早 船と いふ もの あり、 交通 機關 として は 最も 遞 緩なる もの なれ 共 婦人な どの 徒歩す 3 

3 

るより は 場合により 早き 事 も あるべ し。 


近頃 腹立たしき は 粗製の マ ツチの 多き 事な り。 媒 雨の 降り 鑌く など. 濕 りて 用 をな さぬ もの 十 

中の 八 九な り、 或は 軸木の 尖端なる 發火藥 の 脆く こぼれ^つ る もの、 箱の 塗 薬の (伴！ ^力に！： K する 

もの、 强 ひて 發 火せ しめんと すれば 紙 は 破れて 箱 は バラ/ \- に 崩るべし。 軸木の 折れ 3,5 きもの、 

頭に 藥の附 き 居らぬ もの 幾 本 も-: 父り たるな どい づ れ か 忌々 しから ざらん。 それ 等 はま だし もな り、 

或は 發 火の 際爆發 的に.^ の 粉 を 飛 5:^ し 膝 を 焦し 指 端 を燒き 或は：^ H に灸 する 事 あり。 箱の 塗 薬が？ i 

れて 固着し 開き 難く 强 ひて 開く 拍子に 一時に 發 火して 大，^ 燒を 生ぜる 例 も あり。 此 様な：： § 物が 横 

行しても 世間で は餘り 苦情 を稱へ る 人 を 聞かす、 恐らく マ ッ チは此 様な ものと あきらめ W るに：^。 

此樣な 不愉快な 非科擧 的なる 物" W の 市場に 薆延 する は 一 っは.^|要者の罪なり。 ^かの 硏究 改良に 

よって 避け 得べき 不便な る に 公 に 小言 を 云 ふ 人の なき をよ き 事に して 製^!3業者 は 粗 製 を敢て 

し 不正の 利益 をト ：！ めお ると— か 思 は れす C 些細な 事 なれ ど 全國： ^の 文明の 程度 を 計る H  〈女 にもな 

る 事柄な り。 西洋の 事 は 知ら ざれ 共 恐らく 獨逸ゃ 英國で こんな マ ッ チ が.：^ 場に 生存し 得る 氣遣は 

なかるべし。 需耍 者が 粗製 を排 lit し 製造者が 科學 者に でも 少し 相^ すれば 霖. 响に濕 らぬ 位の 方法 

はいくら も あるべし。 或る 化學 者の 話に よれば 西洋で は.. てんな 事 は疾の 昔に いくら も W 究 して  >  あ 
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る 山な り。 マッチの ベ I バ ー を める 人 は 其 處等中 一 面に あれ ど マ ッ チ の 品質の 研究 をして 世間 

の： ぼ 意 を 促す 様な 科舉 的の 閑人 は 少しと 見 ゆ C 自分の 近頃 東京で 出會ふ マ ッ チ に は 一 つも 碌な も 

のな—」 此： 复逗 子に て 求めた る祌 A 良燧 社の 燕 印の だけ は 稍 役に立ちたり。 專賫： S の 煙草に 御 愛 

嬌に 添.；？ する 小形の マ ツチの 如き は粗恶 の最 なる ものに て あの 様な もの は 貰 はぬ 方が どの位 有難 

きか 分ら ぬ 位な り。 あ. れを賴 み にして 隱 袋な どに 入 れ雨； 大 に 外出し い ざ 必要と いふ 場合に 取 出し 

て 見れば 一 IT ヘラ の 箱の 中に 棘に つめた 數 十本の マ ッ チは^^んど何の役にも立たぬ事は常なり。 ョ 

本の 商"？ の 多くが もし 此マ ッ チと 同様なら ば： 求 艦 は何艘 ありても n 本の 將來 は覺 束な し。 

電車で 廣吿 の ビ ラ ^な ど 見 て ；：^ ると 隨分色 々 の 意匠 を 凝ら したの が ある C どうせ 模様 であるか 

ら どうで もよ いと 云 ふか も 知れぬ が 中には 餘り 物理 學を 無視した ものが あって 吾等の 服に は不都 

合に 見える のが 往々 ある」 例へば ベリ 力 ン の 嘴から- 出した 水が ィ ン キ壺に 落ちて るの を 見る 

と 水 は 初め！： らく は 凡そ 水平に 迸つ て 或る 處 からお に 下の 方へ 曲つ て 落ちて：：：？ る、 あれ はもう 少 

し拋物 線形に して 貰 ひ 度い、 共の 方が 自分 等に は 美的に 見える。 又 子 佻の 雜 誌の 插畫に 電車の 与 6 

に 動き 出して 乘容が i^z  i 方へ 傾いた 處を 描いた のが ある。 處が： 人 井から 下った 釣 革 を 見る と 人の 
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からだの 倾 きと 平行す る 様に 傾いて 居る。 これ は 間遠で ない 迄 も 却て 不自然で ある、 寧ろ 反對に 6 

傾かす のが 正當 である。 尤も 釣 革の 振動 週期 は 短 かいから 突撃の 起った 後の 或る 瞬間に はかう い 

ふ 形に ならぬ 車 も あるまい が畫 家の 招り はさう では あるまい。 

餘 りおいで 歩けば 早く 疲れる。 しかし 同じ 距離 を 餘り遲 く 歩いても 却て 草臥れる、 丁度 或る 適 

當な 速度で 歩く のが 一 番樂 である。 此れ は 何故で あらう。 餘り 急いだり 無理に 遲く 歩かう とする 

に は 精； t に斷 えす 或る 仕事 をさせる の も 一 つの 原因で あらう、 又 自分の 力の 極限 迄 骨折って 筋力 

の 過度の 消費 を すれば 疲れる の は當り 前と して、 遲く 歩く と 草臥れる の は 何故か。 同じ 距離 を遲 

く 歩けば 歩行す る 時間が それだけ 長くなる。 長く 立って 居る とい ふ 事 自身が 疲勞の 一 つの 原因に 

なり 得る とすれば 其爲 にも 遲行は 骨が折れる 譯 である。 しかし それだけの 事で あらう か。 歩行 運 

動 は 一 種の 週期 的 板 動で ある 以上 は 恐らく は 其の 固有の 週期が あって 此の 週期で 歩けば  一^ 筋. E 

を勞 せす 經_€ 的に 歩行が 出来る ので はないだら うか。 音樂の 拍子に sldslte とい ふの は 歩行の 

速さで ある。 矢張り 此處ら が 適當な 速度で あらう。 もし さう だとす ると 矢張り 短 身の 人 は 長身の 

人に 比して 歩^ を 幾分 早くし なければ ならぬ 害で ある。 若しも 週期が 身長の 平方根に 比例し 一 歩 
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の R さは 身長に 比例す ると すれば どうで あらう、 長身 の 人と 短 身 の 人 とが 最も 適 當な阁 有 速度 で 

歩いて 居る 時 どちらが 早いだら うか。  -. 

卽ち 矢張り 長身の 人が 早い、 そして 了 割高い 人 は 五分 程 早い事になる。 天种 棒で 荷物 を撸 へば 

身體と 荷物と で 出来た 一 つの 系の 固有 振動が ある 譯 である、 其 場合に もし 此の 週期と 適當に 調子 

を 合 はさなかったら 餘 計に 筋肉 を勞 せなければ ならぬ 事 は 勿論で ある。 しかし C 身の 身體 もつ ま 

り 自分の 荷物 だと 考 へれば 矢張り 理窟 は 同じ 事で は あるまい か。 

先生が 生徒に 勉強せ よと いふ。 生徒 も勉强 したいと 思 ふが どうも 勉強が 出来ぬ。 怠惰で 意志が 

薄弱な 爲に 勉強の 出来ぬ の も 多い が、 义 どうす るが 勉強 かとい ふ 事が 解らぬ 場合が 少 くない。 本 

を讀む の みが 强ち 勉强 では な い 本 を讀ん だば かりで 學 者に なれる もの なら 活版屋 の 植字 ェは大 

學者 で あ る ベ き 害 で あ る 。 


327 


十七 

子供 一 一人 濱邊に 美しき 貝 を 拾 ふ。 甲 は 從容脇 nr も ふらす 瞬く間に 美しく 珍しき 貝 を 得て 籠に 充 

つ。 乙 は 左顧右眄して 徒に 眼 を 見張り ザの 美しき もの を 得る 毎に 此れ を 羨み 見て 更に 眼 を 砂上に 

^ら す、 得る 所 だ 少し。 

昔の 科 SH^ の實驗 と 云へ ば^ん ど 皆 個人の 私邸の 一宝であった。 十九 世紀 初の 有名な 化學者 

Berzelhis は臺 所を實 驗->： にあて、 炊事と 實驗と を 兼帶で やって 居た。 Newton が 白光の 分散 を 

赏驗 したの も Cambridge の自 ，；}v> であった。 今日で は あらゆる 擧校 研究所に 立派な 實驗窒 が 出來 

て 結構な ことで あるが、 餘り 便利に なり 過ぎた 爲に 立派な 實驗 {11- がなくて は 如何なる 研究 も 不可 
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能な 榇に考 へ る 傾が ある。 今 n でも 氣象 などに 關 した 研究に は 立派に 自宅の 二階で 出来る やうな 

種類の 事 も 珍しくない、 物理の 實驗 でも 種類に よって は 自宅で 充分に 出來 るので ある。 立派な 設 

備 があって も 研究心の ない 人ば かり-では 何事 も 出来ない。 研究す きな 山中の 中 學校敎 員 H ル スタ 

1 . ガイテルが 〈4i 中に 於け る 荷電の 分散 を 研究して 輓近 科學に 重要な 貢獻 をした の は 近頃の 事で 

ある。 

或る 若い 繒 かきが 著名な 人の 竹 像 を 描いて 大層よ く出來 たとい ふ 評判であった。 其擒を かき 上 

げる 迄に 二十日 程 か、 つた。 或る 十：： 典 派の. 老畫 家が 此れ を 聞いて 笑った。 「あの 畫家 はま だ觜具 

を- -父ぜ る 事 も 充分に 分らない、 それで そんなに、 水く か、 つたの だら う。 自分なら 三日で かいて 見 

せる 一 と 云った。 しかし 其檎は 文展で 特選の 榮を撸 つたので ある。 

繪 具の 交ぜ 方が 分らぬ 處が债 使で ある C 此れが 分って 型に 入つ てし まへば もうお しま ひだと 思 

ふ。 御定まりの 色 だけつ かふの なら 三日で も かけよう。 t ぉ眞を 見た だけで pcrtrilit が 出 來る譯 

であらう。 
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Hydrogen  peroxide の 瓶が ある、 一 ボンドが …… である。 H ち は ロハで 買へ る、 。も 亦 口 

ハ である。 そ なら H,p の價は 何の 惯だ らう。 しかしく 考 へて 見る と、 何でも ：！： じ 事になる 

物 "赏 は 無代 惯で energy が 金になる の だら う。 
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十八 

自然 の 色彩 に對 する 感 覺は输 から 敎 はった。 子供の 時分 に 買った 西洋の 色 石版 畫 の 森の 緣 から 

木の葉の の 無限の 變 化と 錯 餘を敎 はった。 それから は 高 知 公 困の 杉の 木立のお が 非常に 美しく 

見え 出した、 殊に夂-\の北山の霜枯れの<^の中に名狀の出來ぬ程複雜に美しぃ.^^の シ ンホ  一一 I を眺 

め暮 した。 三十 餘 年後の 今日 畫を かき 始めてから 强ぃ外 光の 陰影に 搖鬼 する 深い 紫色 を H の當り 

に 認識す る 事 を 得た。 (. 大正 八 a^. ヘリ 十六 =) 

斷 m 丸お 生が 足 尾 銅山から よこした 输ハ ガキに 「足 尾の 主な 仕事 は カスの 始末 だと 感じた」 と あ 

パ るし ^の 巾の 让事も カスの 始末が 大分 多い やうで ある。 否 殆んど 全部が カスの 始來 かも 知れない。 3 


埶：， を 機 杖 H ネル ギ— に變 する 際に は 必らす 若 干 の 熱 は 役 に 立た すに 低溫度 に 移らな けに， まなら 

ぬ。 如何なる 食物で も 少しも 粪便を 生ぜす に攝 取され る 事 は 出来ない。 考 へて 見る となるべく 多 

く 力 スを 排出 するとい ふ 率が 人 問の^ 極 的な 仕事な のか も 知れない。 力 ス のない 事ば かり 氣 にし 

て W る 入 は 終に 生顾 なんにも しないで： lig る 外 は あるまい。 (大！ i 八 年へ" 十六：：！) 

近代の 凡ての 输畫 (東洋 畫も 込めて) は 一度 一 つの 焦點に 集合し それから 放散して おる やうに 

H 几え る。 其せ は 卽ち. Cezanne と Gog-h である。 Stray  light はな 事 は.， よいが。 

^で： て 極めて 簡？ 3- で畫 にかいて^ 外， M 雜 になる もの、 例へば {f.: 內ゃ靜 物の やうな 物 は 描き タカ 

く禁 を牧め い。 此れに：：^ して^で 見て 極め て複雜 で 描く 時 に は簡單 化しな けれ、. ならな ハ 物 

は. パか— い、 例へば 樹葉雜 草の 群の やうな ものである。 (大！ 八 年 九 =; 七 口.) 

山 を 描いた！^ は 多い が淺 間の 檎は 少ない C しかし 實 際は淺 間の 方が 遙に 翁に なり 0 ^い。 


332 


片斷 


自分の 持つ て 居る 定規に 合 ふやう に 人を强 ひる 事 を 親切と 心得て おる 人が ある。 かう いふ 人の 

定規 は 不思議に 曲って るの が 多い。 

同情 のない 親切と 同情 の ある 不親切 —— 自分 は 糊の 硬くない 浴衣 の 方が い、。 

或る 問題に 對 して 「ド ー デ モイ、」 と 云 ふ 解決法の ある 事に 氣の 付かぬ 人が ある。 何事で も 唯 

一 つし か 正しい 道がない と 思って おる からで ある。 

「ド ー デ モイ、」 とい ふ 事は必 しも 無責任と いふ 事 を 意味す るので はない。 

相ガ； に對 して 動きつ、 ある 二つの 系の カ學の 矛盾 は相對 率に よって 解決され た。 異る 人生き を 

有する 人間の 間の 融和 は 愛と 同情に よる 外 はない。 

常識と いふ 言葉の 內容は 此れ を 用 ゆる 人々 によって 悉くち がつ て る。 換ず すれば、 人の 事 を 

「常識が ある」 とか 「ない」 とかい ふの は 自分と 似て 居る か 居ない かとい ふ 意味に 了解 すれば い 

レ 0  -  .  . 
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A が B を 評して 「彼 は氣 取って 居る」 とい ふ 場合に は 次の やうに 解釋 すれば い、」 卽ち 「彼 は 

自分と ちがった 氣 取り 方 をして 居る」 と。 本 當に氣 取らない 人 は 人の 氣取 ると いふ 事 を 感じない。 

Pride を 持たぬ 人 程 厄介な もの はない。 幸に 大多数の 人 は 此れ を 持って 115 る。 

物事に 對 して 「ッ マラ ナイ」 と 云 ふの は 「自分 は 其 物事の 中に ッ マル 或 物を發 見す る 能力 を 持 

たない」 と 自白す るに：^ ぎない。 

人格の 高い と 田， 4 やうな 人の 口から 「人格」 とい ふ 言葉 を 聞く 事 は 甚だ 稀で ある。 

「邪道」 とい ふ 言葉 は 頭腦の 古い 人が 新しい 人の 捉 へた 眞理に 名 づける ものである。 
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十九 

述 句の 附 句の 妙 諦は. M 己 を 捨て 、€: 已を 活かす 事で ある。 前 句の 世界に 身 を 沈めて 其 底から 何 

物 か を 摑んで 浮上って 來 ると 自分の 世界が 開けて 居る。 

前 句の 表面に 現 はれた もの だけから 思 ひ 付い た 考を何 處迄も 執着す るので は 到- M い、 附句は 出 

来ない。 

前 句が 假令 まづ くても 平凡で も、 それに 付ける 附方 次第で 前 句が ぐっと 活 きて 立って 來る。 

此れ は 前 句が どんな もので も 其 句の 底に は 色々 な 可能性が 包まれて 居る、 それ を 見付け出す のが 

斷 仕事で ある。 併し それ をす るに は 矢 張 前 句に 充分な 理解がなければ ならない。 

片 叉 前 句 をつ けた 人の 心 持に 同情がなければ ならない。 此れが 出来る 爲には 矢 張 人間が 出来て 居 
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なければ 駄 H である。 

大正 十五 年 九月 四日 暴風-ぬ。 庭の 樱の樹 がー 本 折れた。 此れ は 今年の 春 藤 をから ませ、 その 

葉が 大變に 茂って 居た ので 風壓が 過大に なり、 ^の彈 性 極限 を 超過した ものと 思 はれる。 

此れで 見ても 樹木な どの 枝葉の 量と 樹轮の 大きさな どが 如何にう まく 釣合って 無駄が なく 出來 

て 居る か よく 分る。 それ を 無理な 事 をす る もの だから 少しの 暴風 でも 折れて しま ふので ある。 

遯原 などの 景色 は實に 美しい が、 馴れない せゐ か、 かう いふ 山水の 中へ 行く と. E 然に壓 迫 せら 

れる やうで 輕ぃ腦 貧血 を 感じ メラ ンコ リツ ク になる。 霞が 浦の 飛行場の やうな 廣ぃ處 へ 行っても 

同様で ある。 丸 一 日 も 居れば なれて しま ふだら うが 行った 當座は ひどく 氣が 沈む。 

山の 穴. j 氣の 肌觸り はどうしても 平地のと ちが ふ、 同じ 涼し さで も何處 かちが つた 處が ある。 此 

れには 色々 の 原因が ある だら うが、 事によると 山の 方で は溫度 分布が 粗い 粒狀 をな して K て、 そ 

れで 皮膚に 特別の 刺戟 を與 へる ので はない かとい ふ 想像が 起される。 もし さう だと すれば 微細な 
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thonllcjlll-.tlon 力 resistance  thorm-moter と .^^w.^cra. や， ilvnuoinetcr で ：x も 使って 此れ を實 

驗 する 事が 出来る だら うと 思 ふ。 

反對に 物理的 療法. "どで 皮膚に 熱い. 水滴と 冷い 水滴と を 混じて 吹きつけて 刺 战を與 へ、 それが 

如何なる 效果 を 及ぼす かを驗 して 見る の も 面白く はない かとい ふ 空想 も 起される。 

三毛が 死んで 數 日の 後 鹽原鹽 の 湯 明 賀屋で 三毛と 同じ やうな 斑點を もった 猫が 居た。 始めて 見 

た 時 は 毛色と 眼の 色が 似て 居る だけで、 顔 付 は 少しも 似て 居ない、 厭な 顔 だと 思って 居た。 しか 

し 見馴れて 来れば 来る 程、 其 顔が 段々 三毛に 似て 來 てし まひに は 全く 同じ やうに 見えて 来た。 此 

れは 前の 印象が 段々 新しい もの、 方に 移り 變 つて 行く せゐ か、 それとも 新しい もの、 中から 古い 

ものに 似た 點 だけ を 抽出し、 似ない ものに 對 して 盲目になる のか、 どっち だか 分らない。 

同じ やうな 事が もう 一 つ ある。 

松 本の 博芳を 森の 人々 は貞 子に そっくり だとい ふ。 併し 自分が 見る と 何 處が貞 子に 似て 居る か 

分らない。 其 代り 博 通に も 又 壬五郞 氏に もよ く 似た 處が あると 思 はれる。 さう して 見る と、 自分 

に familiar な もの を 定規に して それから 少しで も deviate した 點 だけ を 認識す る もので あるか 
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も 知れない。 

して 見る と 猫の 場合に も、 始め 一見した 時には deviation だけ を 識し、 段々 見て 居る 中に 其 

定規の norm が はっきり 見えて 來 るの かも 知れない。 

もう 一 つ 似よ つた 事が ある。 

T と K と は 同じ 理畢 者で、 廣ぃ 世人と 比較す ると 二人 隨分 よく 似た 處が ある。 よく いろんな 人 

力 二人 を？ お 同す る。 しかし K は T と 自分の 差異の 點を exaggerate して 見て 二人 正反^の id 格 だ 

と 思 ひ 又 さう 人に も 話して 居る。 

餘り 頭の い、 人 は 研究家 思索 家に はなれない。 六 かしい 事が すぐよ く 分る もの だから、 つい 本 

當は 分らない 事 迄 も 分って しま ふ。 頭の惡 いもの は 分らない 事 だらけ だから、 考 へて 居る うちに 

本當に 分らない 事 を 分らせる 可能性が ある。 頭が よくて imagination の豐 富な ものが 結局 一番 

い、 仕事が 出来る だら う。 

讀書の 方法に 就いて 學 生から 聞かれる 事が ある。 自分の 答 は 「精讀 せよ 濫讀 4- よ」 と  <； ふので 
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ある。 少數の 良書 を 精讀し 深く 考へ るの は 自分の 考の 筋骨と なる 系統 を 立てる に 必要で ある。 雜 

書 を濫讀 する の は 此の 骨に 肉 を 付け 又 hints を 得る のに 必耍 である。 此れに は 如何なる 愚 書 も 有 

签 であり 得る。  ノ 

物理 舉は. inl 然界 にどれ だけ 分らない 事が あるか を 學ぶ學 問で ある。 自然界が 分らぬ 事 だらけに 

なった 時に その 人の 物理 は 少し 進んで ゐる。 

中等 教科書 の 物理 舉は噓 で 固めた ものである C 本當は 分らたい 事 をち やん と 分った やうな 顏を 

して 蚩 曰いて あるの だから。 

{R 分 は 暑い 日と 寒い 日ば かりで 暑く も 寒く もない 日がない。 浴衣の 終る 時 はすぐ メリャ ス の 

シャ ッに 羽織が 必要になる。 調節の range が zero に 近い。 II  I 
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時 

記 
新 


註 新 記 時 歳 


稻 妻 

晴れた 夜 地平線 上の 本； が 光る の をい ふ。 獨逸 では 此れ を wetterlgchtell とい ふ。 虚 子の 句 

に 「一角に 稻妻 光る 星月夜」 と ある。 說 文に in く電は 陰陽の 激瞰 するな りと はちと 瞹味 であるが 

要するに 陰陽の 空中 電氣が 相 合する 時に 發 する 光で ある。 遠方の 雷に 伴 ふ 電光が 空 に 映る の だが 

雷鳴の 音 は 距離が 遠い のと 穴 S 氣の溫 度 分布の 工合で 聞えぬ ので ある。 稻 妻の びかり とする 時間 は 

一 秒の 百 萬 分 一 とい ふ 短時間で 此れに 照して 見れば 砲丸で も 止って 見える。 餘り 時間が 短い から 

左程 强く 目に は 感ぜぬ が其實 月の 光な どに 比べて は 比較に ならぬ 程强ぃ 光で ある。 時として は 天 

の眞 上で 稻光 がして 矢 張 音の 聞えぬ 事が ある、 此れ はブラシ 放電と 名け る 現象で 此 時の 光の 色 を 3 


分析して 見る と齊 通の 電光と ちが ふ 事が 分る。 稻 妻が 光る 度に 稻が千 石づ. -實 ると いふ 云 ひ 傅へ 

が あるが、 どうい ふ處 から 割り出し たもので あらう。 近頃 海外で は 農 藝に電 氣を應 用す る 事が 漸 

く 盛に ならう として 居る から 稻 妻の 傅 說と何 か 故事つ けが 出来さう である。 

(明治 n い 一 年 九 w 十二 口、 東京 朝日 新聞) 
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註 新 記 時 歳 


二 

一 葉 

淮南 子に は 一葉 落而 天下 知 秋と あるが、 梳物舉 者に 聞いて 見る と、 木の葉が 夏 過ぎて 落ち 散る 

の は 葉柄の 根元の 處に コ ル ク 質の 薄い 層が 出来て 其處 だけ 脆くなる から 少しの 風に でも 誘 はれて 

天下の 秋 を 示す もの ださう だ。 叉 或 人の 話に よると、 落葉樹の 葉の 中で 遲く發 育した のが まだ 十 

分 成熟し ない 內に 早い 霜に 痛んで しま ふと、 それき り發 育が 止まって、 コルク！ の 出来る 間が な 

く、 梢に 枯れた ま、 淋しい 趣 を 見せる とい ふ 事で ある。 (明治 S 十一 九 W 十六 n  、束 や. 朝 n 新閗) 
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-: 收 地上の 草木 土石が 冷えて i4l 氣 よりも 冷くなる と 穴 S 氣 中の 濕氣が 持ち切れ なくなって 露と 結ぶ _ 

地面 は 晝問溫 かい 太陽に 向って 九 千 三百 萬哩の 彼方から 來る 光熱 を 浴びて 居る が 夜になる と 冷い 

死灰の 様な 宇 の染に 向き 變 つてし まふ。 すると 晝間 折角 太陽から 貰った 溫 熱の 大部分 は 人の 知 

らぬ 間に 音 もな く 地面から 拔け 出して 虛 {4! へ 逃げて 行く。 一 秒 時間に 十八 萬 六千哩 とい ふ 驚く ベ 

き 速度で 逃げ出す と、 もう 未来永劫 再び 我が 地球へ は歸 つて 来ぬ。 よく 晴れた 夜に は 地面 は 赤裸 

で 天 體の 寒さに 曝される やうな もの だから 餘計 によく 冷える。 こんな 晚には 露が 多い。 しかし 雲 

が あれば 丁度 地面に 物 を 着せた 様な わけで 熱の 放散が 少ぃ、 それ だから 露が 少ぃ。 又 風が ある 


irt 新 記 時. 歳 


と地面の冷ぇょぅとするのを始終穴.^氣が.撫で 、行くから空氣ょりも著るしく冷ぇる間がなぃ。 そ 

れ だから 風の ない 雲の ない そして 濕氣の 多い 晩に 露が 多い 譯 である。 又 物に よって 熱の 逃げ 易い 

ものと 逃げに くいものと ある。 草木の 葉 や 土石 藁の 様な もの は 冷え 易い から 露 も 多くつ くが、 光 

つた 金屬 例へば 金盥な ど は 冷えに くいから 露 も 付きに くい。 熱帶 地方で は 露の 夥しく 降る 處がぁ 

る。 アフリカの コ ンゴ ー 河口に 近い 海岸で 一 夜に 降る 露の 量 は 地面 を 一 分 程の 深さに 蔽 ふに 足る 

とい ふ。 (明治 四 十  一 ¥ 九月 十七 =、 東京 朝日 新閉) 
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古書に は 「鳩 をと ると て 手 を 合せて 鳩の 聲の やうに ふきなら すなり」 と ある。 丁度 フラスコの 

口に 斜に 呼氣を 吹き付ける 時に 出る 音と 同じ 譯で、 兩 掌の 間の 洞內 の空氣 が 振動して 音 を 出す 

ので ある。 此 種類の もので は 其 音の 調子 は 洞が 狭くて 口の 穴の 廣ぃ程 高くなる。 唸り 獨樂の 音 

など も 同じ 樣な 例で ある C 又 栗の 實に 小さい 穴 を 芽つ て 中 實を掘 出し 穴から 長い 絲を 出し 其絲の 

端 を もって 栗の 殼を 烈しく 振り 廻す と 音 を 出す が あれ も同理 である。 此 種類の もの は 大抵 ゥ 行に 

近い 音 を 出す。 人間の 聲 でも ゥ 行の ぎ を 出す に は 口 を狹く 突き出さねば ならぬ。 「吹く」 と 云 ふ 

言葉 も頓を 膨らし 口 を すぼめた 時に 出る 聲 から 起った もので あらう。 

(明治 四十 一 年 九月 二十 五 R、 東京 朝 01 新聞) 


註 新 旨 d 咔歳 


五 

秋 分 

昨日 迄 北半球の 上に 照って 居た 太陽が 將に 南半球へ 越えん として 丁度 赤道の 眞 上に 来る日で あ 

る。 此日 我が 皇室で は 皇靈祭 を 行 はせられ る。 怫敎 では 彼岸の 中日 時 正の 日で、 一切の 諸佛 三世 

の 諸 尊 及 無 數萬億 菩薩 說法 して 衆生に 樂 みを與 ふとい ふので 春分の 時と 同様 阿 彌陀詣 など をす る。 

昔 埃 及の 天文 學者は 地上に 環 を 立て、 北極星に 面せし めて 置き、 環の 影が 丁度 一 直線になる n を 

lnl^ て 春分 秋分 を 定め、 此れ を 基と して 曆を 定めた とい ふ 事で、 其 時の 環が 今日で も ァレキ サンド 

リアの 博物館に 保存して ある。 此 日は晝 夜長 短 相 同じで 此れから 段々 夜長になる。 すっと 昔 十二 

宮を 定めた 頃に は 秋分の日 地球から 太陽 を 望 &felKifi 痤. に當 つた， の， で 秋， 分.^, ルっヒ 太 BKt,  is 


ふ呂に 入る と 云って 25 たが、 今から 一 一千 年 前 希 職の ヒッ パ ー カス は晝夜 平分の 日に 太陽が 天球の 上 g 

に 見える 位置 卽ち 秋分 點は 少し づ& 西の方へ 變 つて 行く とい ふ 事 を發見 した。 今日で は 秋分の 太 

隐は處 女 {ほ の 西の は づれに 近い 處迄 動いて 來た、 從 つて もとは 同名の 星座に 配して あった 十一 H 呂 

は 同名の 星座と 合 はなくな つて 来たので ある。 秋分 點 或は 春分 點 が：. K を 一 廻りして 舊 位に 歸る迄 

に は 一 一 萬 五六 千年の 星霜 を經 ねばならぬ。 今から 一 萬 一 ニニ 千年の 子孫の 世に は 北極 はとんで もな 

い 天の河の は づれを 向いて、 七夕の 星が 春 見える やうな 事になる。 此 んな變 化の 起る 譯は 地球の 

自轉の 軸が 獨樂の 軸と 同じ やうに 徐 々 に 味 i« 招り 運動 を やる 爲 である。 

(朋治 H: 十  一 九 =c 二十 六 n、 東京 朝日 新聞) 


註 新 記時歲 


霧の 出来 方に は 色々 ある" 夜 地面に 近い 空氣が 段々 に 冷えて 來る爲 に 水 蒸氣が 細かい 滴に なつ 

て 空中に 浮游 すれば 卽ち 霧で ある。 又濕 氣を帶 びた？ J かい 風が 森 や 山腹の 冷い 處に 觸れる 場合 や 

黑 潮と 親潮が 出會 うて 溫 かい 空 氣と 冷い. S 氣が 混す る 場合な どに も 起る。 いづれ にしても {4.: 中の 

水 蒸氣が 凝って 水滴と なった もので 實 質に 於て は 雲と 少しも 異 つて 居らぬ。 此 滴が 大きく なれば 

雨で ある。 霧の 滴の 大 さは 色々 あるが 直徑 大凡 一分の 百 分 一位の もので 一滴 毎に 凝結の 中心と な 

るべき 核 を もって 居る。 此核 となる もの は 極微な 塵埃 や 又 物理 擧 者が ィォ ン と稱へ て顯微 鏡で も 

見えぬ しか. も 其れ/ \電 氣を帶 びた 微分 子で ある。 滴が 餘り 細かい から 〈4j 氣の 摩擦に 支 へられて 


容3^に地に落ちす{〈>^中に浮かんで居る。 野 山の 霧 は 消え 易い に反して 市街の 霧が 消散し 難いの は 

水滴の 核になる 塵の 差違から 起る とい ふ 事で ある。 霧で 有名な は Q ン ドンで、 石炭 や 煤の 粉 交り 

だから 特別な 不快な 色 をして 居る。 そして 此霧は 市の 上に 限られて 少し 市外へ 出れば 無くなる。 

つまり 市中の 工場 や 住家から 立 # る 煙が 霧の 核 を 多量に 供給して 居る 爲 であらう。 此霧を 散らせ 

る爲に 大砲な どを發 火して 試驗 をして 居る。 市街の 煤煙と 同様に 火山の 煙 も 霧の 發生を 助ける も 

ので ある。 もう 一 つ 霧で 有名な の は 一一 ュ 1 ソァゥ ン ドラ ンド島 の 近海で、 此處は 暖流と 寒流の 出 

會ふ爲 に 春から； 复へ かけて は 霧が 深くて 航海が 危險 である。 三十 七 八 年の 戰 役に 我が 艦隊 を惱ま 

した 濛氣 も此從 兄弟の やうな もので あらう。 又 船乘の 恐れる 海坊主と いふの は 霧の 濃い かたまり 

だとい ふ說が ある。 兎に角 霧 は 航海に は 厄介な もので、 此 障害 を 防ぐ 爲に 霧笛、 霧 砲な ど、 いふ 

ものが 色々 工夫され た。 (明治 四十 一年 九月 三十：；！、 朿京朝 日 新聞) 
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註 新 記 時 歳 


七 

霧の 海 

野原に 下りた 霧の 渺々 として 海の 如く 見 ゆる をい ふ。 獨 逸に は 此れに 相當 して Nebelmeel. と 

いふ 字が ある。 佛國 でも une lir  tie  brouillard とい ふ 語が ある。 

霧 ■ の 笆 

霧 は 「切り 一 で、 立ち 切る 意な りとの 說が ある。 霧が 物 を 障ぎ る 事 は 東西 を 通じて 詩に も 歌に 

もい ろ に 云 ひ 現されて 居る が、 或 學者は 霧が 視界 を 障ぎ る 距離 を 詳しく 調べて 見た。 其 人の 

說 によれば 視力の 及ぶ 距離 は 霧の 滴の 直徑に 比例し、 空氣の 一定 容積 中に 含まる、 水の 量に 反比 お 


例す る。 早くい へば 霧が 細かくて 濃い 程遠く が 見えぬ ので ある。 先づ 普通 山中な どで 出會ふ 霧で M 

は 百 歩の 外 は 見えぬ ものと 思へば よい。 英語に 「霧の 堤」 とい ふ 語が あるが、 此れ は 障ぎ ると い 

ふ 意味より は 寧ろ 海上な どで 霧が 水平線に 堤の 様に 下りて 陸と 見 違へ る やうな の をい ふさう であ 

る. -  . 

霧の 香 

古書に は 一 霧に.：？ ひの ある ものな り 云々」 と あるが 水滴 許りで は 香の ある 害 はない。 按， f るに. 

霧の 凝結す る 核と なる 堪埃 中にはい ろ. /(\ 香 や 臭の ある もの もあって 此れが 鼻感を 刺戟す る 場合 

が あるので さう 云った もので は あるまい か。 實際松 山の 霧 は 松の 香が I て.^ 山の 霧 は硫黃 臭い。 

しかし 「霧 不斷 の,^ をた く」 とい ふの は 香煙に 見立てた 服の 感じで 鼻の 感じで は あるまい。 

.  r 明治 四十 一 年 卜；^  一  ：w、 東京 朝 H 新聞) 


註 新 記 時 歳 


八 

. 火桶、 火鉢 

金屬ゃ 陶器の は 火 を 入れる と 周圍が 熱くて 觸 はれなくなる が 木製の だと そんな 事 はない C 此れ 

はつ まり 金 馬 陶器 木材 等の 傅 熱 率の 大小に よる C 此の 三者の 內で 木材が 一番 熱 を 傳へ悪 いから 假 

令 內側は 焦る 程 埶-; くな つても 外 迄 は 熱が 屈かぬ ので ある。 灰に は 石灰 や 土 灰 を も 用 ひるが 普通 は 

藁灰で ある。 藁 を 燃した 屑に はま だ 大分に 炭素が 殘 つて 黑ぃ色 をして 居る が 火鉢に 入れて おくと 

此の 灰 は 段々 に 燃えて 灰ば かり 殘 る。 灰の 成分 は 主に 種々 の 輕金屬 の 酸化物で、 就中 水に 溶ける 

分 は 強い アルカリ性で 所謂 灰汁になる。 灰の 火鉢に 於け る效用 は强ぃ 炭火 を 容器に 密接 させぬ 事 

や 炭 をのせ る臺 になる 事の！^ に、 炭が 急に 燃える の を 防ぎ、 又 熱の 直接に 〈4^ 氣へ 放散す るの を 一 
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部 其 中に 貯 へて 置く 事で ある。 炭の 活け 方に は 色々 あるが、 要するに 炭 を 並べて 眞 中に 縦穴 を 作 g 

り 穴の 下の 方に 横穴 を 作れば 全體が 丁度 スト ー ヴの 煙突と 同じ 作用 をして 空氣の 流通 を 促し 炭の 

燃える の を 助ける 譯 になる。 炭火から 出る 炭酸 瓦斯 は 熱した. 1 "^氣 と 一 緒に 天井へ 上り 障子の 紙 を 

して 外へ 出る から 日本の 家屋で はさう 恐ろしい 害 はない。 叉 炭火の 中で 炭酸 瓦斯が 還元して 一 

酸化炭素と いふ 恐ろしい 毒 瓦斯 を 作る 事 は あるが、 此れ は 大抵 靑い焰 を 上げて 燃えて しま ふ。 

( 明治 四十 一年 卜 ； = ^トー HI、 東京 朝日 新聞 ) 


註 新 記時歲 


九 


炭 


木 村 を蒸燒 にす ると 大抵の 有 撵物は 分解して 一部 は-丸 斯 になって 逃げ出し、 つたの は 純粹な 

炭素と 灰分と が 主な ものである、 此れが 卽ち 木炭で ある。 質の 粗密に よって 或は 燃え 切り タカい の 

も あれば、 燃えに く、 消え 易 いのも ある。 いづれ も內 部に は 無數な 細かい 穴が あって 其 間に 多量 

の 瓦斯 を吸收 する 性質が ある、 炭が 臭氣 止めに 使 はれる の は 此の 爲 である。 近頃 檳榔 子の 炭 を 使 

つ て 極寒 迄 冷した 空 氣を吸 はせ 眞空を 作る 事も發 明され た。 又 炭 は 溶液の 中に ある 有機 性の 色素 

を咴收 する 性質が ある、 殊に 獸炭 或は 骨炭が 此れに 適して 居る ので 砂糖の 色 を拔く 事な どに 使 は 

れる。 コ，' タス は 石炭 を蒸燒 にした 炭 だ、 火. 力が 強いが 燃えつ きにくい。 近 来電 氣の應 用が 盛 


なる につれ て 色々 の 事に 炭 を 使 ふ、 白埶 t 燈の 細い 線 も 炭、 ァ ー ク燈の 中の X る榨も 炭て ある 

； m 話 機の 受話 口の 屮の 最も 要用な もの は 炭で こしら へた 丸薬の 様な ものである。 

S 炭 

小枝に 石灰 を 塗って 燒 いた 炭で ある。 黑ぃ 炭の 中に-: 父 ぜて炭 取 を 飾り 爐の中 を 飾る" 燒け ると 

眞 白に 光って 美しい。 瓦斯の 焰を 石灰に 吹きつけて 光らせる の は. ドラモンド 燈 であるが、 白 炭の 

强ぃ光 を 喜んだ 昔の 人 は 偶然に 一 種の ドラ モ ンド燈 を 知つ て 居た 譯 である。 

M 火 

炭火 を 灰で 坪 めれば 敌 の 供給が 乏しくなる から 燃えに く" なって-水く 保って 居る。 し 力 t 終 

に は 盤え てし まふの は it^ 氣が少 しづ 、 屮を 流. 通し て る證據で ある。 

(明； ^四 十  一 个  一 n いべ ：=、 束"： 朝 H 新聞) 
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話 

の 

種 


種の 話 


1 

給仕 人 は電氣 

今春 米國モ ンタナ の 工科 大學で 卒業生の 爲に 祝宴 を 開いた 時、 ボ ー ィの 代りに 電氣を 使って 御 

馳走した。 一列に 並べた 食卓の 眞中^ 二 條のレ ー ルを据 ゑ 付け、 此上を 御馳走 を滿 載した 可愛ら 

しい 電車. が徐々 と 進行す る。 卓の 兩 側に 陣取った 御客様の 前に 来る 毎に、 宜しく 召 上れと 停車す 

る。 此 給仕 車の 進退 を 食卓の 片隅で やって 居た 主人役 は、 其學 校の 敎授某 先生で あつたと 云 ふ 話 

である。 

磁石に 感ぜぬ 鐵の 合金 
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一 に 一 を 加へ て 一 一になる の は 當り前 だが、 .：： い 物と. S い 物 を 合せれば 必す しも 白くなる と 限ら 2 

6 

ぬ。 合金な どの 性質 も 一般に 其 組成 金 屬 の 性質から 推して 知られぬ 妙な 事が ある。 例へば 並" 通 金 

屬 中で 最も 磁石に 感じ 易い もの は鐵と ニッケル だが、 不思議な 事に は鐵を 七十 七、 ニッケル を 二 

十三の 割合に 交ぜて 作った 合金 は常溫 では 殆んど 磁石に 感じない。 ハ ィ カラ 同志が 結婚して 急に 

帶 染みた と 云ふ譯 でも あるまい が、 兎に角 此不 田^ 議な 合金 を 航海の 方に 應用 する 事に なった。 

一 體近來 の 汽船に は鐵を 多量に 使用す る爲 動もすれば 船體の 鐵材が 船の 生命. li 羅針盤の 磁石に 

感じて 多少の 誤差 を 起させる。 されば と 云って 鐵の 代りに 他の 金 屬を用 ひて は 高くなる。 此 にに 

は 前述の 二十 三プ a セント ニッケ ル鋼を 羅針盤の 近傍 必要の 箇所に 使ったら よいと 云 ふので、 n 

下ブ レメ ンで 新造 巾の 船に は 此れ を 採用す る 害に なって 居る。 

(明 治 SI 十； や 九：：：； 三 =、 柬" M 朝 = 新聞) 


種の 話 


罪人 を發 兄す る 器械 

近頃 サイコ メ ー タ— 卽ち測 心 器と でも 名くべき 器械 を 作った 人が ある C 其 人の 說 によると、 人 

體に 適度な 弱い 電流 を 通し、 此れ を 鋭敏な 電流計に 接 核して 置く と、 其 人の 心の 狀態 によって 電 

流の 強さが 變り 電流計に 感じる。 非常に 驚いたり、 又 恐れたり、 著しい 心の 劇 動が あると、 其爲 

に 筋肉 や 血行に 急變を 起し、 卽 座に 電流が 變 るから 電流計の 鏡が 著しく 動く。 此事を 利用して ® 

罪 嫌疑者の 審問に 使 はう と 云 ふの が 所謂 測 心 器の 目的で ある さうな。 先づ 嫌疑者の 雨の 手に 器械 

の 電極 をシッ カリ 握らせて 置いて、 色々 の 問 を 掛ける、 其 內にギ ックリ 胸に こたへ る 事が あると 

器械の 鏡から 反射す る 光線が ビタリと 動く" いくら 平氣 を粧 うて 胡麻 化さう としても 駄 だとい 
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ふ 事で ある。 此 器械が いよく 成效 する かどう か は 未だ 判らぬ が 兎に角 面. ぃ發 明で ある。 も少 2 

し 早く 此 器械が 出来て 居て 而 して 男 三郞の 審問な どに 使ったら 面 .E かったら うに。 

電氣疲 法の さま/^ 

强ぃ 電光で 皮膚病、 殊に 狼瘡 など を 治す 所謂 フィン ゼン 療法 は數年 前から 行 はれて 居る。 叉 H 

ッ キス 線で 照して 皮膚 や 血液の 病 を 癒す 事 も往々 あるが、 しかし 此 線の 爲に 癌腫 を 生じた 例が あ 

るから 注意 を 要す るとの 事。 次 に 電氣浴 の 新しい やり方 は盥 四つに 四 咬 を 別 々 に 人れ 電氣を 通す 

ので 心臓病 や 痛風な どに 好い と 云 ふ。 又强ぃ 電光に 全身 を 浴す ると トル コ 風呂よりも 藥 になる さ 

うで ある。 次に 一寸 耳新し いのは 露 西 亞の某 醫師が 患者の 咽喉の 中へ 紫色の 電 燈を點 じて 喉頭の 

病 を 治した 事で ある。 其 他 中耳 や 眼の 治療に も 電燈を 用 ひる 事が ある さうな。 次に は 痛みな しに 

齒を拔 く爲テ ス ラ 電流 を 用 ひる 事。 此テ ス ラ 電流と 云 ふの は 非常に 高壓な そして 非常に 頻繁な 交 

番 電流で あるが、 此れ を 局部に 通す と 一 時 其處が 麻痺して 仕舞 ふ、 其閒に 手早く 引拔 いてし まふ 

と 云 ふ 趣向で、 此法は 他の 外科 手術に も 鹿 用され る 事と 思 ふ。 次に は電氣 按摩 器械、 此れ は 以-前 

から 我 邦へ も 渡って 居る。 槌の樣 な 形 をした 物の 中に 小さい 電動機が あつ て 此れが 囘轉 すると 槌 


種の 話 


が ブル/ \ ふるへ る、 そこで 槌の頭 を 肩な り 腰な り、 すきな 處へ當 てれば、 好い 工合に 按摩が 出 

來 ると 云 ふ 仕掛で ある。 • 

(明治 四十 年 九 四日、 東京 朝日 新聞) 
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火災と 電氣 

燈 用と しての ：丸斯 と. 電氣 と、 どち らが火 ie^ を 起し い かと 云 ふ 事 は 議論 の 種に なって 居る が、 

近頃 新しい 統計に よると、 電氣 から 起る のが 〇 . 一 五 乃至 〇 .  一 一 0 プ n セント、 瓦斯から 起る 方 

が 〇 - 1 一三 乃至 〇 . 四 〇 プ 口 セ ント だと 云 ふ。 卽ち. 丸斯の 方が 少し. 惡ぃ 事に なって 居る。 

海と 無線電信 

遠洋航海の 途中で 船の 位置 を 知る 爲に、 正確な 時計 を 要する は 誰も 知る 通り。 レ かるに 長い 航 

海の 間に は どんな 良い 時 計で も 多少の？， お 差 を 生す るの は 免れ 難い。 此 不都合 をな くす るに は 陸 


種の 話 


上の： 大文臺 で 定めた 正確な 時刻 を 無線電信で 海上の 船に 〔母 朝 報じ 時計の 誤り を 正す 様に すれば よ 

いと 云 ふので、 4r 度 加 奈太政 府 では 此れ を實 行す る 事に なった さうな。 

肉 額の 中の 結核 

獸肉 中に 結核の 有ぎ を 見る に は 從來唯 此れ を 切開して 吟味す るより 外に 手段はなかった が、 近 

頃 或 人が X 光線で 透して 見て すぐに 病 所の 有無 を 知る 事を發 見した。 

.  力 ナリヤの 雛 

近頃 英國 で、 或擧 者が 一 一軒の 小 鳥屋に 就いて 力 ナリヤが 生む 雛鳥の 雌雄の 數を 調べ て 見た 處、 

W 'の 家で は 雌 百に 對し 雄が 七十 七で あつたが、 之に 反して 乙の 鳥屋で は 雌 百に 對 する 雄が 三百 五 

十三の 大多数 を 占めて 居た。 そこで 甲の 家の 力 ナリヤ を 一番 選んで 乙の 家に 移し、 其 後に 孵化し 

た 雛に ついて、 雌雄の 割合 如何と 調べて 見る と、 面白い 事に は 乙の 家に 來て以 來は雄 を 多く 生む 

様になった。 此れから 考へ ると、 生れる 雛の 雌雄 いづれ が 多い かと 云 ふ 事 は 其 親鳥の 食餌 や 鳥屋 

の 溫度其 他の 周圍 の狀況 でき まる もの だと 云 ふ 事が 分る。 もし 他の 諸 動物に 就いても 同様の 事が 
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あるかな いか 調べて 見たら. 向 白いだら う。 

指頭 の 渦紋 

人間の 指の 5^ 紋の形 は 生れ 落ちてから 死ぬ る 迄變ら ない もの 故、 人間の 見覺ぇ をす るに は 最も 

よい 目印し である。 それで 現に 罪人な どの 指 形 を 紙に 寫 して 置いて 再犯の 時の 參考 にす る 事が あ 

る。 れ ならば 額の ほくろ や 瘤な どより は 確な 事 は 勿論で あらう。 そこで 十本の 指の 紋が 悉く 符 

合する 様な ものが 一 一人 以上 ある だら うかと 云 ふに、 或數學 者の 計算した 結果に よれば ザッ ト 六十 

zrj 萬 倚』 以上つ 人 間 を 集めなければ 同じ 指の 人 は 一 一人と は あるまい と 云 ふ 事で ある。 世界の 人口 悉 

皆で も 僅に 二十 億 足らす だから、 先づ 同じ 人 はない と 見て よから う。 今に 指 形 を 印に 親子の 再會 

など 、 云 ふ 新聞種が^ 來る かも 知れぬ。 

(明治 四十 年 九月 じ 日、 東京 朝 H 新聞) 
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四 

腦髓の 重さ 

佛國 の某學 者が、 種々 の 動物に 就いて、 其全體 量と 腦髓の 重量との 比例 を 調べて 見た。 其 結 5^ 

によれば、 比較的 重い 腦を もって 居る もの は 人間の 外に 手長猿、 鹦鹉、 はっか 鼠、 駒鳥な どで、 

此 等の もの 、腦 は體 量の 二十 分の 一 乃至 百 分の 一 位の 目方で ある。 百 分の 一 近邊の もの は 猩々、 

鹿、 猫な ど、 それから 下って 百 分の 一 より 千分の 一 の 間にある のが 麒麟、 象、 玲羊、 獅子、 袋鼠、 

鷲、 白鳥、 雉、 鼠、 蛙、 鲤 など、 なほ 一層 下って 千分の 一より 一 萬 分の 一 の 間に は 海馬、 鯨、 鰐、 

海鳗、 章魚な どが ひかへ て 居る。 それで 現 世界に 於け る 動物の 腦の E 方は體 量の 二十 分の ー以ド 

萬 分の 一 の 間にある ものと 思へば よい、 尤も 畸形 兒 などで は 大きな 頭の も あるが さう 云 ふの は g  % 


である。 右の 結果で il^ が 比較的 重い 腦を もって 居る 事 や、 5^ などが 鼠 や 蛙と 相 伍して ゐ るの は 

一 寸 面白い。 

野獸の 寫 眞 

動物園で 色々 の野獸 の形狀 だけ は 見る 事が 出來て も、 其 天然の 椟 所で どんな 擧動 をして 居る か 

と 云 ふ 事 は 分らぬ。 殊に 人目 を 嫌って 逃げる もの や、 夜 問の み 出 あるく 徵の 天眞の 態度 は 猶更知 

り 難い。 が、 近頃 自働的 1  ぉ眞 器械 を 森 や 敷に 仕掛けて 野獸 自身に 寫眞を 撮らせた 人が ある。 此れ 

に は寫眞 器械から 小さい 絲を 前方に 張り、 獸が 此れに 觸 る」 と 同時に 器械の シャ ッタ ー が 開いて 

種板に 寫る 仕掛が して ある。 乂 夜間なら ば絲 に觸れ ると 點 火器の 引金が 落ち、 マグネシウムが パ 

ッと腊 え 上って、 動物 は 驚いて 遁げる 間の ない 中に カメラに 寫 される。 かう して 撮った 寫眞を 現 

像す る 時には、 どんな 獸が寫 つ てゐ るか 豫め 分 つ て 居ぬ だけ 非常に 樂 しみな もの ださう な。 

談話に 費す 勞カ 

人間が 談話 をしたり、 歌ったり、 演說 したりす る 時には *^ 肺の 中の 络氣を 若干の 壓 力で 押し出 
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して 居る か、 此爲に 要する 機械的の 仕事 は どれ だけで あるか、 平たく 云へば 一時間 しゃべる に は 

どれ だけの 勞カ をす るかと 云 ふ 事 を 測定した 人が ある。 此結 ra^ に據れ ば、 廣ぃ窒 で演說 する 場合 

ならば、 一時間に つき 一四 四 乃至 一. 一八 八 キログラム メ  — トルの 仕事 をす る。 もう 少し 分り 县く換 

算 すれば、 一 秒 毎に 三十 五 匁 乃至 七十 匁 位の もの を 一 尺 位 持ち上げ るのと 殆んど 同じ 位で ある。 

普通の 對 話なら ば此 五分の 一位な もの だと 云 ふ。 怛し 演壇 を あちこち 歩き 廻ったり、 拳固 を 振り 

ま はす 勞カ は此 外で あるの は 勿論の 事 だ。 

( 治 1： 十^ 九：：：； 十五 日、 東京 朝： 《 新 間，) 


7 
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土 を 食 ふ 人間 

各種の 土 や 灰 を 食 ふ 人間 は餘り 珍しくない。 我 邦で も 昔から 壁土 や 土器 を かじる 子供が あるが、 

他人 種で も 矢 張 胃病 ゃヒ ス テリ ー 或は 悪阻の 爲に土 を 食 ひたがる 者が 往々 ある さう である。 南 亜 

米 利 加の 一部で は 土人の みか 白人 迄 も 病的に 土を嗜 み、 子供な ど は 夜中に 壁の 泥 や 漆 喧を剝 して 

食 ふから、 其れ を 制する 爲假面 を 着せて 寢 かせる さう である。 以上 は 病的な 例で あるが、 叉 一方 

では 一種の 風味の 爲に 食用に する 事が ある。 昔 羅馬人 は 穀物に 混じて プテオリと 云 ふ 土地から 出 

る 白堊 を 食った と 云 ふ。 ボル ネオ 邊 では 菓子に 粘土 を 使 ふ。 ボリ ビアで は 馬 鈴薯に 粘土の ソ ー ス 

を かけて 食 ふ。 ベ ルシアで も 鹽氣の ある 土 を 食 ふ。 それから セネ ガル 地方で は 米に 土 を 交ぜて 食 


棟の 話 


ふが、 此 X- は 單に腹 を 膨らせ る爲で 味が よい 爲 ではない らしい。 印度で は 饑饉の 時 灰 や 土 を 木の 

皮に 交ぜて 間に合せる 事が ある。 义醫藥 として 土 を 用 ひた 例 は アルメニア や 西班牙に も ある。 そ 

れ から 魔法 を 使 ふ 爲に土 を 吞む事 もれる さう である C  土 を 食 ふ 分量 はもと より 一定せ ぬが、 ォッ 

ト マック 土人 は 一日に 半 ボンド も 貧 ふと 云 ふ。 食 ひ 方 は 生で 食 ふの も燒 いて 食 ふの も あり、 又 粉 

のま. -で食 ふ 事 も あれば、 人の 形、 動物の 形 或は 覆の やうな 形に こねて かじる 事 も あると 云 ふ 話 

である。 

航海の 未來 

近頃 英國 の製鐵 所で 所長の サ ー . ヒュ ー . ベ ル 氏が 愉快な 未來 記め いた 演說を やった。 卽ち遠 

からざる 將來に 於て、 船に は 蒸 氣機關 の やうな 重い 場 ふさげな もの は 人ら なくなり、 ナイアガラ 

邊で 起した 強大な 電力 を 無線電信で 洋上の 船に 達り、 輕 少な 機械で 巨船 を 動かす やうな 事になる 

だら う、 今日 こんな 話は餘 りに 夢の 様に 聞え るか も 知れぬ が 過去 百年 間の 藤史に 鑑みれば その 位 

な 事 は 出来る 害 だと 云った と 聞き及ぶ。 

(明治！！十：-^^-九月十七：："、 束 京 朝日 新聞) 
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結核の 初期 診斷法 

一時 有名であった コッ ホのッ ベルク リン は、 其 後 唯 結核 病の 診斷 にの み 用 ひられて 居た、 卽ち 

結核の 疑 ある 患者に 此れ を 注射す ると、 もし さう であれば 發 熱な どひ 反應を 起す から わかる と 一 "ム 

ふいであった。 然るに 今度 佛國の カルメットと 云 ふ 人の 發 表した 所に 據 ると、 酒精で 沈澱 させた 

ッ ベルク リンの 一 プ 口 セ ント 溶液 を 眼に 點 すると、 健康 體 ならば 何の 異狀も 起らぬ が、 少しで も 

結核の ある ものなら ば、 二十 四時 間內に 充血して 紅くなる と 云 ふ 事で ある。 千 人 近くの 患者に つ 

いて 試驗 をして 此事を 確め たが、 或 場合 殊に 小兒 などで は、 他 Q 方法で どうしても 知れなかった 

結核の 存在 を此 法で 見付けた と稱 して 居る。 (明治 S 十 年 九 nM 一十 六ョ、 東京 朝日 新聞) 


稀の 話 


七 

アフリカの 杜鵡 

アフリカに、 杜鵑の 一種で 俗名 を 「蜂蜜の 案 C 者 一 と稱 する 鳥が 居る。 蜜蜂の 巢の 所在 を 人に 

知らせる からかう 云 ふ 名が 付いて 居る の ださうな。 然るに 近頃 或 動物 畢 者の 調べた 處 によれば、 

此鳥は 普通の 杜鵑の 樣に、 他の 鳥の 巢へ 自分の 卵 を 産んで 卿 化させる のみなら す、 一 層 性の 惡ぃ 

事 をす る。 卽ち巢 の 中に ある 他 鳥の 卵、 云 はに 我 子の^ 兄弟 を 嘴で 突破って 殺して しま ふさう で 

ある。 それが 萬 一 僥倖に 助かって 孵化しても、 親に 似て 性の- 惡 ぃ杜藺 0 雛鳥に 鋭い 嘴で 啄き 出さ 

れ てし まふと 云 ふ。 


.、/5 


家の 貧富と 子供の 體格 

近. 敏蘇格 蘭の 文部 贫で ダラ スゴ ー 府の 小舉兒 童の 體裕 檢查 をした 結果 を發 表した。 此報吿 によ 

れ„ よ. 親が 食し くて 唯一 室 だけに 住って 居る もの は、 體量も 身長 も最 劣等で あるが、 ニ窒 持って 居 

る 者の 子 は 此れより は 少し^く、 三. 3r 四 {il- と增 すに 從 つて 段々 良くなる。 例へば 男兒 だけに 就 

いて 見ても、 ニ{ ヤーの もの、 子 は 四 室の 者の 子に 比べて-午 均 十一 ボンド 七分輕 く、 四. 七 吋 丈が 使 

い。 女の 兒の方 は 此れよりも 一 層此差 が 大きい やうで ある。 つまり 貧家の 子供 は 自然に 榮養其 他 

の缺乏 から 體 格が， 忠 くなる の だら う。 

I 明治 四十 年 九：：^ 二十 八 =、 東京 朝日 新聞) 
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種ン J 話 


八 

煙の 中で 呼吸す る 器械 

佛國の チ ソ ー と 云 ふ 人が、 煙 や 硫氣其 他の 毒 瓦斯の 中で 仕事 をす る 人の 爲に 呼吸器 を 作って 發 

表した 。背嚢 Q 様な 箱から 管が 二 本 出て 口と 鼻と に 連絡し、 巧に 瓣の 作用で、 一方から 新しい 空 

氣を途 り、 他方に 呼氣を 出す やうに なって 居る。 一旦 吸うて 出した 汚れた 穴.^ 氣は、 背 囊に歸 つて 

背 性 加里で 淸淨 にされ、 再び 用 ひられる。 なほ 不足な 络 氣は 箱の 一 部に 壓 搾した 酸素が 必要に 應 

じて 少し づ 、補 はれる 仕掛に なって 居る。 此器を 用 ふれば 五 時間 位 毒 瓦斯 C 中で 働いても 差 支へ 

がない と 云 ふ 事で ある。 (明治 四十 年 九月 二十 九日、 東京 朝日 新聞) 


I 


心臓の鼓動 

接から 取った 血淸を 水に 浸して 置く と 其 中の 歷 分が 段々 に脫 けて 來る。 遂に 〇 . 六プ セント 

位に なった の を 蛙 或は 龜の 心臓に 注入す ると、 其の 心 K の 鼓動が 全く 止って 一.^ 間 位 は 動かない 

で 居る。 此の 鼓動の 休止 中 何 か 他から 刺戟 を與 へる と、 ー囘 或は 數囘强 く 鼓動して 叉靜 止す る。 

此 等の 試驗の 結果から 考へ ると 心臓の鼓動す るの は 藤の 如き 化學 的の 刺戟物が 心臓の 祌經に 作用 

する 爲で、 此 種の 刺戟がなければ 自ら 鼓動す る 事 は 出来ぬ だら うと 云 ふ。 此れ は或學 者の 新說で 

ある。 (明治 四十 年 九 =- 三十：：：、 東京 朝 H 新聞) 


稀の 話 


十 

新. 奇な 風見 鴻 

此れ は 俱樂部 或は 宿屋の 窒內に 粧飾用 を 兼ねて 据置き、 時々 刻々 の 風の 方向 を 知らせる 器械で 

ある。 一見 置 時計の 様な 形 をして 居る が、 其 前面の 圓 盤に は 羅針盤と 同じ やうに 方角 を 誌し、 其 

周 圍には 小さい 豆 電燈が 一 列に 輪 をな して 並んで 居る。 もし 北風なら ば 盤の 北と 誌した 針の さき 

のラ ンプが 光って 居る。 南なら ば 南、 西北なら 西北と いつでも 風向に 應 じて 盤の 豆ラ ンプ が點る 

ので ある。 內 部の 仕掛 は 簡單な もので 唯 屋根の 上に 備 へた 風見 鴉から 針金 を 引き 電池 一 個 を接績 

す.^、 はよ い。 店先き に備へ 付けて 人寄せの 廣吿 などに 使ったら 妙 だら う。 

(明治 四十 年 十 》^  一  H 束 京 朝日 新聞) 
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十一 

磁力 起 f 機 

强ぃ 電磁石 を 使つ て审； ぃ鐵 i: など を 吸 付けて おし 上げ、 汽車 や 汽船の 荷 上げ や 荷積み をす る 機 

械が近 來處々 で 用 ひられる" 今度 米 國の某 鐵道會 社で 試驗 した 結 によれば、 人夫が 六人掛 りで 

牛 n にやつ とする 仕事 を、 此 機械で やれば §： 人で 僅か 一 時間に £^ 付けて しま ふさう である。 

米阈の 電話 

北米 合 衆國の 電話に 關 する 最近の 統計 を 見る と、 國柄 だけに 盛な 勢 を 示して 居る。 千 九 百 〇 一二 

年に おける と 三年 後の 千 九 百 〇 六 年卽ち 昨年の 慕に 於け ると、 電話機 の 數も 電線 の 延長 も ザット 


倍に なって 居る。 卽ち 個數の 三百 八十 萬 弱が 七 百 十萬餘 になり、 電線の 三百 萬哩 足らす が 六 百 萬 

餘 になって 居る。 加入者の 數は 全人 口に 割り 當 てると 廿八 人に 一 人と なる。 一 日中の 通話の 囘數 

が 驚く 勿れ 千 六 百 九十 四 萬と ある？ 

(明治 四十 年 卜： r;-n、 束 京 朝 R 新聞) 


十二 

風車の 利用 

風の 力の 大きい 事 は 云 ふ 迄 も な い 。 此カを 原動力に 利用し て 各種の 作業 を すれば 利益が ある だ 

らうと 云 ふ 事 はよ く 人の 考 へる 事 だが、 唯一 つ 困る 事 は、 風 は 至って 氣 まぐれ 者で、 思 ふ 時に 思 

ふやう に 吹いて くれぬ ので、 始終き まった 馬力 を 要する 器械に は 一寸 使 ひにくい。 しかし これに 

は 蓄電池と 云 ふ 都合の よい ものが あって、 風の 力 を 電氣の 力に 變 じて 蓄へ、 必要に 應 じて 勝手に 

使 ふ 事が 出來 るので ある。 現に 英國バ ー ミン ガムで は 十 一 年 前から 風車で 電 燈を點 じて 居る 人が 

ある。 其 風車 は直徑 三十 五呎で 此れ を 五十 i< の 櫓の 上に 据 付け、 十六 燭の 電燈 二百 個を點 する 外 

に、 なほ 五 馬力の 乇 I トル 三 個 を蓮轉 して 居る が、 未だ 曾て 停電な ど を 起さぬ と 云 ふ 事で ある。 


種の 話 


石炭 や 水力 を 得難い 土地で は 風車 を 用 ひた 方が 石油 锼關 より は 利益 だと 云 ふ。 

(： 明治 w 十 年 十：：：： 三 口、 東京 朝日 新 間：) 
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十三 

霧中の 汽車 信號 

鐵道 線路の 傍に K 人の 如く. 5- 立し 或は 片 或は 兩手を 擴げて 線路の 安 Kc を 知らせる 普通の 信號 

檩は、 通常の 天 氣 ならば 晝 夜の 別な く有效 であるが、 唯 霧が 掛 つて 數 歩の 外 は 見え 分かぬ やうな 

日に は 何の 役に も 立たぬ。 此の 不便と 危險を 防ぐ 爲、 近 "5* 國 大西鐵 道で 採用す る發 音信 號 機と 

云 ふの は 簡單な 仕掛けで あるが 數ケ 月間の 試驗 によって 有效な 事が 確め られ た。 危險の 時には 汽 

^> 安全の 場合に は錶を 鳴らす 事に なって 居る。 (明治 四十 年 十月 四 H  、束 京 朝 H! 新聞) 


種の 話 


十四 

馬 鈴 薯の皮 を剝く 器械 

大拇に 一 杯の 馬 鈴 薯の皮 を 僅に 數分 間で 綺麗に 刹いて しま ふと 云 ふ 器械が 近頃 米 國で發 明され 

た。 器械の 桶の 中に 馬 鈴^ を 詰め込んで 半 馬力の モ I トル を遝轉 させる と、 見る 間に 外皮 は剝け 

落ち 淸淨 に诜 はれて ちに 料理の 出来る やうになる。 米國の 海軍で は此 器械 を 四十 臺 使つ て 居る 

が、 水夫 二三 入掛り で 十五 分 間 も蓮轉 させる と 一日の 食糧 位は樂 に出來 ると いふ 事で ある。 馬 鈴 

薯 のみなら す 蕪 ゃ人參 にも 應 用が 出来る さう だから 我 邦で も 軍隊の 炊事な どに 使へば 便利 かと 思 

はれる。 如何にも 米國 人の 持ら へさうな 器械で ある。 記者が 此 器械の 事 を 近着の 科畢雜 誌で 請ん 

だ 後、 場末の 町 を 散歩して 居たら、 と ある^ 屋の 店先で 小僧が ズックの 袋に 豆 かなに か 人れ たの 
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を 一 生 懸命 汗を垂 して 振って 居た。 隨分 な對照 だと 其 時に 一 寸を かし 力った。 

(明治 四十 年 十月べ 日、 東京 朝日 新聞) 
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種の 話 


十五 

奇妙な 病氣 

始終 X 光線 を 使って 居る 人 は往々 不思議な 恐ろしい 病氣に 罹る さう である. - 此 病の 爲に 死んだ 

人 は米國 だけで 旣に四 人 ある。 第一 に斃れ たのが 有名な エヂ ソ ンの 助手 某。 次に は ボストンの 醫 

師某。 第三が 桑 港の 一 婦人。 第 四に 近頃 やられた の は „ -チ ェ スク ー の 外科 醫 ウイ ー ゲル 博士 だと 

云 ふ。 此人は 始めに 其 右手と 左の 指 三本 を切斷 したがな ほ 駄目で、 次に は 右 肩より 胸に かけて 肉 

を 取り去つ たが、 それでも 遂に 無效 であった と 云 ふ。 此の 恐ろしい 病氣は 原因 も 全く 分らす 治療 

の 方法 も 知れぬ との 事で ある。 (明治 四十 年 十月 九日、 東京 朝日 新聞) 
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脳髓の 保存 法 

解剖 學ゃ 人類 擧 の參考 品と して 腦を 保存す る 方法 を 詳しく 研究した 學 者の 說に從 へば、 並" 通大 

の 屈 を 漬けて 置く 液に はフ オル マリン を 三、 蒸 IS 水 を 四 五 乃至 二 五、 酒精 を 五 二 乃至 七 五の 割合 

に 交ぜた ものが { 几い、 そして 腦の 大きい 程 水 を少く 酒精の 方 を 割合に 多く するがよいと いふ 事で 

ある。 (明治 四十 年 十 n 十  一 H、  ^a-京朝ロ新聞) 


種の 話 


十七 

船內の 消毒 

船中で 鼠を驅 り、 又 消毒 をす る 爲に亞 硫酸 瓦斯 を 用 ふる 事が あるが、 其效 驗に關 する 詳細な 調 

査の 結果に 據れ ば、 鼠 や 害 蟲の類 は 僅に 〇 . 五プ セ ントの fsi 硫酸 を 含む 空氣で 一 一時間 も爐 せば 

絡滅 する 事が 出来る。 しかし 積 荷の 奥底 迄 行渡らせる 爲には 約三プ 。 セ ント 位に しなければ なら 

ぬ、 此れなら ば 大抵の 病菌 も 死ぬ ると 云 ふ 事で ある。 織 #；^、 金 場 器具 等は此 瓦斯に は 害せられ 

ぬが 硫黄 を 燃して 亜硫酸 を發 生せ しめる 際 硫酸の 瓦斯 も 伴って 出る から 此れが 少々 損害 を 及ぼす _ 

肉類、 菓物、 蔬菜の 類 も 亦 多少の 損害 を 免れぬ と 云 ふ。 (明治 四十 年 十 A 十三 日、 東京 朝 H 新聞.) 
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優し い 返答 

シカゴ 市の 或る 靑年 紳士が 一 日 電話 を かけよう としたが、 どうい ふ 都合で あつたか 接繽 が大變 

チ 間が 取れる ので 紳士 は 癎瘕を 起して 交換^ を 怒鳴りつ けた。 その 相手の 交換手 は イリノイ 州 出 

の 女で あつたが 非常に 優しい 聲で 可憐な 返答 をした その 聲が 妙に 紳士の 心 を 動かし、 其れが 緣と 

なって とうく in 出度く 結婚す る 事と なった。 此れ は 噓の樣 な 話 だが 事實 である。 

. 艮さ 一 哩の 手紙 

米圃の 或る 水兵が 電信 用の 紐 紙に 細々 と 書いた 手紙 を 其 友に 送った。 其 長さ 一 哩餘で &れを 書 


き 上げる のに 二週間 か、 つたと 云 ふ。 恐らく 開闢 以-來 の 長い 手紙で あらう。 こんな 手紙 を 貰うた 

人 こそ 災難だった らう。 

(明治 四十 年 十 十四日、 東京 朝 n 新 閉) 


植物の 生長 

倫敦の 王立 植物園で 植物の 生長に 有效 或は 必要な 諸種の 條 件に 就いて 調査した 結果の 報告書に 

よれば、 第一 に 強烈な 弧燈 より 出づる 紫外 光線、 第二に は 根より 斡に 不斷に 通 ふ 電氣、 第三に は 

華氏 七十 乃至 八十 度に 於て 適當 の濕氣 と 炭酸 瓦斯の 供給、 第 四に は 理想的の 窒素肥料、 第五に は 

根に 充分なる 水の 供給、 此の 五つの 條 件が 揃へば 植物 は 理想的に 生長す るとの 事で ある。 そして 

面白い 事に は此 等の 條件は 唯 石炭 さ へ あれば 殆んど 凡て 充 される。 卽ち 石炭 を 燃して 發 電機 も 動 

かされる。 執 一 も 炭酸 も 濕氣も 出来る。 祭 素 肥料の 硫酸 ァ ム モ 一一 ァも亦 石炭から 採る ことが 出来る 

とい ふ 話で ある。 其 石炭なる もの は 太古の 植物から 生じた もの だと 云 ふ 事 を考へ ると 猶更 面白い 

. (明治 四十 年 十月 十五 日、 東京 朝日 新聞，) 


ボ ー トレ I ス に 無線電話 

今年の 七月、 北米の 大湖 H リ ー の水 上で 端艇 競漕の あった 時、 其 時々 刻々 の 景況 を 陸上に 報す 

る爲 テル マと 名く る 小蒸氣 船に 無線電話 機 を 載せて 現場に 臨ませた。 此れが 恐らく 無線電話の 實 

用され た 最初の 例で あらう。 其 成績 は豫想 外に 良かった。 話聲を 聞いて 相手が 誰 だかと 云 ふ 事 さ 

へ 知れた さう である。 船 は 十八 噸でァ ン テナ を 張った 帆柱が 低かった にも 拘 はらす 四哩の 距離で 

通話 自在で あつたと いふ。 (明治 四十 年 十. 月 十六 日、 東京 朝日 新聞) 


二十 I 

日本の 舞 ひ 鼠 

子供の 樂 しみに 飼 ふはつ か 鼠に 一 寸 歩いて は クルく ま はり 义 歩いて は 舞 ふ 所謂 舞 ひ 鼠と 云 ふ 

のが ある。 あの 舞 ふの は 何故かと 調べて 見る と、 內 耳の 一部 をな して 居る 三半規管の 構造が 不完 

全な 爲、 始終に 眩惑 を 起す からだと 云 ふ 事で ある。 さう 聞けば 可哀相で 飼 ふの は 厭になる。 人間 

でも 內 耳の 病 息で 三半規管に 故障が 起る と ダラ/, \ して 直立 歩行が 出来なくなる。 鼓膜の 破れた 

人が 耳 を 洗 ふ 時 眩暈 を 感じたり、 义 健全な 者で も 少時 問 ダル/. \ 舞うた 後に は 平均 を 失うて 倒れ 

たりす るの は i^z 此の 三半規管 を 刺戟す る爲 だと 云 ふ。 船に 醉 ふの も 矢 張 同様な 原因に 歸 する 事が 

出来る。 (明治 w 十 年 十 =； 十七：：：、 束 京 朝 H 新聞) 


種の 話 


二十 二 

護 護の 新 原料 

近頃 葡國領 西部 阿弗利加で 發 見され た 一 種の 植物の 球根 は 丁度 邂 一胄の 様な 恰好 をして 居る が、 

其の 液汁 中には 護謨 を 含み、 此れ を壓 搾して 酒精で 凝らせる と 二分の ープ セント 位の ゴムが 取 

れ る。 栽培 後一 一年た てば 一 ヱ— 力— の 地面に つき 百 八十 斤 位の 收 键 が ある 見込 だとい ふ。 

(明治 四十 年 十 ト九 =、 東京 朝 n 新聞) 
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二十 三 

章魚と 烏賊との 硏究 

( 一 ) 章魚の 生殖 作用 

今年の 英國科 學會の 總會で ホイルと 云 ふ 動物 學 者が 講演した 章魚 や 烏賊の 類に 關す. る 研究の 

結 2^ 中で 吾々 素人に も 面白く 思 はれる 一 一三の 事實を 夜長の 話柄に もと 受け 賫 をして 見よう。 

俗に 章魚 船と 名 けられ、 水面に 浮んで 風の まに/ \. 帆 かけて 走る 章魚の 一種が ある。 其 雌の 體 

內で 外套 膜 腔の 中に 奇妙な 細長い 蟲の 様な ものが 見出された 事が あるので、 昔 は 一種の 寄生 蟲だ 

らうと 考 へられて 居た。 處が 段々 研究して 見る と、 驚くべし、 此れ は 生殖 作用 を 遂げる 爲、 雄の 

足の 一部が 子種 を 運ぶ 爲に脫 離し、 雌の 體內に 俊 入した もの だと 云 ふ 事が わかった。 それ以来 次 


種の 話 


第に 研究 を 進めて 見る と、 章魚 船に は 限らす 一 般に 頭足類の 動物 中には 此 種の 生殖 法が 特有な も 

の だと 云 ふ 事が 知れて 来た。 尤も 種類に よって は 雄の 足を脫 離しな くって 其 代り 雄 は 六本の 足で 

相手 を 押さへ 一 一本の 足 を 外お 膜の 中に 插し 込む、 其 時 雌 は 呼吸 を 止められ るから 必死になって 逃 

出さう と藻搔 くさう である。 蓋し 一 奇觀 であらう と 想像され る。 足の^ 離す る 方の 種類で は、 雄 

が 自身に 落ちた 足 を 持って行く か、 或は 又 足が 自働 的に 動いて 行く か、 其處迄 はま だ 研究が 屆か 

ぬ さう である。 (明^3§:十年十=-ニ十：《、 東京 朝日 新聞) 

(二) 光 を 放つ 烏賊 

次に 面白 いのは 海底で 光 を 放つ 烏賊の 話で ある。 一 體 頭足類の 動物 中で 多少の 光 を 放つ ものが 

三十 種 以上 も ある。 中に も 非常な 深海 底から 發 見され たソ ー マト ランパ スと 名け る もの 、如き は 

其 光彩の 美 實に寳 石 を はめた 樣 だと 云 ふ。 例へば 眼の 邊に は紺靑 色と 眞珠 色の 光 を 放ち、 腹部に 

は ルビ ー 色、 雪白 色 及び {4： 氣の光 斑 を 具へ て 居る。 かう 云 ふ 怪物が 眞 暗な 深海の 底 を 照して 游泳 

する せね も 亦 一 奇觀 であらう と 思 はれる。 そこで 此 種の 動物の 發光器 は どんな 仕掛で 出来て 居る も 

,  7 

の だら うと 色々 听究 した 結果、 二種の 區 別が 知れた。 卽ち 一種の もので は 光 を 放つ 液體を 分泌す 3 


る 腺を備 へ、 他の 種類で は 動物の 組織の 一部が 發 光す るの ださう である C 後者に 屬 する 發光 器に 

は 此れに 附屬 した レ ンズゃ 反射鏡の 如き もの を備 へた 極めて 精巧な もの も あると 云 ふ 話で、 又發 

光 器の 中には 體の內 -好 にあつ て 透明な 肉 を 通して 光 を 放つ もの も ある さう である。 前に 述べた ソ 

1 マト ランパ ス などで は 總計ー 一士 一個の 發光器 を 分類す ると 凡そ 十 稀 類の 各-、 異 つた 仕掛で 出來 

て 居る さうな。 そして 此 等の 發光器 は 大抵 iw: 腹の 方ば かりに あるので、 深海の 底 を 照しながら 食 

餌 を搜し 歩く に は 都合の よい 探 海 燈の用 をす るお らうと 思 はれる。 

(明治 M 十 年 十月 二十  一 H: 、東京 朝日 新聞) 

(三) 熱の 無い 光線 

如何なる 作用で 光を發 する かとい ふ 事 はま だよ く 分らぬ。 しかし 一 つ 注意すべき 事 は、 此 種の 

發光器 は 大抵 光線 を 出す ばかりで 埶ーを 出さぬ。 此れに 反して 人工的の 光で はいつ も 熱が 伴うて 起 

る。 六 かしく 云へば 機械 力なり 電氣 なり 又化學 作用な り 如何なる 方法に よる も 熱くない 光 を 作る 

事 は 出来ぬ。 つまり 使った H ネル ギ ー の 一部 は必す 熱に 變 じて 消費され る、 卽 ちそれ だけ 餘 計な 

勢力 を 損して 居る。 しかるに 造 物 者の 手製の 深海の ラム プは 此の 如く 理想的に 經濟 的に しかも 美 

術 的に 出来て 居る ので ある。 (明治 四十 年 十月 二十 二 口、 東京 朝： M 新聞) 
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種の 話 


二十 四 

水雷 破壊 機の 發明 

今度 米國 政府の 爲に アンク - スタン ソィ ー バ ンと云 ふ佛國 人が 敷設 水雷 を破壞 する 機械 を發明 

し、 實 地の 試 驗 をした が 好 結 菜 を 得た と 云 ふ。 しかし 其 機械の 構造 は 勿論 一切 を 極く 祕密 にして 

居る から 分らぬ が、 兎に角 磁力 を 利用した もので、 此れ を 載せた 船の 向ふ處 一定の 距離に ある 沈 

設 水雷 を 悉く 爆發 して 無效 にす る さう である。 (明治 四十 年 十お 二十 五日、 東京 朝 口 新聞) 
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二十 五 

火星の 近狀 

今年の 夏、 火星が 我が 地球に 最も 接近した 位置に 来て 居た 頃、 米國の n ゥ H ル 天文 臺 では 此好 

機會を 利用して 種々 の觀测 をした。 其 結 Hi- 此 星の 表面 を縱 横に 走って 居る 運河の 樣な ものが 南北 

雨 極の 氷塊の 消長に つれて 隠見す る 有様が 仔細に 知れた。 其 模様 を 見る と 火星の 上に はどうして 

も 智能 を備 へた 人類の 如き ものが 棲まして 居る と考 へざる を 得ない と該 天文 臺 長の B ゥ H ル氏は 

斷 言して 居る。 又同臺 から は 一 隊の舉 者をァ ン デス 山頂に 派遣して 火星の 寫眞を 撮らせた さう で 

あるから、 定めて 有) „ ^な 知識 を 斯學の 上に 齎す 事で あらう。 

(明治 四十 年 十月 二十 六 ：=、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


二十 六 

風向と 漁 業 

英國 南西 部の 海岸で 年々 に とれる 魚の 總數を 漁夫の 數に 割り 當 て.， 銃 計して 見る と、 漁夫 一 人 

の 漁す る數が 年に よって 著しくち がふ C 其の 原因 を 詳しく 調査して 見る と 之 は 全く 其の 年々 の 平 

均の 風向に よる もの だと 云 ふ 事が 知れた。 卽ち 風が 多く 沖の 方へ 吹く 年 は 海 J 伴の 潮流 も 陸 を 遠く 

距.. 魚. 類の 卵 は 逃げて しま ふので 其 後 は 不漁が つ く。 此れに 反して 風が 潮流 を 陸 近くへ 火き 

送れば 自然に 漁が 增 すの ださう である。 (明治 四十 年 十 w  二十 七 m  、東京 朝 n: 新聞)  . 
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二十 七 

蟻の 知覺 

蟥が溫 度の 變 化に 對 して どれ だけの 感覺カ を もって 居る かと 云 ふ 事 を 調べた 人の 說 によると、 

大抵の 蟒は攝 氏の 〇. 五 度 位な 僅な 變化 でも 識別す る さう である。 又 人間の 眼に は 見えぬ 紫外 光 

線で もよ く 感じ、 此 光を當 てると 嫌って 逃げる と 云って 居る。 

恐水病の 豫防 

昨年 中 巴 里の パス トウ I ル 免疫 所で 狂犬に 嚼 まれた 人の 爲に 恐水病 豫 防の 注射 を 行うた 件數が 

七 百 七十 三、 其 中で 不幸に して 該 病の 爲に 死んだ の は 僅に 二人し かない。 卽ち 恐水病と 云 ふ もの 


種の 話 


は^^んど全く豫防する事が出來ると云っ て もよ い。 

(明治 四 十 年 十 W  二十 八日、 束 京 朝日 新聞) 
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二十 八 

癌腫 の硏究 

英國 では 帝 {nil の 保護の 下に 癌の 研究の み を やって^る 所が ある。 其 基本 金の 現 額 は 十一 萬 八 千 

餘磅 で、 其 中 四 萬 榜は某 富豪が 金婚式の 際に 寄附した さう である。 此處の 所長の バシュ フォ ー ド 

博し- * か 近頃 報告し t&t に據 1 ば 癌の 據 法と 稱 する もの は 色々 あるが、 いづれ も餘り 確實な 效驗は 

なハ。 判の あった トリ プ シン も餘り きかぬ。 今日の 虚矢張 外科 手術で 患部 を 取り去る 外 は ある 

まいと 云 ふ 事で ある。 (明治 四十 ハ牛个 „ ^二十 九 =、 束お 朝 = 新聞) 


二十 九 

海水 用 セメ. ント 

普通の セメント は 長く 海水 中に 在れ ザ 次第に 分解して 崩れる ので、 此れ を 防ぐ 方法 はない かと 

色 々研究した 人の 說 によれば、 少量で も 攀土を 含んだ セメント は此 分解が 急に 起り にくい， 

山 灰 を 原料に 用 ふれば 餘程 よく 泡 水に 耐へ ると 云 ふ 事で ちる。 

銅鑛 の電氣 分解 

„  . 填國 の某鑛 ひで は 近 來銅雜 から 純 銅 を 採る のに. 宽氣 分解 法 を 用 ひて 居る さう だ。 共 やり方 はと 

いふと、 先 づ鑛石 を粉碎 し、 混った 粘土と 混じて 燒 けば 硫酸銅と 酸化 銅が 出来る。 此れ を 义碎ぃ 
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て五プ 口 セントの 稀 If 人れ 大き な桶で電 氣分 f やる。 陽極に は大 fi を 人れ たもの 

t 皇こは 銅板 を 用 ひ、 二. 五 ボルトの 籠で 千 アム。 ヘアの 電流を通 すと 陰極の 方へ ff^ 

銅が まに 附嗤 し、 陽極に は 硫酸と 酸素が 出て 来る。 一 時間に 一 キログラムの 銅 を 得る 爲には 約 

逢 力 § る 電力 I する 勘定に なって 居る さう だ。 此の 法で 得た 銅 If 純良で t 事 は 勿 

論で ある。 

(明治 M い 年 十月 三十日、 東京 朝 口 新聞) 


4C6 


種 》 話 


水底 信號機 

霧の 深い 海上 を 航海す る 時には 往々 海岸 や 他 船の 近づいた 事 を 知らす におて 坐碟ゃ 衝突の 災を 

招く 事が ある。 此れ を 防ぐ 爲此頃 行 はれ 始めた 方法 は、 海岸なら ば其處 に驚留 した 燈臺 船の 底に 

鳴 鐘を附 け、 斷 えす 此れ を 鳴らして 居る。 船の 方で は 水底に 仕掛けた 微音 機で 此の 昔 を 聞く と 云 

ふ 細工で ある。 H 下 大西洋 並に 沿岸 航路で 此れ を 使用して 居る 燈臺 船が 五十六 艘、 汽船が 一 一 百 十 

艘 ある。 英皇 及び 獨逸 皇帝の 遊 船に も 此の 装置 を備へ て ある さう だ」 

(明治 四十 年 十 =：; 二十  一 R、 東京 朝日 新聞) 
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三十 一 

世界 一 の高壓 電流 

米國ミ シガ ンの マス ケゴ ン 電力 會 社で 昨年来 使用して おる 高壓 電流 は 七 萬 一 一千 ボ ル トの 高壓で 

蓋し 世界 第一と 稱 せられて 居る。 其の 電線の 經路 丸十 二 哩の間 は 近邊の 樹林 を 切り開き、 又 人の 

近かぬ 樣に斷 えす 巡邏して 居る。 何しろ 非常な 高壓 であるから ； ii. 電を 防ぐ 絕緣器 に は 特別の もの 

を 用 ひて 居る が、 それでも 多少の 放電が 止みな く ある 故 柱の 一部が 段々 焦げて 來る さう である。 

一度 落雷の 爲 に絕緣 器が こ はれた 時な ど は、 電柱 は 強い 電流の 爲に卽 座に 燒 けて しまった。 此の 

電線に 障害 を與 へた 者 は 一年間の 禁錮に 處 せらる、 と 云 ふ 事で ある。 


種の 話 


地下 電車 鐵 道の 衞生 問題 

地下 鐵 道で 長い間 隧道 內の 空氣を 呼吸す るの は 衛生上 有 寄で はない かとい ふ 事 を 近頃 紐 育で 調 

査 した。 隨道內 の { 仝氣 中には レ ー ルゃ 機關の 摩擦の 爲に 生す る 微細な 鐵 粉が かなりに 浮游して 居 

るが、 此れ は 案外 人 體を害 はない さう である。 寧ろ 坑內 の溫 度の^:^ が 健 廒に悪 いだら うとの 事 

である C 

(明治 S: 十 年 十 一月  一 u、 束 京 朝 H 新聞) 
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有益な 鼠 

北米に 產 する 地鼠の 一種に 尻！：^ の 短い のが ある。 此鼠は 蝸牛な ど を 捕って 食物と し、 餘 つた タ 

は貯 へて 置いて 欲しい 時に 出して 食 ひ、 殼は 巢の內 外に 積んで おく" 又 作物 を 荒す 有害な 野鼠 や 

蟲 類な ども 捕つ て 食 ふので 農夫に 取って は 非常に 有益な もの ださうな。 

(明治 四 ト年十 一 月へ： =、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


世界 第 一 の 巨船 

現今 世界で 最大 最 速の 汽船 ル シタ 二 ァ號は 去る 九月 愛蘭の クイ— ン ス タウ ン より 紐 育 迄 一 一千 七 

百 八十 一 ー哩の 航路 を五晝 夜と 五十 四 分 間に、 卽ち 一 時間 一 一十三 哩〇 一 の 速度で 快走した。 先年 ド 

イチ ュ ラ ンド號 がー 一十三 哩 一 五の 速力 を 得た に 比較して 少 々劣る 様で あるが、 此れ は 途中で 霧に 

逢うた 爲 だとの 事で ある。 今より 一 一十三 年の 昔 出来た アム プリ ァ號と 云ふ當 時での 巨船に 比較す 

れば實 に 非常の 進歩で ある。 船の 長さ は 五 割 も 長くな り、 噸數は 三 化の 餘に 達し、 機關の 馬力 は 

五倍に 屆 いたが、 唯 速度の みは 此 割に 增す 事が 困難で 二割 五分 位し か增 して 居ぬ。 ルシ ター ーァは 

首尾の 長さ 七 百 六十 呎、 幅 八十 八呎、 高さが 六十 餘と 云へば 隨分 大きな ものである。 排水 顿數 
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は 三 萬 八千顿 で、 一 航海に 要する 石炭が 五 千噸。 それから 機 關はク ー ビン 式で 六 萬 八 千-. 5 力 出る 

千 五百^の 荷物と 一 一千一 一； 白人 程の 乘 客の 外に 船員の 數が八 百 一 一十 七 名と 稱 して 居る。 

(明治 四 十 年 十  一 W 九 =、 束ケ. - 朝：；： 新聞) 
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種の 話 


三十 四 

北極 探檢氣 球隊の mo) 

氣球を 利用して 北極 を探撿 せんと 企てた ゥ H ル マ ン 氏の 一 隊は志 を 遂げす して 去る 九月 那 威に 

歸っ たさう である。 始め フォ ー ゲルべ ー.S 迄 船で 進み、 共 處で氣 球 を 浮べた が 生憎 吹 =jf!ii の 風が 烈 

しくて ス ピ ツバ ー ゲ ン に 吹き 戾 された。 そこで 止む を 得. 斯を拔 き 無事に 地上に 下る を 得た。 

殘 念ながら 今 _ 年 は 失敗に 終った が、 しかし 今年の 驗 で此氣 球が 少々 の 風に は 逆って 疾走し 得る 

事 を 確め たから、 更に 来年の 夏 を 待って 再擧を 計る 害 だと 云 ふ。 

(Is 治 四十 年 十 一 =； 十 21、 束 京 朝日 新聞) 


三十 五 


ハ？ - 球の 競 走 

,H々；：^ 白耳義 の 首府で 開かれた 萬 國の氣 球 研究者の 食で 高^な-企 を 懸賞に して 氣 球の 競走 を や 

ら せた。 此 競走に 加 はった 氣球は 三十 四あった が、 最長の 距離に 達して 月桂冠 を 得た のは獨 逸の 

氣 球で r 皮 千 籽を航 した。 北 ハれに 次ぐべき 距離に 達した のは瑞 西のと 英國 のとで あつたと 云 ふ。 

来年 は 口 ン ドン で此 きを 開く との 事で ある。 (明治 四十 年 十 一月 十一 日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


三十 六 

獨 逸の 製粉 研究所 

獨 逸人が 凡ての 工業の 發達を 計る 爲に其 根本た る科學 的の 研究に 注意す る 事 は 今に 始めぬ 事 だ 

が、 今度 又麵飽 粉の 研究所 を 新に 設立し 旣設の 製糖 並に 醒造 研究所と 共に 三 幅對を 作る さう であ 

る。 其 設備の 如き 隨分 大きな もので、 例へば 其 倉庫に は 三十 萬 貰に 近い 穀物 を貯 へる 事が 出 來る。 

動力に は 電氣を 用 ひ、 機械 は 最新式に 依り 十 時間に 四 顺の粉 を 作る 事が 出来る。 又麵飽 製造 部 も 

あつ て大 仕掛の 研究 を やる やうに なって 居る。 此 設立に 際して €1^ 務省は 三十 萬圓 程の 費用 を 支出 

しな ほ 年々 保護 を與へ る笞、 そして 獨 逸の 製粉 組合 ゃ製飽 組合 等の 合同で 維持して 行く との 事で 

ある。 貯藏、 製粉、 製 翻に 關 する あらゆる 科學的 並に 實用 的の 研究 をす る 外、 なほ 廣く！ n-s^ の需 勾 


こ應 二て 雜穀、 一分、 麵飽 等の 分析 等 をす る さう である。 (明治 四十 年 十一 n 十二 日、 束 京 朝 曰 新聞) 
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種の 話 


三十 七 

露 西 亞の蟻 

露國の カザ ン大學 は 古来 有名な 科擧 者の 出た 處 である。 近頃 此處の ルス ツキ— と 云 ふ 動物 學者 

の 著した 「露 西亞の 蟻」 と 題す る 書の 如き も 斯擧上 有 5„ ^な もの ださう である。 初 編 だけ 刊行 さ 

たが 八 百 頁の 大冊で ある。 著者の 調べた だけで も 露國全 體に產 する 蟥の 種類が 三千 五 百 も あると 

の 事で ある。 (明治 四十 年 十一月 十三 日、 東京 朝日 新開) 


三十 八 

世界で 最大の ダイ ァ モンド 

近頃 トラ ン スバ I ル 政府で は 其の 所有に 屬 する 世界最大の 金剛石 を英國 皇帝に 獻 する 事に 決し 

た。 此の 寶 石の 發 見され たの は 一 昨年の 正月の 事であった。 プ レ ト リアと 云 ふ 所に 近い 採掘 場で 

地下 十八 呎の 穴から 見出された。 其の 重量 三千 廿四 カラット 強で、 從來 世界 第一と 稱 せられて 居 

たもの 上 二倍 以上で ある。 長 徑四吋 短 徑ニ吋 位、 色 は 稍 蒼 味を帶 びて 居る が 非常に 純粹 なる もの 

ださうな。 此の 石の 結晶の 形から 察する 所、 此れ は餘程 巨大な 金剛石 Q 一半が 缺 損した も Q だら 

うと 云 ふ。 此れ を拔 掘した プ レ ミア I 會社 社長の 名 を 取って ク リナ ン ダイ ァモ ンドと 命名され て 

居る。 (明治 四十 年 十 一 月 十六 日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


三十 九 

赤茄子の 傳來 

洋食に 用 ひる トマトの 來歷を 調べた 人の 說 によると、 此 植物 は 十六 世紀の 中顷に 南米 yi^g から 

西班牙 或は 葡萄牙に 渡り それから 歐 洲に擴 がった も Q である。 しかし 其 頃 は單に 飾り物に 使 ふだ 

け Q 事で 栽培 も餘り 盛でなかった が、 十九 世紀に なって 後段々 食用 せらる，. やうに なった さう で 

ある。 (明治 四十 年 十 一 月 十七 日、 東京 朝日 新聞) 
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四十 

那 威の 夫婦 匙 

那 威で 結婚式の 時に 用 ひる 木彫の が ある。 鎖で 二つの 匙 をつな いだ 様な ものであるが、 唯一 

本の 木で 作る さうな。 結婚の 朝 新郎新婦 は此 夫婦 fnj で睦 じく 御馳走 を 食 ふとい ふ。 

リク マチ スと 蜂の 毒 

:，，. 蜂に 刺される と リウ マ チ スが 癒る と 云 ふ云傳 へが 英國邊 で 昔から 行 はれて 居る ので、 其眞否 を 

試す 爲に村 料 を 集めて 居る 人が ある。 我 邦で もさう 云 ふ 例が あるか どう だか 御存じの方 は敎 へて 

頂き 度い。 

•  (明治 四十 年 十 一 月 十九 日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


四十 一 

一 種の 迷信 

英 國デボ ン シ ヤイアの ある 町に 百 一 一十 年來營 業を鑌 けて 居る 牛 肉屋が あるが、 開店の 昔から 今 

日 迄 店に 屋號と 云 ふ ものがない。 此 店の 先祖が どう 云ふ譯 だか 店の 名 を 付けなかった が、 商賣は 

非常に 繁昌し 子孫 代々 名無しの 牛屋で 通って 居る。 名 を 付ける と 先代 以来の 幸運に 障る と 云 ふや 

うな 迷信から 子 も 孫 も 屋號を 付けなかった 爲 ださうな。 (明治 四十 年 十 一 月 二十日、 東京 朝日 新聞) 
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四十 二 

ラデゥ ム の 新產地 

從來 ラヂゥ ム の產 地と 云 へ ば 殆ど ボ へ ミア に 限られて 居た が、 此頃 アル プ ス 山で 有名な シムプ 

n ン 隧道 附近に 可也 多量の ラヂ ゥムが あると 云 ふ 事が わかった さうな。 同隨道 Q 奥の 方の 地溫が 

著しく 高 いのは ラヂゥ ムが發 する 熱の 爲 ではない かと 云 ふ說が ある。 

水 の： 淸淨法 

近頃 汚水から 淸水を 得る のに 電氣 分解 を 用 ひる 法が 出来た。 汚水 中に ァ ル ミ 一一 ゥ ム の 電極 を 人 

れて 電流 を 通 すれば、 過 酸化 アルミ 一一 ゥムを 生じ、 此れが 種々 の 汚物に 結合して 固って 仕舞 ふ。 


種の 話 


此れ を 一 遍 漉せば 非常に 淸淨な 水が 得られる さう である。 

(明治 四十 年 十 一月 二十 一日、 東京 朝日 新聞 ) 
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四十 一二 

長距離の 急行列車 

去る 九月 十六 n、 北米の 大西鐵 道で は 一 一 百 六十 三 哩の間 を 一 度 も 停車せ すに 走る 別 仕 立の 三等 

客車 を 出した が、 平均 一時間に 五十 三哩の 速度で 首尾よく 目的地に 達した。 こんな 長距離 Q 急行 

は餘り 例の ない 事で ある。 

海底 カラム。 フ 

近頃 米國 の ディ オンと 云 ふ 人が 專寶 特許 を 得た 海底 燈と云 ふの は、 港な ど の 水底に 強烈な 電燈 

を點 じて、 閱の夜 や 霧の ある 時 入港 を 容易なら しむる 仕掛で ある さうな。 

(明治 四十 年 十一月 二十 五日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


四十 四 

象 を訓. らす事 

阿弗利加の コンゴ. I では 象の 馴致 を 盛に やる C 近頃 同地へ 視察に 行った 人の 通信に よれば、 目 

下 馴らして 居る 象が 一 一十 五頭で 其 中 十九 頭に は 種々 の 作業 を させて 居る。 雨期が 來 ると 皆 解放し 

て 森林の 棲 家へ 歸 してやる が、 また 飼養 所へ 歸 つて 来る。 其 際往々 森の 中から 野 象 を 連れて来る 

事が あるが、 大抵もう 年を取り 過ぎて 居て 馴らしに くいものが 多い さうな。 阿弗利加の 象 はー體 

脊が 低く、 コ ンゴ ー で 馴らして 居る の は 肩の 高さ 四 s< 四 吋 位から 五 呎七时 位な もの だと 云 ふ。 

(明治 四十 年 十 一月 二十 六日、 東京 朝日 新聞) 
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四十 五 

眼の 濫用 

近頃 ス コ ットと 云 ふ 人が 請 書の 眼に 及ぼす 害に ついて 某雜 誌に 述べて 居る。 其 中に 次の 様な 事 

を 云って 居る。 「元來 人類の 眼 は 可也 遠距離の 物體を 見る 様に 進化して 出来て 居る ものであるが、 

近年の 様に 書籍 や 新聞 雜誌 などが 無 閱に澤 山に なって は 一 通りで も 眼 を 通す の は 中々 大抵の 事で 

ない。 それで 眼と 云 ふ もの 、天然の 役目の 外に 新しい しかも 不馴れな 役目が 增 したから 早晩 どう 

しても 何等かの 害 を 生す る 様になる。」 少年な どに は餘り 必要 もない 讀書を させぬ 様に せねば な 

るまい と 云 ふ 事で ある。 (明治 四十 年 十一月 二十 七日、 東京 朝： M 新聞) 


種の 話 


四十 六 

大洋 中の 拾 ひ 物 

本 月 十四日の 本紙に 横濱の 人が 北太平洋で 鲛漁 中に 英文の 手紙の 入った {4! 瓶 を 拾うた 記事が 出 

て 居た が、 近着の 科 學雜誌 を 見る と 次の 様な 事が 載せて ある。 「ゥ， 'ドジ m  I ンスと 云 ふ 人が 一 

昨年の 暮に 印度洋から 穴. I 瓶 を數個 海中に 投じ、 其 中に 手紙 を 封入して 誰でも 此れ を 拾うた 人 は 其 

場所と 時日 を 通知す る 様に 依賴 してあった。 處が 昨年の 五月に 阿弗利加の ゾ マリの 海岸で 其 中の 

一本 を 拾 ひ 上げ、 又 今年の 七月 同じ 處で 他の 一本 を 拾 ひ 上げた。 夫で 印度洋の 眞 中から 西の方へ 

向うた 不斷の 潮流が ある 事が 知れる。 云々」 北太平洋の も 或は 此 仲間で ない とも 限らぬ から 罎 

の寫眞 でも 撮って 知らして やったら よから うと 思 ふ。 (明治 四十 年 十一月 二十 八日、 東京 朝日 新開) 
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四十 七 

英阈の 軍用 輕氣球 

先月 初、 倫敦 附近で 軍用 輕氣 球の 試乘 があった。 ァ ルダ I ショ ット から ンド ン迄 一 時間 一 一十 

ffl 哩の 速度で 飛行し、 聖ボ— ルの 寺院 を 一 ま はりして 今度 は 風に 逆って 進んだ が、 餘り 風が 强か 

つたから 水晶 宮の邊 で 地上に 下った。 飛行した 全 距離 五十 哩、 地面より 平均 七 百 五十 の 高さ を 

航し たさう である。 

狂人の 眼と 髮 

此れ は 蘇 格 蘭の 話で 我 邦に は應 用し 難い かも 知れぬ が、 同地の 瘋癲 病院で 調査した 處 によれば、 


種の 話 


統計 上 狂者に は 普通の 人よりも 眼の 色が 薄く 髮の 色が 濃い のが 多い と 云 ふ 事で ある。 

(明治 四十 年 十 一 月！ 二十 tn、 東京 朝日 新聞) 
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四十 八 

塞 さと 尿 量 

塞い 時に 三時 間 運動せ すに 居る と： 酸の 排出 量が 平日の 五割增 す。 しかし 筋肉 を 運動 させて 居 

れば 一割 强位 しか 增 さぬ。 此れに 反して 暖かに 着物 を 着て 盛に 蓮 動 すれば 却て 三 割 位 減す る。 そ 

れ で：^ 酸の 分泌の 幾分 は體 熱の 損失に 對 する 反 應 として 起る もの だら うと 云 ふ。 

新發 明の 耳 喇叭 

瑞典 政府の 電話局で 近頃 發 明され た 耳 喇叭 は 交換手の 耳に さし 込んで 通話 をす る爲の もので あ 

るが、 此れ は 又 耳の 遠い 人の 爲 にも 重寶な ものである さうな。 此 器械の， m 線 は 耳の 背後な どに 隱 


せ. ば 少しも EE に 立たぬ さう である。 

(明治 四十 年 十一 一  =、 束 京 朝 ：= 新聞) 


四十 九 

寶 石の 人造 法 

近頃 佛國の ボルダと 云 ふ 人が 鋼玉 石の 粉を變 じて 種々 の寶 石と する 方法 を發 見した。 卽 ち此鑛 

石の 碎片を ラヂゥ ムと 一緒に 一 ヶ月 も 管に 入れて 置けば 或は 黄色な トツ パ ズ になり 或は ルビ ー、 

サ ッファ ャ等 種々 の寶 石に 變る さう である。 此 法で 作った 寳石を 其 道の 目 利に 見せたら 眞 贋の 酉 

別が 出来なかった と 云 ふ。 從來 各種の 鑛物 又は 砲 子な どが ラヂゥ ム の 爲に變 色す る 事 はよ く 知ら 

れて 居た が、 今度の 發 見が 確 なれば 餘程 著しい 事と 云 はねば ならぬ。 

(明治 四十 年 十二月 十六 日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


五十 

濃霧 を 消散す る 新案 

口 ン ドン は 霧の 名所で ある さうな が、 近頃 マ ヂョラ と 云 ふ 人が 此霧を 消す 新案 をして 氣象臺 で 

此れに 關 する 硏究 をして 居る さうな。 其 法 はと 聞いて 見る と隨分 大仕掛けな ものである。 直徑六 

高さ 六十 K の鋼鐵 製の 大砲 を 作り、 其 中で ァセチ リン 其 他の 瓦斯 を爆發 させ 空 氣に劇 動 を 起さ 

せる 趣向 だと 云 ふ。 遠から す此 研究に 關 する 報告が 出る 害に なって 居る。 

(明治 四十 年 十二月 十七 日、 東京 朝日 新聞) 
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五十一 

坑夫に 賞牌 

英皇 H ド ヮ ー ド 陛下 は 今度 新に 一 一種の 賞牌 を 制定 せられた。 此れ は鑛 山の 坑夫な どで 多 數の人 

の 生命 を 救 ひ 危險を 除く 爲に 自分の 生命 を 賭した 者に 授與 する 害 だと 云 ふ。 其 綬は靑 に 黄の 緣を 

取った もので 一等 二等に 酉 別され て ある さうな。 

結核 病 研究の 萬 國會議 

来年 九月 廿 一 日より 十月 十一 一日 迄 米國ヮ シ ン トン 府で 表題の 會議が 開かれる。 全體七 部門に 分 

れて 結核に 關 する 病理、 療法、 豫防其 他 一切の 會議 をす る 害で、 又開會 中は該 病に 關 する 展覽會 


種の 話 


を 開い て 公衆に 觀 せる さう である。 

(明治 四十 年 十二月 十八 日、 東京 朝日 新聞) 
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五十二 

ぺ ストと 蚤 

ぺ ストと 云へば 鼠 を 聯想す るが、 鼠族の 間に 此 病毒 を 擴 める もの は i だと 云 ふ 事が 段々 に 確め 

られ るら しい。 或 人が 天竺鼠に 就いて 試驗 した 所に よれば、 假令 健全な のと 病に か、 つて 居る の 

と を 接近 させぬ 様に して 置いても が 移る と 感染す る。 又 健全な 方 を 籠に 入れて 吊して 置いても 

资が 飛び 上る 事の 出来る 位の 高さに 吊した ので は 矢張感 する が、 其れ 以上 高く する か 叉 細かい 網 

に 入れて 蚤の 出入せ ぬ樣 にして 置けば 傳染 せぬ と 云 ふ。 もし 鼠が 人間なら 捕 愛の 懸賞で もす る處 

だら う。 序にべ ストの 本家本元 たる 印度で は宗敎 上の 迷信から 教生 を絶對 的に 忌む ので 鼠 狩りの 

實 行が 甚だ 困難な やうで ある。 (明治 四十 ギ 十二月 十九 日、 束 京 朝 口 新聞) 


種 《 話 


五十 三 

人造藍と 天然 藍 

藍 を 人工的に 合成す る 法が 出来て 以来、. 人造藍の 需要が 增 すに つれて 天然 藍の 産額が 減す る 傾 

向 を もって 居る の は 著しい 現象で ある。 例へば 天然 藍の 產地 たる 印度で は此 1 1 三年の 間に 藍の 栽 

培 面積が 半分 以下に 減少して しまった。 又英國 では 一昨年と 昨年との 比較 統計に よると 人造藍の 

輸入 高が 二割 程增 し、 此れに 反して 天然 藍の 方 は 七 分 位の 滅額を 示して 居る。 しかし まだ， ^天 

然 のが 人造のに 壓 倒される 處 迄に は 月日が ある。 栽培 法 や 製法の 改良 を 加へ て 行けば 天然 藍も當 

分 市場に 立ち ゆかれる 見込 だと 云 ふ。 (明治 四十 年 十二月 二十日、 東京 朝日 新聞) 
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五十 四 

水晶の 禱物 

水晶 は 砲 子と ちがって 容易に 火熱の 爲に 融けぬ から、 此れで 種々 の 器物 を 製す る は 困難で あつ 

た。 しかるに 先年 來は酸 水素 吹管で 水晶の 小片 を熔 して 細い 棒と し、 此 水を澤 山に 熔し 合せて 管 

ゃフラ ス コ を 作る 事が 出来る 様になった。 近頃 又 電氣の 熱で 勝手な 形の 瓶な ど を 作る 法が 發明さ 

れ たさう である。 其 法 は 先づ鑄 型の 中へ 水晶の 粉 を 詰め、 其 中に 炭の 棒 を插し 込んで 此れに 強い 

電流 を 送り、 粉が 熔けた 時に 型の 口から 空氣を 吹き込めば よいと いふ 事で ある。 ー且熔 した 水晶 

製の 器物 は 耐火力が 强く又 熱の 爲に 破れる 憂がない。 眞 赤になる 程燒 いたの を 冷水 中に 投じても 

何の 異狀 もない と 云 ふの が 特長で ある。 (明治 四十 年 十二月 二十 七"、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


五十 五 

巨^ モ ー レ タニア 

先日 ル シク 一一 ァ號の 話を揭 げたが、 其 姉妹 船モ ー レター 一 ァ 號に關 する 概略 を數字 だけ 比較の 爲 

に擧 ぐれば、 船の 長さ 七 百 六十 呎、 幅が 八十 八呎、 噸數三 萬 二 千。 乘 客の 數は 一等 五 百 六十 三人、 

1 一等 四百 六十 一 人、 三等 千 百 一二 十八 人、 試 運轉の 平均 速度 一 一十 六 浬 三で ある。 , 

女優と 無線電信 

有名な 佛の 女優 サラ • ベ ルナ ー ルは 近頃 北米と 歐洲 との 間に 開通され た 無線電信 について 次の 

様な 事 を 云って 吾る。 「此の様に 欧羅巴と 亞米利 加と が 虚空 を距 て" 睦 じく 接吻す る樣 になった 
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の は 科 寧の 力の 最も 詩的な 表現で ある」 と。 .  - 

(明治 四十 年 十二月 二十 八日、 東京 朝日 新聞) 
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稀の 話 


五十六 

天然色 寫 眞 

先日 本紙に 載せて あった 天然色 寫眞の 新法より なほ 一層 新しい 法が 見出された。 それ はゥヮ 1 

ナ ー . ポヲリ ー の 法と 云 ふので、 去る 十月 口 ン ドンで 開かれた 天然色 寫眞會 で 展覧に 供した。 先 

日の リュ ミ H 1 ル會 社の ォ I トク。 ー ム板は 三色の 澱粉 を 混合して 作った もの だが、 今度の は 種 

板の 上に 三色の 細い 線 を 並べた もので 大體の 理窟 は 前のと 變り はない。 色の ついた 線 を 作る に は 

細い 格子の 様な ものと 護 讃寫眞 と 同じ 法で 板に 寫し 此れ を 染める ので ある。 此 種の 寫眞 では 色 は 

よく 出ても 一 體に 暗くなる のが 缺點 であるが、 ボヲリ ー 氏 は 特別な 仕掛で 此れ を 照し 一 體を 明る 

く 見せる 様に したと 云 ふ 事で ある。 前のと 今度のと の 優劣 は 現物 を 較べ て 見ねば わからぬ。 

(明治 四十 年 十二月 二十 九日、 東京 朝日 新聞) 
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五十 七 

婦人と 動物 學者 

テキサス 大舉の モ ントゴ メ リ ー 教授 は、 衣服 其 他の 粧 飾に 鳥類の 羽毛 を 使用す る 事 を絕對 的に 

禁じ 度い と 論じて 居る。 單に 米國で 鳥の 濫殺 を禁 する のみなら す、 輸入 も 止めなければ 無效 であ 

る。 鳥の 捕獲が 盛に なれば 益、、 羽毛が 安くな り 使用 高が 次第に 增 して 結局 は 鳥の 種類が 絶える 様 

になる だら うと 云って 居る。 (明治 四十 年 十二月 三十日、 東京 朝： H 新聞) 


種の 話 


五十八 

蜂に 螫 された 時 

アム モー ーァ 水が 蜂の 針の 毒 を 消す 事 はよ く 人の 知る 處 であるが、 或る人の 經驗 では、 それより 

も 幾 那をァ ム モ 一一 ァ 水に 洛 した 丁 幾が 一 層有效 ださう である。 

火 出 の 變 形 

昨年 四月 伊太利の ヴ H スヴ ィァス 山が 稍 烈しい 噴火 を やった が、 其 後同國 陸軍 地理 局で 測量 を 

行った 結果に よると 噴火 前に 於け る 最高 點の 高さ 海拔千 三百 三十 五 米あった のが 千 一 一 百 一 一十三 米 

に 減じて 居る C 其 代りに 地 獄 谷な ど、 いふ 窪み は 五 米 乃至 五十 米の 高さに 埋められ たさう で 

3 

ある。  (明治 四十 一年 一月 一日、 東京 朝日 新聞 ：}  ^ 


4 

そ 

ふ 


五十 九 

結核 病と 食物 

結核菌 を 接種した 動物に 種々 の 食物 を與へ て 病の 經過 を試驗 した 結果に よると、 脂肪 分 を 主に 

與へ たもの は w 十日 位で 死し、 含水炭素 殊に 砂糖 を 多く 與へ たもの は 八十 七日 位で 死んだ。 此れ 

に反して 含 窒素 食物 を 主に 食 はせ た 動物 は 三百 七十 一 日 生きて 居た さう である。 

(明治 四十 一年 一月 二十 五日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


六十 

燈 臺 の 光 色 

海上で 遠い 燈臺を 見出した 時 其 光の 色が 赤 だか 靑 だか 分りに くい 事が ある。 其 時は雙 眼鏡 か 何 

かで 見て 肉眼で 見た のと 比較し、 もし 肉眼で 見る 方が よく 見えれば 其 燈色は 赤 光で、 さう でな け 

れば靑 か 白 だと 云 ふ。 

屍體と X 光線 

生きて 居る 人體の 腹部 を x 光線で 照し 寫眞を 撮っても 胃 や 腸 を 識別す る 事が 出來 ぬが、 死後 間 

もな く寫 して 見る と 明に 此 等の 臟鹏の 所在が わかる。 そして 死後 時間が 經 つに 從 つて 愈、、 明白に も 


なる。 生きて 居る 中 は 內臟が 絶えす 動いて 居る から 寫ら ぬの だら うと 云ふ說 になって 居る らしい 

(明治 IT 十 一 年 一 月 二十 六日、 東京 朝 H 新聞) 
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種 0 話 


六十 一 

猿と 蛇 

いろ/ \ の 動物に ついて 試驗 して 見る と、 蛇 を 怖れる は 猿猴の 類に 限る、 但し 其 中で 狐猿と 云 

ふ 一 種の みは 蛇 をし かけても 平氣 だと 云 ふ。 

窒扶新 菌の壽 命 

北米 シカゴ 市で はミ シガ ン 湖から 用水 を 取って 居る ので 市中の 下水 を 湖水に 流し込む 譯に 行か 

ぬ。 それで 下水 溝渠 は 凡て 此れ を ミス シッ ピィ 河に 放流して しま ふ樣 になって 居る。 處で其 下流 

なる セ ント ルイ 市で 窒扶斯 が 蔓延し 此れ は シカゴ の 病菌が 下水と 共に 河 を 下って 來る爲 だら うと 
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云 ふ 所から やかましく なり、 其 結果 窒扶 斯菌が 水中で 幾日 間 生きて 居る もの かと 云 ふ 問題 を 研究 I 

せねば ならぬ 事に なった。 そこで 色々 試驗 をして 見た 結 ra;- だと 云 ふの を 聞いて 見る に、 普通 下水 

溝渠の 如き 汚水 中で は 精々 四日 間 位し か 生きて 居ぬ が 水が 淸淨な 程 永く 生きて 居る さう である。 

しかし 日光が よく 當れば それだけ 早く 死ぬ る。 いづれ にしても シカゴから セ ント ルイ 迄 三百 二十 

二 哩の流 を 下る に は 十一 日 位 か. - るから、 此 間に は 病菌 は 大抵 死滅す る だら うと 云 ふ 事に 歸 着し 

た， うで ある。 序に 人 體ゃ濕 土中に 於け る該菌 の壽命 は數週 乃至 數月 にも 亙る と 云 ふ。 

ぐ S 治 四十 一 年  一 n;  二十 七日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


六十 二 

迅速なる X 線寫眞 

從來ェ線で人體の內部などを^：；！眞するに當っ て 一 つの 缺點は 照射 時間の 長い 事で ある。 つまり 

早 撮りが 出來 ぬから 蓮 動して 居る^ 腑を寫 す 事が 出来ぬ。 もし 此の 早 撮りが 成效 すれば 體 中の 活 

動寫眞 が 撮れる 事になる ので ある。 しかるに 近頃 口  I ゼ ンタ ー ルは 特別な 感應コ ィ ルを發 明し、 

此れに よって X 線 を 生 すれば 喉頭の 寫眞を 僅か 一 一秒 間で 撮る 事が 出来る と 云 ふ 事を發 表した。 も 

う 一 息 早く なれば 遂に は內 臓の 活動 寫眞も 出来る だら うと 思 はれる。 

(明治 四十 一 年 一 月 三十日、 東京 朝日 新聞) 
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六十 三 

マホメット の 墳墓 

土 ITA. 古 皇帝 陛下 は 近頃 メヂナ にある 囘々 敎祖マ ホメッ トの 墓に 電燈 をつ けて 神聖な 墓地の 闇 を 

照 さう と 云 ふ 事 を 思 召し 立 たれて 英國 の某會 社に 右の 工事 一 切 を 御 下命に なった と傳 へられて 居 

る 0  . 

女皇 陛下の 電話 

昨年の 暮 葡萄牙の 女皇ァ メリ ー 陛下が 巴 里に 御 滞在中の 出来事で ある。 一 日 巴 里倫敦 間の 長距 

離 電話に 故障が あって 唯一 線し か 通じない ので、 電話 申込 人 は 何十 人 もっかへ て 順番の 來 るの を 


種の 話 


待ち兼ねて 居る 有様であった。 其 時 ブリストル 旅館から 英京の バ ッ キン ガムせ" へ 通話 を 申込んだ 

ものが ある。 交換手 は 一 七十 五番です から も 少し 御 待ちなさい」 とやる と 失望の 嘆聲が 聞え て や 

がて 「ァ メリ —女皇 から 英皇へ 御 話， しがした いの だが」 と 云った。 そこで 交換局で は 長って 早速 

接鑌 すると 女皇 陛下 は御滿 足で もの.^ 小 半時 間 も ゆる/ \ 御對 話が あった。 他の 電話 申込 人 等 は 

そんな 事と は 知らす 待て ども/ \ 順番が 来ぬ、 殊に 巴 里の 銀行家な ど 一刻 を爭 ふ經濟 上の 交涉を 

ひかへ て 居る ので 氣は氣 でない。 時の 立つ 內 にどん な 事が 起ら うかと 靑く なり 赤くな つたと 云 ふ 

話で ある。 

(明治 四十 一 年 二月 glH ；、 東京 朝 口 新聞) 
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六十 四 

煤煙 問題 

口 ン ドン 地下 電鐵會 社の 發電 所で 焚く 石炭の 煙が ゥェ スト ミンスク ー の 町へ 掛 つて 損害 を與へ 

ると いふので 同市 會 から 會社を 相手取って 訴訟 を 起した。 が 審理の 結果、 同會 社の 煙突から 出る 

煤垔ま 十分な 設隨 によって 淸 めら れ たもので あって そんなに 害毒 を 生す る やうな 惡ぃ 煙で ない と 

云 ふ 事に なり、 此 訴訟 は 却下に なった さう である。 

面白 S 電燈 

近頃 室 內に 取りつ け 又は 卓上に 置く 電燈に 面白い 自働裝 置を附 した ものが 工夫され た。 例へば 


種の 話 


人形が 電燈を 持って 立つ て 居る のなら ば 灯が 點 ると 同時に 電燈を 高く 振り あげる。 又 柱な どに 龍 

や 鬼の 頭 をつ け、 夕方が 來 ると 此れが 口 を 開けて 電燈を 吐き出す 様な 仕掛に なって 居る。 

.  (明治 四十 一年 三月 六日、 東京 朝日 新聞」 
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六 十五 

過失より 起る 火災 

放火 ゃ惡戲 より 起る 火災 は 人の 不注意から 起る 火災に 比すれば 殆んど 云 ふに 足らぬ 少數 である 

さうな。 米國 での 統計に 據れ ば、 過去 二十 一年間に 過失から 起った 火災の 損害 は 金高に して 二 億 

六 千 六 百 三十 四 萬 〇 五十八 弗になる 勘定 だと 云 ふ。 電線、 落雷、 地震、 おまけに 野火 を 加 へても 

過失から 起る もの 、數に は 足らぬ さう である。 

新しい 白熱 電燈 

近- S トムソン -ボ I スト ン會 社で 專賣 特許と なった 白熱 燈の 炭素 線 は 純粹な 石墨 だと 云 ふ。 此 


種の 話 


れを 作る に は、 油煙 を 電爐の 中で 攝氏 三千 度に 熱した ものに 或る 糊 を 混じて 線狀 とし、 此れ を S 

百度に 熱して 糊 を 炭化させる の ださう である。 

(明治 四十 一 年 一一 一月 七日、 東京 朝日 新聞) ： 
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六十 六 

黄金の 產額 

昨年 中に 世界 各地で 採掘され た 黄金の 總額は 六 百 七十 四噸 で、 もし 此れ を 集めて 一塊と すれば 

ザット 一 丈 四方に 高さ 九 尺 位になる 勘定で ある。 此內 殆ど 三分の 一は 阿弗利加の 南部から、 叉 四 

分の 一は 北米 合衆國 及び アラスカから 出た の ださうな。 序に アメリカ 發 見以來 去る 明治 卅 三年 迄 

に該 地で 採った 金の 價額を 見 積って 見る と 一 一 百 五十 億圓 程になる とい ふ。 

樹木と 遣傳 

縱 などの 種子 を 捲いて 其 生長の 遲速 を試驗 して 見る と、 低い 土地から 取って来た 種子の 方が 高 


地から 取った のに 比して 餘程 生長が 早い と 云 ふ 事が 瑞西 ゃ澳太 利邊で 確め られ た。 なほ 一般に 種 

子の 重さ や 生長 期の 長短 或は 病に か&り 易い 度な ども 其 種子 を 採った 母樹の 土地に 餘程關 係す る 

さう である。 それで かう 云 ふ樹の 種子 を 選ぶ に は 播種す べき 土地に 應 じて 適 當な處 の 產を用 ひね 

ばなる まいと 云 ふ 事 を 論じて 居る 人が ある。 但し 縱の 外の 樹木に も 同様の 事が あるか どうか は、 

まだよ くわから ぬ やうで ある。 

(明治 四十 一 年 一 11 月 十九 日、 東京 朝：：： 新聞) 


六十 七 

新しい 魔睡 劑 

鹽化 H チ I ルを 魔睡 劑に 使用 せんと 試みた 人が ある。 其の 近頃に 發 表した 論文に よると、 此の 

藥劑に 酸素 を 混じて 試驗 用の 動物に 吸入 させて 見た が 一時間 程 極く 安靜に 魔睡し、 睡 からさめ る 

時 も 速に 醒め 切って、 ェ ー テル や クロ  口 ホルム の樣 にさめ 際の 惡ぃ樣 な 事がなかった さう である。 

しかし まだ 人間に は 試みて 見ぬ が 多分 同様の 好結果 を 得る 見込 だとの 事で ある。 

寫眞の 無線 電送 

近頃 寫眞電 達と いふ 事が 大分 評判に なった が、 從來の 法 は 皆 電線に よって 電流 を傳 へる ので あ 


種の 話 


る。 處が咋 年の 暮に 佛國 で試驗 したべ ルジョ ンノォ 式と いふの は 長い 導線 を 引かす に 無線で 寫眞 

を電途 する の ださうな。 巴 里と 馬 耳 塞 間で 試驗の 結果 好成績 を 得た と傳 へられて 居る。 

.  (明治 四十 一年 一一 一月 二十日、 東京 朝日 新聞) 
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六十 八 

眞珠の 採取に X 光線の 應用 

世界中の 眞珠產 地で 年々 に 採る 母 貝の 數は 夥しい ものであるが 其 中で 眞珠を 含んで 居る の は 比 

較 的に 少ぃ、 それで 母 貝の 多數 はつ まり 無駄に 殺されて しま ふ 事になる。 もし 貝 を 開かす に眞珠 

の 有無 を驗 する 事が 出来れば 非常に 無駄が 省け る譯 である。 虑が 今から 七 年 前に， ヂュ ボアと いふ 

人が X 線で 眞珠 貝の 寫眞を 撮り 珠を驗 する 事 を考へ 出した が、 なにしろ 澤 山な 貝の 寫眞を 撮る の 

は 可也に 手數 でも あり 費用 も か、 る處 から實 業 社會の 注意 を惹 くに 至らなかった。. しかるに 又 近 

來絲 育の ソ a モ ンと云 ふ 人が 同じ 考を 起して 大 仕掛に 資本 を かけて 此の 法 を 用 ひる 事に なった さ 

うで ある。 g: の樣な 物に 母 貝を澤 山に 並べた の を 一度に 寫眞 にと る。 そして 眞珠の あるの はすぐ 


種の 話 


に 採 出し、 な いのは 養殖場へ かへ す さう である。 此 Q 法が 果して 收ま相 償って 利 ハ„| が あるか どう 

か は 他日 を 待たねば 分らぬ が、 兎に角 米國 人が 科 學の應 用に 熱心な 一 例と 見る 事が 出来る。 

(明治 四十 一 年 三月 二十 一 曰、 東京 朝 曰 新聞) 
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六十 九 

光線と 吸 

薄暗が りで 讀書 などす ると、 ぢ きに 眼が 疲れて 來る。 永く 繽け ると 非常に 眼 を 害する の は 誰れ 

も 知る 通りで あるが、 义餘り 强ぃ光 も 眼に 害が ある。 例へば 太陽な ど を 長く 見つめる の は 恐ろし 

い， 一:^ の 基で ある。 印度で は宗敎 上の 迷信から 太陽 を强 ひて 直視す る 爲に內 障 服 を 起す 者が 澤山ぁ 

る。 又 露 西亞の 或る 地方で 牧牛が 白皚々 たる 雪の 強い 光の ため 眼病 を 起す の を 防ぐ とて 一種の 眼 

鏡 を かけさせた 話が ある。 それ 程に 強くない 光で も 永い 間に は 案外の 害 を 及ぼす から、 燈光 など 

でもなる ベく 裸 火を廢 して 磨 m 子の 玉 ボャの 様な もの を かけた 方が よい。 近頃の 話 だが、 米國の 

或る 夜學 校で 强ぃ電 燈を點 じて やって 居た が學生 中に 眼病が 非常に 出来て 困った。 そこで 電燈の 


種の 話 


下に 反射鏡 を 取り付け 光 を 天井から 反射させる 様に 改良したら 其 後 は 眼 を 病む 者が サッ パリな く 

なった と 云 ふ 事で ある。 (明治 四十 一 年 三月 二十 九日、 東京 朝 H 新聞) 
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七十 

料理に 音樂 

近頃 シカゴ 市で 電氣應 S 諸器械の 展覽會 があった が、 此れに 關 する 同地の 新聞の 記事 中に 次の 

様な 奇拔な 意匠が 述べて ある。 卽ち 料理番が 肉な り 野菜な り を 竈に 仕 かけて 煮える の を 待って 居 

ると 丁度よ い 時分に は電氣 仕掛 の ピアノ が 鳴り 出す、 其 煮物 に相應 した 樣 な 曲 を 奏す ると いふの 

である。 あまり 面白 過ぎた 様な 考案で は あるが、 如何程 迄 電氣が 萬 能な 勢力で あるかと いふ 一例 

として 御 紹介す るので ある。 但し 考案 だけで 器械が 出来た ので はない。 

(明治 四十 一 年 三月 一一 一十 日、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


七十 一 

土星の 輪 

太陽系に 屬 する 諸 遊星の 中で 土星 を取卷 いて 居る 輪 ほど 不思議な 面白い もの はない。 ガリレオ 

以来 幾多の 星學 者、 物理 擧 者の 腦を 苦しませた 代物で ある。 それで 其形狀 など も 充分に^ 究 され 

て ゐた譯 であるが、 此頃佛 國の或 高山の 天文 臺で觀 測して 居たら 從來 人の 知って 居る 輪の 外側に 

もう 一 つ ボン ャリ した 輪の ある 事を發 見した。 此 輪が 是迄發 見せられなかった の は、 從來 の觀則 

は 皆 使 地です るの みであった 爲、 下層の 燭 つた 签氣に 障ぎ られて 見えなかった の だら うとい ふ 事 

である。 
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科學の 通俗 講義 集 

近頃 コ U ン ビヤ 大擧で 最近の 科擧の 進歩 を 通俗的に 講義した 小冊子 二十 ニ篇を 出版した。 なる 

ベく 專門 的の 術語な ど を 使 はすに 極く わかり 易く 說ぃ たもので ある。 代價は 一 冊 五十 錢 位で 同大 

學の 刊行に なって 居る。 此 種の 通俗 講義の 必要 は何處 でも 感ぜられて 居た が、 今 率先して 此れに 

着手した の は 同大 學の 美擧 とい はねば ならぬ。 • 

(明治 四十 一 年 三月 三十 一 日、 東京 朝日 新聞) 
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種の 話 


七十 二 

瓦斯の 液化 

水 蒸氣を 冷せば 水になる 事 は 日常 目擊 する 處 だが、 凡ての 瓦斯 體も 適當の 寒冷と 壓カを 加 へ れ 

ば 皆液體 になって しま ふ 害で ある。 炭酸 瓦斯な ど は 通常の 溫 度で も壓縮 すれば 液化す るが、 氣 

の 如き は攝氏 零度 以下 百 四十 度と 云 ふ 極寒に 會は ぬと いくら 壓 縮しても 液體 にならぬ。 近來 瓦斯 

を液體 にす る 事が 大變に 進歩して 大抵の 瓦斯 は 皆 液化され る 様になつ たが、 獨り i4j 氣中に 混ぜる 

ヘリウム のみ はどうしても 液體 にならなかった。 しかるに 今年 三月 初めに 至って 和蘭ラ イデ ン の 

大學 敎授ォ ン ネス 氏 は 終に 此れ を も 液化し 得た と傳 へられる。 

(明治 四 卜  一 ^^H^^n. 東京 朝 H 新聞) 


467 


七十 三 

露國 政府と 前世界の 巨獸 

近頃 西 比 利亞の 東北 部ャク ー ック 地方で、 前世界の E 象 マ ン モ ス の 遣 骸が發 見せられ たので、 

露國 政府で は 其 研究の 爲に學 者 を 同地 方に 派遣す る こと X なり、 同國學 士院の 動物 擧 博士 等數名 

が 出張 を 命ぜられ たさう である。 約 一年 餘の 時日 を 費す 豫定 で、 其 費用と して 一 萬 六千ル ー プル 

(約 一 萬 三千 圓) を國 庫より 支出す る こと X なった さう である。 露國 政府が 純粹な 科學の 方面に 

も 冷淡で ない 一 つの 例と して 御 紹介す るので ある。 (明治 四十 一年 四月 八 曰、 東京 朝 曰 新聞) 


種の 話 


七十 四 

溫泉 中の ヘリウム 11^^ 斯 

前條に ヘリウムの 事 を 述べた 序にもう 一 っ此 瓦斯に 關 する 話 をす る。 近頃 鎮泉 中に 此 瓦斯が 含 

まれて 居る 事が 知られた。 佛國で 調べた 結果に よると 〇 . 一 乃至 五 . 三プ a セ ント 位の 割合で 含 • 

まれて 居る。 此れ を 採取す るに は 液化した. S 氣で 冷却し 木炭に 吸收 させる さう である。 此 瓦斯 は 

もと 太陽 中に 存 する 事 は 日光の 分析から 知られて 居て 其爲に ヘリウム (太陽 素) と 名 けられた が、 

しかし 地球上の 空氣 中に も存 するとい ふ 事 は 僅に 數年 前發 見せられ たので ある。 最も 輕 いそして 

他 元素と 化合し 難い ものである。 近年 ラヂ ゥムの 研究が 進む につれ、 ヘリウム はラ ヂゥム より 變 

化レて 出来る もの だと 云 ふ 事が 知れ、 元素と いふ もの は變 化せぬ 物 だとい ふ 從來の 考へを 打破つ 恥 


たので 科舉 者の 注 n を ひいて 居る。 (明治 四十 一年 四月 九日、 東京 朝日 新聞) 
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種の 話 


七十 五 

啞に 言語 を敎 ふる 法 

電話 や 蓄音機の 發 明に 依って 有名な ダラ ハム. ベ ル氏 は叉啞 者に 一 百 語の 發音 を敎 ふる 法に 關す 

る 著者と して 知られて 居る。 近頃 其 著書の 再版が 出た。 此法 はもと 著者の 父 メル ザル - ベル 氏の 

考案した ものである。 一種の 記號で 文字の 代用 を させ、 叉 其 記號の 形に よって 其 音を發 する に は 

舌 や 口腔 を 如何なる 位置 形狀 にすべき かとい ふ 事 を 明かに 示した ものである。 此方 法に よって 言 

語を發 する 様になった 啞 者は澤 山 ある さうな。 (明治 四十 一 年 五月 一 日、 東京 朝日 新開) 
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七十 六 

签 中 の 巡 査 

近刊の 某 地學雜 誌に 上の 様な 表題 を 揭げて 鳥類の 保護 を 論じて 居る 人が ある。 其 人の 說 によれ 

ば、 鳥類が 農作物の 害 蟲を驅 除す る 功 は 非常な もので、 もし 鳥類 濫 殺の 結 菜 有益な 鳥が 絶滅に 近 

づく曉 に は 地上の 植物 は 大半 滅亡す るに 至る であらう というて 居る。 

, 植物 標本の 保存 

植物を保^H5る時に 一番 物 足らす 思 ふ 事 は 美しい 綠が 褪めて しま ふこと である。 此綠色 を 其 儘 

に 保存す る 法に ついては 色々 試驗 をした 人が ある 中に、 數年前 トレ ー ル 博士 は 次の 法を發 表した。 


卽ち 醋酸 銅 を 醋酸に 溶した ものに 植物 を 浸せば 葉綠 素と 銅との 化合で 不 變の綠 色素が 出来る とい 

ふので ある。 近頃 更に 發 表した 處 によれば、 此 溶液 を 熱して 沸騰し つ.^ ある 時に 用 ひる 方が よい 

さう である。 

(明治 四十 一 年 五月 六 H、 東京 朝：：： 新聞：) 


七十 七 

人を载 せる 紙鳶 

昔 鎭西八 郞が大 紙 鳶に其 子 を 縛して 伊豆の 島から 空に 放った とい ふの は 馬 琴の 才筆に よって 面 

白く 描かれて 居る が、 玆に 述べる の は 昨年の 暮 北米での 話で ある。 大きな 紙鳶に 中尉 某 を 載せて 

地上 百 六十 八 呎の處 迄 上げた さう である。 此紙鳶 は 蝶の 羽根 を 立てた 様な 形の 小さい 紙鳶を 三千 

四百 個 程 組合せて 風 を 受ける 表面 を 多くした ものである。 

囘々 敎と 新月 形 

囘敎 では 新月 形 を 記章と する 事 恰も 基督教の 十字架の 如くで ある。 此れ は 無論 三日月に 象った 


種の 話 


ものだらぅと思はれて5^^たが、 段々 調べて 見る とさう でない。 動物の 爪 或は 牙で 作った 護身 符か 

ら 起った 形 だとい ふ 事が 知れた。 始めは 二つの 爪 或は 牙の 根元 を絲ゃ 金具で 縛った もの を 用 びて 

居た が、 後に は 一片の 彫刻物で 代 M する 様になり、 後に は眞 中の 繼目 の痕も 略されて 新月 形に な 

つてし まった とい ふ 事が わかった。 

(明治 四十 一 年 五月 十  一 E ！、 東京 朝日 新聞) 
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七十 八 

寫 眞 測 量 

經緯 機な ど を 用 ひて 測量 すれば 無論 精密な 結 2^ を 得られる が、 共 か はり 時間 をつ ぶし、 人を澤 

山に 使 はねば ならぬ。 しかるに 近頃 は 極く 輕 便な 誰れ にも 一 人で 出来る 測量 法が 段々 使 はれる 様 

になった。 卽ち寫 眞機ー つで 山河の 配置な り 建物の 形狀 大小な り 大體の 事 を 知る 事が 出來 るので 

ある。 少し 精密な 測量 をす るに は 特別な 寫眞 機が 出来て 居て、 此れ を 持 出して 數 葉の 寫眞を 撮れ 

ば あと は 机の 上の 仕事で 立派な 地圖 でも 何でも 出来る。 一日 野外で 馳けま はる 必要 はない。 最近 

の 米國雜 誌に よれば、 此 種の 測量に パ ノラ マ寫眞 機 を 用 ふれば 最も 簡便 だとい ふ 事で ある。 

(明治 四十 一年 五月 十五 日、 柬京朝 nn 新聞) . 


種の 話 


七十 九 

變 つた 製氷： 法  ■ 

獨 逸の 南部で 冬期 人造 氷 を 作る 法と いふの を 聞いて 見る と、 一寸 變 つて 居る。 先づ 長さ 二 丈 位 

の 大きな 櫓 を 作り 其 天井と 中段と に 横木 を 並べ て 置く、 そして 天井の 上に 水道 を 引いて 其 口から 

噴き出す 水 を 天井 一面に 散亂 させる。 すると 小さい 飛沫に， なって 5^ る 水 は 寒い 空氣に 觸れ、 皆 

氷柱の 形に なって 天井 及び 中段の 横木から 垂れ 途には 地上に 達する。 此 くして 出来た 大きな 氷柱 

を 片端から 折り 取つ. て 水 藏へ收 め 夏 迄貯藏 する ので ある。 此 法で やれば 一夜に 九 尺 四方 位な 氷塊 

が 出来る さうな。 但し 氣溫 が攝氏 零度 以下 数度に 降らねば 駄目な 事 は 勿論で ある。 

c: 明治 四十 一 年 五月 十八 日、 東京 朝日 新聞) 
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水の 消毒 

.1  仝氣 中に 電氣の 火花 を 通す る 時 一 種の 臭 氣を帶 びた る 所謂 ォゾ ン 瓦斯が 出来る。 此 瓦斯 は 酸素 

の變 形した もので 非常に 酸化 力が 强く徽 菌類 は 此れに 遇へば 呰 死んで しま ふ。 此 性質 を 利用して 

飲料水 等の 殺菌 消毒 をす る 法が 近年 歐洲諸 國で行 はれて 居る。 ォゾ ンを 作る に は 交番 電流 を特训 

な變壓 器に 通じ、 此器內 に 生じた 瓦斯 を 給水管 中に 吸 ひ 込ませる 樣 にして ある。 此 法で 消毒 すれ 

ば どんな バ ク テリア でも 殘らす 死んで しま ふ、 そして 蒸 水な ど、 はちがつ て 水の 固有の 味が 少 

しも 變ら ぬと いふ 利益が ある。 尤も 汲み出した 時には オゾンの 臭氣 がする が、 此れ はすぐ に 消失 

するとい ふ 事で ある。 (明治 四十 一年 五月 十九；：；、 東京 朝日 新聞) 


種の 話 


八十 一 

巴 里の 高 塔 

有名な 巴 里の H ィフ H ル塔は 近年 or 無線電信の 發信 所に 用 ひられた が、 近頃 佛國 學士 院のブ 

—ケ .ド . ラグ リ I 氏 は 此塔を 利用して 遠近の 海岸 を 航海し つ、 ある 船舶に 正確な 時刻 を 電報し 

航海に 最も 必要な 時 儀の 調整 を させたら よから うとい ふ 事 を 建議した。 佛國 政府 は 此れ を容 L、 

先づ 手始めと して 大西洋 及び 地中海 を 航行す る 自國の 船に ついて 試驗 をす る 事に なった とい ふ。 

巴 里の 夜の 正 零時に 信 號を發 すると 海上の 船 は 一 齊に 時計 を驗 して 幾何の 遲 速が あるか を 知る 事 

が 出来る。 夜中 を 選んだ の は 畢竟 無線電信に は 夜間の 方が 故障が 少ぃ爲 だとい ふ。 
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金剛石と 炭 

金剛石 は 殆ど 純粹な 炭素から 出来た もので、 此れ を i4l 氣 中で 高熱 すれば 燃えて 炭酸 瓦斯に 變る 

事 は 人の よく 知る 處 である。 近頃 或 人が 金剛石 を眞空 管內に 封入し 此れに 強い 陰極線 を當 て" 見 

た處 が、 金剛石 は 攝氏ー 一千 度 近く 熱せられ 眞 黑な骸 炭に 變 化した さう である。 

(明治 四十 一年 五月 二十日、 東京 朝日 新開) 
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種の 話 


八十 二 

學 者の 犧 

英 國のホ ー ル ヱ ドヮ— ドと いふ * 者 は X 線の 爲に 左の 手 全體と 右の 手の指と を 失った。 其 犠牲 

の 報酬と して 年金 千 一 一 百圓 程と 一 時 金 八千圓 位と を 貰 ふ 事に なった と傳 へられる。 

墨 西！ 人の 飮料 

メキシコ や 中央アメリカ 邊で 一 般に飮 料と して 賞味す るパ ルク とい ふ ものが ある。 此れ は 龍 舌 

蘭の 厚い 葉の 汁から 製す る さう で、 近刊の 某誌に よれば 次の 様な 方法に よるとい ふ。 先 づ適當 の 

8 

時期に 大きな 葉の 皮を剝 いて 髓を 露出して おく、 それから 一年 後に 此髓を 切斷し 根元に 穴 を 穿つ 4 


て 置く と 切 口から 澄み切った 汁が 出て 穴に たまる。 此汁は 丁度 椰子の 汁の 様な 味が する さうな G 

此れ を 集めて 皮 袋に 貯 へて 置く と 一 種の 醱酵を 起して 所謂 パ ル クが 出来 上る。 一 種の 腐收 した 樣 

.i^ 臭味が あるが 飲んで 見る と 存外 好い もの だとい ふ 話で ある。 

(s^ 治 w 十 一 年 五 =: 二十 五 n、 束お 朝 H 新聞) 


482 


種の 話 


八十 三 

六 千年 前の 肉塊 

近頃 埃 及の 醫學 校で 木乃伊の 解剖 分析に 從 事して 居る 擧 者が ある。 其 研究の 村 料 中には 優に 六 

千年 を經 たもの も あるが、 此 等の 肉塊 を 分析して 見る と 驚くべき 事に は 蛋白質 脂 酸の 如き 有機 成 

分が 歴然と 分解せ. f におして 居る。 しかし 血球な ど は 全く 痕跡 も なくなって る さう である。 木 

乃 伊 を 作る に は 始め 魔 水に 死體を 漬け 種々 の 樹脂の 類 を 塗つ て 固めた ものら しい。 此れが 六 千年 

後の 今日 迄，；^ して 居る の は 全く 埃 及の {41 氣が 非常に 乾燥して 居る 爲 である。 

(明治 四十 一年 六 H;  二日、 東京 朝 rn 新聞.) 
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八十 四 

柔 能く 剛を 制す 

比較的に 柔 かい 鐧鐵の 圓板を 急速 度で 廻轉 させ、 其緣に 極く 硬い 鋼 鐵を當 てると 硬い 方の 鐵が 

容易に 截斷 される。 此の 不思議な 事實を 研究した 學 者の 說 によれば、 鐵と鐵 との 觸れ る處は 摩擦 

の爲に 高熱 を 生じ 鋼鐵が 熔け て 行く 爲 であ ると いふ。 

蜂の 智惠 

佛國 學士院 の報吿 中に ボン 一一 ヱ ー とい ふ 人が 次の 樣な 實驗の 結果 を 述べて 居る。 一日 庭に 角 砂 

糖 を いくつか 出して 置いたら やがて 一 群の 蜜蜂が 此れに とまって 頻に 骨折つ て 居た が 堅くて 喧ひ 


種 ® 話 


缺く 事が 出来ぬ と 見えて 一時 飛 去って しまうた。 少時して 後 今度 は 泉水の ある 處 から 水 を 含んで 

來て 夫で 砂糖 を 溶し 其 汁 を 吸うて 巢に歸 つた。 

(明治 n 十一 年 六：：：： 卜 九 ：！！、 東" a- 朝日 新聞) 
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八十 五 

天然色 活動 寫眞 の發明 

^動 寫眞を 見て 遺憾に 思 ふ 事 は 此れに 天然の 色彩の 缺 けて 居る 一事で ある。 然るに 近頃 アル バ 

1 ト . ス ミスと 云 ふ 人が 天然色の 活動 寫眞 を發 明して 此缺點 を 補 ふに 到った。 尤も 以前に ァ イヴ 

スと いふ 人が 三色 寫眞 を應 用して 三色の 活動 寫眞を 一 つの 障子に 重ね 映 じた 事 はあった が、 何分 

にも 三 個の 器械 を 合せ 用 ひるに は 種々 の 困難が あって 到底 廣く實 用に 適する に 至らす 其 俊に なつ 

て 居た ので ある。 然るに 今度 ス ミス 氏の 發 明した もので は 唯 一 つの 幻燈 器に 一 枚の 長い フィル ム 

を 使って 天然色 を 現す ので ある。 其 法 は 先づ實 物の 刻々 の寫眞 を 感光 膜に 寫す 際、 交互に 赤と 綠 

の 障子 を 使つ て實 物の 赤い 色ば かり 撮った ものと 綠色 のみ 撮った もの を 六 乂番に 連ねる。 かくして 


得た フィルム をせ 通の 活動 幻燈 器で 寫し 出し 同時に フィ ル ムの 後で 赤と 綠の膜 を 張った 圓板を 廻 

轉し、 赤の 光で 撮った 寫眞の 出る 時 は 赤の 膜が 来る やうに、 綠の寫 眞に は綠の 膜が 出る 様に すれ 

ばよ い。 さすれば 一 一色の 寫眞が 迅速に 引鑌 いて 交互に 現れる から 眼に は 丁度 一 一色の 寫眞を 重ねて 

見る と 殆ど 同じ 結果に なり、 從 つて 略 天然色に 近い ものが 現れる ので ある。 從來の 三色 寫眞 に對 

し 唯一 一色 を 以て 如何なる 程度 迄 天然色 を模 する 事が 出來 るか は 多少 疑問で あるが、 に 角 相應の 

好結果 を 得た と傳 へられて 居る。 此の 寫眞 並に 幻燈に m ひる 赤綠ー 一色の 膜の 色が 最も 研究 を 要す 

る 養で あるら しい。 (明治 四十 一年 六 =： 二十へ H、 東京 朝 H 新聞) 
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八十 六 

寫眞の 無線 電送 

寫眞 電送と いふ 事が 近頃 大分 流行の 話柄と なり、 先達て 佛國で 無線. 電送の 試驗 をした との 記事 

もあった が、 此頃又 英國で クー 一 ュ I、 テンと いふ 人が 非常に 簡 單な寫 眞圖畫 等の 無線 電经法 を發見 

し 大分 評判に なって 居る やうで ある。 其 法 はなんで もない。 寫眞の 種板が 十分 乾かぬ 內に 粉の や 

うな もの を 振り かける と 光に 感じて 居る 處 だけ 粉が 粘着し 其處 だけ 突起す る。 そこで 今此 種板の 

面に 接近して 針の 様な もの を萬遍 となく 動かし 針の 尖端が 板の 全面 を隄 なく 通過す る やうに する。 

そして 針と 種板に 發 電機の 雨 極 をつな いでお けば、 針が 種板の 突起 卽ち 光に 感じた 部に 觸れる 毎 

に 電流が 通る" 此 電流で 適當の 電波 を 起せば 此波は 空中 を傳 はって 目的地に 達し 受信器に 感じて 


種の 話 


普通の 無線電信と 同様 小さい 針 を 動かす C 此 針の 下に は 煤 を 塗った 砲 子 板の やうな もの を 置き、 

此 板の 上 を 針が 往復 蓮 動す る 事 丁度 發信 所と 同じく して 置けば 針 は 煤 子の 上に 現物と 殆ど 變ら 

ぬ もの を 描き出す ので ある。 發明 者の 考へ では、 此法を 印刷物に 利用. すれば、 遠い 異鄕で 毎朝 出 

る 新聞 を 同日 同 刻に 其 儘 見る 事 も 出来る だら うとの 事で ある。 

(明治 四十 一 年 七： re 四日、 東京 朝 H 新聞) 
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八十 七 

死產 兒の鑒 定法 

^兒の 死 體を撿 して 此れが 果して 本當に 死んで 後 分娩され たか 或は 出產後 死亡した かとい ふ 事 

を 容易に 判別す る 新法が 近頃 佛國學 士院の 報告に 發 表された。 其所說 に據れ ば、 疑問の 死體を X 

線で 透して 撮影 すれば、 もし 本當 の死產 なれば 體內の 機 關はー つも 寫ら ぬが、 少しで も 空 氣を呼 

吸した もの なれば 胃 だけが 現れる。 又もし 胃と 腸と が 寫れば 其 子 は 出生 後 一 時間 乃至 十四 時間 生 

：;^ して 居た ものである C もし 數日榮 養 を とらす 生きて 居た の なれば 胃腸の 外に 肺 並に 肝臓が 寫る。 

又數 日間 食物で 養 はれた もの なれば 內臓 諸機關 はいよ/, \ 明かで、 なほ 腸 部に 發生 する 瓦斯の 爲 

此 部が 特に 明に 寫 るとの 事で ある。 (明治 四十 一年 七 W  二十 口、 束 京 朝日 新聞) 


種の 話 


八十 八 

科學 者の 不遇 

科舉 者が 世界の 文明に 貢献し 自國の 榮譽を 高めつ k あるに も 拘らす 一 般に 不遇で あるの は何處 

も 同じと 見える。 近頃 荚國の 某 新聞で 陸海 軍人の 待遇 を 論じた のに 就いて 某 科 學雜誌 記者 は 次の 

樣な事 を 云って ゐる C 「科學 研究の 重要な 事 は 誰も 認めて 居る が 何 かの 場合に は 鬼 角 不遇に なり 

勝ちで ある。 此れ はつ まり 國務 大臣 や 宮中の 人が 科 擧に緣 のない 人ば かりだから であらう。 先達 

て 宮中の 園遊會 で音樂 者、 戲曲 家、 文 學者を 招待され たが 科 學者は 呼ばれなかった」 とこ ぼして 

罟 る。 
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紋 のず^ 

北米 バ ルチ モア，' では 蚊の 爲 にい ろん な 病氣の 流行る の を 防ぐ 爲に 一 昨年 巿會で 一 一 萬圓程 支出 

して 撲滅に か， - つたが、 結果が よかった ので 今年 叉 一 萬圓程 支出した さう である。 方法 は 矢張り 

水 溜に 石油 を 撒き、 井戶ゃ タンクに は 金網 を蔽 ふので ある。 

(明治 四十 一年 十 w 二十 五日、 東京 朝日 新聞) ， 
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そ 

の 

他 


蒲團を nF; つ 力ぶ つて 同く  nE を閉ぢ ると 何も 見えぬ。 しばらくす ると眞 赤な 血の 樣.， よ 色の とも 

知れぬ ものが 暗黑の 中に 現れる。 猶 見て 居る とこれ が 次第に 大きくな つて 突然ぐ るく と 廻り 出 

す。 それ は，^ 名狀し 難い 速さで 廻って 居る かと 思 ふと 急に 花火の 開いた 樣にパ ッ と散亂 して 其 

又 一 つくの 片 が廻轉 しながら 縦横に 飛び違 ふ。 血の 色 は 益、、 濃くな つて 再び 眞黑 になった と 思 

ふと 又パ ッ と 明るくな つ て 赤い ものが 11 り はじめる。 こんな 事 を 繰り返して 居る 內に 眠の 神樣は 

御出でになる。 吃度此 血の やうな 花火の やうな ものが 眠の 祌の 先驅の やうな もので あらう。 

執 (帶 地方の 山川 草木 禽獸蟲 魚 は 皆 赤い もの、 やうな 氣 がして 仕方が無い。 これ は 多くの 地！； に 

. 埶ー帶 を 赤く 塗 つて あるから であらう。 


先生 赤い 淚が ある もんです かと、 眞 面目で 聞いた の は 僕の 友達 ぢゃ。 

赤と は 火の 色な り、 血の 色な り、 涙の 色な り。 


(明治 一一 1 十二 年 五月、 ホトト ギス) 


神 


God を 逆さに すれば Do^ だ。 (明治 三十 一一 一年 三月、 ホトト ギス) 
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ラム プの いろ 


一 

僅か 數十年 前の 夜と 今の 夜と を 比べる と、 正に 夜と 晝 程の 相 遠で ある。 博 覽會の イルミ ネ— シ 

ョ ンを觀 て 昔の 行燈 時代の 事 を 想へば、 今更の 様に 燈 火の 進歩に 驚かれる。 

；:. -斯燈 でも 從來の 魚 尾 形 をした 裸 火 は 段々 にす たれて、 白埶ー 瓦斯、 卽ちゥ H ルス バッ ハ • マン 

トルに 壓 倒されて 來た。 今日で は 場末の 荒物屋 芋屋 でも 此れ を 使って 居る。 あの 所 li マントル は 

布 片にソ リウ ム 及び セリウムと 名け る 元素の 化合物 を 浸した もので、 此れ を 瓦斯 口の 上に^ せ.^ 

を li ければ、 桃 物質 は燒 けて ソ リアの 灰の 網が 出来る。 此れが 瓦斯の 焰 に觸れ ると 眞 白な 强ぃ光 

を 出す。 近頃 は 叉 瓦斯 を 下向きに 噴き出して、 普通 電燈の 様に 下方 を li す ヤコ プ燈と 云 ふの が 出 

來た。 一寸見る と電燈 かと 思 はせ る。 マントルに 就いて 一つ 不思議な 事 は、 此れに 浸す 藥 品が ソ 
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• ^レ、 ろレ、 ノ） フ。 ム ラ 


リウ ム ばかりで も又セ リウ ム ばかりで も 一 向 光らぬ、 唯 前者の 中に 後者の 極く 微量 を 加へ ると、 

始めて あんな 強い 光 を 出す 事で ある。  . 

ァセチ リン 瓦斯 も 光が 强 いので、 自轉 車の ラム プ、 活動 幻燈 等に 用 ひられて 居る が、 ： 九 斯の惡 

臭が 如何にもい やなので、 家庭 用に は 面白くない。 此 瓦斯 は 力 ー バ イドと 稱 へる 人造の 石塊に 水 

を かければ 發 生す るから、 使用 は輕 便で ある、 此 原料 を 作る に は 水力 電氣を 用 ひる。 

次に 昔から 強い 光 を 得る 爲に用 ひた ドラ モ ンド燈 と 云 ふ ものが ある。 酸素と 水素 或は 燈用 瓦斯 

と 混じた 焰を 石灰の 塊に 吹き付け ると 眩しい 様な 光 を 出す。 义 石灰の 代りに ザ ー コ ンと云 ふ もの 

を 使った の も あるが、 此 等は齊 通の 燈 用に は 用 ひられぬ。 

夜間 i ぉ眞 などに 金屬 元， 素 マグネシウム の 粉 を 燃す 事が あるが、 あれ は 唯 短時間 强ぃ光 を 出す だ 

けで、 燈 用に はならぬ。 

次に は電燈 であるが、 一 口に 電燈と 云っても 今日で は 非常に 種類が 多くな つた。 先 づ從來 誰れ 

でも 知って 居る 白熱 燈と 弧燈 でも 隨分 いろんな ものが ある。 弧燈 では、 二 本の 炭の 棒の 尖端の 間 

に强ぃ 電流 を 送る と、 炭が 攝氏 三千 五 百度 程に 高熱して、 其焰 が弧狀 をな して 炭の 棒の 間に 橋 を 

渡す 樣 にした ものであるが、 此れに も 色々 あって、 例へば 弧光の 周圍を ガラ， スで 密閉し、 其 中に 
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穴丄氣 以外の 瓦斯、 例へば 窒素、 一酸化炭素 杯を充 したの が ある C 此方 だと 炭の 棒の 消費が 少ぃ。 

其 他 炭の 捧ゃ ホヤ ゃ附屬 器械の パ テント を 一 々數へ 立てたら 限りがない。 夫から 乂 直通. ま 流 を 用 

ひるのと、 交番 電流 を W ひるのと、 夫々 區 別が あるが、 要するに 炭の 棒の 隙間 を 電氣が 通る 時に 

炭の 蒸氣が 出て 此れが 光る。 電車の 屋根から 突出て おる 棒と 架お. 一 線との 接觸 した 處で 青い 光が 出 

るの も 同じ 譯 である。 近頃 は 炭の 棒の 代りに 金； f を 用 ひるの も 出来た。 弧 燈は何 is? 燭光な ど、 云 

ふ 强ぃ光 を 出す ので、 探 海燈、 燈臺用 其 他 凡て 戶 外の 燈 用に 適して る。 

(明治 四 4-* 七 =： 十五 =、 束お 朝：：：； 翁 間) 

室內 用と して 最も 廣く用 ひられる の は 矢張り 白熱 燈 である。 ガラスの 球の 中の 穴.^ 氣を拔 き、 中 

に 炭の 細い 線 を 入れ、 此れに 電流 を 通じて 光らせる ので ある。 { 仝氣を 祓いて 1^ かぬ と 炭 線が すぐ 

に え 切れて しま ふ。 しかし 空 氣を拔 いて 置いても 段々 炭 線が 損じ ガラ ス の內 面が 汚れて. i„ "くな 

る。 それで 何 か 炭素に 代る 都合の よい 物 In; はない かと 調べた 結 rar 色々 の發 明が 出来た。 ォスミ 

ゥムと 云 ふ 金 屬を用 ひた ォスラ ム燈と 云 ふの が出來 たが 餘り用 ひられぬ。 义 近頃 タン タラ ムと云 

ふ 金 屬の線 を， 代用した のが ぼつ/、 用 ひられる、 此 針金 を絲 枠の 様な ものに 卷 きつけて ある。 ^ 
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困 る 事 は 少し 長く 使つ て 居る と 針金に 凹凸が 出来て 使へ なくなる ので、 今の 儘で は 急に 從來の 炭 

素 線を壓 倒す る 勢 ひ はない。 次に 近頃 出来た タン ダステ ン燈と 云 ふの は此 等に 比して 餘程 有望 だ 

と 云 ふ 事で ある。 タングステンと 云 ふはク n ム屬 の金屬 元素で、 是迄は 極く 硬い 鋼鐵を 造る に 用 

ひられて-ねた 0 此れ を 針金に して 白 埶ー燈 の 炭素 線に 代用す ると 大變に 電力の 經濟 になる。 .r- 通の 

炭素 ラ ムプ では 一 燭光に つき 三 - 五ヮ ッ ト 位の 電力 を 要する のが 此ラ ムプ では 僅か 一 ヮ ットで 足 

りる。 卽も約 七 割の 利益になる。 此點 から 云へば 非常に 得な ラム プ であるが、 唯此 針金が 脆くて 

折れ H 勿い のが 缺點 である。 しかし 追々 、く 用 ひられる 見込 だと 云 ふ 事で ある。 こんな^い 金屬だ 

から i ^"通の 方法で は 針金に する 事が 出来ぬ。 それで 此 針金 を 作る 方法が 色々 工夫され た、 例へば 

細 粉に した 金屬を 膠で こねて 糊狀 にし、 此れ を絲 にした 後、 膠 だけ 燒 いて 取る とか、 又此金 馬の 

酸化物 を こねて 絲 にした 後 此れ を 還させる とかす る。 コ ロイド . ラム プと云 ふ 名で 寶 出して 居る 

の も 矢張り タングステン 燈の 一種で ある。 弧燈と 白熱 燈の 外に、 ■ なほ 素人の 餘り 知らぬ 有用な 電 

燈 がー 一種 ある。 卽ち ネル ン ス ト燈と 水銀 燈 である。 

或る 金滅の 酸化物 例へば マグネシア の 如き もの は^ 通の 溫度 では 電氣を 通さぬ が 熱せられ ると 

.宽 流 を 通じ、 其爲に 灼熱して 强ぃ 白光 を 出す。 此れ を 利用した のが 卽ち ネ. <  ン スト 燈 である。 ネ 5 


几 ン ストと は 此れ を發 明した 獨 逸の 物理 學 者の 名 を其傣 取って 付けた の だ。 始めに 或る 溫度迄 熱 

してやら ぬと 電氣が 通らぬ から、 此れ を 熟する 爲 小さい コイルが 附屬 して ある。 始めに 電流が 此 

コ ィルを 通って 此れ を埶 一す ると 其 中に ある マグネシア の 線が 熱して 導體 になり 光り 始める。 此ラ 

ムプは 嘗て 新橋の 停車場で 使って ほた と 思 ふ。 

次に は 水銀 燈 である。 此れ は 長い ガラスの 管の 兩 端に 電極 を 付け、 一端に ある 小さい 壺に 水銀 

を 入れ 巾の 空 氣を拔 いた ものに 過ぎぬ。 此れ も 其 儘で は 電氣は 通らぬ が、 始めに 此管を 傾けて 水 

銀 を 管の 一端から 他 端へ 流し、 電極の 問に 橋 を かける と 電流が 通じ 始める。 すると 水銀が 蒸發し 

て 管の 中 は 此蒸氣 が 充ち共 中 を. m 流が 通じる 様になる から 管を舊 位置に なほし 水銀 を 一 端に 返し 

て も 電流 は繽 いて 通る、 此 時に 水銀の 蒸 氣は强 い 蒼い 光 を 出す。 此 ラム プの利 益な 點を擧 げて見 

れば、 先づ一 m 力の 經濟が 出來、 それから 光る 部分が 大きい から 物の 影が 少く なって 窒內が 晝の樣 

になる。 又 此光は 寫眞の 種板に よく 感じる から 此れ を 使へば 夜間で も殆ん ど晝間 同様の 寫眞が 撮 

れる。 こんな 長所 は あるが 惜しい 事に は此 光に は 赤い 色 を 含んで 居ない から、 赤い もの を此 ラム. 

プの 光で 見る と黑く 見える。 人の 顏 でも 手で も靑 みを帶 びた 不快な 黄色に 見え、 霄 など はまる で 

死人の 様に^る。 それで 衣服で も 器具で も 內の もの は 殆んど 本来の 色 を 失うて しま ふから 家 
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1* 

庭 用に は 用 ひ 難い。 寫眞 用の 外に は 工場の 燈用 などに 用 ひられて 居る。 劇場で 幽靈 などの 場に 使 

つたら 面白いだ らうと 思 はれる。 前に 新橋の 停車場の 天井に 一 つ 使って 居た が 今 はどう だか 知ら 

ぬ。 水銀 燈の 不快な 色 をな ほす 工夫 も 色々 研究され た。 例へば 水銀の 中に 他の 金屬を 人れ て アマ 

ルガ ム にす ると 赤い 色 も 出す 事が 出來 るが、 さう すると 又 ま 力の 利益が 少 くなる といった 樣な譯 

で まだ 成效の 域に は 達して 居ぬ。 

序に 燈 火の 色に ついても 近頃 色々 研究され て 居る。 一 體 物の 色と 云 ふの は 其れ を 照す 光の 色に 

依る ので、 例へば 染物 類を晝 日光で 見た のと 夜 石油 ラム プで 見た のと 全くち がふ 場合が 多い。 先 

づ 今日の 處 では 炭の 棒 を 使った 弧燈の 光が 一番 日の 光に 近い もの だと 云 ふから、 吳服屋 などで は 

此れ を 使ったら よから うと 思 ふので ある。 それから 色の 不完全な 燈光を 始終 使つ て 居る と 遂に は 

一種の 色盲になる 恐れが あると 心配して 居る 人 も ある。 此れ は餘 りの 取 越苦勞 かも 知れぬ が、 兎 

に 角燈火 の &と云 ふ 事 は 實用上 重要で 研究す ベ き 問題 だと 思 ふ。 

ラ ムプ と 云 へ ば 無論 燈 用が 主にな つ て 居る が 近年 は 特別な 醫療の 目的に も^ ひられる さう であ 

る。 卽 ちルプ ス と 云 ふ 皮膚病 は 弧 燈の强 い 光で 長く ii すと 段々 に 治癒す る さう である。 

(明治 四十 年 七月 十六 H、 東京 朝 H 新聞) 
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汽船の 改良 


に醉 はぬ 人に 云 はせ ると 航海 程 愉快な もの はない。 しかし 五 〔々船に 弱い者から 見る とこん な 

威な もの はない。 船 {f! に 潜り込ん だが 最後、 もう 頭が 上らぬ。 海上の 日の出が どんなに 美しから 

うが、 海鳥が 飛ばう が、 が はねよう がそん な 事 はどうで もよ い、 一刻も早く 目的地に 上陸して 

動かぬ 地盤が 踏み 度い と 願 ふ。 そしてなる ベくなら 船に 乘 りたくな いと 思 ふが、 海國の 悲し さに 

は、 一寸 踏み出せば 是非共 船で なければ ならぬ。 止む を 得ない となれば どうか 搖れ ない 船が 欲し 

いと 思うた、 誰も 變りは あるまい と 思 ふ。 

造船 學 者の 方から 見れば 汽船の 改良すべき 點は 色々 あらう が、 乘 客の 側から 云へば 船體の 構造- 

機關の 種類 はどうで もよ い、 唯 安全で、 動 搖が少 くて、 そして 速力が 大きければ よいので ある。 

S 船學者 も此點 について は 如才なく 色々 H 夫 をして 居る。 


504 


良改 の船汽 


^の 動 搖には 横 搖れと 縱搖れ と ある 事 は 誰も 知る 通りで、 大抵の 場合に は兩方 同時に 起る。 殊 

に 小さな 汽船の 艫の 方な どへ 乘 ると、 縱 撗に搖 上げ 搖 下ろされる。 もし どちら か 一方 丈で も出來 

れば 幾分 か樂 であらう と 思 はれる が、 此 中で 横 搖れの 方 だけ は 餘程少 くす る 方法が 色々 發 明され 

て 居る。 

第一に、 船底に ビル ヂキ ー ルと 名く る 緒の 様な 物 を 着ける と、 其 抵抗で 餘程搖 れが少 くなる。 

巧く 作れば 動搖の 角度が 半分 位に はなる、 此れ は實際 今日で も 川 ひられて 居る。 

第二に は 船の 中に 大きな 穴 千 M を 作り、 其 中に 水 を 満載し、 船の 動 搖に應 じて 適 當に水 を 動搖さ 

せ、 其 作用で 横 搖れを 防ぐ と 云 ふ 工夫が 今より 二十 年 前、 英國の 二三の 汽船に 應 川され たが、 餘 

り而 白くなかった と 見えて 其 後は闭 ひられぬ。 

第三に は佛 國學士 院へク レ ミ ュ と 云 ふ理學 者が 提出した 新案で ある。 船の 中に 大きな 重い 振子 

を 吊し、 其 周圍に 粘い 油 を 入れる と 云 ふので あるが、 まだ 實 際の 試驗 をす る處迄 行かぬ らしい。 

第 叫に は英 國のソ ー 一一 ー ク n ソトと 云 ふ 人が、 巧妙な 仕掛で 極く 重い 重量 を自働 的に 船の 左右 

に 交 ゲ： に 動かして、 波の 爲に 起る 動搖を 防ぐ 事を考 へ、 實 際の 汽船に 取 付けて 試驗 して 見たら、 

可也に よく 行った さう である。 しかし 其 後 餘り用 ひられぬ。  ^ 


第五に 極く 近頃、 漢堡 のシュ リックと 云 ふ 有名な 造船 家が 大きな 獨樂を 船中に 取 付け、 此れ を 

迅速に 囘轉 すると 横 搖れが 殆んど 止まる と 云 ふ 巧な 考へを 出し、 小形の 船で 實驗 したら 非常に 好 

結 菜 を 得た ので 更に ほ 下 ヱ ルべ、 へ リゴ ラ ンド間 通 ひの 千噸 位の 客船に 取 付ける の を 製造 中 ださ 

うで ある。 此發明 は餘程 有望で 追々 廣く用 ひられる だら うと 云 ふ 話、 兎に角 船 嫌 ひに は 有難い 羅 

音で ある。 

縱搖れ の 方 は 今日で は 別に 此れ を 防ぐ 工夫がない 様で、 物足りな いが 仕方がない。 唯 縱搖れ の 

爲に 起る 上下動 は、 船の 中央部が 比較的 一番 少 いから、 近来の 良い 船の 一等 窒は 大抵 船の 中程に 

置いて ある。 

横 搖れ縱 搖れの 外に、 もう 一 つ 汽船 特有の 職な 事が ある。 卽ち 汽船が 進行 を 起す と 船體が ブル 

ブル 娘 動す る。 浪が穩 かで 船の 搖れぬ 時で も此 微動 だけ は 免れぬ 不愉快で ある。 此れ はつ まり 主 

として 機關の 上下 運動の 反動で 船體 各部の 振動 を 起す 爲 であるから、 機關の 各部 分の 重量 をう ま 

く 取り、 反動の ない 様に すれば 防がれる。 近頃 新式の タ— ビンなら ば 機關に 上下 運動 を やる 部分 

がない から、 こんな 厭な 反動 はない。 又 推進器の 羽で 水 を 艫 部に 打付ける 爲に 幾分の 振動 を 起 

すが、 此れ は 船 體の樞 耍な茵 所 を 丈夫に すれば 大抵 防がれる 事になる。 
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いくら 動 搖が少 い 船で も 速力が 鈍くて は 困る。 次に は 少しで も 快速 力の 船に 乘り 度い。 先づ今 

日乘 客船の 速い ので 一時間 二十 五哩 位、 可也に 速い と 云 はねば ならぬ。 しかし 速力 を 大きく する 

爲には 汽罐 も澤 山に せねば ならす、 石炭 も 澤山使 ふ。 又 一方で は機關 部が 大きくな るので 積 荷が 

自然 減る から 蓮 貸の 收 入が 減る。 此の 埋め合せに は乘 客の 賃金 を 增す外 はない から、 要するに 速 

力が 增 せば 賃金が 增す と 思 はねば ならぬ。 近年 大西洋 航路な ど では 速力の 增す と共に 賃金 も 著し 

く 上った が、 それに も 拘らす (f!.^ うて 快速 力の 船 を 選ぶ 有樣 ださう である。 我 國の各 航路で も、 ど 

うかもう 少し 速くて 乘 心地の よい 船をド シ /\ 造つ て 貰 ひ 度い ものである。 

(明治 四十 年 八月 三十日、 東京 朝日 新開し 
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數= 前の 本紙に 記した 通リ 横須賀 海軍 H 廒で 研究 中 S 同 調 式の 無線電信が 完成して 燒津 と横須 

賀近邊 との. 間で 通信の 試驗 をして 居る、 又 京都 大學の 水 野理學 博士 も 海軍省からの 囑 託で 伊勢 地方で 

試驗 をして 居られる と 云 ふ 。 そ れ で 時節柄 世界に 於 ける 輓 近の 無線電信 の 景況 を 少 L 讀者 に 御 紹介し 

度い と W 亍ぶ の である。 

無線 電！； ^と 云 ふ もの は 一 體 どうして 出来る もの かと 云 ふ 事 は 今 こ、 で 喋々 せす 共の 事で あるが、 

順序と して 一 應簡單 に 云って 見れば、 發 1;^ 所で 一 つ 大きな 電氣 の.^ 花 を 飛ばす と 其周圍 より 穴」 間 

全， 體 に彌漫 する ェ I テルに 一種の 波動 を 起し、 此 波動 は ェー テル を 傅 はって 八方に 擴 がる。 其 有 

樣は 丁度 靜 かな 池の 面に 一 つの 石 を 投げ込んだ 時、 其處 から 起った 波が 次第に 大きな 輪と なって 

擴 力って 行く 様な ものである。 池の 波紋が 遂に 汀に 達する と、 其處に 浮いて 居る 木の葉 や 板： i- が 
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動搖し 少時して 又もとの 靜 平に 復 する。 電氣の 波 はもと より 眼に も 見えす 耳に も 聞えぬ もの だが、 

特別な 受信機に はよ く 感じ 其 器械の 中で 電氣の 動搖が 起る。 此れ だけの 事 を 利用して 通信の rni 的 

を 達する に 必要な 物 は、 第 一 に發信 所で 電波 を 起す 装置、 第二に 電波 をなる ベく 遠方に 達せし め 

る 様に する 仕掛、 第三に は 受信 所に 達した 電波 を 受取る 道具、 第 四に は 受取った 電波に 感じて 或 

は ベ ル を 鳴ら し 或は 符號 を 書 い て 電波 の 來た事 を 知ら せる 器械と 此 四つが 主な ものである。 

先づ 第一に 電波 を 起す 爲に 從來 多く 用 ひられた の は 所謂 火 花 式又獨 逸の テレ フンケ ン シス 

テ ム と稱 する もので、 卽 ち感應 コ ィ ル を 用 ひて 強烈なる 火花 を 起し、 其 放電に よつ て 電波 を 生す 

るので あるが、 かくして 起った 波 は 不規則で、 波の 始めが 强く 終りが 弱く 消えて しま ふ。 もし こ 

んな 風で なく 始終 強さの 變らぬ 規則正しい 波 を 作る 事が 出来れば 種々 の 便が ある。 それで 近年に 

なって 規則正し い 波 を 作る 工夫が 色 々 出来た。 卽ちァ I ク燈の 陰極に なって 居る 炭の 棒を斷 えす 

廻轉 させ、 陽極に は 金属の 棒 を 用 ひ、 此れ を 水素 叉 は 炭酸 瓦斯で 包んで なほ 強い 磁力 をァ— クの 

光部に 作用させる。 そして 此 陰陽- 吶 極の 間 を 適當な 電路で 接鑌 すると 此 電路に 規則正しい 波が 起 

ると 云 ふので ある。 叉 近頃 マルコ 二 氏 は 了 ー ク燈 など は 用 ひす 從來の 火 花 式 を 少し 變-史 すれ 

ば 容易に 規則正しい 波 を 生す る 事を發 明した と傳 へられる。 
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第一 ーに前述の發生器で生じた波動を{八，^中に傅へ る物は、 ァ ン テナと 稱 へて 高い 柱に 張った 針金 

である。 從來 は此ァ ン テナより 發 する 電波 は 何れの 方向に も擴 がって 行く ので 一 定 の：：： 的 地の 方 

角の みに 送る 事 は出來 難かった。 反射鏡な ど 使っても 駄ほ であった が、 近頃 マルコ 二が 作った ァ 

ン テナ は 從來の 物の 如く 垂直に 立てす 却て 大部分 を 水平に 張った もので、 此れ を 用 ふれば 殆んど 

一定の 方向に のみ 波 を 送る 事が 出来る さう である。 义 もう 一 つの 方法 は ブラウン 氏の 發 明で、 此 

れは 三本の 垂直な アンテナから 同時に 波 を 送り、 三つの 波 を 互に 干涉 させ、 其 結 或る 方向に 最 

も强ぃ 波の 起る 様に した ものである。. 

第三に 受信 地で 電波 を 受取る に は 矢 張 前述と 同様な ァ ン テナ を 用 ふるので あるが、 此れ も 前の 

マルコ 一一 式の 水平な の を 川 ふれば 何れの 方角から 波が 來 るかと 云 ふ 判斷が 32 來る さう である。 

第 四に 電波に 感じて 受信機 を 活動させる 部分 は 最も 鋭敏 を 要す るから、 無線電信の 創始 以來種 

種の 工夫が 出来て 居る。 最も 普通な 所謂 コ ヒア ラ— と稱 する もの は 金 馬の 粉が 電波 を 受ける と電 

氣を 能く 通す 様になる 性質 を 利用した もので、 廣く W ひられて 居る。 义 磁石が 電波 を 受けた 瞬間 

に 其 磁力 を變 する 事 を 利用した マルコ 一一 式の マグネチック 二ァテ クタ ー と稱 する もの もあって、 

此れ は 極く 遠距離の 通信に 限って 用 ひられる。 此外 近頃 多く 用 ひらる ^  H レクト a リ チック 二ァ 
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狀 近の 信 電線 無 


テ クタ— と 云 ふの が ある。 此れ は 砲 酸 を 成 i つた 容器の 內に 白金の 板 を 一 枚 入れ 又 此れに 接近して 

極く 細い 白金 線 を 入れた ものである。 此 白金 板と 白金 線と を 連絡す る 電路 中に 電池と 電話の 受話 

器と を 入れて 置く。 すると 遠くから 來た 電波が ァ ン テナから 此デ テ クタ ー に傳 はると 同時に 白金 

の 間の 抵抗が 減じ、 從 つて 電流が 強くな つて 電話 器で 音を發 する。 發信 所から 送る 波 を 或は 長く 

或は 短く 斷續 して 送れば 受信機 は 其れに 相當 して 或は 長く 或は 短い 音を發 する 故、 丁度 普通 電信 

に 用 ふると 同じ 符號で 通信が 出來 るので ある。 なほ 此れ を 改良して 近頃 は符號 など は 用 ひす、 言 

語 を 其 儘に 送る 所謂 無線電話が 出来る やうに なった。 伯林と ナウ H ン との 間 十六 哩の 距離に 試み 

て成效 したと 云 ふ。 其 仕掛 は 簡單な ものである。 卽ち發 信 機の 方で は 不斷に 規則正しい 波 を 送り 

其 アンテナに 電話の 送話器 を接續 し、 受信機に は 前述の H レクト 。リ チック • デテ クタ I を 用 ふ 

れば よいので ある。 遠から す 大洋に ある 船舶と 電話が 出来る 時が 來る だら う。 

なほ 受信機と して 白熱 燈を用 ふる 所謂 グロ ー ラム プ 二 ァテ クタ ー と 云 ふの も 出来た。 普通の 白 

執 ー燈の 炭素 線の 外圍に 此れと 觸れぬ 位の 金属 筒 を 着せた ものである。 今電 燈を點 すると、 灼熱し 

た 炭素 線から 陰電 氣を帶 びた 所謂 電子と 稱 する 微細な ものが 飛び出して 金属 筒に 附着す る。 此時 

炭素 線と 筒との 間に 交番 電流 を 通す ると、 筒から 線の 方へ 陰 電氣が 通 ふ 事が 出来ぬ 爲、 電流 は最 
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早 交番で なく 直流に 變じ るので ある。 受信機の アンテナ に 電波が 来れば ^速な 交番 電流が 起る、 

此れ を 白熱 燈デ テ クタ ー 及び 電流計 或は 電話の 受話器に 接鑌 すれば 極く 微弱な 電波で も 感じる か 

ら 遠距離の 通信に は 都合の よい ものである。 (明治 四十 年 九月 十七 ほ、 東京 朝 H 新聞)  ， 
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法 新眞寫 色然天 


天然色 寫眞 新法 


今度 佛國 のリュ ミ ヱ I ル會 社で： 大然 色寫眞 の 種板 を賫 出した。 唯 一 枚の 板で 眞物 同様の 色彩が 

寫 される と 云 ふの が此 種板の 優れた 特色で ある。 風景な り 人物な り、 此れで 撮って 適 當な藥 液で 

現像 すれば 蒼い 空に 浮く 雲 も、 森の 綠、 野の花の 黄 紅白 紫、 乃至 は 美人の 頓の櫻 色で もす ぐに 種 

板に 現 はれる と 云 ふの は 愉快で ある。 

同會 社で 此發 明に 成效し 愈、、 種板と して 賫 出す 今日 迄に は 三年 間の 苦心 をした と 云 ふ。 今此種 

板の 製法より、 如何にして 原色が 寫 るかと 云 ふ 事 を 述べる 前に、 先 づ從來 の 天然色 寫眞は どんな 

もの かと 云 ふ 事 を簡單 に御轺 介したい。 

天然の 色彩 を寫 したいと 云 ふ 事 は 寫眞と 云 ふ もの、 開闢 以来の 希望で あつたが、 始めて 一つの 

名案 を 出して 喝采 を 博した の は佛の リップ マ ン氏 である。 氏の 考案 は 光が ヱ ー テ ル の 波動 だと 云 
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ふ 事 を 基礎と した もので、 理論 上實に 巧妙な ものである。 そして 單に 考案 を 立てた ばかりでなく、 

實 際に 色の 寫 つた 寫眞を 撮って 當 時の 耳目 を 驚かせた。 其方 法 は、 一種 特別な 種板の 裏 を 水銀で 

蔽ひ、 此れで IH 通 寫眞の 様に 撮影した 後 現像 すれば、 種板 を 通って 水銀に 當る 光線と、 それから 

反射す る 光と が 互に 干涉 して 種板の 薄い 膜の 中に 微細な 縞が 出来る、 此 縞の 精粗 は 光の 色に よつ 

てち がふ。 かくして 得た 板 を 適當な 方面に 照して 見れば、 此 縞 の爲に 起る 光の 分散に よって 原色 

が 見える と 云 ふので ある。 此れ は大變 にうまい 法 だが 難儀な 事に は此 種板 を 作る のが 中々 六 かし 

い。 そして 强ぃ 光で ない とよく 感じぬ、 普通の 花や 人物で も 撮る に は 非常な 長時間 か、 る。 其 他 

いろ/ \ 六 かしい 事が あって 普通の 人の 手に 畢 へぬ 方法で ある。 それで リップ マ ン氏は 昨年 第二 

の 方法 を 案出して 發 表した。 其方 法 も 理論 上面 白い 法で あるが、 出来 上った 板 を其傣 見る ので は 

なく、 かなりに 面倒な 器械で 观 いて 見なければ ならぬ ので、 到底 一般に は 行 はれさう もない。 

先 づ從來 の 天然色 寫眞で 稍成效 し、 且つ 用 ひられた の は、 雜 誌の ロ繪 などで 御 馴染の 三色版で 

ある。 此れ は 多くの 人の 知る 通り 一枚の 檎を 得る 爲に 三枚の 寫眞を 撮る。 それぐ ちがった 色硝 

子の 障子で 天然の 色 を 三 通りに 濾し 分け、 別々 に 撮った 三つの 寫眞版 を 赤 黄 青の 三色で 重ね 刷り 

にす ると 云 ふ 趣向であって、 繪 具の 調合な どが 巧に ゆけば 相應に 天然に 近い 色が 出来る。 なほ 此 
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法 新 眞寫色 ^天 


種の ものに は 一 枚の 原色版の 爲に六 枚 以上 種板 を 使 ふの も ある さうな。 

しかるに 今度 新發 明の 種板 は 唯の 一枚で 原色が 寫る のが 面白い。 此方 法の 種 明し を すれば、 高 

尙な 學理も 何もない。 唯 三色に 染 分けた lg 粉 を 使って 一枚の 板 を 三枚に 代用す る だけの 手品で あ 

る 0 

先づ 細かい 粉の よく 揃つ た 澱粉 を 靑赤黃 の 三色に 染め分け、 此れ を 適當な 割合 で 丁 寧 に 混 合す 

る。 すると 三色の 粉 はすつ かり 一 様に 混じて 最早 三色 は 別々 に 見分けが 付かす、 一 體に 灰色 を帶 

びて 見える。 此 混合した 粉 を 砲 子 板の 表面に 一様に 篩 ひかけ て 後押し 付ける と 三色の 粉 を 不同な 

く 板の 上に 密 布し、 顯微 鏡で 見れば 全 體がモ ザ イツ クの樣 になって 居る。 此 上に 假漆を 薄く かけ 

叉 其 上に 感光 液 を かけて 乾かせば 種板 は出來 上って しま ふ。 さて 此 種板 を 普通の カメ ラ に 入れ 藥 

の 引いた 方 を 後に して 撮影す る。 もし 種板の 一 點に靑 い 例へば { 仝の 色が 寫 つたと すれば 其 色の 光 

は靑の 澱粉 だけし か 通らぬ から、 從っ て靑ぃ 粒の 裏に 當る 部分 だけが 感じて 現像 すれば 其 處の銀 

が 還元す る。 此板を 適當な 酸で 洗へば、 還元した 銀 は 洗 ひ 落される から 青い 粒の 裏 だけが 透明に 

なる。 しかる 後 全 體を叉 還元 液に 浸せば、 銀 液の 殘 つて 居た 部分 卽ち 赤と 黄の 粒の 處は黑 くなる 

力ら、 結局 其 點は靑 い 粒 だけが 見える 樣 になる。 卽ち 靑ぃ签 の 色が 寫 つた 事になる。 . ^黄の め 1 に お 


ついても 同様で ある。 又 他の 複雜な 色なら ば それに 相應 して 三色の 粒の 處が 或は 薄く 或は 濃くな 

つて 居る が、 粒が 細かい から 肉眼に は唯此 三色の 混じた 複 色が 見える ので ある。 

今日の 處 では 硝子 板に 撮れる だけで、 紙に 寫す 事が 出来ぬ のは殘 念で あるが、 鬼に 角 巧妙で 有 

用な 發明 として i 迎 すべき もので あらう。 有志の 方 は 早速 取り寄せて 試みる 事 をお 勸 めし 度い。 

(明治 四十 年 九月 二十 一 日、 東京 朝 口 新聞) 
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一 個の 電燈の 長さ 數十 尺より 一 一 百 尺に 達する と 聞いて は 誰し も 驚かぬ 人 は あるまい。 此の 驚く 

ベく 長い 管で 出来た 電燈 は、 其 發明者 ディ ー. マ クファ ー ラン . ムー ァの 名に 依って ム I ァ燈と 

名 けられて 居る。 始めて 此燈が 世に出た のは旣 に十餘 年の 昔で あるが、 其 後段々 に 改良 を 加へ、 

渐く實 用に 適する 様になつ たの は 昨今の 事で ある。 近頃 英國で 著名の 某大 旅館に 此れ を點 じた 爲、 

急に 世間の 注意 を 引く 事と な つ た。 

こんなに 長い 電燈を 何の 爲に 作る だら うかと 尊ね て 見る と、 此れ は 物好きで も醉 興で もない。 

つまり、 なるべく 大きな 光源 を 作って、 物の 陰影 をな くし、 晝を 欺く 樣に したいから である。 普 

通の 電燈、 其 他の あらゆる 燈火 は、 光 を 出す 部分が 小さい から、 此れに 照され る 物體の 陰影 は大 

きくて 暗い、 澤 山の 電燈 を點じ 連ねても、 どうしても 窒の 隅、 器具の 隈には 光が 行き渡らぬ。 そ 
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れ でもし  一 { 卞の內 をぐ るりと 取り 卷く 大きな 硝子 管の 中が 一 體に 光る 様な ものが 出来れば、 此不 

便を餘 程なくす る 事が 出来る だら う。 こ \ に 述べる ム ー ァ燈は 正に 此 注文に 應 じて 出来た もので- 

{fpi ならば 其 鴨居の 後に 隱れた 長い 管が、 一面に 光 を 放って； 人 井 を 照し、 窒 內は不 夜の 境と なる の 

である。 

此燈の 構造 を 簡單に 云へば、 長い 砲 子 管內の 空氣を 大部分 祓いて 稀薄に し、 其兩 端に 插し 込ん 

だ 電極から 電流 を 通じ て 管內の 络氣を 光らせる に 過ぎぬ。. 141- 氣の 代りに 他の 瓦斯 を 人れ る こと も 

あるが、 要するに 稀薄な 瓦斯 中 を 電氣が 通る 際に、 其 瓦斯が 光 を 放っと 云 ふだけ のこと である。 

然るに 此の 如き 管に 少時 續 けて 電流 を 通す と、 中の 冗斯が 段々 に 稀薄の 度を增 し、 遂に 或 度に 達 

すると 電流 は 通ら なくなり、 從 つて 光 も 消えて しま ふ。 其れ故 不斷に 光らせる 爲に は、 時 々必要 

に應 じて 少量の 瓦斯 を 管內に 補給す る 仕掛が 是非共 入用で ある。 此 目的で 工夫され た 巧妙な 自働 

的の 開閉 瓣を簡 單に說 明 すれば 次の 様な 仕掛で ある。 卽ち 管內が 稀薄の 度を增 して 電流が 弱くな 

ると 同時に 瓣に 附属した コ- ィルの 電流が 强く なって、 瓣の 一 部の 鐵片を 引き上げる。 すると 鐵の 

浮いて 居た 小 管內の 水銀 面が 下って 瓣の 細い 孔が露 屮：； し、 此處 から 瓦斯が 侵入して 稀薄の 度 を 減 

じ、 资が 光り 始める。 同時に 前記の 鐵片が 落ちて 水銀が 上り、 細孔に 蓋 をす ると 云 ふ H 合に なつ 
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て 居る。 

此燈の 光の 色 は 管內に 入れる 瓦斯 を 巧に 調合 すれば どんな 色で も 勝手に 出来る。 例へば. S 氣の 

みならば 美しい 桃 紅色、 .窒 素なら ば 黄色で ある。 もし { 仝 氣を管 中に 人れ る 前に 燐の 中 を 通して や 

れば 非常に 美しい 黄金色に なると 云 ふ。 叉 炭酸 瓦斯 を 用 ふれば 太陽の 光と 同じ 純白 色と なる。 但 

し此 白色の 光 を 出す 爲に は同燭 力の 黄色の 光 を 出す に比べ て 殆んど 倍の 費用 を 要する 故、 餘り經 

濟 ではない が、 しかし リボン 商 等の 如き、 晝 夜色 染の 貨物 を 取り扱 ふ 家で は、 此 白光 は 非常に 有 

用な もので あらう。 

なほ 此燈の 利益な 點を 擧げて 見れば、 第一 前記の 如く {至 の 隅に 迄 明るくなる 故、 倉庫の 中な ど 

に 此れ を點 すれば、 貨物の 出し入れに 暗 さ を啷っ 心配はなくなる。 次に 此燈の 光 は t= 通電燈 の 如 

くー點 から 出る ので はなく、 廣ぃ 面積から 出る ので、 光が 柔く眼 を 害する 恐れがない。 次に 此燈 

の 壽命は 四千 時間 以上で 普通 白 執ー燈 などより は數倍 長く 持つ と 云 ふ 利^が ある。 其 他 電力の 經濟 

も、 他燈に 優るとも劣らぬと 發明者 は 云って 居る が、 此點 はな ほ 試驗を 重ねた 後でなくて は 判然 

せぬ ものと 見ねば ならぬ。 

最後に 少々 此電 澄の 不都合な 點を 述べて 見れば、 かう いふ 長い 硝子 管の 一 箇所で も 一 寸罅 裂が 
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入れば 全 體が駄 E になる。 いざ 急に 取り 換へ ると 云っても、 こんな 長大な もの は卽 座に は 取り付 

けられね。 故障が 起った が 最後、 不夜城 は閬 になる 騷ぎ である。 又 此燈に 用 ふる 電流 は 高 壓を耍 

する から、 交番 電流 を 用 ひ 特刖の 變壓器 を 使 ふ 故、 多少 此點 でも 價が 高くなる と 云 ふ 事で ある。 

(明治 四 十ギ 十月 一 日、 東京 朝 H 新聞) 
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法 新の 送電 眞寫 


寫眞 電送の 新法 


電信機が 出来てから は、 一本の 針金に 託して 書 を 千里の 外に 寄せる 事が 出来る。 電話機が 發明 

されて 以來 は、 ー雙の 銅線に 依って 思 ひ を 百 里の 境に 通 はす 事 も出來 る。 此頃は 又寫眞 電送 機と 

云 ふ ものが 成效に 近づいて 寫眞 畫圖の 如き もの を 一 瞬間に 遠距離に 途る事 さ へ 思 ひの ま、 になら 

うとい ふ 事で ある。 

數年 前より 獨 逸の コ ル ン 氏が 研究 を 重ねた 末 今年に 至って 略成效 した。 所謂 コ ル ン 式寫眞 電送 

機の 事 は 旣に我 邦の 諸 新聞 雜 誌に 揭 載せられた 事が あるので 事新しく 述べる 必要 もない が、 簡單 

に 云って 見れば 先づ 次の 樣な 仕掛で ある。 今 送らう と 思 ふ 寫眞を ゼラチ ンの 膜に 複寫 して 此れ を 

圓 筒形に 卷き、 筒の 中心に 軸 をつ けて 廻轉 する やうに する。 丁度 昔の 蓄音機の 蠟 管の やうに、 廻 

りながら 一 方に 進行させる。 筒の 中には セ レ 一一 ゥムの 紐 を 螺旋 形に 卷ぃ たもの があって、 此れ か M 


ら 出た 針金が 電池と 目的地の 受信機と に接鑌 して 居る。 圓 筒の 外線に は 小さい ァ— ク燈が あつ て 

强ぃ 一 條の 光線 を途 り寫眞 の 膜 を 通じて 筒 中の セ レ 一一 ゥムを 照す。 そこで もし 圓筒 を徐々 に 廻せ 

ば、 光線 は 膜の 諸點の 濃淡に 應 じて 或は 强く 或は 弱く セレ 一一 ゥムの 感光 器 を 照す やうになる。 然 

るに セ レ 一一 ゥムの 奇妙な 性質と して、 其電氣 抵抗 は 此れ を 照す 光の 強弱に 應 じて 或は 減じ 或は 增 

すので、 H 的 地に 通す る 電流 も 亦 此れに 應 じて 增 減す るので ある。 受信機の 方で は此 電流 を 受け 

て 小さい 電燈に 通じ、 其 明滅す る 光線の 一條 をば 發信 機のと 同じ 樣な圓 筒に 卷 きつけて 廻轉 する 

寫眞の 膜に 投ぜ しむる。 さすれば 發信 機の 原板の 濃淡の 度に 應 じて 受信機の 膜の 光に 感 する 度 を 

異にして 居る から、 此れ を 現像して 燒き付 くれば 直に 原板の 寫 しが 出来 上る と 云ふ譯 である。 

此發明 は 一時 世界 を 驚かして 諸國の 新聞 を賑 したが、 極く 近頃 此 機械の 向 ふ を 張って 佛國に 現 

はれた カル ボン ネル 式と 云 ふの があって、 此れ はま だ 全く 成效の 域に は 達せぬ が、 兎に角 耳新し 

くて 其 仕掛 も 巧妙と 思 はれる から 其 概略 を 御 紹介し 度い と 思 ふ。 

カル ボン ネル 式で は、 セ レニ ゥ ムの 如き 取扱 ひの 六 かしい もの は 少しも 川 ひす、 有り ふれた 道 

具 立で 出 來る處 が 一寸 面白く 思 はれる。 卽ち 送らう と 思 ふ ものが 寫眞 ならば、 此れ を 薄い 金屬板 

に燒 付け 此れ を 前の コ ル ン式 同様に 圓 筒に 卷く。 そして 尖った 針の 先 を此圓 筒に 觸れ しめ 此 針よ 
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り 金 屬板を 通じ て 電流 を 送り 此 電流 を 目的地 に 送る。 受信機 の 方で は 此れ を 電話 の 受話器 の 如き 

ものに 接續 する、 受話器の 薄い 鐵の圓 板の 眞 中に 固着した 針が 一本あって 此れが 原板の 寫 しを畫 

くぺ ンの役 n をす るので ある。 寫しを 取る には蠟 又は 鉛の 筒 或は 複寫 紙を卷 いた もの を 廻. 轉 軸に 

はめ、 其 表面に 前述の ペンが 乘 つかって 居る。 今發信 機の 圓筒 を廻轉 すると 同時に 受信機の を 廻 

せば、 原板の 燒 きの 濃淡に 應 じて 電流が 變り 受信機の ぺ ンが 上下して 卽 座に 声 ^ しが 出來 上る と 云 

ふので ある。 

此 機械 はま だ尙 研究 中で ある さう だが 成效 すれば 便利な ものである。 コ ル ン 式に 優る 點は 電送 

に 要する 時間が 短い 事で、 例へば コル ン式 では 縦 十八 極橫 十三 糖の 寫眞を 送る に 十二分 を 要する 

が、 此 式で は縱 十八 極 橫九 糖の を 送る に 八十 秒で 足る とい ふこと である。 

(明治 四十 年 十 n 七！ =、 東京 朝 U 新聞) 
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我 邦の やうな 濕氣の 多い 土地で は、 {41 が本當 によく 晴れ 切つ て 天の河 原の 砂 も 拾へ さうな 夜 は 

年中で 僅かし かない。 先づ 十二月から 正月へ かけて 二 ヶ月 位な もので あらう。 天文 學者は 此機を 

利用して 觀测に 耽り、 詩人 宗教家 は此 間に 星月夜の 美 觀を唱 ひ 造化の 偉大 を頌 へる 事が 出来る。 

それで 時節柄 天 體の蓮 動に 關 する 最新の 大發見 を 一 寸こ、 で讀 者に 御 紹介して おき 度い。 

小學校 ゃ中擧 校で 敎 へる 天文 學 では、 大小 無 數の位 星 も 其 一 なる 太陽 も 動かぬ ものと なって 居 

る。 吾等が 棲む 地球 は 其 姉妹なる 諸 遊星と 獨樂の 様に 廻りながら 太陽の 周 圍を斷 えす 週 遊して 居 

るの-であると 講釋 する。 なる 程 これで 大體は 正しい。 春夏秋冬 晝 夜の 別 は 勿論の 事、 複雑な 諸 星 

の 行動 も遣憾 なく 理解す る 事が 出来る。 しかし 太陽 も滿 天の 恆星も 全く 動かぬ と 云 ふの は、 實は、 

爐 ではない 迄 も 人 を 見て 法 を說く 小乘の 方便で ある。 動かぬ 處か大 に 動いて 居る。 いや どんなに 
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速い 鐵砲 玉で も 追 付かれぬ 位な 速度で 空間 を 飛んで 居る。 そんなに 動い て 居る もの を 動かぬな ど 

と敎 へる の は 不埒 千 萬 だと 御 咎めになる 方が あれば、 それに は 次の 様な 辯 解 をし なければ ならぬ „ 

先づ 大きな 汽船に 乘 つて 遠洋へ 出た とする。 四方 見廻す 限り 陸地の 影 も 見えぬ、 唯 水平線 上に 幾 

筋 かの 横雲が 靜に横 はって 居る と 想像す ふ。 此時 船中の 食堂で 卓 を 圍んで 皿の 肉 をつ 、いて 居る 

人に は 船が 進んで 居よう が 居まい が 何の 痛痒 も 感ぜぬ、 船が 動けば 皿の 肉 も 其れ を 食つ て 居る 自 

分 自身 も 矢 張 一 緖に 動いて 行く からだ。 其 時 「オイ 君の 食って るビ フ テキ は 一 時間 三十 浬で 走つ 

て 居る ぜ」 と敎 へる の は少々 馬鹿 氣て 居る ではない か。 小舉校 ゃ中學 校で 太陽系 を說 くの は 丁度 

船中で 船內の 事の み を敎へ て 居る 様な ものである。 夫から 又 船が 一 直線に 進んで 居る 時遙な 水平 

線 上の 雲な ど を 見て 居れば 雲 も 動かす 船 も 動かす、 い つまで も 同じ 處で波 を 切って 居る 樣な氣 が 

する。 此れ は 雲が 遠い からで ある。 それと 同じ様に 凡ての 恆星は 非常に 遠い ので 太陽系が 此れに 

對 して 移動して 居る 事が 短い 年月の 間に は 認められ ぬので ある。 しかし 事實 は何處 まで も 事實で 

あるから 皿の ビフテキ は 矢 張 飛んで 居る、 食って 居る 人 は 此れ を 追つ 驅 けながら 平氣で 居る。 ビ 

フ テキば かり か 船 も 飛んで 居る。 海 も 陸地 も 地球と 一 緖に 凄じい 速度で 太陽の ま はり を 飛んで 居 

る。 太陽 は 又 地球 其 他の 遊星 を 率ゐて 天の 一方 リ，" ラ 星座に 向って 突進して 居る。 此事を 始めて 


525 


氣 付いた の は 英國の ハ ー シェル と 云 ふ星學 者であった。 一 見 動かぬ と 思 はれる 恆星 をよ く/ \調 

ベ て 見る と 實は少 しづ 、動いて 居る。 少 しづ、 と 云 ふの は 遠い 地球から 見て 云 ふ 事で 實は 驚く 可 

き 速度で 動いて 居る、 が どの 星 もみな リ I ラ 星宿から 外へ 向いて 散開し つ、 ある 樣に 見える。 此 

れを 畢竟す るに 太陽系が 此 星座に 向つ て 進んで 居る 爲、 丁度 船が 港に 近づく 時 股 前の 景色が 目指 

す 埠頭 を 中心として 展開す ると 同じ だと 說き、 爾來 誰れ も 異議 を插む ものがなかった。 ハ— シェ 

ル の 調べた 結果に よれば 太陽 は 半時 間に 一 萬哩 位の 速度で 飛んで 居る、 一 日た てば 四十 八 萬哩だ 

け 目的地に 近寄って は 居る が 其 行 先は餘 りに 遠い 虚空の 果で、 百年 や 二百 年 短日月で は 一向 近寄 

つた やうに も 見えぬ ので ある。 

ハ ー シヱ ルの發 見 も 今 は 昔と なった。 近頃 和 蘭 グロ  二 ン ゲンの カプタイン 博士 等 は、 從來 多年 

の觀 測の 結 栗 を 綜合して 精細な 研究 を途 げた 末に、 夭 體に 散布せ る 諸 恆星は 自ら 一 一派の 流れに 分 

れて 居る 事を發 見した、 卽 ち天體 各部の 星の 蓮 動が 目指す 方向 を 反對に 延長して 見る と略定 つた 

二つの 星座に 集注す る。 一 群の 星 は 前述の リ ー ラ 星座より 發 して 四方に 展開し つ、 あるが 如く、 

他の 一 群 は 北天 カメ  a パ ルダ リス 星座の 邊 より 馳せ 出る やうで ある。 つまり 大小の 群 星に は 二つ 

の黨 派が あって それぐ の极據 地より 出で、 互に 人り 亂 れつ i も：：： ざす 處に馳 せ 行く が 如き 有様 
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である。 然 らば 吾等 諸 遊星の 組頭と も 云 ふべき 太陽 は どちらの 黨 派に 屬 して 居る だら うかと 云 ふ 

疑問が 起る。 悲しい 事に は 吾々 太陽の 陪臣 微々 たる 人間の 目に は 堂々 たる 太陽の 歩武が どちらに 

向い て 居る と 云 ふ 事が はっきり 分らぬ が、 唯 周圍に 動い て 居る 諸 星の 中で リ ー ラ 派の は 速く 動く 

様に 見え、 カメ  パル ダリ ス 派の は 割合に 吾等と 歩調の 差が 少く 見える から、 先づ 吾等 は 後の 派 

に屬 する ものと 考 へ ねばならぬ。 

ハ ー シェ ルはリ —ラ 座より 發 する 如き 諸 星の 蓮 動の み を 見て 此れ は 太陽が 此 星座の 方に 動いて 

居る 爲 だと 解釋 したが、 カプタイン 一派の 考へ では 天 體には 二つの 大きな 星の 流れが あって 二つ 

の 方向に 交叉して 居る と 云 ふので ある。 此說が 一般に 採用され るか どうかと 云 ふ 事 はな ほ 他日 を 

待たねば ならぬ が、 兎に角 天 體の蓮 動に 關 して 光明 を與 ふる 一 大發 見と 云 はねば なるまい。 

かう 云 ふ說を 聞いて 星夜の 空 を 仰いで 見る。 そして あの 小さな 美しい 星が 我が 地球の 何百 萬 倍 

も 大きな 火の玉で、 それが 何 萬と なき 群に なって 無邊の 宇宙の 果 から 果に 測り 難い 使命 を帶 びて 

急いで 行く の だ， と考 へる と、 一種 妙な 心 持になる ので ある。 

(明治 四十 年 十二  =^ 十四日、 東京 朝日 新聞」 
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雪の 降る の を 飛絮の 如しと か 鵞毛の 如しと か 形容す る は 面白い が科學 的で はない。 

雪の 形 

試みに 降る 雪の 一 片を 帽子な り 袖な りに 受けて 細かに 驗査 して 見れば 綿 や 毛の 様な もので はな 

い 規則正しい 六稜 形の 結晶 を 成して 居る 事が わかる。 肉眼で は 此れ 以上の 事 は 分り かねる が、 一 

度 顯微鏡 下に 照して 此 小さい 雪片 を 見れば 誰し も 其 美し さに 驚かぬ 人 は あるまい。 いづれ も六稜 

或は 稀に 三角形の 氷の 薄片で あるが、 其 規則正しい 輪郭 は 千變萬 化で 如何なる 美術家で も 此れ だ 

けの 變 つた 形 を 作る 事 は 出来さう にもない。 輪郭の 美しい ばかりで はない、 此氷片 中に 縦横に 細 

い 溝が 規則正しく 通って 樣々 の 紋理を 見せて 居る。 もし 物好きな 人が あって 此模樣 を 散らした 着 
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物で も 作れば 屹度 面白い 物が 出来る だら うと 思 はれる。 此 結晶の 形に 就いては 昔から 隨分 多數の 

入が 研究した ものであるが、 近頃 アメリカの 人で 二十 年の 月 曰を此 研究に 委ね 數百 種の 結晶の 寫 

眞を 集めた 者が ある。 そして 其の 雪の 降る 時の IK 候 や 雪雲の 高さ 又は 風向な どに よって 結晶の 形 

に 如何なる 相 { 逸が あるかと 云 ふやうな 事 を 比較 研究し、 浙學の 上に 小ノ からぬ 貢獻 をした と稱 せら 

れて 居る。 

雪 はどうして 出來 るか 

雪 はどうして 出来る もの かと 云 ふ 事 は 誰も 知り 度く 思 ふ 事で ある。 此れ はつ まり 比較的 暖かい 

地上 近くの 空氣が 溫氣を 含んだ ま 、 で氣 流に つれて 上昇し、 高層の 氣壓の 低い 處へ 行く に從っ て 

膨脹して 冷えて 來る、 或處迄 行く と 雲と 凝り 雨に なって しま ふ 事 も あるが、 極く 寒い 時には 此れ 

が 直に 凍つ て 小さい 雪片と なり 此れが 次第々 々 に 大きく 生長す る。 雪片の 極く 大き いのは 時と し 

て直徑 一 寸 程になる 事が ある。 かう いふ 薄片が 澤 山に 集合した のが 所謂 鵞毛と なって 舞 ひ 下りて 

來 るので ある。 こんなに 雪片が くつ つき 合つ て 居る の はつ まり 寒氣が 左程 ひどくなくて 雪片が 溫 

まって 居る からな ので、 極く く 寒い 攝氏 零度 以下 二十 篇度 にもなる と 最早 雪片に 濕り氣 がな く  „^ 


從 つて みんな バ ラ /\ に 粉の 様になつ てし まふ。 それから なほ 一層 寒い 時 又輕氣 球な どで 極く 高 

い 空中に 昇る と 時として 針の やう な 細長 い 雪が キラ と 降る を 見る 事が ある さ う な。 

お-中で 雪の 始めて 出 來る處 の 高さ は 土地に よって 非常の 差が あって、 例へば 南米の ァ ンデ ス山 

あたりで は 一 萬 八 千 尺 程の 處 にある が 極北に 近く なれば 千 尺 位の 處も ある。 

雪 雲 

天氣 のよ い 日 際 遙に眞 白な 雲が 刷毛 ではい た 様に 或は 細か い 鱗の 様に 棚引いて 居る 事が ある、 

あの 雲 は 普通の 低い 雲と はちがつて^ 雪片から 出来て 居る と 云 ふ。 又 寒中な どに 太陽の ま はりに 

暈が 出来て 其 輪の 横に 光った 處が 出来^も 日が 二つ も 三つ も 現 はれた 様に 見える 事が ある、 あれ 

も 矢張り 空中の 雪片が 太陽の 光 を 曲げ 或は 反射す る爲に 起る 現象で ある。 

雪と 水との 量の 差異 

降り 接った 雪 を 一 時に 解かして 水に してし まったら どれ だけの 水になる かと 云 ふ 事は實 際上耍 

用な 事で あるから 此事を 研究した 人 は澤山 ある。 先づ 新しく 降った 雪が 一尺 積んで 居れば 此れ を 
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解かして 水に すれば ザット 一寸 乃至 八 分 位の 深さになる。 しかし 高山な どに 稍んで 數 ヶ月 も 解け 

すに 居る の だと 段々 に 質が 密 になって 一 尺の 雪が 五寸 位の 水に 當る樣 になる。 なほ 1 層 永く 降り 

積つ て 所謂 氷河な どに なれば もう 殆んど 氷塊と 變り がなくなる ので ある。 

白い 雪、 赤い 雪、 綠の雪 

雪と 云へば. H い 物と 相場が きまって 居る。 雪が 氷の 様に 透明で な いのはつ まり 雪片の 中に {4! 隙 

が澤山 ある 爲で、 丁度 ガラスの 粉が 眞 白な 様な わけで ある。 處が 極北に 近い 終 年！ Mi の 絶えぬ 處で 

は 時として 赤い 雪 ゃ綠の 雪が 見られる。 此れ は 雪の 中に 生きて 居る 微細な 藻類の 爲に 色が 着いて 

居る の ださうな C 

雪 は 豊年の 貢 

雪は豐 年の 貢と 云つ て 作物の 爲 になる と稱 せられて 居る。 .；1^ぃ物が地面に降って作物の害にな 

ら ぬの は 一 寸考 へる と 不思議 だが それ はかう 云ふ譯 らしい。 冬の 晴れた 夜に は 地面 は 盛に 溫熱を 

放散して 冷却し、 雪な どに 比べ て は遙に 低い 溫 度に 下って 土 は 凍って 作物の 芽も谏 死す る 事が あ S 


るが、 雪で 蓋 をす ると 此 過度の 冷却 を 遮られ 却て^ 死 を 免れる ので ある。 

火星の 雪 

序に 此れ は 少し 吾々 人間に 緣 遠い 話 だが、 火星の 南北 兩 極に 當 つて 白い 處が 見える。 此 Q 白い 

部分が 時期に よって 或は 大きく 或は 小さく 消長す るので、 此れ は 多分 我が 地球と 同様に 兩極は 雪 

で や 枚 はれて 居る の だら うと 云 ふ 事に なつ て 居る。 其の 大きさの 消長す るの は 夏 冬で 雪が 解けたり 

積ったり する 爲 らしい。 

(明治 四十  一 ¥四=« 十 =;、 東京 朝日 新聞) 
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學カ と 僕 相 


相撲と カ學 


カ舉と 云 ふの は 物體に 作用す る 力の 釣り合 ひや 力の 作用に よって 起る 物體の 運動 を數學 的に 論 

する 六 かしい 學問 である。 天地 萬 有が 活 きて 動い て變 化して 居る 間 は 此カ擧 の 應用は あらゆる 學 

術 枝藝に 一 日 も 缺く事 は 出来ぬ。 相撲 は 人間の 體 力の 活 技で、 一 方から 見れば 靈 妙な 複雜な 器械 

の戰 ひで ある、 何れにしても 運用す る 力 は 所謂 機械 力で、 力の 作用す る 目的物 は 質量 を 有する 物 

體 だから 矢張り 相撲 も カ學の 廣ぃ繩 張の 中へ 入れても 好から うと 思 ふ。 人體諸 機關の 活動 を 支配 

する 腦神經 の 作用 は 別と して、 人間の 五體 殊に 手足の 如き もの をカ擧 的に 見れば 唯 複雜な 槓杆の 

組み合せ だと 云 ふこと も 出来る。 槓杆の 效用は 人の 知る 通り、 昔の カ學 者が 「適 當な支 點を與 へ 

て くれ、 ば 地球 もころ がして 見せる」 と 威張った の は 槓杆の 效能を 極端に 云った ものである、 だ 

から 適 當な槓 杆と支 點を與 へれば 虻の 力で 大象も 動く、 美人の 纖 手で 横綱 も 釣 上げられる。 し S 


四 本 柱の 中で 使用 を 許されて 居る の は 人間が 生 來持參 の横杆 ばかりで あるから 楨杆に 制限が あつ 4 

て 破； 大 荒の 藝は 出来 ぬが、 有り だけの 力 を 出来るだけ 有， 效に 使って 强敵を 倒さう とい ふ 場合に は 

つまり 積杆の 原理が 役に立って 来る。 されば 敵手の 身體の 何處を 捕へ て 何 處にカ を 加へ るが 有效 

かとい ふ 四十八手の 裏表に は數舉 者の ひねり 出した カ舉 上の 原理が 籠つ て 居る、 力士 は 知らす 識 

らす 此；^ 理を應 用して 居る の だ。 更に 叫 十八 手 を 分析したら 槓杆の 原理の みならす あらゆる カ學 

上 の 原理の 應 用が 見つ か るに 相違な い、 例へ ば體量 の少ぃ 力士が 大きい 敵手 にぶつ かる 場合に は 

速度の 大小で どれ だけの 效 ffi^ が あるかと いふ 事 或は 敵の 蓮 動量 を 利用して 強敵 を 倒す 事な ど物奵 

きな 舉 者の 研究に よって 明かに なり さうな 事で ある。 西洋に は 斯う 云 ふ 事に も 熱心な 學 者が 多く、 

玉 突、 テ 一一 ス、 砲丸 投 等の 技術 をカ舉 的に 研究した 例 は 乏しくない。 相撲が 特有の 國技 である 以 

上 はどう か 我 國の舉 者の 硏究 によって 四十八手の カ學を 明かに したい もの だ。 

(明治 四十 一年 五月 二十 八 口、 東" 2- 朝 U 新聞) 


究 研の 帳坟 


蚊帳の 研究 


自分 は 蚊帳が 嫌 ひ. である。 しかし 蚊に 責められ るの は それ 以上に 嫌 ひだから 仕方なし に 毎晚此 

の い やな 蚊帳 へ もぐり 込んで 我慢して 居る、 そしてもう 少し 暑苦しくない 心 持の よい 蚊帳が 出來 

ぬ だら うかと 思 ふ。 一 夜寢 ながら 色々 考へ て 見た。 

第 一 に 蚊帳の 內と 外と で溫 度が どれ だけ 違 ふだら うかと 思って 夜中に 寒暖計 を 持って 出たり 人 

つたり して 見た が殘 念ながら 大した 差はなかった。 しかし 人 體に感 する 暑さ は必 すし も 寒暖計の 

示度 許りで は 分らぬ。 {4. 一 氣の 流通の 善悪が 大に關 係す る。 氣溫は 高くても 風が あれば 涼しい。 處 

が 蚊帳が 此風を 邪魔す るの は 確で ある。 風の ある 宵に 蛟 帳の 內と外 とで 煙草 を ふかして 見ても 知 

れる。 それ も 其 害で ある。 風の ヱ ネル ギ， "は 第一 に 蚊帳 を 煽る に 費され 網の 目を拔 ける 時に 摩擦 

で 消される。 
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蚊帳が 幾分で も { 仝氣の 疎通 を 妨げる とすれば 一 一三 人 も 狭い 蚊帳に 寢て 居れば 炭酸 瓦斯の 分量 も 

外より は 多くなる かも 知れぬ。 しかし こんな 試驗は 素人で は 出来ぬ。 

一 體蚊を 防ぐ のが 目的なら ばもう 少し H の 粗い 布 を 使ったら よさ さうな ものである。 試みに 宅 

の 蚊帳の： H を數へ て 見たら 一 寸 四方の 中に 平均 九 百ば かりの 目が ある。 いくら 小人 島の 蚊で もこ 

んな 細かい： IZ を 潜って 侵入す る 奴 は あるまい。 木綿の 幌 蚊帳の 方を數 へたら 此れ は 四百 位で あつ 

たが 此れで も 細か 過ぎる と 思 ふ。 成程 布の 口に は 粗密が ある、 長く 使って 居れば 處々 に 目の 大き 

ぃ處が 出来て 其處 から 蚊が はいる かも 知れぬ が、 それにしても 今日 一般の 蚊帳の 目 は 細か 過ぎて 

居る。 

蚊帳の &は 一般に 萌 黄と 相場が 極って 居る。 何故 萌 黄に 限った の だら う。 見て 涼しい とい ふ點 

ならもう 少し 涼しい 色 はいくら でも ある。 透して 外の 物が 能く 見える 爲 ならもう 少し 黑ぃ 色が よ 

からう。 蚊帳の 色 も 何とかし 度い ものである。 

蚊帳 を 釣る と 上が 垂れて 陶 しい。 此れ も 何とかしたい。 眞 中で 釣 手 をつ けて 天 井へ 釣る か 夫 

とも 外に 工夫 はないだら うか。 

蚊帳 を 組立て、 居る 纖 維の 表面 はよ せ 染める と 中々 廣ぃ。 此 表面に は あらゆる 黴菌が 附着して 
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究 研の 帳 蚊 


居ようと 思 ふ。 中には 有害な 菌も 居よう。 殊に 時候が 夏 丈け に氣 味が 惡ぃ C もし 有害 菌が 澤山附 

着して 居れば 何 か 適當な 殺菌 劑 でも 塗布した 方が 安全で ある。 此れ も 衞生學 者の 研究 を 願 ひ 度い。 

雷鳴の 時に 蚊帳 を 釣っても ぐり 込む の は 誰れ が考 へた 事 かしらぬ が、 唯の 迷信と ちがって 存外 

理窟に 合って 居る。 電氣 の導體 です つかり 包んだ 中へ は 外からの 電氣 作用が 及ばぬ とい ふの は定 

則で、 或 學者は 此れ を證 する 爲に 自身で 金網の 中へ はいり 外から 恐ろしい 強い 電氣の 火花 をボ ン 

ボン 飛ばした が 中に 居た 先生に は 何の 事 もなかつ たとい ふ 事で ある。 しかる に 麻布 殊に 湯 氣を帶 

びた の は 可也よ い 電導體 で 蚊帳 は 其 網で ある、 落雷 は 卽ち强 い 電氣の 火花 だから 論理 上 蚊帳 は 落 

雷の 時の 防衛になる 事に なり さう である、 しかし どの位の 程度 迄有效 かとい ふ 事 や、 麻、 木綿、 

絹 等の 比較な どは專 門の 學 者の 研究 を 待たねば 分らぬ。 此れ も 序に 御 願 ひし 度い ものである。 

吾々 が 今日の 蚊帳に 滿 足せぬ 迄 も 苦情 を 云 はすに 每晚 釣つ て寢て 居る の は、 吾等の 親 も 其 親 も 

此れ を 釣って 寢 たとい ふだけ の 理由で、 蚊帳と いへば こんな ものと あきらめて 居る だけの 事で あ 

らう。 決して 理想的の 蚊帳で はない。 玩具の 搶具 を撿查 し、 猫と ペストの 關係を 研究す る 世の中 

である。 蚊帳の 問題と いつ て も 唯 閑人の 寢 言と 思 はれて は淺 念で ある： 

(明治 四十 一 年 八月 十へ =1、 東京 朝日 新聞) 
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大河と 星の 數 


H. 八の 河 が 無數の 星の 集合した もの だとい ふ 事 は 今日で は 誰れ も 知って 居る が、 何故に あの 様な 

帶狀 をな して 密维 して 居る かとい ふ 事 は 一寸 分らぬ 疑問で ある。 此 疑問 はやが て 天體の 構造 如何 

とい ふ 事になる ので、 昔から 幾多の 天文 舉 者の 想像力 を 逞しう する 種に なって 居た。 或る人 は！ K 

體の星 は 扁平な 薄い 長方形の 中に 散布して 居て、 其 中程に 我が 太陽系が 居る ものと 想像した。 斯 

う 云 ふ 扁平な 板の 様な 天體の 中央に 居て 八方 を 眺めた と假定 すると、 板の 面に 沿うた 方向に は澤 

山の， 星が 重なつ て帶の やうに 見える 害で 此れが 卽ち 天の河で ある。 しかし 板の 面に 斜な 方向に は 

いくらの 厚み もない から、 從 つて 見える 星の 數も少 いといって 說 明した。 此れ は 面白い 考へ では 

あるが 確に その 通り だとい ふ證據 もない、 唯一 つの 想像 說 に過ぎないの である。 想像 だけで は 物 

足りない、 確な 事實を 捕へ たいとい ふの が擧 者の 願で ある。 しかし 事實を 得る の は寢て 居て 考へ 
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數の 星と 河 天 


る だけで は 出来ぬ 仕事で ある。 近頃 白 耳義の 天文 臺 年報に スト 口 ー バ ンと いふ 人が 出した 「銀河 

に對 する 星の 分布」 と 題す る 論文の 拔書を 見る と、 驚くべき 學 者の 根 氣の結 2^ が 現 はれて 居る。 

問題 は つ まり 銀河に 對 して 天球 を數千 の 酉 劃に 分ち 各區 中の 星屑の 數を數 へ ると いふので ある。 

此れが 爲に用 ひた 天 體圖ゃ 寫眞に 含まれて 居た 星の 數は百 萬 を 少し 越えて 居る。 それでも 全體の 

天球の 十分 一位 を數 へたに 過ぎぬ ので、 すっかり 數へ 上げる に はま だ どの位 か、 るか 分らぬ C し 

かし 此れ だけの 研究に よって 天の河 を距れ るに 從 つて 星の 密集の 度が 減す る 模様が 餘程 よく 分つ 

て來た ので ある。 宇宙に 關 する 吾等 の 知識 を增 すだけ の 目的で こ んな 面倒な 仕事 を撓 ますに 續け 

て： &る學 者の 熱、.：： を 多と すべき もので は あるまい か。 (明治 四十 一 年 八 H:  二十 四 口、 東ク、 朝：：！ 新聞) 
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卵の 形 


卵形と いへば 一 方が 少し 尖った 長圓ぃ 形に きまった 樣な ものであるが 稀に は圓 形の 卵 も ある、 

龜、 梟な どが 其 例で ある。 叉赖 やかいつ ぶりの 卵な どは殆 んど兩 端の 丸みが 同じで 楕圓形 をして 

居る。 しかし 一般に は 殆んど 所謂 卵形で 一方が 尖って 居る。 特に 著し いのは 千鳥 や 海 鴨な どので 

ある。 

こんな 風に 卵が i3々 の 形 をして 居る の は 何故 だら うと 物好きな 攀者は 研究した ものである。 先 

づ 自然淘汰の 結 ra^ として 說明 する ものが 多い。 例へば 海 雀の 卵 は 多く 絶壁の 岩の 上に 産まれる の 

で圓錐 形に 尖ったの. -外は 岩から 轉げ 落ちて しま ふと 考 へられて 居る。 又 片方の 尖つ て 居る 方が 

親鳥の 腹の 下へ 澤山 詰め 込む のに 都合が よいから だとい ふ說も ある。 

處が 近頃 此事 について 斬新な カ學 的の 方面から 說明を 試みた 人が ある。 一 體 卵が 産み出さる、 
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前に どんな 道筋 を 經て來 るかと いふに、 始め 卵黃 だけが 輸卵管へ 出て 來 ると、 其 處で白 味が 來て 

取り 卷く、 此れに 膜が 出来て 其 上に 殼が 分泌され 管から 押し出される 內に 固まって しま ふ。 此の 

如く 卵が 出來 上る 迄に は 管の 內 側から 始終に 壓迫を 受けて 居る。 管 壁の 摩擦に 打 勝って 卵 を 押し 

出す 爲に 卵の 後方の 環狀 筋を斷 えす 牧 縮して 卵 殼を壓 しっける。 それ だから 輸卵管の 割に 卵が 大 

き 過ぎる 程壓 迫が 烈しい ので 卵の 後方が 小さく 尖って 來る。 とかう いふ 考 へで カ學 的の 數 式を以 

て 卵の 形 を 現 はし、 種々 の 場合 を 詳論して 居る。 

こんな 議論が 實用上 どうい ふ價 値が あるか は 分りに くいが、 唯 生物界の 現象 を說 明す るに カ學 

を應 用す る樣 になった 率先 者の 一人と して こ、 に 御 紹介す る其學 者の 名はダ ルレ I  . ゥ H ン トウ 

ォ ー ス • トムソンと いふ。 此 論文 は 去る， 四月 倫敦の 動物 舉會で 述べた ものである。 

(明治 四十 一年 八 W  二十 六：； I、 東京 朝日 新聞) 


此頃 猫の 話が 流行る からこ 、 にも 少しば かり 集め て 見る。 

猫 と 三 味 

三味の 音 は 何處で 出る といへば 無論 三 筋の 被から 起る が、 絃 自身から 直接に 〈1^ 氣に傳 はる 音 は 

割合に 弱い ものである。 大部分の 昔は絃 につれ て 振動す る 胴に 張った 皮から 氣に傅 はる。 單に 

敍を 張った 皮の みならす 裏の 皮から も傳 はる。 それ だから 三味 を彈く 時には 裏の 皮 を身體 にくつ 

つけて は駄 R な譯 であらう。 要するに 三味線の 音の 大部 は 洞に 張った 猫の 皮から 出て 居る ので あ 


題, 、つ 苗 


猫の ピアノ 

昔 物好きな 人が 猫 ピアノと いふ もの を 作った 事が ある。 箱の 中に いくつ も 仕切 をして 其 中に 一 

つ 一 つ 猫 を 入れて 置く。 箱の 前の 鍵盤の やうな もの- 1 つ を 指で 押す と 槓杆の 仕掛で 一疋の 猫の 

尻尾 をぐ いと 押す。 すると 猫が にゃあと 鳴く。 數疋の 猫が それ. <\. 高低の 異 つた 鳴 聲を 出す やう 

にして あるので、 うまく 鍵盤 をた、 いて やれば 猫の 音樂 が出來 ると いふので ある。 爐の樣 な 話 だ 

がかう いふ 話が 殘 つて 15 る。 

猫の 宙 返う 

猫 を 倒 につる して 高い 處 から 落せば 中で くるり と 身 を か はし てう まく w つ 足で 立つ。 此れ は 

何でもない 様な 事 だが、 どうして 猫が 廻轉 する かとい ふ 事 は 昔から 物好きな 學 者の 間で 眞 面目な 

問題と なって 居る。 猫の 落ちる 處を 活動 寫眞 にと つて 研究した 人 も ある。 先達て 獨 逸の 或る 科擧 

雜 誌に 猫の 宙返りの 眞似 をす る 雛 形が 載せて あった。 厚紙 か 何 かの 筒の 横腹から 四つ足 を 出した 

ものが 猫の 蚵 になり 其 一 端に 薄っぺらな 短い 尻 塔が 付いて 居る。 此 猫の 腹の 眞中 にある 穴から 絲 M 


が 出て 居る。 此絲で 雛 形 を 倒に つるす。 其 時 尻 nls- は 下に 垂れて 居る が絲を 切って 落す と 同時に バ 

ネ 仕掛で 尻尾が くるりと 百八十度 廻轉 する、 其 はすみ で 胴 體も宙 返. り をして 四つ足で 立つ とい ふ 

ので ある。 尻 の 短い 殆どない やうな 猫 はどうす る だら う。 

猫と 電菜 

.,,1 一つの きを 互に 摩擦す る 時 一 方に 陽 電氣が 起れば 相手の 方に は 陰 電氣が 起る。 しかし 同じ 物で 

も 擦り 合せる 相手に 依つ て 或は 陽になる 事 も あり 又 陰になる 事 も ある。 例へば ガラ ス など は賴で 

摩擦 すれば 陽電 氣を帶 びる がフラ ン ネルで 擦れば 陰 電氣を 生す る。 處が 猫の 毛皮 は 大抵の 物と 摩 

擦 すれば 陽性になる にき まつ て 居る。 ネルと でも ガラ スと でも 又 親と でも 何が 相手に なつ て も 陽 

電氣を 生す る。 それで 昔の 電氣學 者が 種々 の 物 體を陽 陰の 順に 列擧 した 時に 猫の 皮 を 陽の 方の 首 

位大關 の 位置 に 上げた。 其 後 靜電氣 の 實驗に 猫 の 皮 は附き 物と なった ので ある。 

猫の 保護色 

猫の 中に 眼険の 上の 處 だけ 色が ついて、 眠つ てお る 時で も 一 寸服を 明いて 居る 様に 見える もの 
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が ある。 或 人 は 此れ を 一 種の 保護色の 例で あると 論じて 居る。 

猫の 智慧，  . 

或 人 の 飼 猫 は 主人 の 居室で 椅子 の 上に 登って 呼 鈴の ボタ ン を 押 しボ ー ィ を 呼 出す 癖が あ つ た。 

又 或 猫 は 料理番が 臺 所で 居眠り をして 火事 を 起し かけた の を 主人に 急報した。 それから 夜し め 出 

し をく つた 時人 口の 戶をコ ッ/, \ 叩く 猫 も ある。 又 子 を 生む といつ でも 其 子 を 取り上げられ るの 

で 色々 隱し 場所 を變 へた 末に、 とう/ \ 主人の 書齋の 書棚の 奥に 隱 した 猫 も ある。 

(明治 四十 一 年 九月 五日、 東京 朝日 新聞) 


電話で 說敎 

近頃 北米 テキサス 州の フ ォ ー トウ ォ ー ス とい ふ 町で 電話 を 使って 說敎 した 牧師が ある。 自分の 

受 持の 寺院で 大勢の 聽 衆に 對 して 說敎 すると、 其聲は 同時に 電話で 市中の 各所へ 配布され た。 共 

配布 先 は飮食 店が 五六 軒、 商館が 十二 三 軒、 私宅が 五 百 軒ば かりと 役所が 二十 箇所 程であった。 

(明治 四十 一年 八月 二十 八 H、 東京 朝 H 新 SS ン 

ク C1 口 ホルム の 作用 

近頃 英國で 犬に ク a ホルム を 種々 な 方法で 與 へて 其 作用 を試驗 した 人が ある。 此藥劑 を 飲ま 
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せ 又 皮下に 注射す ると 肝 縢の 機能 を 害 して 中毒の 症狀を 起す が、 其蒸氣 を 呼吸させる と體 內の蛋 

白 質の 分解 を 促し 却て 肝龌の 機能 4^ 舆 奮させる： 其譯は 肺臟へ 吸入され たの は 速 かに 吸收 され 速 

かに 排出され るが 其 他の 方法で 與へ たもの は 長く 肝臟に 停滞す る爲 であるとの 事で ある。 

(明治 四十 一年 八： 《 一一 一十 日、 東京 朝日 新聞) 

發電所 は 難破船 

. メキシコの 南 隣 グアテマラの 西海岸の 一 小 市で 近頃 電燈 を點 する 様になつ たが、 其 中央 發電所 

は 同市の 海岸 近くに 坐洲 した 獨 逸の 汽船で ある。 此船は 砂の 中へ 深く 埋れて 引 卸しの 見込 はない 

が、 幸に 其 船中に 備付の 發 電機と 一 つの 汽罐と が 無事で あつたから 其 儘 此れ を 利用し、 海岸 迄 線 

を 引いて 市中 を 照して 居る さうな。 (明治 四十 一年 九月 六日、 東京 朝日 新聞) 

輕ぃ雙 眼鏡 

今度 倫敦 のネグ レ ツチ. アンド. ザ ム ブラ で賫 出した 新形の 雙 眼鏡 一. ミ 二 ム」 と 云 ふの は從來 

の雙 眼鏡 中で 最も 輕 いもので ある、 其 倍率 は 八 倍で 重量 七十 五 匁 位、 柔 かい 皮 袋に 入れて 隱 袋に W 


收 める 樣に 出来て 居る。 (明治 ra 十一 年 九月 六日、 東京 朝日 新閡)  8 

5 

四 足 獸で鳞 の ある もの は 珍ら しい。 せんざん かふ、 蟻食 ひの 類に 過ぎぬ。 尤も 鼠の 尻尾 も 一種 

の麟 片で蔽 はれて 居る し 其 他 身體の 一部に 多少の 鳞片 ある もの は あるが、 狐の 先祖が 鳞片を 着け 

て 居た とい ふ說は 新しい。 此說を 出した の は ウィン ナの 人で ある r.- 若い 狐の 毛皮 を 詳ヒく 調べて 

見る と 其 0 毛の 生え 方が 一種 特別で 數本宛 束になって 一 定の 間隙 を 置いて 生じて 居る-つ 其 皮膚 は 

丁度 せんざん かふの 鱗片 を 刹した 跡に 酷似して 居る とい ふ C 

(明治 四十 一 年 九月 七日、 東京 朝日 新聞し 

空中 飛行の 將來 

佛蘭 西から 英國迄 海 を 超えて 飛行す る 事の 出來 たものに は 一 千ボ ンド の 賞金 を與 へる と 申し出 

した 人が ある。 一昨年の 慕に サン ト- ヂュ モンが 始めて 成效 した 時に 飛んだ 距離 は 僅に 二十 五 米 

突で あつたが、 この頃 ファ ー マ ンゃ ドラ グラ ンジ ュ の 飛行した 距離 は 一 一 萬 米突に 近く、 卽ち 僅か 
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一 一年の 間に 飛行 距離 は 八 百倍に なった 譯 である。 此 割で 進歩 すれば 海峽 を横斷 する 位 は 遠から す 

出來る だら うと 思 はれる C  (明治 四十 一年 九月 十六 日、 東お 朝日 新聞) 
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本 卷には 種々 の 短い 文章 を 集めて 收錄 した。 

「短 章 その 二 は 總て雜 誌 「漉 柿」 に發 表された もので、 ニニ 毛の 墓 jr 最上 川 象 潟 以後 一 「震 生 

湖より」 一女の 顔」 の 四篇を 除く 他 は 同誌の 卷頭第 一 頁に 揭載 された ものである.」 卷 頭に 揭 載され 

たもの は、 初めは 「無題」 とい ふ 題で あつたが、 後に は 「曙 町より 一 となった。 一. 短 章 その 一 」 

のうち 一 無題」 の (一) から (八十 六) まで、 一 曙 町より」 の (一) から ニハ) まで 及び (八) か 

ら (十二) まで、 それから 一 三毛の 墓」 一 最上 川 象 潟 以後」 「震 生 湖より I 一女の 顏 一 の 都合 百 一 篇 

は 昭和 八 年 六月 寺 田寅彥 の 名 を 以て 發 行され た 著書 「柿の 種」 に採錄 されて ゐ る。 一 曙 町より」 

後 の (十三) から (二十 七) まで 及び 「星 野溫 泉より. 一 の 十六 篇は 昭和 十 一年 三月 吉村冬 彥の名 を 

§" 以て 發 行され た 「橡 の實」 に收 めら れてゐ る = 此 等の 短文 は 「柿の 種 一 に 於て は 原の 題 を 省略し 


1 


小さな カット を 置いて 印刷して ある。 「橡 の實ー の 短文 も 同じ 形式で ある。 然し、 本 全集に 於て 

は 初め 發 表された ときの 題 を 用 ひ、 同じ 題名の ものに は ( 一) (二) の 如き 番號を 付けた。 但し、 

雑誌に は 一度に 揭 載され たもの を 一柿の 種 一 へ收 める とき ニ篇 または 三篇 とした もの は、 「柿の 

種」 に據 つて それぐ 獨 立した ー篇の やうに 取扱った。 一 曙 町より 一 (七) は 「柿の 種」 に は採錄 

されて ゐな いので あるが、 本卷に 於て は 其の 年代に 從ふ 場所へ 牧錄 した。 此 等の 文章が 最初 發表 

された ときの 署名 は それぐ 下の 通りで ある。 一， 無題  一二).  (二) (三) 一 三毛の 墓，. 一 は藪柑 子、 

I. 女の 顏ー は 寺 田藪柑 子、 「最上 川 象 潟 以後」 は 寅彥、 「震 生 湖より J は 寅 日子、 「無題」 (四) か 

ら (十二) まで は木螺 先生、 一 曙 町より」 (七) は木螺 閑人、 「無題」 ニニ 十五) 及び (三十 六) ば 

寺 田木螺 山人、 其 他は總 て木螺 山人で ある" 本文の 校： おは 「神の 種 j 及び 一， 橡の實 一 に據 り、 且 

っ兩著 0 原稿 及び 「溢 柿. 一 を參 照した。 

「短 章 その 二」 は雜 誌に は揭 載され ない 短文で 「橡 の實ー に 於て 初めて 發 表された ものである „ 

著者 は 一柿の 種 一 を 纏めて 後 此の 種の 短文 を 所謂 書きお ろしで 著書と する 意向 を 持ち、 折に 觸れ 

て 書き 溜めて 行った 樣 である。 從 つて 「短 章 その 二  11 の 初めの 部分すな はち 「無題. 一 (八十 ヒ) か 

ら (百 十一 ) まで は、 昭和 八 年 夏 頃から 昭和 十 年 夏までの 間に *1 かれた ものと 考へ られ る。 「無 
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題」 (百 十二) に は 昭和 十 年 六月 十二 日の 日附が あり、 「擧界 警察. 一 は 昭和 十 年 六月と 書かれて ゐ 

るから、 此 等の 間にある もの も 同年， 同月 中に 書かれた ものと 思 はれる。 此 等の 原稿の 順序 は 著者 

が 整理して おいた 通りで ある C 一  死刑囚 一 及び  一 ノルマ ン ディ ー 一 は 昭和 十 年 七月 三日 及び 同年 

七月 十三 日の 日附の ある こと 本文の 末尾に 記載の 如くで ある。 

一 無題， 一 (百 十四) 以下 は 昭和 十 年 秋 著者が 病 を 得てから 書かれた ものである。 一 無題. 一 (百 一 一 

十) まで は 著書 自ら 認めた ものであるが、 「無題」 (百 二十 一 ) 以下 は 著者が 口授して 一柿の 種」 

の發 行者なる 小山 書店 主人 をして 筆記 させ、 これに 著者が 加筆した ものである。 此 等の 原稿に は 

それぐ 筆寫の 日. 附が 書かれて ゐる こと 本文 末尾に 記載の 通りで ある。 

此 等の 短文 は 數篇を 除く 他 は 題が 付いて ない ので あるが、 本 全集に 於て は 便宜上 「無題 一 とす 

る ことと した。 「不審 紙」 「死刑囚 二 の ニ篇は 「橡 の實」 に 於て は 題 を 付けす に 印刷され てゐ るが、 

本 全集に 於て は 著者 自筆の 原稿に 據 つて 之 を 補った。 校訂 は 一 橡の實 J に據 り、 且つ 「橡 の實」 

の 原稿 を參 照した。 

「斷片 J は總 て未發 表の 草稿 ゃ雜 記帳の なかの 短文 を收錄 した， - 

「一」 及び 二 一  夢 語 一 束」 は 「おぼえ 帳」 と 題す る 和 緩の 雜 記帳に 毛筆 を 以て 書かれて ゐる 3 


もので 明治 三十 年頃の ものと 考 へられる。 

「三 其の 前夜 二 四 秋 二 五」 は 「忍 草」 と 題し 和紙 十數葉 を凝ぢ たものに 毛筆 を 以て 書か 

れて 居り、 矢張り 明治 三十 年頃と 考 へられる。 「五一に は 明かに 明治 三十 年 六月 廿 二日の 日附が 

II 曰いて ある。 

「六 病に 就て. 一 は 明治 三十 二 年に r ホト トギス J に發 表された 「祭」 (本 全集 第一 卷所收 ) 等 

の 草稿の ある ノ ー トブ ッ クに金 曰かれて ゐる もので、 明治 三十 一 一年 頃の ものと 考へ られ る。 

「七， 一 「八 白百合： 一 「さ 「十 葉摟」 「十一」 「士 一」 「十三 草 取 歌」 「十四 反映 二， 十五 I 

ば 扉に 一， 詩歌 艸稿」 と 題し 「嶋 つき」 (本 全集 第 一 卷 所收) 等の 書かれて ゐる 和綴 昇 紙 本 >, に 書かれ 

てゐ る。 「七 一は 明治 三十 五年須 崎に 病氣 療養中に 書かれた こと は 明かで あるが、 他の もの も 同 

年 療養 生活 中に 書かれた ものと 思 はれる。 

「十六 一 は 一， 根 岸 庵 を訪ふ 記」 (本 全集 第 一 卷 所收) 等の 書かれて ゐ る和緣 雰紙 本に 書かれて ゐ 

る もので、 大正 三年、 同 四 年 及び 其 以後の ものであるが 最後の 年月 は 明かで ない。 

「十七」 は 一知と 疑」 (本 全集 第 一 卷 所牧) 等の 書かれて ゐる ものの 終りの 部分に あり、 大正 四 

年 又は 五 年頃 書かれた ものと 考 へられる。 

「十八」 は 初めの 方の ものに 大正 八 年の 日附が あるが、 總て词 年に 書かれた もので はない かと 


思 はれる。 

「十九」 は 大正 十五 年 前後に 書かれた ものと 考 へられる。  ， 

一， 歳時記 新 註 一 は 明治 四十 一 年 「東京 朝日 新聞 一 に褐 載され たもの である C 一  稻妻ー 「鳩 吹 一 

一 霧の 海、 霧の 笆、 霧の 杳」 「火桶、 火鉢」 は 閑人の 名 を 以て 發 表されて 居る。 其 他に は 記名が な 

いが 著者 所蔵の 新聞 切拔 及び 日記 等に 依り 著者の ものなる こと を 推定した。 

一 話の種」 は 明治 四十 年から 四十 一年へ かけて 一， 東京 朝日 新聞 一 に揭 載され たもので ある C 此 

等の 文章 は TR、  TR 生、 HK 等の 名 を 以て 發 表されて 居り、 記名の ない もの も 著者 所蔵の 切拔 

帳 等に 依つ て 著者の ものなる こと を 推定した。 

「赤」 は 牛 頓の名 を 以て 明治 三十 二 年 五月 「ホト トギス 一 第二 卷第八 號に發 表された。 

「神 一 は 牛 頓の名 を 以て 明治 三十 三年 三月 「ホト トギス 一 第三 卷 第五 號に發 表された。 

後 一 ラム プの いろ/, \. 一  以下 は總て 明治 四十 年 及び 四十 一年の 一， 東京 朝日 新聞 一 に發 表された も 

0. ので ある。 此のう ち 「ラム プの いろ- f -」 は 禿の 頭、 「汽船の 改良」 は TR 生、 一 無線電信の 近狀 J  5 


は TR、 「天然色 寫眞 新法」 「ム ー ァ燈 I j は HK、 「宇宙の ニ大星 流」 は 日 生、 r 相撲と カ擧 J は T 

T 生、 一 蚊帳の 研究」 「天河と 星の 數」 一 卵の 形」 「猫 六 題」 は 閑人の 名 を 以て 發 表されて ゐる。 最 

まんねん ふで 

後の 「萬 年 筆，」 は 「東京 朝日 新聞」 の 「萬 年 筆」 とい ふ 攔に揭 載され たもので、 其のう ちの 初め 

の 二 篇には HK の 名が あるが、 其 他に は 記名がない。 記名 を缺 くもの は 著者 所蔵の 切拔帳 等に 據 

つ て 推定した こと 前と 同様で ある。 

此 等の 校訂 は 新聞 を原據 とし、 明白な 誤 は 之 を 正した。 

編輯 者 
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